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1941 年の夏、ナチス ドイツとその同盟国ルーマニア、フィンランド、ハンガリー、イタリア、スペイン、スロバキア、クロアチアから最初の最もひどい打撃を受けた赤軍のすべての兵士と将校に捧げられます...
すべての既知の英雄と無名英雄への永遠の記憶。彼らは、この偉業に感謝しているすべての人の心の中にいます...
 
著者より
「歴史の事実」プロジェクトのために戦前の文書を扱う過程で、多くの興味深い証拠が発見されました。徐々に、これらの文書のいくつかを収集し、出来事の経過の全体像の中にそれらを配置する必要があるという考えに達しました。知っている文書もあれば、知らない文書もあります。私が主にやりたかったのは、戦前と最初の戦争の数ヶ月を証拠資料を通して示すことでした。
本文には私の説明とコメントが含まれています。しかし、文書に従って「歴史の事実」プロジェクトを実行する私の原則は変わりません。実行に移された決定、命令、規制を行った人々によって歴史を語ってもらいましょう。出来事がどのように発展したかを理解するには、個々の事実を文脈から切り離すのではなく、出来事のシーケンス全体を可能な限り詳細に示す必要があります。その結果、あなたの目の前で、すべてのニュアンスが考慮され、単一の事実が削除されない歴史プロセスの全体構造が得られます（これは「歴史の事実」プロジェクトの原則の1つでもあります）。
私を助けてくれた素晴らしい人々に感謝の意を表したいと思います。
まず最初に、私はオクサナ・ネヴェチェリーナさんの限りない忍耐力、楽観主義、有益なアドバイス、そして絶え間ない実践的な支援に深く感謝します。
また、ブレーンストーミングに最適な、新鮮な視点、熱意、分析スキルを備えたマキシム・シャラポフ氏にも感謝の意を表したいと思います。
しかし、私はイリーナ・スクヴォルツォワの評価、たゆまぬ援助とサポートに特に感謝しています。
 
導入
多くの人は60年代から80年代のソ連を見た。これが私たちが知っており、慣れ親しんでいるソ連です。多くの人は今、これが常にそうだったという印象を持っています。しかし、これは真実ではありません。 1945 年とその後のソ連は 1941 年と同じではありません。この国は大祖国戦争の戦火の中で築かれました。その戦争中に、ソビエト連邦は私たち皆が知っているソビエト連邦になりました。
したがって、大祖国戦争は、かつてはソ連であり、現在はロシア国民と旧ソ連諸国の多くの住民の世界観を支えているものの一つである。これは永遠に記憶に残るものであり、常に私たちの一部であり続けるものです。第二次世界大戦と大祖国戦争の歴史を書き換える理由の一つは、ロシア国民の支持の中核を叩きのめすことである。
大祖国戦争、そしておそらくロシアの歴史全般において最も悲劇的なページの 1 つは 1941 年の軍事災害でした。これほど規模の大惨事は想像するのが困難です。ソ連のヨーロッパ地域の広大な領土はドイツによって占領されており、そこには数千万人が住んでおり、数百の工場や工場があり、経済的可能性を著しく低下させました。数十万人の囚人が死亡、行方不明になっている。軍用および民間の装備に重大な損失が発生する。しかし、これらはすべて軍事的大惨事の乾いた線であり、その背後にはこの国の運命とそれに関わる何百万もの人々の運命が横たわっている。実際、ソ連は滅亡の危機に瀕していた。
一般に、1941 年夏の軍事出来事は非常に異なっていました。一方では、これはブレスト要塞、国境警備隊、パイロット、戦車兵、歩兵の英雄的な防衛です。その一方で、戦闘準備が整っていなかった師団の兵舎で銃撃された軍用機の迷彩と散布の命令が履行されなかった。第三に、海軍、NKVD国境部隊、および各軍管区を完全な戦闘準備状態にします。戦争の始まりの出来事は、数多くの矛盾した出来事から構成されています。
災害がどのような理由で引き起こされたのかについては、まだ議論が続いています。私の意見では、原因も犯人も単一ではありません。
主なバージョン:
– 赤軍の完全な準備不足（部隊は動員されず、ほとんどが冬営地にあった）。 G.ジューコフの回想録によると、I.スターリンはドイツ人を刺激しないように軍隊に戦闘準備を整えることを許可しなかった。このため、彼は穀物を積んだ列車をドイツに送りました。私は別の本「モロトフ・リッベントロップ協定の誕生（時代、出来事、人々）」で穀物を積んだ列車について分析しました（穀物を積んだ同じ列車に対して、ドイツは装備品と軍事装備を積んだ列車を送りました）。
– ある有名な英国の広報担当者は、ソ連はドイツ攻撃の準備をしていたものの、予防戦争を開始したヒトラーはスターリンより先を行っていたとするバージョンを提唱した（このバージョンは、6月22日のI・リッベントロップの声明を完全に繰り返している）独ソ戦争の勃発）。ドイツ軍は最初に攻撃し、赤軍に重大な敗北を与えることができた。
– 赤軍は来たる戦闘に備えていた。ドイツが攻撃したとき、ソ連軍は反撃を行って敵を占領地から追い出し、戦闘をドイツ領土に移さなければなりませんでした。したがって、一部の部隊は国境近く（たとえば、ビャウィストクやリヴィウの隆起部）に集中した。
– 赤軍は敵を弱体化させるために深層防御の準備をしており、その後有利な条件で攻撃を開始しました。例えば、ヴィャズマ地域に要塞地域を建設する計画が知られている。
大祖国戦争、特にその初期について多くの記事や本が書かれています。しかし、疑問はまだ残っている。ソ連とドイツの軍事指導者の数多くの回想録は、必ずしも客観的な情報源であるとは限りません。回想録は多くの場合、いくつかの失敗、間違い、失敗をカバーしますが、逆に成功は称賛されます（これはすべての回想家に当てはまります）。
コーネフ元帥は、戦争の初期について尋ねられたとき、「嘘はつきたくないが、それでも真実を書くことを許してくれない」と答えた。この場合、真実を書くことが許されなかった場合、他の軍指導者は何を書いたのでしょうか?
戦争についての研究は何に基づいて行われるべきでしょうか？第三者によって伝えられた噂や言葉を重大な史料のランクに引き上げる価値はありません。この場合、客観性を失い、何が起こっているのか全体像が見えなくなる危険があります。ソ連の軍事指導者とドイツ、イギリス、アメリカの両方の軍事指導者の回想録は、指示、命令、その他の文書、そして展開する出来事そのものと照らし合わせて、慎重に扱われるべきである。
この本の目的は、戦前の状況の詳細を示すことです。
– ドイツとの戦争の場合にソ連はどのような計画を持っていましたか。
– 西部軍管区で何が起こったのか（出来事、指令、命令）。
–西部軍管区はどの程度の準備を整えて戦争に対応しましたか?
何が起こったのかを明確に答えるという課題は設定していません。しかし、具体的な質問や考えを可能にする文書、出来事、事実を示すことは、完全に本書の機能の範囲内です。
私が引用したドキュメントはすべてオープンソースから取得したものです。それは考慮に入れる必要があります。まず、敵対行為の最初の数か月間で、地上の軍事文書（命令、指示）の一部が紛失しました。第二に、戦後、いくつかのアーカイブが「整理」されました。回想録に記載された命令や指令のすべてが見つかったわけではないことが知られている。
さらに、現在までにすべてのアーカイブ文書が機密解除され処理されているわけではありません。これらすべてにより、何が起こったのかを詳細に把握することが困難になります。
 
第 1 章 1940 年から 1941 年にかけてソ連は何を準備していましたか?
 
1. ソ連の主な軍事計画
平時、各国の参謀本部は、潜在的な脅威（攻撃と防御の両方）に向けた軍事作戦の計画に取り組んでいます。これは完全に今日のおかげです。参謀本部が何らかの戦争計画を持っていることは驚くべきことではない。彼の仕事は計画を立てることです。
戦前、赤軍（労農赤軍）は軍事戦略文書について一定の構造を持っていた。これは、実行されれば、規定された作戦の目標と目的に従って陸軍と海軍が完全に配備され、戦闘に参加することを保証する一連の指令と計画であった。 「これには以下が含まれます：
– 軍の戦略的展開の基本に関する政府指令。
- 軍の戦略的展開（前線および艦隊の任務）の手順に関する、参謀総長によって作成され、ソ連国防人民委員によって承認された、地図および概要表の付録を含むメモ前線および軍間における赤軍の軍事編隊、航空および部隊の配分。
– 軍事作戦の舞台に軍隊を集中させるための戦略的輸送計画。戦略的展開カバープラン。
– 現役軍の後方支援と物的支援を組織する計画。
– 通信、軍事通信、防空などの計画。」
知られている最後の戦略展開計画は 1938 年 11 月 19 日に承認されました。1940 年半ばまでにフランスの敗北により、ヨーロッパの状況は劇的に変化し、新たな現実を考慮する必要がありました。
1940 年 7 月 22 日、F. ハルダー率いる国防軍地上軍最高司令部参謀本部は、対ソ連作戦計画の予備的な策定を開始した。 F. ハルダーのメモから:
1940 年 7 月 22 日。
ロシアの問題は攻撃によって解決されるだろう。今後の操作の計画を検討する必要があります。
A.導入は 4 ～ 6 週間続きます。総統に通報があった。
b.ベルリンとシレジア工業地帯をロシアの空襲から守るために、ロシア地上軍を倒すか、少なくともそのような領土を占領する。私たちの航空がロシアの最も重要な中心部を破壊できるように、ロシアの奥深くに進出することが望ましい。
V.政治的目標: ウクライナ国家、バルト三国連邦、ベラルーシ、フィンランド。バルト三国は厄介な国だ。 2
計画された会社の政治的目標の中で、A.ヒトラーは次のことを概説しました：ウクライナ国家の創設、バルト三国とベラルーシの連邦の形成、そしてフィンランドの領土の拡大。ヒトラーによれば、バルト三国はソ連にとって「厄介な存在」になるはずだったという。
G. ホス (1941 年夏、第 3 装甲グループの指揮官) は、東部での作戦の準備開始について、やや早い時期を次のように述べています。
すでに1940年7月6日、「東方外国軍」部門の長は、そのような作戦を準備するための基礎データを参謀総長に報告していた。彼らの結論としては、側面がバルト海に隣接していることを条件として、作戦の展開にとって最も有利な方向はモスクワ方向であり、その行動はウクライナと黒海沿岸に位置する敵集団に戦闘を強いることになるだろうというものだった。逆さまの正面。
翌日、作戦部長は強力な南部グループの創設を提案した。しかし、参謀総長は、強力な北部グループを創設することがより適切であると考えていると述べた... 3
つまり、フランスでの戦闘終了後（フランスは1940年6月22日に降伏に署名した）、すでに1940年7月6日に、参謀長は提案されている東部中隊の主な検討事項について報告されました。そのような考慮事項の準備に関する指示はいつ与えられましたか?
ドイツはフランスを破る前にソ連を攻撃することはできなかった。フランスの敗北により、ドイツはヨーロッパ全土を征服することができました。
1940 年 5 月から 6 月にかけてフランスがドイツに敗北
ソ連に対する「バルバロッサ」攻撃計画は、1940 年 12 月 18 日にヒトラーによって承認されましたが、その作業は 1940 年 7 月 22 日に開始されました。本質的にソ連のヨーロッパ部分は攻撃的だったという。重要な詳細であるが、バルバロッサ計画は、ドイツが予防的軍事手段としてソ連を攻撃していることを示しているわけではない。ドイツはかなり後になって攻撃を正当化するためにこのような発言をした。もしこれが真実でないとしたら、1940 年の夏以来策定されてきたバルバロッサ計画はどの段階で「ソ連の侵略」に対する予防策となったのでしょうか?
もう一度、F. ハルダーのメモに戻ってみましょう。彼は他の誰とも違って、ドイツの準備について完全な情報を持っていました。 1940 年 7 月 31 日の国防軍指導部との軍事会議で、A. ヒトラーは次のように述べました。
1940 年 7 月 31 日。
総統:
イギリスの希望はロシアとアメリカだ。ロシアへの期待が崩れれば、アメリカもイギリスから離れるだろう。なぜなら、ロシアの敗北は東アジアにおける日本の信じられないほどの強化をもたらすからである...
英国は特にロシアに期待している。ロンドンで何かが起こった！イギリス軍は完全に意気消沈していたが、ここで突然再び元気を取り戻した。
会話が聞こえてきました。ロシアは西ヨーロッパの急速な発展に不満を抱いている。ロシアが英国に対し、ドイツをあまり[強く]見たくない、と伝えるだけで十分である。英国が藁をもつかむ思いでこの声明にしがみつき、6～8か月以内に事態が好転することを望み始めるには十分である。全く違う。
もしロシアが敗北すれば、イングランドは最後の希望を失うことになる。その後、ドイツはヨーロッパとバルカン半島を支配することになります。
結論: この推論によれば、ロシアは清算されなければなりません。期限: 1941 年春。
ロシアを倒すのは早ければ早いほど良い。この作戦は、州全体を一撃で打ち破る場合にのみ意味をなす。領土の一部を占領するだけでは十分ではありません。
冬場の活動停止は危険です。したがって、待った方が良いですが、ロシアを破壊するという強い決断を下した方が良いです...今年始めた方が良いですが、作戦は一撃で実行する必要があるため、これは適切ではありません。目的はロシアの生命力を破壊することだ。 4
ロシアは敗北して（「国家全体」として）清算されなければならない。そうすればイギリスとの問題は解決され、ドイツが「ヨーロッパを支配」できるようになるだろう。したがって、ドイツの目標は「ロシアを排除しなければならない」と述べられている。この目標を達成するために、バルバロッサ計画が開発されています。そしてまたしても、予防戦争については一言も触れられていない。ドイツは、他の強大国の入り込む余地がないという欧州情勢に対する戦略的ビジョンに基づいて進めている。
ヒトラーは1940年に遡ってロシアと取引することを望んでいただろう。しかし攻撃の準備には時間がかかるだろう。同じ証拠が G. Goth によって与えられています。
7月29日、当時東方にいた第18軍参謀長（E.マルクス）がベルリンに呼び出され、対ロシア作戦計画を立てる任務を与えられた。この時、秋にロシアへの攻撃を開始しようとしていたヒトラーは、東国境沿いでの軍隊の集中と展開には4〜6週間かかると知らされた。 5
そのため、ヒトラーは当初、1940 年の秋にソ連を攻撃するつもりでした。これは、イギリス侵攻 - アシカ作戦の準備が進められていた時期に計画されました。この操作は決して行われませんでした。しかし、ヒトラーは実際に島々を侵略し、イギリスを破る計画を立てていたのだろうか？ E.マンシュタインによれば、そうではありません。
ドイツもソ連もお互いを敵対視していた。ソ連はフランスの急速な敗北に不満を持っていましたが、ドイツが著しく強くなったので、これは理解できます。 F. ハルダーの日記より:
1940 年 7 月 22 日。
スターリンはイギリスに戦争継続を強制し、それによって我々を束縛するためにイギリスに媚びている…彼はドイツが強くなりすぎないように努めている。しかし、ロシアが我が国に対して積極的に行動を起こす兆候は見られません。
ロシア - イングランド：両国とも接近する傾向にある。ロシア人はイギリス人の前で妥協することを恐れている。ロシア人は戦争を望んでいない。スターリンとクリップスとの交渉中、スターリンは公式には英国との接近を控えた…しかし、ロシアの本当の気分は別の状況下で反映された（カリーニンとユーゴスラビア大使ガブリロヴィチの会話）。ここでロシアはドイツに対して「一つのブロックに団結せよ」と呼びかけた。 7
1. A. ヒトラー 2. J. リッベントロップ、ドイツ外務大臣 3. F. ハルダー、国防軍参謀総長
それぞれの側がそれぞれの目標を追求します。ドイツは大陸の最後の強国を排除しようとしている。ソ連とイギリスはこれを阻止しようとしている（ドイツは彼らの共通の敵である）。そしてここでは、両国の立場は1939年9月1日のドイツによるポーランド攻撃以前よりも接点が増えている。同時に、F・ハルダーは「ロシアが我々に対して積極的に行動を起こしている兆候はない」とも指摘している。一方のソ連は、イギリスとアメリカの前で妥協することを望まなかった。ドイツとの戦争における潜在的な同盟国へ。しかしその一方で、公然と敵対的な行動でドイツを刺激することは望まず、ドイツとの通商関係を維持・発展させ、中立を強調した。
そこでドイツ軍はソ連を倒す計画の策定に取り組んでいる。そしてまさにこの時期に、ドイツの外交官はソ連に三国同盟への参加を勧めている。 I. リッベントロップは、1940 年 11 月 12 日のベルリンでの V. モロトフとの最初の会話ですでに次のように述べています。
ドイツ、イタリア、日本という三国がソ連と合意に達し、ソ連が戦争の更なる拡大を阻止したいという願望との団結を表明する形が考えられる。戦争。これに、協力と利益の相互尊重についていくつかの点を追加できます。 8
第一に、これは差し迫った侵略（ロシア清算の決定が下された）に対する政治的隠れ蓑であると見なすことができる。そして第二に、イギリスとアメリカの前でドイツとの交渉を通じてソ連を妥協させようとする試みである。ソ連の三国同盟への加盟に関するベルリンにおけるV. モロトフとA. ヒトラーの間の交渉は別の話題である。
1. I. スターリン 2. V. モロトフ外務人民委員 3. S. ティモシェンコ国防人民委員
このような状況下でソ連は何をしたのでしょうか？
第一に、これは差し迫った侵略（ロシア清算の決定が下された）に対する政治的隠れ蓑であると見なすことができる。そして第二に、イギリスとアメリカの前でドイツとの交渉を通じてソ連を妥協させようとする試みである。ソ連の三国同盟への加盟に関するベルリンにおけるV. モロトフとA. ヒトラーの間の交渉は別の話題である。
このような状況下でソ連は何をしたのでしょうか？
1940年7月、新たな状況を考慮して、B.シャポシニコフの指導の下、赤軍参謀本部は軍の戦略的展開に関する文書の作成を開始した。 8月までに書類は完成した。 8月16日の主要軍事評議会の会議で、敵の主な攻撃の方向性とソ連の対応を最終決定することが決定された。新しい参謀総長 K. メレツコフ (1940 年 8 月 19 日に任命) は、戦略的展開計画の最終決定に取り組んでいました。 B.シャポシニコフがS.ティモシェンコとの対立のために削除されたというバージョンがあります（公式には彼は健康上の理由で去りました）。この紛争は、ドイツ軍の主な打撃の可能性を判断するためでした（B.シャポシニコフは、これはベラルーシとバルト三国であると信じていました、S.ティモシェンコは、主な打撃はウクライナに及ぶと信じていました）。この紛争は、B.シャポシニコフが直接関与した計画の準備を最終決定する必要があった8月16日の軍事評議会直後のB.シャポシニコフの追放によって間接的に示されている。さらに、ドイツによるソ連攻撃（7月29日）から1か月後、参謀総長の職にあったG.ジューコフが解任され、B.シャポシニコフが再び同職に任命された。
9月までに、K.メレツコフは配備計画の最終決定を完了した。概ね8月16日の計画に沿ったものとなった。修正計画「1940 年 9 月 18 日付けのソビエト連邦軍配備の基本に関する第 103202/ov 号」 1940～1941年用(文書 1、以下、文書へのリンクがあります - アクティブなリンクのある図 - 巻末に掲載されています) は、V. モロトフ (人民委員評議会議長) と I. スターリンによって承認され、署名されました。 1940 年 10 月 14 日の党中央委員会。計画は承認されなくなりました。
_____________________________________________________
簡単な情報
赤軍参謀
1940 年から 1941 年までの一般参謀。軍隊配備のためのいくつかの計画を準備しました。
– 1940年8月16日からB.シャポシニコフの指導の下で。
– 1940 年 9 月 18 日から、K. メレツコフの指導の下で（この文書はしばしばシャポシニコフ・メレツコフ計画と呼ばれます）。 I. スターリンと V. モロトフによって署名されたのはこの文書でした。
– 1940 年 10 月 5 日、I. スターリンによって与えられた多くの問題と指示に関する K. メレツコフからのメモ。
– 1941年3月11日から、G.ジューコフの指導の下で（一部の研究者はこれを偽物だと考えています）。文書には署名がありません。
– 1941 年 5 月 15 日、参謀本部作戦総局次長 A. ヴァシレフスキー (手書きにより著者が特定された) – 戦略展開計画草案をまとめた。署名のない文書。
赤軍参謀総長:
B.M.シャポシニコフ（1937年5月10日 – 1940年8月19日）
K.A.メレツコフ（1940年8月19日 – 1941年1月14日）
G.K.ジューコフ (1941年1月14日 – 7月29日)
B.M.シャポシニコフ（1941年7月29日 – 1942年5月）
A.M.ヴァシレフスキー（1942年5月 - 1945年2月）。
1. B. M. シャポシニコフ 2. K. A. メレツコフ 3. G. K. ジューコフ 4. A. M. ヴァシレフスキー
1941年から1945年の大祖国戦争中。参謀本部は、前線での軍隊の戦略計画と指導を行う最高司令部の主要機関でした。
_____________________________________________________
ソビエト指導部によって承認された計画では、新たな政治情勢における潜在的な敵対者が特定されました (1):
現在のヨーロッパの政治情勢により、西側の国境で武力衝突が起こる可能性が高まっています。
この武力紛争は我が国の西部国境にのみ限定されるかもしれないが、極東国境が日本から攻撃される可能性は排除できない。
我が国の西側の国境では、最も可能性の高い敵はドイツである；イタリアに関しては、戦争に参加する可能性があり、むしろバルカン半島に出現する可能性があり、我が国にとって間接的な脅威となる。
ソ連とドイツの間の武力紛争では、ハンガリーが我が国との軍事紛争に巻き込まれる可能性があるほか、復讐の目的でフィンランドやルーマニアも巻き込まれる可能性がある。
イランとアフガニスタン側が武装中立を維持する可能性が高いため、ドイツに触発されたトルコによるソ連に対する公然と攻撃が行われる可能性がある。
ドイツは 1940 年から 1941 年にかけて最も可能性の高い敵であると特定されました。イギリスとの戦争にもかかわらず、ドイツはソ連西部の国境に集中することができます (1):
現在の西ヨーロッパの軍事状況により、ドイツ軍は西側諸国に対して軍隊の大部分を移すことができます。国境。
英国との戦争はまだ終わっていないため、ドイツの占領国と地域には最大50個師団が、国内奥地には最大20個師団が残ると推定される。
したがって、上記の243個師団のうち、最大173個師団、そのうち最大140個の歩兵、15〜17個の戦車、8個の自動車、5個の軽、3個の空挺と最大1200機の航空機が国境に向けられることになる。
これは、ドイツがイギリスとの戦争を終わらせるまで、I.スターリンはドイツの攻撃を予期していなかったという主張に反します。
G.ジューコフの言葉：
私たちがドイツ軍の不審な行動についてスターリンに報告したときのスターリンの言葉をよく覚えています。「ヒトラーとその将軍たちは、第一次世界大戦でドイツ人が首を折った二つの戦線で同時に戦うほど愚かではない。ヒトラーは二つの前線で戦うのに十分な力を持っていないが、ヒトラーは冒険には同意しないだろう。」 9
この計画では、ドイツがイギリスを後方に据えてソ連を攻撃できると想定していた。私は、国家元首の意図や願望のようなデリケートな問題については、「回想上の噂」ではなく、特定の文書に導かれるべきであると提案します。
1941 年 6 月 1 日までのヨーロッパの地図。青はドイツとその同盟国 (ヴィシーフランス領はマークなし)、赤はイギリス、緑はソ連
ドイツ側としてハンガリー、ルーマニア、フィンランドが参加することが示唆された。多くの歴史家がルーマニアとフィンランドについて、ソ連が奪った領土を返還するつもりだと言うなら、ではハンガリーが戦争に参加する理由は何だろうか。おそらくこれは、これらの国々に対するドイツの軍事的・政治的支配と、勝利側になりたいというドイツの願望の結果であったのでしょう。文書 (1) より:
ドイツ - 歩兵 173 名。部門;戦車10,000台。 13,000機
フィンランド - 歩兵 15 名。部門;タンク0。 400機
ルーマニア - 歩兵30名。部門;戦車250基。 1100機
ハンガリー - 歩兵15名。部門;戦車300基。 600機
合計 - 233 歩兵。部門; 10550 タンク。 15,100機。
承認された計画では、ドイツ軍による主な攻撃の可能性が2つ示されていた。北側のオプション (1):
ドイツは主力部隊を河口の北に展開する可能性が高い。サンは、東プロイセンからリトアニア・ソビエト連邦を通ってリガ、コヴノ、さらにドヴィンスク - ポロツク、またはコヴノ - ヴィルノ、さらにミンスクの方向に主な打撃を与え、発展させるために。
同時に、ロムザとブレストからの補助的な同心円状の攻撃を期待する必要があり、その後のミンスクのバラノヴィチ方向への展開を期待する必要がある。
また、東プロイセンからのドイツ軍の主力攻撃と同時に、彼らはホルム、グルベショフ、トマシェフ、ヤロスラフのドゥブノ、ブロディの正面から攻撃し、我がリヴォフ集団の後方に到達して占領することを目的とする可能性も極めて高い。ウクライナ西部。
南部のオプション (1):
ドイツ軍がウクライナを占領するために、主力を南部のシェドルツェとルブリン地域に集中させ、キエフ方面に主力を与える可能性がある。
この攻撃には明らかに東プロイセンから北への支援攻撃が伴うだろう。
ドイツ軍が主な攻撃を行う可能性が最も高い方向は決定されました (1):
ドイツにとって最も政治的に有利な主要な選択肢、したがって、最も可能性が高いのは、ドイツの行動の第 1 の選択肢です。ドイツ軍の主力部隊が河口の北に展開した。さん。
1940年8月から9月にかけて、赤軍参謀本部はドイツ軍がベラルーシとバルト三国に主撃を与えるだろうと信じていた。しかもこれはソ連政府も承認した。これに基づいてソ連の主力を集中させることが提案された（最初に提案したのはB.シャポシニコフだった）ため、これは重要であった。敵の主力方向への突破と隣接する前線を包囲する危険を防ぐために、主力を敵の主力と対向させて配置します。
ドイツの行動に具体的に対応することが提案されたことに留意すべきである。つまり、ソ連はこれらの計画において防御側の役割を果たした。
ドイツの侵略に対してどのような措置がとられることになっていたのか。南部のオプション (1):
最初の選択肢はブレスト・リトフスク以南に配備することだ。この展開の基本は次のとおりです。
1. 軍隊の集中期間中、積極的な防衛で国境を強力に覆います。
2. 西部戦線の左翼軍と協力して、南西部戦線の部隊は敵のルブリン・サンドミエシュ集団に決定的な敗北を与え、川に到達する。ヴィスワ島。その後、クラクフのキェルツェ方向に攻撃し、川に到達します。ティリッツァと川の上流。オーダー。
3. 作戦中は、ブコヴィナ北部とベッサラビアの国境をしっかりと覆いなさい。
4. 北西部戦線と西部戦線の積極的な行動により、ミンスクとプスコフ方面をしっかりと守りながら、ブレスト・リトフスク北部と東プロイセンのドイツ軍の大部分を釘付けにする。
北側のオプション (1):
2 番目の選択肢は、ブレスト・リトフスク以北への配備です。
この展開の基本は次のとおりです。
1. 軍隊の集中期間中のミンスクとプスコフへの方向の強力なカバー。
2. 東プロイセンに集中していたドイツ軍主力に決定的な敗北を与え、東プロイセンを占領する。
3. リヴィウからの補助攻撃により、西ウクライナ、北部ブコビナ、ベッサラビアをしっかりと援護するだけでなく、ルブリン、グルベショフ、トマシェフの地域で敵集団を打ち破る。
第 1 段階: 軍隊の動員と集中中に国境を守備する。西方向（ベラルーシ）への軍隊の集中は、動員の発表から20日後に行われます。南西方向（ウクライナ）では、30日後に集中が起こります。この段階では、20〜30日間の専ら防御任務が含まれます。 (1):
軍隊が集中している間、そして攻撃に入る前に、軍は要塞化された地域に頼って積極的に防衛し、我が国の国境をしっかりと封鎖し、ドイツ軍が我が国の領土に侵入するのを防ぐ義務があります。
第二段階：軍隊を集中させ、敵を倒すことを目的とした攻撃を実行します。西部軍管区については、次の攻撃開始日が設定されました (1)。
鉄道が兵力輸送計画に完全に従って運営されている限り、総攻撃への移行日は動員開始から 25 日、つまり 25 日後に設定されるべきである。兵力集中開始から20日。
動員、方向への軍隊の集中（この時点で防御行動が行われます）、そしてその後初めて侵入した敵に対する反撃が行われます。攻撃自体の概要は非常に大まかに説明されます。川へのアクセスでポーランド総政府の敵を敗北させることです。オーデルは南にあり、敵の敗北と東プロイセンの占領は北にあります。攻撃計画は明確な最終目標とともにより詳細に記述されるべきであり、その達成をもって戦争に勝利したとみなされる。そしてここで敵を倒し、広大な国境地域を占領します。これがヨーロッパを征服する計画であるなら、明らかに不十分です。どう思いますか？
私が引用した文書はこの本の最後にあります。読むことをお勧めします。ドイツに関しては積極的な、つまり攻撃的な措置は見当たりませんでした。すべての措置はドイツ軍の行動（軍隊の集中、主な攻撃の方向）を念頭に置いて計画されました。この計画では、侵攻してきた敵を撃破し、その後すぐ後方を破壊することが求められていた。多くの歴史文献では、戦前のソ連の計画は攻撃的であると特徴付けられ、一方、ソ連の攻撃性については広範囲にわたる結論が導き出される。敵の攻撃に備えて行動を計画する計画は攻撃的と言えるでしょうか?
本質的に、赤軍は侵略してくる敵に対するその後の攻撃とその領土への移行（「ほとんど血を流さず、外国の土地で」）によって国境を覆う準備をしていた。
ドイツの計画とは何ですか？ 「バルバロッサ」は、他国の領土への侵略、その軍隊の敗北、そして重要な地域（ソ連のヨーロッパ地域全体）の占領を提供しました。 1940 年 12 月 18 日のドイツ指令第 21 号より:
ドイツ軍は、対イングランド戦争が終わる前であっても、短期作戦でソビエト・ロシアを破る準備をしなければならない（バルバロッサ計画）。
地上軍は、占領地を不意から守るために必要な部隊を除き、自由に使えるすべての部隊をこの目的のために使用しなければなりません...
私は、必要に応じて、予定されている作戦開始の８週間前に、ソビエト・ロシアに対する軍隊の戦略的展開を命令する。
より長い時間を必要とする準備がまだ始まっていない場合は、今から開始し、1941 年 5 月 15 日までに完了する必要があります。
攻撃を実行する意図を誰にも発見されないようにすることが重要です。
この作戦の最終目標は、ヴォルガ・アルハンゲリスク共通線に沿ってロシアのアジア地域に対する障壁を築くことである。 10
バルバロッサの原案（最初の2枚）
簡潔かつ明確に。
– ドイツ軍はソ連軍を倒す準備ができていなければなりません。
– 配備を開始するためのタイムリーな命令が出されます。
– 必要な準備はすべてここで開始する必要があります。
– 重要なことは、敵が「攻撃を実行する意図を推測していない」ということです。
それでは、2 つの計画のうちどちらが本質的に攻撃的であり、その結果として攻撃的になるのでしょうか?
そして、原則として、軍事計画には敵の敗北が含まれます。しかし、これはそれらがすべて攻撃的であるという意味ではありません。計画の本質を見つめるべきだ。
したがって、軍事計画はソ連政府によって承認されました。参謀本部には、敵の主な攻撃に対する南部と北部の 2 つの選択肢を開発する任務が与えられました。すべての作業は 1941 年 5 月 1 日までに完了する予定です。
G.ジューコフ参謀総長の任命により、南部計画が推進され始めた。つまり、ドイツ軍は主力を南部に集中させ、したがってソ連も主力を南部に維持すべきであるという想定である。南。 1941 年 3 月 11 日の計画 (誰にも署名されていない) は、南部の選択肢を発展させたものです。さらに、1940年12月にまだキエフ特別軍事管区の軍隊の司令官であったとき、G.ジューコフは国防人民委員会に、敵が主力部隊を南部に集中させるだろうと述べたメモを書いたことに注目すべきである。いずれにせよ、G.ジューコフが参謀総長だった時代には、南方向への軍隊の活発な輸送が行われていました。
ペレストロイカの期間中およびその後、研究者は公開されたアーカイブを積極的に利用し始めました。 1992 年に、集中したドイツ軍に対する予防攻撃を提案した A. ヴァシレフスキーのメモ (1941 年 5 月 15 日以前の日付) が発見されました (2)。この文書は「ドイツおよびその同盟国との戦争の際のソ連軍の戦略的展開計画に関する赤軍参謀の検討」と呼ばれていた。それは、N. Vatutin による修正を加えて A. Vasilevsky によって草案として編集されました (別のバージョンによると、修正は G. Zhukov によって行われました)。
計画には (2) と書かれていました。
赤軍情報総局によると、現在ドイツは歩兵約230個、戦車22個、自動車20個、空軍8個師団、騎兵4個師団、合計約284個師団を展開している。
このうち、1941 年 5 月 15 日の時点で、歩兵 86 個、戦車 13 個、自動車化 12 個師団、騎兵 1 個師団、合計 112 個師団がソ連国境に集中していました。
現在の政治状況では、ドイツがソ連を攻撃した場合、最大137の歩兵師団、19の戦車、15の自動車師団、4の騎兵師団、5の空挺師団、合計で我々に対抗できると想定されている。最大 180 部門の...
おそらく歩兵76、戦車11、自動車8、騎兵2、空軍5、合計最大100師団からなるドイツ軍主力がデンブリンの南に配備され、コーベル方面に攻撃を行うことになるだろう。 、リウネ、キエフ...
ドイツが現在、後部を配備して軍隊を動員し続けていることを考慮すると、配備中の私たちに警告し、奇襲攻撃を開始する機会があります。
これを防ぐために（そしてドイツ軍を倒すには）、いかなる場合でもドイツ軍司令部に主導権を渡し、敵の展開を先回りしてドイツ軍が展開段階に入った瞬間に攻撃する必要はないと私は考える。軍隊の前線部隊と交流部門を組織する時間がまだありませんでした。
「敵を先制する」ためにソ連への攻撃を準備しているドイツのグループに対する先制攻撃が計画されていることを強調しておきたい。攻撃的な戦争計画と敵に対する予防的攻撃の違いは明らかだと思います。
ドイツ軍の主力攻撃の可能性が最も高い方向は南方向であることが示された。したがって、ソ連軍の主な打撃は南西の方向に及ぶと予想される。しかし、予防ストライキの予想日は示されておらず、1941年か1942年に行われるはずである(2):
同時に、あらゆる可能な方法で要塞地域の建設と軍備を加速し、1942年にハンガリー国境で要塞地域の建設を開始し、また、沿線の要塞地域の建設を継続する必要がある。旧州境の...
NKPSが1941年の計画に従って、特にリヴォフ方向の鉄道建設を適時に完了することを要求する。
つまり、1941 年の鉄道建設計画を達成し、1942 年に要塞の建設を開始する必要があります。いつまでに先制攻撃の準備をしなければなりませんか。この文書にはこれについて何も記載されていません。ストライキが 1941 年に計画されているのであれば、なぜ 1942 年に新旧国境に要塞を建設する計画を立てるのでしょうか?
A.ヴァシレフスキーの計画はまだ署名されておらず、本文に多数の修正があることをもう一度強調したいと思います。クリーン バージョンが存在するとしても、見つかりませんでした。何人かの軍事史家が指摘しているように（V. アンフィロフ、N. スヴェトリシン）、予防戦争の計画は I. スターリンに報告されましたが、彼はそれを拒否しました。 G.ジューコフの言葉から：
スターリンが私たちの意見に同意しなかったのは良いことですが、そうでなければ、軍隊の状態とドイツ軍との訓練の違いを考慮すると、私たちは1942年5月のハリコフ作戦と同様の結果をもたらしていたでしょう。 13
G.ジューコフによれば、そのような作戦は失敗する運命にあった（彼は戦後、これらの結論に達した）。最大深さ300kmの突破が疑われる場合、軍隊と指揮官にとって重大な試練となる可能性がある。スターリングラードの戦いで初めてソ連軍はこれほどの突破口を開くことができた。
現在では予防攻撃がソ連にとって唯一適切な措置であり、1941年から1942年の大惨事を回避できたであろうチャンスを逃したと多くの人が主張している。今日の高みから見ると、何をどのようにすべきだったかを議論するのは簡単です。
ドイツに対する先制攻撃は軍事問題に限定されない。このような措置により、協定違反によりソ連が置かれるという困難な外交状況が生じた。ソ連は誰にとっても侵略者となるだろう。この場合、前線で失敗した場合にソ連にどのような支援が提供できるでしょうか？極東における困難な状況を忘れてはならず、日本が新たな外交情勢を利用して行動できるかどうか。
問題は、1941年にソ連が先制攻撃でドイツを破ることができたのかということだ。当時存在していた兵士や将校の戦闘経験のレベル、軍部門間の交流のレベル、軍隊の一般的な準備状況（動員、後方地域への展開）。ドイツ人はこれらすべてを豊富に持っていました。 1941 年にそのような作戦が失敗した場合、その結果については推測することしかできません。ここに外交上の影響を加えるのを忘れないでください。戦争の始まりと戦争自体は軍隊や参謀本部の行動であるだけでなく、外交でもあります。そして私たちはこれを覚えておく必要があります。
戦前の戦略計画に関する他の文書は現在まで見つかっていない。もしそのような文書が存在したなら、ずっと前に発見され、公開されていただろうと私は思います。そのような文書を探している人はたくさんいます。
ソ連軍参謀本部の活動との関連で、ドイツ側の活動は興味深い。そこで彼らは、北からベラルーシ、バルト三国を経由し、南からウクライナを経由して主に攻撃するための2つの選択肢を開発していた。その結果、北方案が採用された。
したがって、締結された非攻撃協定にもかかわらず、ドイツとソ連は反対者でした。ドイツの攻撃計画は細部まで知られている。しかし、ソ連のドイツ攻撃に関する同様の包括的な計画はまだ見つかっていない。私は、特定の文書に裏付けられていない特定の資料や発言に言及することは深刻ではないと考えています。ソ連のよく知られた軍事文書は、初期段階での防御行動を前提としている。
「バルバロッサ計画」の段階
 
2. 国境を覆う計画
ソ連軍の戦略的展開計画が採択されると、各地区の作戦展開計画を策定するよう国境軍管区に指令が送られた。
以下では、便宜上、次の略語を使用します。
LVO - レニングラード軍管区;
PribOVO - バルト海特別軍事管区。
ZAPOVO - 西部特別軍事管区 (ベラルーシ);
KOVO - キエフ特別軍事管区。
ODVO - オデッサ軍管区。
計画策定のための指令は 1940 年末から各地区に届き始めた。「作戦配備計画を策定するというソ連国防人民委員会の指令」は「1940 年 11 月 25 日に」LVO に届いた。 KOVO は「1940 年 11 月 28 日以降」、PribOVO は「1941 年 1 月まで」、ZapOVO は「1941 年 2 月まで」。
一定の時間が経過した後、各地区は再び参謀本部から開発に関する指令を受け取った。例えば、「バルト海 OVO 軍の作戦展開計画の策定に関するソ連国防人民委員の指令」。 /n、1941 年 3 月 3 日付け。」
6 月 22 日まで、計画は継続的に改良されました。 P. ラパン (元第 10 軍参謀長 - ZapOVO) の回想録によれば、1941 年 1 月に州境防衛計画を策定するという最初の指令が下されたとされています。
1941 年 1 月に州境の防衛に関する地区指令を受領した...
私たちは 1941 年の州境防衛計画を 1 月から戦争が始まるまで繰り返しやり直しましたが、完成することはありませんでした。地区の運営指令に対する最後の変更は、5 月 14 日にミンスクで私に受け取られました。計画の策定を5月20日までに完了し、ZapOVO本部に承認を申請するよう命じた。 15
L. サンダロフ (元第 4 軍参謀長 - ZapOVO) によれば、次のように述べています。
1941年4月、第4軍司令部はザポヴォヴォ司令部からブレスト方面への軍隊の動員、集中、展開をカバーする計画を立てる必要があるという指令を受けた。そこには、「軍隊の動員、集中、展開をカバーするために、地区の領土全体が軍隊の守備範囲に分割される…」と記載されている。地区の指令に従って、軍隊の援護計画が策定されました。 16
この計画の目的は「軍隊の動員、集中、展開をカバーすること」であることを強調しておきたい。参謀本部から西部地区への恒久的な指示は、地区の軍事計画を策定するための一貫した措置の実施を示している。個々の軍管区の計画はどのようなガイドラインに基づいて行われたのでしょうか?
国境地区をカバーする計画を策定するための最後の指示は、1941 年 5 月に西部の各地区に送られました。各地区が策定した隠蔽計画はドイツ軍の攻撃中に実行されることになっていた。それらをさらに詳しく見てみましょう。
PribOVO 軍司令官宛ての指令 No. 503920/ss/ov [1941 年 5 月 30 日まで] (4):
PribOVO 部隊の動員、集中、展開をカバーするために、1941 年 5 月 30 日までに、あなたは地方本部の参謀長および作戦部長と個人的に次の事項を策定します。
a) パランガから領有権主張までのリトアニア・ソビエト社会主義共和国の州境を防衛するための詳細な計画。カプチアミエスティス、マツァル湾以南のバルト海沿岸とダゴ島、エゼル島の対水陸両用防衛計画。
b) 詳細な防空計画。
I. 防衛任務:
1. 地上および空の敵の地区領域への侵入を阻止する。
2. 州境沿いの要塞を頑固に守り、地方軍の動員、集中、展開をしっかりとカバーする。
3. 敵の水陸両用上陸を阻止するため、レッドバナー・バルト艦隊と協力して海岸とエゼル島、ダゴ島を防衛する。
4. 鉄道の中断のない運行と地方部隊の集中を確保するための防空および航空作戦。
ZapOVO 軍司令官への指令 No. 503859/ss/ov [1941 年 5 月 20 日まで] (3):
地区軍の動員、集中、展開をカバーするために、1941 年 5 月 20 日までに、あなたは個人的に、地区本部の参謀長および作戦部長とともに以下の計画を策定することになります。
a) カンチアミエスティスから湖までの州境を防衛するための詳細な計画。スワイツ（訴訟）。
b) 詳細な防空計画。
I. 防衛任務:
1. 地上および空の敵の地区領域への侵入を阻止する。
2. 州境沿いの要塞の強力な防御は、地区の軍隊の動員、集中、展開をしっかりとカバーします。
3. 防空および航空作戦により、鉄道の正常な運行と軍隊の集中が確保される。
KOVO 軍司令官への指令 No. 503862/ss/ov [1941 年 5 月 20 日まで] (5):
1941 年 5 月 25 日までの地区軍の動員、集中、展開をカバーするために、あなたと地区本部の参謀長および作戦部長は個人的に以下の計画を作成します。
1. 湖から州境を守るための詳細な計画。スヴィチャズスコエからリプカナへ。
2. 詳細な防空計画。
I. 防衛任務:
1. 地上および空の敵の地区領域への侵入を阻止する。
2. 州境沿いの要塞の強力な防御は、地区の軍隊の動員、集中、展開をしっかりとカバーします。
3. 防空および航空作戦により、鉄道の正常な運行と地区の軍隊の集中が確保される。
同じディレクティブが OdVO と LVO にも適用されました。これらのタスクは同一であるため、引用しません (これらの文書は本の最後に添付しませんでしたが、インターネットで簡単に見つけることができます)。
そこで各地区には、軍隊の動員と集中を頑固な防衛でカバーするという特別な任務が与えられた。ドイツへの攻撃についての話はありません。各地区では、各軍の守備範囲と最も危険な方向が指定されました。
要約すると、カバープランは（文書によると）一連の防衛手段（戦争の第一段階）を表していました。
すでに述べたように、一般参謀は指令によって地区に対してほぼ同様のタスクを設定します（一般的なタスクは各指令で一語一語繰り返されます）。したがって、ZapOVO の指令 (3) の例を使用して、どのようなタスクが割り当てられているかを見てみましょう。西軍管区へ。これらの文書を確認することをお勧めします。これは少なくとも興味深いです。
州境の防衛は次の(3)に基づいて組織化することが命じられた。
1. 防衛の基礎は、国境沿いに築かれた要塞地域と野戦要塞を、さらなる発展のためにあらゆる力と能力を駆使して粘り強く防衛することであるべきである。ディフェンスにアクティブなアクションの性格を与えます。防御を突破しようとする敵の試みは、軍団と予備軍からの反撃によって直ちに排除されるべきです。
2. 対戦車防御には特に注意してください。敵の大型電動機械化部隊による防衛戦線の突破があった場合、それらとの戦いと突破口の排除は管区司令部の直接命令によって実行されなければならず、そのためには大部分の兵器が大量に使用される。対戦車砲旅団、機械化軍団、航空。
対戦車旅団の任務は、強力な砲撃で準備された戦線で戦車を迎え撃ち、航空と協力して、我が自動車機械化軍団が接近して反撃するまで戦車の前進を遅らせることである。
機械化軍団の任務は、対戦車旅団の援護のもとに展開し、強力な側面攻撃と航空による同心円攻撃を行い、敵の機械化部隊に最終的な敗北を与え、突破口を潰すことである。
機械化された師団や軍団と戦うための最も重要な武器は大砲でした。防衛作戦において特別な役割を割り当てられたのは大砲でした。戦争初期における大砲とその使用の状況は非常に曖昧であると言わなければなりません。
13 要塞エリア (UR)。 UR は 1940 年の初めから新しい国境に建設され始めました。
ZapOVO では、特に重要な領域が考慮されました (3):
a) スヴァプキ、リダ。
b) ビャウィストック州スワプキ。
c) マルキニャのオストロレカ前からビャウィストクまで。
d) シドルツェ、ヴォルコヴィスク。
d) ブレスト-リトフスク、バラノヴィチ。
軍事作戦が失敗した場合に備えて、防衛線の全深さ（ベレジナ川まで）にわたる対戦車障壁、橋の採掘、鉄道の接続点などの計画を立てるよう命じられた。さらに、工場や工場、その他の施設の避難計画を作成するよう命じられた。 (3):
VII.西部特別軍事管区の司令部の命令により:
2. ライフル部隊や対戦車旅団と協力して、機械化部隊と航空による反撃に備える。
強制撤退の場合に備えて、対戦車障壁を全深度まで構築する計画と、橋、鉄道の分岐点、敵が集中する可能性のある地点（軍隊、司令部、病院など）の採掘計画を策定する。
4. 地区内の旧州境にある要塞地域を完全な戦闘準備状態にする計画を策定する。
5. 以下を策定する。 a) 警戒態勢に軍隊を招集し、国境軍に対する支援部隊を割り当てる計画。 b) 最も重要な産業企業、構造物、施設の保護と防衛のための計画。
6. 強制撤退の場合、特別な指示に従って、工場、工場、銀行およびその他の企業、政府機関、倉庫、軍および国有財産、軍人、輸送手段などの避難計画を策定する。 。
好条件の場合 (3):
すべての防衛部隊と軍および地方の予備軍は、最高司令部の指示に従って、迅速な攻撃を開始する準備を整えなければなりません。
航空および防空システムについては、計画を作成することが規定されています (3)。
b) 戦闘機の使用と行動、個々の航空部隊ごとに敵航空機を破壊するエリアを確立する。
c) 常設防空拠点及び施設、荷揚げ区域及び兵力集中区域の高射砲及び戦闘機による徹底した防護。
次に、一般的な指示 (3):
1. 最初の飛行または州境越えは、最高司令部の特別な許可がある場合にのみ許可されます。
3. カバープランは、主要軍事評議会のメンバーである参謀総長である私から、次の内容が署名された暗号化された電報を受信したときに発効します。 」
5. カバー計画を 2 部作成し、1 部を参謀長を通じて承認を得るために私に提出し、2 部を地区軍事評議会の印章を押して封をして地区軍司令官の個人金庫に保管してください。スタッフ。
6. 軍が作成し、各カバーエリアごとに地区軍事評議会によって承認されたカバー計画は、地区軍事評議会の印章で封印され、対応するカバーエリアの責任者の個人金庫に保管されるべきである。
7. 軍事編隊用に作成された執行文書は、編隊の陸軍軍事評議会の印章が貼られた袋に入れて保管する必要があります。
8. 隠蔽文書が入ったフォルダーとパッケージは、軍の場合は地区軍事評議会の書面または電信による命令によって、また編隊の場合は陸軍軍事評議会の命令によって開封されます。
国境越えは司令部の特別許可があった場合にのみ可能であると明記されている。特定の守備地域の軍隊は、その地域を守備するための計画を本部に持つよう命じられ、その計画はその地区の軍事評議会の決定によって開設された。
ZapOVO の防御線。川は青色で示されています。ベレジナ。
この指令には、「偵察と防御の準備」が必要な後衛ラインの概要が示されていた。偵察は、地図上で行われた決定を明確にするために、敵と地形を視覚的に調査することです。それは大隊（中隊）指揮官以上、軍隊および前線の指揮官までが個人的に実行します。
ZapOVO の場合、次の領域 (3):
偵察を行い、川までの防御深度全体に後衛を準備します。ベレジナ含む
白ロシア・ソビエト社会主義共和国のほぼ全領土を防衛することが計画されていた。
PribOVO の防御線 (4):
a) 前線 - ダルベノム、クルナイ、リタヴァス、シロム、ウリナス、スカウドヴァイン、ラシエンタイ、セルジュス、カズル＝ルダ、ピルブシカイ、マリアンポール、シミナス、ドゥシスが主張する。ドルスケニキ。
b) r.バルタ、カルヴァリヤ、テルシナイ、ルスケ、ドゥビッサ、さらに川の東岸に沿って進みます。ネーマン。
実際、リトアニア・ソビエト社会主義共和国の領土であり、一部はラトビア・ソビエト社会主義共和国の領土でもあります。
KOVO の防御線 (5):
偵察を行い、川までの防御深度全体に対応する後方防御線を準備します。ドニエプル川を含む。
したがって、橋、鉄道ジャンクションの採掘、必要に応じて工場やプラントの避難など、防御はかなり深くなるはずでした。
KOVOの防衛線（ドニエプル川まで）。青は極限の防御線を示します。
次に、軍管区は、配属された軍隊に地域守備計画を作成するよう指示を送りました。そのため、特に5月14日、ZapOVOの軍事評議会は、5月20日までに軍計画を策定するよう指示する指令を各軍に送った（各軍には独自の地域が割り当てられた）。第 3 軍は、エリア No. 1 (6) の援護計画を作成するよう指示されました。
3. 守備地域の軍隊の任務：野戦部隊 - 陸軍部門において、グロドノURと州境の野戦要塞を堅固に防御し、リダ、グロドノ、ビャウィストク方面をカバーし、部隊の動員、集中、展開を確保する。地区軍。
対戦車砲旅団の任務は、準備された前線で強力な砲撃で戦車を迎え撃つことです...
前線での戦闘では、バリケードが広範囲に使用され、橋や道路が損傷し、対戦車障害物が破壊されました。アウグストゥフ運河に架かる橋、r.ベブルザ、b.ブルゾズフカを破壊する準備をしてください。破壊自体は、カバーエリアの指揮官の特別命令に基づいて実行される必要があります。
この指令は、戦闘準備と野戦要塞の占領のタイミングを決定した。さらに、物資（燃料、弾薬、装備の予備部品）を提供するという任務も設定されました（6）：
7) ウラル山脈の前縁のすべての軍事施設は完全な駐屯兵力によって占拠され、大砲と機関銃が備え付けられなければならない。最前線にある建造物の占領と完全な戦闘準備状態への移行は、警報発令後 2 ～ 3 時間以内に完了しなければならず、ウラルの部隊の場合は 45 分後までに完了しなければなりません。
警報の発表により、守備隊は軍事施設を占拠し、戦闘の準備を整え、軍の警備員が派遣され、通信が確立されます。
重要: 最前線でユニットを完全な戦闘準備状態にするには 2 ～ 3 時間かかりますが、要塞エリアのユニットは 45 分で完了します。任務は可能な限り短い時間で防御線を占領することでした。
警報時にユニットを立ち上げる練習をするための訓練出口を実施することが計画されました (6):
e) 1941 年 6 月 15 日より前に、以下を実行します。
1) 部隊の指揮スタッフとともに、計画に従って計画された地域への現場への 2 回の旅行。
2) 1 つまたは 2 つの訓練出口で部隊を警戒し、部隊を州境に 5 km 以内に近づけることなく、計画に従って概説されたルートに沿って前進しながら、あらゆる点での戦闘準備状況を徹底的にチェックする。
ZapOVO軍は指令に従い、援護計画が策定された。 P.ラパン（元第10軍参謀長 - ZapOVO）の回想録より：
地区の運営指令に対する最後の変更は、5 月 14 日にミンスクで私に受け取られました。計画の策定を5月20日までに完了し、ZapOVO本部に承認を申請するよう命じた。 5月20日、私は「計画は準備ができた。行政文書の作成を開始するには地区軍司令官の承認が必要だ」と報告した。 17
ZapOVOの指揮官D.パブロフは計画を承認しなかったが、それでもP.ラパンは次のように書いている。
しかし、この時までに師団司令官は戦争時の州境防衛に関する以下の文書を持っていた。
a) 警戒態勢に軍隊を招集する計画と、集合地域に軍隊を集中させる手順。
b) 軍隊の戦闘および物的支援の計画。
c) 大隊までの任務を示す、各師団の州境防衛計画。
d) 軍隊と軍団および師団間のコミュニケーション図。
これらの文書の存在により、編成が割り当てられた任務を遂行したことが完全に保証されました。 18
学区は、PribOVO と KOVO では 6 月 2 日までに、OdVO では 6 月 19 日までに、ZapOVO では 6 月 10 日までに補償計画を策定しました。
– PribOVO – PP No. 0030、1941 年 6 月 2 日 (TsAMO RF、f. 16、op. 2951、d. 242、l. 1-35) は、1941 年 6 月 12 日に参謀本部によって承認を得ました。
– ZapOVO – PP 番号 (番号なし) (TsAMO RF、f. 16、op. 2951、d. 243、l. 4-34) は、1941 年 6 月 11 日に参謀本部への承認を求めて地区から送信されました。
– KOVO – PP No. (番号なし) (TsAMO RF、f. 16、op. 2951、d. 262、l. 2-49) は、1941 年 6 月 19 日に地区から参謀本部に送信されました。
– ODVO – PP No. 00276/op 1941 年 6 月 20 日 (TsAMO RF、f. 16、op. 2951、d. 253、l. 9-46) は、1941 年 6 月 20 日に地区から参謀本部に送信されました。
指令によれば、すべての地区計画は 1941 年 5 月 20 日から 30 日までに策定されることになっていた。なぜこれほど遅れて参謀本部に送付されたのかは不明である。しかし、それにもかかわらず、地区内での放送をカバーするための地区計画が存在しました。各軍には師団に至るまでの援護計画があった。つまり、理論的には、作業材料自体とそれを構成する人々が適切に配置されているため、警報が発生した場合の各部品はその場所と役割を認識していました。 6月21日から22日の夜、赤い袋を開けるよう命令が出された。赤い袋の中には何が入っていたのでしょうか？そこでは、軍隊は、策定された援護計画に従って、割り当てられた位置を占領するよう命じられました。
その後の参謀本部および国防人民委員会の指令は、カバー計画に関する 5 月の指令を参照しています。活動していたと考えられます。なぜ参謀本部は彼らを別の言い方をするのでしょうか？もしそうなら、カバープランは現場での行動の指針となります。
特にディフェンスラインの深さを計画することに重点を置きたいと思います。新しい要塞が絶えず建設されていました。 1942 年にヴャズマ地域に要塞を建設する計画が知られています。そのような要塞の目的は何でしょうか、またなぜ国境から遠く離れた場所にあるのでしょうか?
新しい要塞の準備状況と古い要塞の状態の問題については、別の答えが必要です。ここでは触れません。
そのため、ソ連は西側の国境で深刻な軍事措置を実施した。ドイツ人はこれらの準備の性質をどのように評価しましたか? E.マンシュタインによれば：
ソ連軍の配備が本質的に防御的なものだったのか攻撃的なものだったのかについては多くの議論があった。ソ連西部地域に集中した兵力の数と、ビャウィストク地域とリヴォフ地域の両方に大量の戦車が集中していることを基にすると、いずれにせよ、ヒトラーが彼の行動に動機を与えたと完全に推測できる。遅かれ早かれソ連が攻勢に出るような方法で攻撃するという決定。一方、6月22日のソ連軍の編成は、近い将来に攻撃を開始するという意図を支持するものではなかった。 19
E.マンシュタインはソ連の立場のより大きな階層に注目している。
ポーランド東部、ベッサラビア、バルト三国占領中の大規模な軍隊の配備から始まったソ連軍の配備は、「あらゆる場合に備えた配備」であったと言うのは真実だろう。
1941 年 6 月 22 日、ソ連軍は間違いなく非常に階層が厚く、その位置を考えると防御のみの準備ができていました。しかし、ドイツの政治的および軍事的状況の展開次第では、状況は急速に変わる可能性がある。赤軍は数的にはドイツ軍よりも優れていたが、軍集団の構成という点では質的に優れていたわけではなかったが、短期間に集中して攻撃を開始することができた。 6月22日以前は防衛の準備だったはずのソ連軍の展開は、隠れた脅威を意味していた。ひとたびソ連が政治的あるいは軍事的チャンスを掴めば、ドイツにとって差し迫った脅威となるだろう。
もちろん、1941 年の夏には、スターリンはまだドイツと戦っていなかったでしょう。 20
ドイツがソ連にとってそうであったのと同様に、ソ連はドイツにとって「隠れた脅威」だった。しかし1941年の夏、ソ連軍は「防衛のみの準備ができていた」。ドイツ将軍の結論。
 
3. 「万全の警戒を怠らない」
インテリジェンスの問題には触れません。しかし、ここで注目すべきは、侵攻前夜にソ連を混乱させるためのドイツの行動の一つが、他国の大使や駐在武官を通じてなど、大量の虚偽の日付を作成したことだったということである。同じR・ゾルゲは報告書の中で、攻撃の始まりを「イングランドに対する勝利後」「6月15日ごろ」などと名づけた。彼はこれらすべての情報をO・オット駐日ドイツ大使と武官から聞いた。この情報はソ連の政治的・軍事的指導力を混乱させる計画の一環であった。さらに、準備の過程で、ドイツ人自身が常に期限を延期しました。たとえば、フランスへの攻撃の際には、さまざまな理由で日付が 37 回延期されました。
攻撃の異なる日付を示す情報が到着した場合（そしてそのようなメッセージが多数あった場合）、残っているのは情報を再確認し、追加の確認データ（たとえば、前線の偵察、NKVDの報告など）に焦点を当てることだけです。国境警備隊は違反や外交方法について話す）。このような状況において、I・スターリンの有名な決議「情報源を誰々の母親に送れ」に基づいて、諜報活動への不信について性急に結論を出すのは間違いである。
攻撃日に関するドイツの最終決定は 1941 年 6 月 10 日に行われました (8):
1. 6 月 22 日をバルバロッサ作戦の D デイとみなすことが提案されています。
2. この期限が延期された場合、対応する決定は遅くとも 6 月 18 日までに行われます。
3. 6 月 21 日の 13:00 に、次の 2 つの信号のいずれかが軍隊に送信されます。
a) ドルトムントの信号。これは、攻撃が予定通り6月22日に開始され、命令が公然と実行されることを意味する。
b) アルトン信号。それは攻撃が別の日に延期されることを意味する。
4. 6月22日、3時間30分：地上軍の攻撃の開始と国境を越えた航空便の飛行。気象条件により航空機の出発が遅れた場合、地上部隊は独自に攻撃を開始します。
その瞬間から、ドイツ軍のグループは集中的に増強を開始しました。航空会社は攻撃の数日前に最後に移転された。ソ連領内に100～150キロメートル深く飛行したドイツ航空機によるソ連領空侵犯の報告が頻繁になった。ドイツとの国境を侵犯した破壊活動グループとの銃撃戦について、その際に武器と携帯用送信機が発見された(7)。
多くの研究者は、6月18日午後、U-2偵察機がZapOVO国境に沿って南から北に飛行したことを指摘している。彼らはG.ザハロフの回想録を参照しています（戦争の初めに彼は航空大佐でした）。彼の回想によると、U-2乗組員は国境全体にドイツ軍の大規模な集中を記録した。このような偵察飛行の事実を裏付けるデータや文書は他にありません。
1941 年 6 月 22 日以前にソ連で起こった軍事政治的出来事は何ですか?
バルト海特別軍事管区
PribOVO からは、部隊を戦闘準備状態に置くことに関する多数の命令が出されています。そこで6月18日、第12機械化軍団は戦闘準備態勢に入った。 1941 年 6 月 18 日の 23:00、軍団部隊は冬営地から移動し集中するよう命令されました (15):
1. この命令を受信したら、すべてのユニットを戦闘準備状態にします。
2. 戦闘警報を上げるための計画に従ってユニットを警戒状態に置きますが、警報そのものを宣言しないでください。すべての作業を迅速に、しかし騒音もなく、パニックや饒舌もなく、食料、燃料、潤滑油、弾薬、その他の種類の軍事技術支援の携帯用および輸送用の供給に必要な基準を備えて実行します。生活と戦闘に必要なものだけを持ち歩きましょう。
3. 各ユニットに人員を補充します。出張中の人員を直ちに呼び戻し、あらゆる種類の業務から人員を排除します。
5. 行進は夜間にのみ行われるべきである。集中地域では、慎重にカモフラージュし、全方位のセキュリティと監視を組織します。スリットを掘り、中隊から300〜400メートルの距離にある中隊まで部隊を分散させます。
7. 集中エリアの下部部隊とのトラブルのない迅速な通信を確立します。
6月18日から19日にかけての夜、第12機械化軍団は戦闘準備態勢に入った。軍団はカバープランで定められたエリアに集中した。
同じ 6 月 18 日、PribOVO 本部は、地区の軍事作戦の戦域を戦闘準備状態にするよう指示を出した(19)。
a) 各軍の敷地内で、計画に定められた特定の障壁を建設するための野戦倉庫、対戦車地雷、爆発物および対人障壁を組織するためのポイントを決定する。 21.6.41までに指定された資産を整理倉庫に集中させる。
b) 地雷原を敷設し、チームの構成、配置場所、作業計画を決定する。これらすべては国境師団の指揮官を通じて行われた。
e）第8軍と第11軍の軍隊の司令官 - ゾーン内の最も重要な橋、すなわち州境とシャウレイ、カウナスの後線を破壊することを目的として、r。ネーマンはこれらの橋を偵察し、それぞれの橋の爆発物の数と解体チームを決定し、橋から最も近い地点に破壊のためのあらゆる手段を集中させた。橋を破壊する計画は陸軍の軍事評議会によって承認される必要がある。期限は 41 年 6 月 21 日です。
同地区は地雷原を準備し、国境と後線の主要な橋を爆破している。期限が6月21日に設定されていることを強調しておきます。これはすべて、PribOVO No. 503920/ss/ov のカバー計画の作成に関する指令によって規定されています。
6 月 19 日、PribOVO 本部は次の命令を出しました (20)。
1. 防衛線の装備を管理する。
2. 現場での作業を終了します。ただし、前線に陣取るのは敵が州境を侵犯した場合のみ。
前野と主防御ゾーンの両方の陣地を迅速に占領するには、対応する部隊が完全に戦闘準備を整えていなければなりません。
4. 地雷原は、防衛建設計画に従って配置されるべき場所に、軍司令官の計画に従って設置されます。敵に対する完全な秘密保持と部隊の安全に注意してください。瓦礫やその他の対戦車障害物、対人障害物は、軍司令官の計画に従って、また防御建設の計画に従って作成される必要があります。
6. 私たちの前進部隊は避難場所に行かなければなりません。ドイツ軍機が州境を越える事例が増えていることを考慮に入れてほしい。
特に注目したいのは、前線と防御ゾーンを迅速に占領するためには、軍事部隊が戦闘準備を整えていなければならないということです。こちらは6月19日の分です。 PribOVO部隊は何を準備していましたか?
西部特別軍事管区
1941 年 6 月 13 日の ZapOVO 防衛人民委員会の指令については、カバー計画で規定された地域への ZapOVO の深部部門の前進について知られています (24)。
1. 地区内の軍隊の戦闘即応性を高めるために、すべての深度ライフル師団と軍団ユニットを備えた歩兵軍団の司令部は、援護計画によって提供されるエリアにキャンプする必要があります（NCO指令第503859号/） SS/OV）。
2. 国境区画はそのままにして、割り当てられた地域の国境まで撤退させる。必要であれば、これは私の特別命令によって行われる。
国防人民委員会からの指令により、地区軍の戦闘準備を強化することが求められました。強調しておきたいのは、6月13日からの援護計画に従って、深い師団がザポヴォヴォの国境に進軍して、彼らが提供した地域を占領しようとしていたということである。
キエフ特別軍事管区
ここで深い分裂も解消され始めた。しかしその前に、1941 年 4 月に管区の領土内に指揮所を準備したことに関する文書を引用します。この指揮所の位置は参謀本部と合意されました。 KOVO軍事評議会は参謀本部にメモNo.A1-00209を送り、その中でタルノポリの指揮所の準備不足とその脆弱性を報告した(31):
タルノポリの地下指揮所の建設はまだ完了していない。タルノポリは自然の空気遮蔽物がない小さな都市であるため、空襲の非常に都合の良い目標となります。さらに、この地点は州境の最も脅威にさらされている区域（ソーカル - タルノポリ 140 km およびチェルノヴィツィ - タルノポリ 170 km）に近く、我々の援護作戦期間中は敵の成功が比較的少なく、不利な状況が生じる可能性がある。軍隊の継続的な指揮と統制のための条件。
敵が援護作戦に成功した場合、地区軍の指揮統制に困難が生じる可能性があると言われている。軍事KOVOは敵の援護作戦の成功を前提としている。これは、まず、深い守備陣形が準備されていることを意味します。第二に、地区の軍隊はドイツ側からの最初の軍事攻撃を待っている。さらに、KOVOの軍事評議会は、タルノポリの指揮所の準備が整うまでノヴォグラード・ヴォリンスキー市に臨時の指揮所を置くことを提案している(31)。
これらの考慮事項に基づいて、地区軍事評議会は、タルノポリの地下指揮所の準備が整うまでの隠蔽期間中、ノヴォグラード・ヴォリンスキーに軍司令官の指揮所を置く許可を要請する。
軍事評議会は、ノヴォグラード・ヴォリンスキーに指揮所を設置するための有利な条件が存在し、州境の脅威にさらされている地域からさらに奥まった場所にあり、軍との良好な連絡ルートがあれば、情勢が変動しても中断のない軍隊の指揮と統制が完全に確保されると信じている。最前線。
ノヴォグラード・ヴォリンスクに指揮所を設置することで、「前線に変動があった場合でも」軍隊の中断のない指揮と統制が確保されることになる。一般に、たとえ小規模であっても、最初の段階で敵の成功が許可されることは非常に重要です。これは攻撃を撃退する場合にのみ可能であり、自分自身の攻撃中には可能ではありません。
参謀本部はメモを検討し、主要指揮所をタルノポリに置くべきだと決定した。この文書について、G.ジューコフは次のように述べています。ヴァトゥティン。次の内容の暗号化された電報を準備します。 タルノポリ地域に主要な検問所を設置します。ノヴォグラード＝ヴォリンスキーを予備として気にしないよ。」同時に、メモに記されているKOVOにおける敵の成功の可能性に対して参謀本部が何ら反応しなかったことにも留意したい。実際、KOVO軍は敵がソ連領土の一部を占領する可能性があると信じている。参謀本部はこの発言を無視した。あたかも軍事評議会が発したKOVOが参謀本部職員にとって自然で理解できるものであるかのように。なぜ？おそらく彼自身もそれを認めているのでしょう。
1941 年 6 月 11 日、キエフ地区軍事評議会は指令 No. A1-00211 (11) を発行し、(11) に対する一連の措置を規定しました。
国境部隊の支援に割り当てられた援護部隊および分遣隊の戦闘準備能力の低下
この指令では、機関銃、大砲、対空砲、戦車用のライフル薬莢と半弾薬を携帯用に供給し、密封された箱に装填して保管することが規定されています。食料や食料の供給も提供されなければなりません。キッチンは正常に作動する状態に保ち、旅行に備えて準備するよう命じられました。
すべてのタイプの車両の燃料供給は 2 回の給油である必要があります。しかし、警戒態勢で部隊を立ち上げ、武器、弾薬、食料を支給して所定の場所を迅速に占領するという慣行には特別な注意が払われた(11)。
資産の保管は、ユニットへの迅速な放出を保証する必要があります。
警報準備日は以下のとおりです (11):
私は警戒準備の期限を設定しました。馬が引く小銃と砲兵部隊の場合は 2 時間です。騎兵、電動機械化部隊、機械化砲兵の場合 - 3時間。冬には、部品はそれぞれ 3 時間と 4 時間で完成します。支援ユニットの場合、準備完了までに 45 分かかります。
2～3時間以内に、警報が発せられた軍隊は戦闘準備態勢に入ります。国境警備隊の支援を目的とした部隊は45分以内に戦闘準備が整う。
ユニットを警戒態勢に上げるとはどういう意味ですか (11):
a) 指揮官と赤軍の人員は、部隊が戒厳令に入る前に安全を確保し、すべての作業を実行できるように人数が割り当てられます。対空機関銃と砲は事前に準備された射撃位置を占め、敵の航空機と空挺部隊に即座に発砲する準備ができています。
b) 倉庫、公園、ガレージの警備が強化されています。
c) 第 1 梯団用の消防用品、燃料、食料の輸送可能な供給物は護送隊 (戦闘車両) に配置されます。携帯用の消火器が集合場所で配布されます。戦車ユニットでは、カートリッジと砲弾を備えた弾倉が車両に配置されます。
部品を持ち上げる動作は、自動的に行われるまで練習する必要があります (11):
警報時のユニットの起動と集合場所への出発は自動的に行われなければなりません。そのためには、ユニットの内部ルーチン全体を明確に確立し、指揮要員に対する警報サービスを作成し、確認することが特に必要です。
6月13日、国境への深い師団の前進（およびZapOVO）と既成地域の占領に関する指令第504205号が国防人民委員会からKOVOに届いた（12）。
添付の地図によると、地区軍の戦闘即応性を高めるため、1941年7月1日までに軍団部隊を有するすべての深部師団および軍団総局は州境近くの新しいキャンプに移転されるべきである。
必要に応じて州境への撤退は私の特別命令によってのみ実行できることを念頭に置き、国境区画はそのままにしておく。
軍隊の動きは完全に秘密にされなければなりません。
行進は戦術演習中に夜間に実施されるべきである。
軍隊とともに、輸送可能な消火器、燃料、潤滑油の備蓄をすべて撤収する。冬季の宿舎を守るために、ほとんどが健康上の理由で作戦に不適格な、厳密に必要な最小限の数の軍人を残す。
家族を連れていかないでください。
実際、（冬営地からの）出口があり、戦闘部隊は必要な物的資源をすべて備えてその位置を占めました。キエフ特別軍管区では、遅くとも1941年6月13日までに、必要な弾薬、燃料、潤滑油を携えた冬季営地からの師団の移動が開始された。
海軍
6月20日、バルチック艦隊司令官トリビューツ中将は、LVO（レニングラード軍管区）とPribOVOの司令官に対し、6月19日以来艦隊の艦船を戦闘準備第2番（22番）に置いたと報告した。 :
1941年6月19日以来、赤旗バルト海艦隊の部隊は計画第2号に従って戦闘準備態勢に置かれ、指揮所が配備され、フィンランド湾口とイルベ海峡の哨戒任務が強化された。 。
黒海艦隊の戦艦 1941 年 6 月
航空および飛行場
1941 年 6 月 19 日付の国防人民委員会命令 L/g 0042 には、6 月 19 日の時点で飛行場やその他の重要な施設を偽装するための措置は何も行われていなかったと記載されています。これは、対応する注文があったことを意味します。 (13):
飛行場や主要な軍事施設を偽装するために重要なことはまだ何も行われていない。
飛行場の畑はすべて種が蒔かれているわけではなく、滑走路は地形の色に合わせて塗装されておらず、飛行場の建物は明るい色でくっきりと目立ち、数十キロにわたって観察者の注目を集めています。
飛行場での航空機の密集した直線的な配置は、カモフラージュが完全に欠如しており、また、隠蔽標識や信号を使用した飛行場サービスの組織化が不十分であるため、飛行場は完全に隠蔽されていません。
砲兵部隊と機械化部隊も同様に迷彩に関して不注意を示しています。パークが混雑して直線的に配置されているため、優れた観測対象となるだけでなく、空から攻撃するのに有利な目標も得られます。
倉庫やその他の重要な軍事施設を偽装するために何も行われていません。
第 12 機械化軍団に戦闘準備を整える命令では、集中地域での迷彩を確実にする必要があったことを思い出させてください。
これに続いて、国防人民委員会の命令が続いた(13)。
1. 1.7.41 までに、周囲の色に合わせてすべての飛行場に草をまき、滑走路をペイントし、周囲の背景に合わせて飛行場全体の環境を模倣します。
3. 航空機の直線的かつ密集した配置は固く禁止されています。航空機は分散してカモフラージュされた配置により、上空からは完全に見えなくなります。
4. 5.7までに整理する。国境線500kmの各航空基地エリアには8～10の偽飛行場があり、それぞれに40～50機の航空機のモックアップが装備されている。
7. 責任者の観察により、飛行場、倉庫、戦闘車両および輸送車両の迷彩を上空からチェックする。地区本部の司令官と写真撮影。彼らによって発見されたすべての欠点は直ちに修正されるべきです。
地上物体の迷彩の欠陥を直ちに解消するよう命じられた。
ZapOVO 航空師団と連隊は次の電報を受け取りました (21):
空軍司令官は、全部隊に戦闘準備を整え、必要量の弾薬を供給し、飛行場、物資、輸送手段を偽装するために必要な措置を講じるよう命令した。 41/6/21 の実行を報告します。41/6/21 を繰り返します。 18:00までに。
NKVD国境部隊
ベラルーシ国境監視所は6月20日、6月20日から6月30日まで国境警備措置を強化した。特に、次のように命令されました (10)。
1. 1941 年 6 月 30 日までは、要員による予定された訓練を実施してはならない。
2. 訓練前哨基地で訓練キャンプ中の要員は直ちに前線基地に戻されるべきであり、今後は追って通知があるまで呼び出されない。
4. 1941 年 6 月 30 日まで職員には休日は与えられない。
5. 夜間（23 時から 5 時まで）の国境警備は、それぞれ 3 人の構成で派遣されるべきである。すべての軽機関銃は、最も重要な方向の夜間部隊で使用されるべきです。
7. 23時までにパトロールから戻る者と見張りの警備員を除いて、23時から5時までに全員が国境で勤務できるように勤務人数を計算する。
11. 国境警備隊は国境線から 300 メートル以内に配置すべきである。
6月20日から6月30日まで、国境警備所は完全な戦闘準備状態に置かれた。特に興味深いのは、「23時から5時まで、すべての人は国境で奉仕すべきである」と命じた条項である。夜襲は明らかに予想されていた。
国境軍の指揮官の家族は避難の準備をしていた。赤軍の一部部隊の家族のPribOVOへの避難もあった - 内務副人民委員のマスレニコフ中将の覚書 - 9。
実際、西部戦線全体で地上軍と海軍が戦闘準備を整えられた。文書はこれについて直接語っています。何を準備していたのですか？
一部の研究者は、6月18日に軍を戦闘準備状態に置くという電報が参謀本部から地方に送られたと信じている。この文書はまだ見つかっていません。ただし、その存在は次のように示されます。
– D. パブロフ将軍の捜査ファイルからこの問題へのリンクがあります (この問題については後で戻ります)。
- 6月18日から19日にかけて、PribOVO部隊は警戒を開始し、1941年6月21日を準備日として戦闘準備を整えた。
PribOVOの司令官は、自らの判断で地区部隊に戦闘準備を整えることができたのだろうか？さらに、PribOVOは、遮蔽計画に従って、戦争の劇場（軍事作戦の劇場）、地雷橋の準備、地雷原の敷設を開始しました。地区司令官の卓越した独立性！どうやって説明すればいいでしょうか？
G.ジューコフの意見を引用したいと思います。 1969 年に彼の『回想録と考察』が出版されました。しかし数年後、元帥の回想録の草稿がいくつか出版されました。 G.ジューコフの回想録草稿より：
ティモシェンコとジューコフという軍事最高指導者は、前もって援護部隊を戦闘陣形に展開し、ドイツ軍による大規模攻撃を撃退し、主力部隊の動員、集中、展開を確実にすることができるあらゆる戦略的方向に兵力グループを創設できたのだろうか。軍隊？
政治局とスターリン個人の許可なしには誰もこれを行うことはできませんでした。ご存知のとおり、我が国のすべての重要な軍事問題、特に作戦上および戦略上重要な問題は政治局で決定され、現在でも党中央委員会幹部会で決定されています。 21
提出された文書によると、各地区の軍隊、国境警備隊、海軍が戦闘準備態勢に入っている。これは国の政治的リーダーシップの協力によってのみ可能であるというG.ジューコフの意見に私たちは同意できます。
 
4. 戦争前最後の日
F.ハルダーの日記によると、V.モロトフは6月18日にA.ヒトラーとの会談を求めた。
1941 年 6 月 20 日。
モロトフ氏は18.6を望んでいた。総統と話す。 22
6月18日にも再登場しました。ソ連側が緊急に会談を求めたのが6月18日だったことはおそらく偶然ではないだろう。この時までに、ソ連との国境へのドイツ軍の移送は再開されていた。そして西部地区からの情報もこれを裏付けた。
ドイツ側は会談の提案を拒否した。これは外交策の一つにすぎませんでした。これまでドイツは、6月13日の有名なタス通信のメッセージ（ソ連が、差し迫った独ソ戦争の可能性があるとされる噂は根拠がないと宣言し、それによってドイツにも反論するよう求めた）には何の反応も示さなかった。攻撃の直前、ドイツ人はソ連側の声明への反応を含め、ソ連側とのいかなる接触も避けることを望んでいた。 V.モロトフ外務人民委員はソ連指導部の動機を次のように説明した。
戦争が始まる一週間から一週間半前、タス通信の報告書で、ドイツ人は我々に対して何もしていないし、我々は正常な関係を維持していると発表された…そしてこれは愚かなことではなく、これは愚かなことだ。問題の解明を促す試みである。そして、彼らがこれに反応することを拒否したという事実は、彼らが私たちに対して誤った路線を追求していることを示しているだけです...この措置は、ドイツ人に彼らの攻撃を正当化する理由を与えないように指示され、指示され、正当化されました。
他に選択肢はありませんでした...タス通信は最後の手段として必要でした...そして6月22日、ヒトラーが全世界の前で侵略者になったことが判明しました。そして私たちには同盟者がいました。 23
V.モロトフによれば、ソ連はその政治的声明により、将来の戦争においてより有利な国際外交的立場を自ら作り出した。そしてここで重要なのは、軍事準備に関してドイツを非難する単一の理由をドイツに与えないことである。したがって、ソ連はドイツ人を刺激しないようにしながら戦争の準備をしていました。
ドイツの政治指導部はソ連の声明には反応せず、同時にソ連との国境への集中的な軍隊の移送を実施した。この状況におけるソ連の決定は、西部地区に軍隊を戦闘準備態勢に置くことであった（軍隊の投入は18日から開始された）。
1. L. ベリア内務人民委員 2. N. ボズネセンスキー 1941 年以降 第 1 人民委員副評議会 3. L. メーリス国防人民委員代理
6月21日、V.モロトフはV.シューレンブルクを召喚し、ドイツ航空機によるソ連国境の組織的侵害に関する声明のコピーを手渡した。これに対して、F. シューレンブルクは、このことについて何も知らなかったと述べた。次へ (23):
それから同志モロトフはシューレンブルクに、ソ連とドイツの関係の一般的な状況について聞きたいと伝える。同志モロトフはシューレンブルクに、どうしたのかと尋ねた。最近ドイツ大使館の職員数名とその妻たちがモスクワを去り、ソ連とドイツの間の差し迫った戦争に関する噂がますます深刻な形で広まり、平和を愛するタス通信のメッセージが伝えられているのではないかと尋ねた。 6月13日はドイツでは出版されなかったが、ドイツのソ連に対する不満があるとすれば、それは何だろうか？同志モロトフはシューレンブルクにこれらの現象を説明できるかどうか尋ねます。
独ソ関係に関してはかなりの数の疑問が蓄積されているが、F.シューレンブルクはベルリンから情報が得られていないことを理由に、それらを説明することができない。
V. シューレンブルクは、V. モロトフの声明をベルリンに伝えることを約束した。ドイツ側は政治的発言やソ連側との接触を避け続けた。それは憂慮せずにはいられませんでした。
この会談は、ドイツの立場を明確にするための外交策略と言える。
その困難な国際情勢の中で、ソ連は状況が許す限り、自分たちの行動をとった。 1941 年 6 月 21 日に行われた V. モロトフと G. ディミトロフ (1935 年から 1943 年の共産主義インターナショナルのリーダー) の間の会話は、G. ディミトロフの日記から非常に示唆的です。
– 周恩来が重慶から延安（毛沢東に宛てた）に送った電報の中で、特に蒋介石がドイツがソ連を攻撃すると頑固に宣言し、日付さえ設定していることが示されている – 06.21 .41！
– 今後の攻撃に関する噂があらゆる方面から高まっています。
- 警戒しなければなりません...
– 今朝、モロトフに電話しました。彼はジョスと話したいと頼んだ。ヴィサリオノビッチは状況と共産党への必要な指示について語った。
– モル: 「状況は不明です。大きな試合が行われています。すべてが私たち次第というわけではありません。 I.Vと話します。何か特別な事があったら連絡しますよ！」 24
V.モロトフが言及する「ビッグゲーム」とは何ですか？そして彼はこのことについてI.スターリンと話すことを約束した。ソ連指導部は戦争が差し迫っていることを認識していた。私は西部地区への軍の指令と命令から進みます。
同じ日、6月21日、I.スターリンとのいくつかの会談が行われた。最初に受け入れられたのは V. モロトフでした (18:27)。しかし、19時5分から20時15分まで、海軍人民委員のN.クズネツォフと国防人民委員のS.ティモシェンコが彼らを迎えた。その後、20時50分から22時20分まで、S.ティモシェンコ国防人民委員とG.ジューコフ参謀総長が招待された。
1941 年 6 月 21 日にスターリンに受け入れられた人々の記録からの抜粋:
第 1 t. モロトフ – 18.27—23.00
2. t. ボロンツォフ – 19.05—23.00
3. t.ベリア – 19.05—23.00
4. t. ヴォズネセンスキー – 19.05—20.15
5.t.マレンコフ – 19.05—22.20
6.t.クズネツォフ – 19.05—20.15
7. ティモシェンコ – 19.05—20.15
8.t.サフォノフ – 19.05—20.15
9. ティモシェンコ – 20.50—22.20
10. t.ジューコフ – 20.50—22.20
11.t.ブジョニー – 20.50—22.20
12. メーリス – 21.55—22.20
13. T.ベリア – 22.40—23.00
最後まで残った – 23:00
I.スターリンとの会談で下された決定については知りませんが、軍隊に送られた文書があります。 6 月 21 日から 22 日にかけての夜、指令 No. 1 (16) が西部地区に送付されました。
私は国防人民委員会の即時処刑命令を送信します。
1. 1941 年 6 月 22 日から 23 日にかけて、LVO、PribOVO、ZAPOVO、KOVO、OdVO の前面に対するドイツ軍の奇襲攻撃が行われる可能性があります。攻撃は挑発的な行動から始まる場合があります。
2. わが軍の任務は、重大な事態を引き起こす可能性のある挑発的な行動に屈しないことである。
同時に、レニングラード、バルト三国、西部、キエフ、オデッサ軍管区の軍隊は、ドイツ軍またはその同盟国からの奇襲攻撃に備えて完全な戦闘準備を整えておく必要がある。
この命令は、完全な戦闘準備を整えることを強調している。すでに6月18日から19日にかけて、部隊は戦闘準備態勢で増強された（文書によると、少なくともバルト海特別軍事管区の一部）。したがって、人民委員会はすべての国境地区に対し、持ち込まずに警戒するよう指示している。軍隊が要塞化された地域を迅速に占領し、攻撃を撃退する準備を整えることができる戦闘準備状態にあります。
ZapOVO は第 3、第 4、および第 10 軍に命令します (16):
a) 1941 年 6 月 22 日の夜、州境の要塞地域の射撃地点を密かに占拠する。
b) 1941 年 6 月 22 日の夜明け前に、軍用機を含むすべての航空機を野戦飛行場に分散させ、慎重にカモフラージュする。
d) 割り当てられた人員をさらに増員することなく、防空を戦闘準備状態に戻す。都市や物体を暗くするためのあらゆる措置を準備します。
e) 特別な命令がない限り、他の活動を実行しないでください。
この指令には、「1941 年 6 月 22 日 01:45 に受信」、「1941 年 6 月 22 日 02:25 ～ 02:35 に送信」というメモが含まれています。つまり、指令 No.1 は 01:45 に ZapOVO に到着しました。その後、彼女は地区の軍隊に送られました。 UR の訓練時間は 45 分であることが知られています。
同じ指示がKOVOにも届きました。 M.プルカエフ（元KOVO参謀長）は次のように書いている。
6月22日の1時間から2時間の間に、地区軍司令官は参謀本部から、ドイツ軍が州境を越えた場合に備えて軍隊に完全な戦闘準備を整えるよう要求する命令を受けた。彼らはあらゆる力と手段を使って撃退されるべきであり、さらなる通知があるまで自ら国境を越えたり、上空を飛行したりしてはならない。
国防人民委員会の指令第 1 号は、1941 年 6 月 22 日午前 0 時 30 分に、参謀本部の運用管理の暗号化部門から参謀本部の通信センターに送信されました。
疑問がある：なぜS.ティモシェンコは軍隊に指令を送るのにこれほど長い時間がかかったのか？彼は人民委員のN.クズネツォフとともに20時15分に初めてI.スターリンを去った（クズネツォフは再び来なかった。一般的な軍事的決定は陸海軍と合意されたと考えられる）。 2度目にS.ティモシェンコがG.ジューコフとともにスターリンを発ったのは22時20分で、参謀本部通信センターは00時30分に指令を受け取り、指令は01時45分にZapOVO本部に到着した（時間差は大きい）。
1. G. マレンコフ、中央委員会人事局長 2. B. ブジョーニー、本部予備軍部隊司令官 3. K. ヴォロシロフ 1941 年 7 月～8 月、北西部戦線司令官
実際、軍隊を完全な戦闘準備状態にし、地区内の国境要塞を占領することに関する指令第 1 号は、6 月 22 日の午前 1 時から午後 2 時まで受領されました。 6 月 18 日から 20 日にかけて戦闘準備が強化されたことを考慮すると、指令 No. 1 は準備プロセスの論理的な結論です。そしてその任務の概要は、「ドイツ軍からの奇襲攻撃に備えて完全な戦闘準備を整えること」とされている。結局のところ、以前は深部師団を含む軍隊は州境の割り当てられた地域に撤退していましたが、国境の要塞を占領することは許可されていませんでした。さて、戦前の最後の指令では、要塞を占領し、軍事侵攻を撃退する準備をするよう命じられました。
6月22日夜、海軍も第1警戒態勢に入った。 6月19日に彼は戦闘準備第2位に置かれたことを思い出させてください。陸軍と海軍の準備行動にはある種の同時性がある。 PribOVO の司令官が自らの主導で地区師団を戦闘準備状態にさせることができなかったのと同様に、海軍人民委員も自らの主導で艦隊を完全な戦闘準備状態にすることはできなかった。このプロセスは、軍事政治的行動の一般的な概要で理解できます。
軍管区がこの指令をどのように実行したか、また多くの地域における西部国境師団、砲兵、航空の準備状況は未解決のままである。これは、センターからの指示が現地でどのように実行されたかをすでに示しています。戦後、この問題は A. ポクロフスキー大佐の委員会によって取り上げられました (次章)。
そして最後の文書 - 6月21日、G.マレンコフは前線の組織と指揮官の任命に関する草案をまとめました（14）。戦闘はまだ始まっていないが、すでに前線が組織され、指揮官が任命されつつある。これは草案だが、文書の本質は政治指導部が戦争の準備をしていたことを示している。戦争の準備が高い政治レベルで行われていたと推測できます。
戦前に行われた軍事政治的出来事にはどのような意味があったのでしょうか？
すべての指令や命令を貫く赤い糸は、「挑発に屈しないこと」であり、決して自分自身を挑発してはいけないことを付け加えておく価値があります。ドイツは「純粋な」侵略者として世界の前に現れる必要があり、ソ連は同盟者を迎えて反ヒトラー連合の参加国の一つとなった。戦争前夜の国際情勢の変遷と複雑さは、別の深刻なテーマです。
 
5. 戦争の最初の日 - ジューコフの計画!
戦争は準備されており、G.ジューコフを含むすべての回想録家は、近づいている戦争について話しています。赤軍参謀は何を準備していたのでしょうか？
ソ連政府によって承認された軍隊の戦略的展開の原則に従って、戦争の第一段階で地方軍の動員と集中のための援護（防衛行動）が提供されたことを思い出してもらいたい。動員と集中は20〜30日以内に行われる必要があります。この間、「ある程度の敵の成功」は許された（KOVOと指揮所の参謀との間の通信より）。 ZapOVO の場合、25 日目に総攻撃を開始する予定でした (1):
軍隊が集中している20日間の間、そして攻撃に入る前に、軍隊は国境をしっかりと封鎖し、ドイツ軍が領土に侵入するのを防ぐために、要塞化された地域に頼って積極的に防御する義務があります。
鉄道が兵員輸送計画に完全に従って運行する限り、総攻撃への移行日は動員開始から25日と設定されるべきである。
キエフ軍管区の場合、規模が大きく輸送インフラが脆弱であるため、攻撃は動員開始から 30 日目に開始される可能性があります (1)。
その結果、現在の南西部の鉄道能力では、前線軍の主力の集中は動員開始から30日目にのみ完了することができ、その後になって初めて、南西部への総攻撃を開始することが可能となる。上記の課題を解決します。
カバーは、地雷原、対戦車障壁、戦車の危険な方向への砲兵旅団など、指定された後線までの初期の詳細な防御策を計画している。そして同時に、軍隊は有利な状況下で攻撃を開始する準備ができていなければなりませんでした。しかし、総攻撃は動員後に可能である。 30日目のKOVOへ。
K.ロコソフスキー（元第9機械化軍団司令官、KOVO駐屯）はドイツ軍の攻撃前の状況を次のように説明している。
ポーランドとフランスにおけるドイツ軍の行動の性質を非常に注意深く研究しましたが、私は理解できませんでした：ドイツ軍による攻撃が発生した場合、この状況で我が国の軍隊はどのような行動計画を立てるのでしょうか？我が国の航空部隊が前線飛行場に集中していることや、前線の中心にある重要な倉庫の位置から判断すると、これは飛躍への準備のように見えたが、部隊の配置や部隊内で行われた活動はこれに対応していなかった。
ドイツ軍が国境付近に軍隊を集中させ始め、西側から兵力を移し始めたときでさえ、参謀本部とKOVO司令部がそれを知らなかったはずはなかったが、私たちの間には何の変化も起こらなかった。理解できないほどの静けさが地区の軍隊を支配し続けた。確かに、この満足感は上級指揮官の間で共有されていませんでした。私たちの意見は、戦争前夜だということでした。空気中には戦争の匂いが漂っていましたが、それに気づかなかった、あるいは気づきたくないのは目の見えない人と耳の聞こえない人だけでした...
いずれにせよ、何らかの計画があったとしても、それは明らかに戦争初期に展開された状況に対応しておらず、戦争初期に我が軍に深刻な敗北をもたらした。 27
K.ロコソフスキーは、軍が前進する準備ができていることについて語ります。これは組織的な防御というよりはむしろ反撃戦略です。
主な軍事計画はどのように実行されましたか?国防人民委員の最初の指令がそれを示している。戦争の最初の瞬間、ドイツ軍の打撃の威力とその将来の影響をまったく知らなかったので、国防人民委員会は戦争のビジョンを実現しました。さらに、主軍司令部は6月24日にのみ創設されます。そして、状況が制御不能になりつつあることが明らかになった6月30日に国防委員会（GKO）が組織された。ドイツの攻撃は予測可能であり、文書から判断すると、軍も政治家も攻撃の準備をしていた。つまり、状況は深刻だが正常だったということだ。そしてその瞬間、誰も軍の行動を止めなかった。
ソ連とドイツの武力闘争の指導者
攻撃直後、西部地区は6月22日7時15分に送信された指令第2号を受け取り、次のように命じた(17)。
1. 軍隊は全力と手段を尽くして敵軍を攻撃し、ソ連国境を侵犯した地域で敵軍を破壊する。
2. 偵察機と戦闘機を使用して、敵機の集中地域と地上部隊のグループを確立する。
爆撃機と攻撃機からの強力な攻撃を使用して、敵の飛行場の航空機と地上部隊の爆撃グループを破壊します。
空爆はドイツ領土の深さ100〜150キロメートルまで実施されるべきである。
ケーニヒスベルクとメーメルを爆破する。
特別な指示があるまでは、フィンランドとルーマニアの領土を襲撃しないでください。
人民委員会は、まず第一に、侵入してくる敵を追い出すよう命じた。次に、この命令には航空が含まれ、最大100〜150キロメートルまでの領土の奥深くに軍隊が蓄積している敵の航空を攻撃する必要があります。
すでに6月22日の夜21時15分に、指令第3号が地区（現在は戦線と改名）に送られていた。この指令は、6 月 23 日から 24 日までの軍隊の任務を次のように設定しました (25)。
a) 北西部戦線と西部戦線の軍隊による集中攻撃により、敵のスヴァウキ集団を包囲して破壊し、6月24日の終わりまでにスヴァウキ地域を占領する。
b) 機械化軍団の強力な集中攻撃により、南西戦線の全航空隊と第5Aおよび第6Aの他の部隊が、ウラジミール・ヴォリンスキー、ブロディの方向に前進する敵集団を包囲し、破壊する。 6 月 24 日の終わりまでに、ルブリン地域を占領します。
このために、次のように命令されました (25)。
b) 北西部戦線の軍隊は、バルト海沿岸を堅固に保持し、カウナス地域から敵のスヴァウキ集団の側面と後方に強力な反撃を加え、西部戦線と協力してこれを破壊し、最後までに6月24日、スヴァウキ地域を占領。
c) 西部戦線の軍隊は、ワルシャワ方向の敵を阻止し、スヴァウキの敵集団の側面と後部で少なくとも2つの機械化軍団と前線航空部隊による強力な反撃を開始し、スヴァウキ軍団とともにこれを破壊する。北西部戦線は攻撃を開始し、6月24日の終わりまでにスヴァウキ地域を占領した。
d) 南西戦線の軍隊は、ハンガリーとの国境を堅固に保持し、第5軍団と第6軍団、少なくとも5つの機械化軍団と全前線航空部隊によるルブリン方面への集中攻撃により、敵集団を包囲し破壊する。ウラジーミル・ヴォリンスキー、クリスチノポリ戦線を前進し、6月26日の終わりまでにルブリン地域を占領する。クラクフ方面から安全に食料を確保してください。
つまり、前線全体に沿って攻撃が計画されました。 K.ロコソフスキーによれば、そのような迫り来る攻撃作戦のためには、国境近くの飛行場を集中させ、機械化された軍団を引き上げ、ジャンプに備える必要があった。しかし同時に、軍隊は完全に動員されていませんでした。そして、前線部隊の位置により、敵があらゆる力を使って攻撃した場合には困難な立場に置かれることになる。
指令第 2 号と第 3 号は、G. ジューコフと S. ティモシェンコによって署名されました。その後、G.ジューコフは回想録の中で、指令に署名するよう強制されたと書いている（誰が、なぜ？）。しかし、もう一度繰り返しますが、最初の数時間、数日間は人民委員会が独立して活動していたことを理解する必要があります。軍の活動に対する統制は後に導入された。軍事に関する回想録や思い出には注意が必要です。多くの場合、著者は自分の行動や決定を正当化し、修正しようとします。
前線に送られた攻撃指令は履行されず、軍隊との連絡は途絶え、前線自体も軍隊に何が起こっているのかを知らず、軍隊も師団に何が起こっているのかを知らず、状況は制御不能になりつつあった。 。
今日、私たちは参謀本部の行動に関する断片的な情報から判断することができます。指令 No. 2 と No. 3 は、これを雄弁に証明しました。赤軍のG.ジューコフ参謀総長と国防人民委員のS.ティモシェンコの行動は、主要な軍事計画にどの程度対応していましたか？それとも参謀本部は独自の何らかの計画に従って行動し、戦争初日に前線全体に沿って攻撃を開始するよう命令を出したのだろうか？
これらの問題については詳細な調査が必要です。
 
第 2 章 ポクロフスキー将軍の任務
 
第二次世界大戦は、巨大な悲劇であるだけでなく、軍事的要素（武器、戦略、戦術）だけでなく、医学、文化、新技術、戦争によって引き起こされた社会変化も含む巨大な歴史的経験でもあります。戦争。これらの各側面はさらに多くの点に拡張できます。第二次世界大戦研究の重要性は、プロパガンダの必要性だけでなく、事実資料の客観的なリストに基づいた、軍事的出来事や敗北と成功の原因についての真剣な科学的研究の必要性によっても決まります。
軍事史家が 1941 年から 1945 年の出来事を分析しなかったと考えるのは間違いです。しかし、この分析作業はプロパガンダ活動とは異なり、閉鎖的な性質のものでした。そして、この方向の研究は、しばらくしてから初めて一般大衆に公開されます。
第二次世界大戦の終戦直後、各戦勝国は得た新たな軍事経験を一般化する取り組みを開始した。新たな現実に対応する戦後の軍隊の組織には解決策が必要でした。そしてそのためには、軍事作戦を詳細に記述し、分析する必要があります。
したがって、特に、すでに 1946 年から 1947 年にかけて。アメリカ軍司令部は、捕虜となったドイツ軍の将軍や将校（A. ケッセルリング、O. スコルツェニー、H. マンテルフェインら）の大規模なグループを、アメリカ軍司令部の戦史部門で働くよう引きつけた。ドイツの将軍の仕事の主催者の一人は、1950年から1959年までドイツの元参謀長F.ハルダーでした。アメリカ陸軍の歴史部門で働いていました。
一般に、第二次世界大戦の出来事を記述するほとんどの国の軍事専門家の主な研究は、1940 年代後半から 1961 年にかけて行われた。この分野におけるソ連の研究も、指定された枠組みの中に収まっている。
 
1. 赤軍の将軍および将校を調査する「ポクロフスキー将軍委員会」の活動
大祖国戦争の経験を研究するという決定が州政府の高官レベルで下された。 1946 年の春、軍事、技術、医療、教育、文化などのさまざまな分野で戦争を研究することが決定されました。
たとえば、1946 年 3 月 26 日、ソ連閣僚理事会令第 664 号「1941 年から 1945 年にかけての大祖国戦争中のソ連医学の経験の科学的発展と一般化について」が公布されました。この決議により、医学分野における科学的研究が生まれました。この作業は 1946 年から 1950 年まで続き、「1941 年から 1945 年の大祖国戦争におけるソビエト医学の経験」という 35 巻の著作の編纂が完了しました。教育分野では非常に興味深い研究が行われてきましたが、それについては別の研究で分析することにします。
1946 年 5 月に、参謀本部軍事歴史総局が設立されました。この部門の任務は次のとおりでした。
– 大祖国戦争の説明を作成する。
– 軍事的な観点から見た個々の作戦と最も興味深い戦闘の説明。
– 第二次世界大戦中の軍事芸術の歴史に関するいくつかのトピックの開発。
軍事歴史総局の成果の 1 つは、「大祖国戦争の簡単な戦略的概要」であるはずでした。このエッセイには、戦争の出来事の簡単な説明だけでなく、ソ連の軍事技術の発展に関する結論も含まれる予定です。
1949 年 3 月 22 日、組織上の問題を解決し、割り当てられた任務を遂行するために、ソ連軍省の命令により、以下を含む主要な軍事科学総局が組織されました。
– 軍事歴史部門。
– 戦術と作戦芸術に関する研究局。
– 法定管理。
A. ポクロフスキー大佐が新設部門の長に任命された。彼のリーダーシップの下で、過去の戦争に関する情報の収集、分析、構造化が行われました。この作業の一環として、一次情報を収集するために赤軍の将軍および将校に対する調査が実施された。 （アメリカの研究でも同様のプロセスが行われたことをもう一度記しておきます。ドイツの将軍の記憶が収集されました。） 歴史家の間では、実行された作業は「ポクロフスキー将軍委員会」と呼ばれることがよくあります。ここでのみ、これすべてが大祖国戦争の出来事の説明を編集するための情報収集の一環として起こったことを覚えておく価値があります。
考慮に値する第二の点は、ドイツとソ連の将軍が回想録の中でしばしば自らの行動と失敗を正当化しようとしたということである。顕著な例は、F. ハルダーであり、ヒトラーの軍事介入がなければドイツはもっと有利な結果をもたらしていただろうという見解を最初に広めた人物である。
大祖国戦争の科学研究の話題に戻ると、この戦争、特に初期の戦争がソ連で研究されていなかったと考えるのは正しくないことに注意する必要があります。研究は実施されましたが、長い間、幅広い人々がこの研究にアクセスすることはできませんでした。
ポクロフスキー将軍の委員会は戦争の初期に大きな注意を払った。しかし、ここで書類や資料の不足の問題が発生しました。事実は、戦争の初期に、地上で大量の軍事作戦文書が失われたということです。これらのギャップを埋める必要がありました。
1949 年から 1950 年にかけてこの問題を解決しました。軍事史部は、戦争初期に参加した元赤軍司令官の調査を実施した。質問は地区、軍、軍団、師団の元指揮官（1941年6月22日までに西部国境地区で指揮官の職にあった者）に送られた。すべての受信者（202人）に手紙が送られ、戦争初期の1941年6月から9月までの出来事について説明するよう求められた。
初期の調査の大部分は未回答でした。 202 人中、回答したのは 33 人だけでした。別の15人は回答を拒否した。残りの164人はこの手紙を完全に無視した。
要請を受けた者の中で最も重要な人物は国境地区の指揮官（軍司令官と地区司令部長官）だった。 7件の要請のうち、こうした宛先に応じたのは元キエフ特別軍事管区参謀長のM・プルカエフ氏だけだった。さらに2人、M.ザハロフ（オデッサ軍管区参謀長）とF.クズネツォフ（バルト海特別軍管区司令官）は書面での要請に応じることを拒否した。彼らと会話が行われた。今のところ、この会話の結果に基づく文書は見つかっていない。
1951 年 7 月 7 日、参謀総長は大祖国戦争を記述するための 3 年間の作業計画を承認しました。軍事歴史総局が取り組むことになっていた主な作業は依然として「戦略概要」（「戦略概要」に改名）であった。
1952 年の初めまでに、将軍から受け取ったすべての応答が処理されていました。戦史部は調査票を作り直した。その結果、連合軍の将軍と将校、砲兵指揮官、空軍司令官に対する質問を含む新しい調査票が作成されました（その後、質問はまとめられ、国境地区の情報部門の責任者に送られました）。これらの質問は 1952 年から 1953 年にかけて送信されました。思い出を送信しなかった人への思い出として。
1953 年 3 月、軍事史局は、送信されたすべての要求と受け取った応答に関する詳細なメモをまとめました。
I. スターリンの死 (3 月 5 日) とソ連で起こった政治プロセスは、軍事歴史総局の活動に次のような痕跡を残しました。
– ソ連国防省指令第 316895 号 (1954 年) に従って、最終文書、つまり戦略的概要のための新しい構造を準備する必要がありました。
– 1956 年（第 20 回議会後 - 1956 年 2 月）、軍事歴史総局の指導者が交代しました。 1956 年 6 月 8 日、陸軍大将 V. クラソフが部門の長に任命されました。 A.ポクロフスキーは部門の副部門長に任命されました。
1. A. ポクロフスキー大佐 2. V. クラソフ陸軍大将 3. S. プラトーノフ中将
しかし同時に、戦争初期の記憶を収集する作業も続けられた。 1955年から1956年にかけて質問は連隊および師団レベルの元指揮官（1941年6月22日にこれらの職に就いていた）に送られた。作業のこの段階では、小規模な軍事部隊の状態、戦闘準備、敵対行為への参加が明らかになりました。
1957 年から 1960 年にかけて受け取った戦争に関する資料は処理され、戦略論文の作成が進められた。 1960 年までに、主要な研究作業は完了しました。そして1961年、この研究は「1941年から1945年にかけての大愛国戦争に関する戦略的エッセイ」というタイトルで出版された。
戦争初期の戦闘の指揮官へのインタビュー中に収集された資料は、エッセイを編集するために使用されただけではありません。資料は赤軍の間違いに対する研究として使用されました。そこで、1956年にS.プラトーノフ中将（軍事史部長）は「大祖国戦争とその初期の準備の経験から得た教訓について」というテーマで報告書を作成した。
一般に、軍事歴史部門の研究では次のことが研究されました。
– ソ連軍の戦略的かつ最前線の作戦。
– 戦闘方法。
– さまざまな種類の軍隊の使用と相互作用。
– 攻撃作戦の準備と実施。
– 主な攻撃の方向を決定する問題。
– 軍事作戦の奇襲と効果を達成するという問題。
– リーダーシップと相互作用のシステム。
調査資料の出版
1949 年から 1956 年の軍指導者の調査から得られた資料を使用してさらに作業を進めるための提案の 1 つ。最も興味深い資料のいくつかが公開されました。 1956年9月、軍事科学総局の会議で、戦争初期に関する回想録の一部を出版することが決定された。調査資料は出版用に選択および編集されました。 （編集された資料はすべて国防省中央公文書館に保管されている。）編集作業は1959年に完了したが、準備された回想録は出版されることはなかった。長い間、調査資料は機密扱いでした。おそらくこれらの資料が公開されれば、戦争の始まりについての公の議論はより具体的になり、神話は少なくなるだろう。
「ポクロフスキー将軍委員会」の資料は、1989 年に初めて軍事歴史ジャーナルに掲載されました。同誌は、1952年から1953年に遡る軍指導者らの調査の回答の一部を掲載した。
調査資料を使った大規模な作業は、研究者S.チェクノフによって行われ、2017年に「私は記憶だけを頼りに書いています…第一次世界大戦の惨事についての赤軍司令官」と題された回想録の主要部分を作成し、出版しました。大祖国戦争の日々。」この本には、赤軍の 79 人の指揮官 (1941 年 6 月 22 日に指揮官の地位にあった) の回想録が含まれていました。
S.チェクノフ氏は、すべての資料が見つかったわけではないと指摘した。しかし、それにもかかわらず、戦争初期に関する回想録のほとんどは出版されました。そして、これらの記憶は、戦前の出来事、準備のレベル、敵対行為の最初の数か月間についての最も貴重な情報源です。これらの文書を分析することで、1941 年夏の軍事的惨事の原因の一部を評価することができます。
 
2. 赤軍の将軍に対する 5 つの主な質問
さて、戦争初期に関する A. ポクロフスキーの調査資料からの証拠に直接目を向けましょう。これらのデータの研究は多くの貴重な情報を提供し、1941 年の夏に西部地区の軍隊で何が起こっていたのかをより完全に想像することを可能にします。このような重要な資料は、戦争の初期に関する研究に必然的に含まれなければなりません。
もちろん、すべての資料をここで提供することはできません。将来的には、この資料を個別の問題、地区、軍隊ごとに体系化する予定です。この種の体系化により、さまざまな軍区で異なる現在進行中の準備および軍事プロセスを一般的に示すことが可能になるだけでなく、関心を持つすべての人々にとってこの膨大な資料の認識が簡素化されることになります。私は「軍事歴史ジャーナル」とS.チェクノフの著書「私は記憶だけで書いています」から資料を取りました（それらへのリンクは上にあります）。
それでは、戦史部門は何に興味を持っていたのでしょうか（すべての質問は本の最後に記載されています）。次の調査フォームが利用可能でした (26):
– 連合軍司令官（軍管区、軍、軍団、師団の元司令官およびその参謀長）。
– 砲兵指揮官;
- 空軍司令官;
– 国境地区の情報部門の責任者。
– 師団および連隊の指揮官。
私は皆さんにこれらの質問を読むことをお勧めします。これは軍事アナリストが実際に興味を持っていたものです。そして、質問は非常に注目に値し、多くのことを考えさせられます。ここでは連合軍司令官への質問のみを考慮します (26):
1. 州境防衛の計画は軍隊に関する限り、軍隊に伝えられているか。この計画の実施を確実にするために、司令部と司令部はいつ、何をしましたか?
2. いつから、どのような順序に基づいて援護部隊が州境に進入し始めましたか? 交戦開始前にそのうちの何名が配備されましたか?
3. 6 月 22 日の朝、予想されるナチスドイツによる攻撃に関連して軍隊に警戒を開始する命令を受けたとき。この命令を実行するためにいつ、どのような指示が与えられ、軍隊は何をしたのでしょうか？
4. 大砲のほとんどが訓練センターにあったのはなぜですか?
5. 司令部は軍隊の指揮と管理のためにどの程度準備されていましたか?また、これは戦争の最初の数日間の作戦の過程にどの程度影響を与えましたか?
A. K. コンドラチェフ中将に宛てた A. ポクロフスキーからの要請
軍事史部門は次のことに興味を持っていました。
– 州の国境防衛計画は軍隊に伝えられましたか?
– 援護部隊はいつ国境に到着し始めましたか?
-軍隊を戦闘準備状態に置く命令はいつ受けられ、いつ実行されましたか？
訓練センターにおける大砲の存在については別の疑問が提起された。なぜ戦闘準備を整えた部隊に大砲がなかったのか？
ここではさまざまな解釈を構築できますが、質問自体は、参謀本部、軍管区、軍隊、師団によって開発された防衛計画または援護計画の存在を再度示しています（これについてはすべて前の章で説明しました）。軍隊は当初、ドイツとその同盟国による攻撃を撃退する準備をしていた。赤軍自体が攻撃の準備をしていたことを示す文書はまだ見つかっていない。したがって、推測ではなく、既知の文書を使用して作業することを提案します。私が強調したいのは、誰かの個々の言葉や想定される願望ではなく、複合的なドキュメンタリーに依存する必要があるということです。
したがって、文書によると、赤軍は防衛行動の準備をしていました。このために次のものがありました。
– 国境被覆計画が策定されており、
- 軍隊はカバープランによって示された国境の区域を占領することになっていた、
- そして侵攻時までに完全な戦闘準備を整えておくこと。
さて、参謀本部は戦前の国防人民委員会の指令や命令がどのように実行されたかに興味を持っていた。
援護計画がなく、軍隊が国境まで前進しておらず、戦闘準備が整っていなかった場合、参謀本部のすべての質問は無意味です。この場合、彼が戦争についてどのような溝を埋めようとしたのかは不明のままだ。一方、参謀本部は、戦前のすべての準備と計画から当然のことながら、軍隊の実際の状況に関する質問に興味を持っていました。
A. ポクロフスキーの委員会の内容を検討するとき（ここでは最初の 3 つの質問のみを検討します）、以前に引用した国防人民委員会の指令に再び戻ります。これは何が起こっているかの全体像を示すために必要です。
 
3. 「州境の防衛計画は軍隊に伝えられましたか?」
すぐに参謀本部の最初の 2 つの質問に関する調査資料に移りましょう。バルト海特別軍事管区、西部特別軍事管区、キエフ特別軍事管区の 3 つの地区に関する資料が提示されています。実際、ソ連自身の軍事政治指導部はこれらの地区を最も重要であると考え、その名前に「特別」を付け加えた。資料は地区ごとにまとめてあります。これにより、地区全体の状況を評価することがより便利になります。
バルト海特別軍事管区
最初の質問。
州境防衛の計画は、軍隊に関する限り、軍隊に伝えられているのか。この計画の実施を確実にするために、司令部と司令部はいつ、何をしましたか?
P.P.ソベンニコフ中将（元第8軍司令官）：
私は 1941 年 3 月に司令官に任命されました。この立場により、私はまず、全体計画における軍隊の位置と役割を理解するために、州境防衛計画に精通することが義務付けられました。しかし、残念なことに、参謀本部でも、リガに到着したPribOVO本部でも、私はそのような計画の存在について知らされませんでした。また、エルガヴァにあった陸軍司令部の文書にも、この問題に関する指示は見つかりませんでした。
当時（1941年3月）にそのような計画は存在しなかったのではないかという印象を受けます。 1941年5月28日になって初めて、私は参謀長のG.A.ラリオノフ少将および軍事評議会のメンバーである師団委員のS.I.シャバロフとともに地方司令部に呼び出された。急いで私たちに計画防衛を紹介した
これらすべては非常に急いで、やや緊張した雰囲気の中で行われました。この計画は参謀長による検討と検討のために受け取られた。それはタイプされたかなり分厚いノートでした。
計画を受け取ってから約 1 時間半から 2 時間後、内容に慣れる暇もなく、私は F.I. クズネツォフ大佐に会うように呼ばれ、暗い部屋で私を迎え、面と向かって決定を口述しました。後者は要約すると、ガラージュのシャウレイ（第125歩兵師団と第90歩兵師団）に主力を集中させ、第11歩兵師団の第10歩兵師団とともにバルト海（パランガ）からの国境約80kmの戦線をカバーするというものだった。軍団
第12機械化軍団はシャウレイ北方の陸軍第2階層に撤退した。
私の記録も首席補佐官の記録も持ち去られました。同時に、防衛計画を立てるための指示とワークブックが直ちに軍司令部に送られることが約束されました。残念ながら、注文はおろかワークブックも受け取りませんでした。
したがって、防衛計画は軍隊に伝えられませんでした。しかし、国境に駐留していた編隊（第10師団、第125師団、そして1941年春からは第90小銃師団）は、建設中の要塞地域（テルシャイとシャウレイ）で国境の野戦要塞の準備に従事し、実質的には自分の任務と守備範囲に重点を置きます。
V.I.モロゾフ中将（元第11軍司令官）：
ご存知のとおり、1940 年に要塞地域の組織と建設が始まりました。師団指揮官は、作戦対象地域の偵察に従事した。
要塞は師団によってそれぞれの防衛ゾーンに建設されました。したがって、連隊および大隊の指揮官は彼らをよく知っていました。また、地上では軍団、師団、連隊の司令部との訓練が繰り返し行われた。彼らのテーマとキャラクターは、戦争の場合のアクションのプレイ可能なオプションに由来しています。
I.P.シュレミン中将（元第11軍参謀長）：
私は第11軍の任務が概説されたそのような文書を見たことがありません。 1941 年の春、地区本部で作戦ゲームがあり、参加者はそれぞれの立場に応じて任務を遂行しました。この授業では、州の国境防衛計画の主要な問題が学習されたようです。彼の後、師団長とその司令部（第5、第33、第28歩兵師団）とともに防衛線が現地で研究された。彼らの訓練に対する基本的な要件は軍隊に伝えられました。防衛線とその装備を選択するために、師団および連隊の司令部とともに地域の偵察が実施されました。この決定は部下の指揮官や司令部にも伝えられたようだ。彼らは独自の力と手段を用いて防衛を準備した。
M.S.シュミロフ大将（元第8軍第11ライフル軍団司令官）：
州境防衛計画は本部にも私にも持ち込まれなかった。軍団は、建設中の新しい要塞地域と計画されている前線の帯で現場を埋めるという別々の任務を実行することが計画されていた。これらの工事は兵士たちが出発するまでに完全には完了していなかったので、どうやら軍団はジュラ川の東岸、つまり建設中の要塞地域のラインに沿って防御を行うことが決定されたようだ。前線の塹壕では、連隊ごとに1個中隊のみを残すよう命じられた。
I.I.ファデエフ少将（元第8軍第10歩兵師団司令官）：
私は、私の師団と左側の隣の第125師団のゾーンでリトアニアSSRの州境を防衛する計画を知っていました。師団と連隊の司令部は、命令、指示、地図、図などの戦闘文書を作成した。編隊の部隊は、その場所から防衛地域や消防設備を占領する訓練を受けた。
ライフル連隊は私が自由に使える手段で強化されました。主な焦点は、クレティンガ、プンギ、バルト海沿岸沿いのリバウ、クライペダ、レトヴァス方面にありました。大砲もすべて使用されました。そのために文書といくつかの射撃位置が準備されました。
師団全体の防衛部門の地形はよく研究されており、防御陣地を占領するための最も近いアプローチと、小隊指揮官、主力および予備の指揮所および監視所までの射撃構造が、師団司令部から中隊指揮官まで装備されていました。
2番目の質問。
援護部隊は何時から、どのような順序に基づいて州境に進入し始めましたか?また、交戦開始前にそのうちの何名が配備されましたか?
P.P.ソベンニコフ中将（元第8軍司令官）：
1941年6月18日の朝、陸軍参謀長と私はシャウレイ要塞地域の防衛作業の進捗状況を確認するために国境地帯に行きました。シャウレイの近くで乗用車が私を追い越し、すぐに止まりました。 F.I.クズネツォフ大佐（PribOVO軍司令官）がそこから現れた。 F.I.クズネツォフは私を脇に呼び、ドイツの機械化部隊の一部がスヴァウキに集中していると興奮気味に告げた。彼は私に、直ちに編隊を国境まで撤退させ、6月19日の朝までにシャウレイ南西12キロの指揮所に軍司令部を置くよう命じた。
地区軍の司令官はタイラガに行き、M.S.シュミロフ少将率いる第11ライフル軍団を戦闘準備態勢に置くことを決定し、私に軍の右翼に行くよう命じた。我々は陸軍参謀長G・A・ラリオノフ少将をエルガヴァに送り返した。彼は司令部を指揮所に導く任務を与えられた。
その日の終わりまでに、ティニツァに軍隊を集中させるよう口頭命令が下された。 6月19日の朝、私自身が注文の進捗状況を確認しました。第 10 歩兵師団、第 90 師団、第 25 歩兵師団の部隊は塹壕と木と土の射撃地点を占領したが、建物の多くはまだ完全に準備が整っていなかった。 6月19日の夜、第12機械化軍団の部隊がシャウレイ地区に撤退し、同時に陸軍司令部が指揮所に到着した。
誰も編隊を展開する書面による命令を受け取っていないことに注意すべきである。すべては地区軍司令官の口頭命令に基づいて行われた。その後、探知機の建設や採掘などについて、電話や電報で相反する指示が届くようになった。それらを理解するのは難しかったです。それらはキャンセルされ、再度確認され、そしてキャンセルされました。6月22日の夜、私は地区の参謀長であるP.S.クレノフ中将から国境から軍隊を撤退させる命令を個人的に受け取りました。一般に、「戦争を引き起こす」ことへの強い緊張と恐怖がいたるところで感じられ、その結果、行動の不一致が生じた。
V.I.モロゾフ中将（元第11軍司令官）：
地区の軍司令官からの口頭命令に基づいて、第11軍部隊は準備された防衛線に移動した。これは野戦要塞の改善という名目で行われた。
国境には各師団から1個連隊が配置され、原則として砲兵大隊によって強化された。 6月初旬、一部の連隊が他の連隊と交代した。
1941 年 6 月初旬、各師団はそれぞれの地域に指揮所を配置し、そこで士官が常に勤務していました。
I.P.シュレミン中将（元第11軍参謀長）：
州境への軍隊の撤退に関する命令は覚えていない。第28と第33ライフル師団がそのすぐ近くにあり、第5師団がキャンプ（国境から30〜35キロ）にいたため、どうやら彼はそこにはいなかったようです。
6月後半、コブノ地方の野営地に行くという口実のもと、ドヴィンスクの第23歩兵師団が集中した。
6月、18日から20日にかけて、国境部隊の指揮官らは軍司令部に、リトアニア領土に侵入する破壊工作員との戦いへの支援を要請した。この点に関して、戦術演習を装って各師団が各方面区で防御陣地を取り、戦闘員に弾薬を引き渡すことが決定されたが、方面軍司令官は弾薬を撤去するよう命令し、部門倉庫に納品されます。
そのため、6月20日までに3つの小銃師団が防御陣地に陣取り、敵の攻撃に備えて陣地をしっかりと保持する任務を負った。
M.S.シュミロフ大将（元第8軍第11ライフル軍団司令官）：
6月18日、軍司令官の命令により軍団は防御陣地を取り始めた。私は第 125 歩兵師団の指揮官と軍団部隊にのみ命令を出しました。他の部隊も陸軍連絡将校を通じて口頭命令を受けた。これは軍司令部に通報された。弾薬を渡さないように命令された。防衛工学装備の改良のみが認められた。しかし、6月20日、差し迫った危険を認識して、私は部隊に薬莢と砲弾を配布し、特定の地域で採掘を開始するよう命令しました。
6月21日、地区の軍事評議会のメンバー（P.A.ディブロバ軍団委員）が軍団本部におり、参謀長を通じて弾薬の没収を命じた。この問題について軍司令部に書面による命令を求めましたが、返答はありませんでした。
I.I.ファデエフ少将（元第8軍第10歩兵師団司令官）：
1941年6月19日、第10ライフル軍団司令官I.F.ニコラエフ少将から師団に戦闘準備を整える命令が届いた。すべての部隊は直ちに防衛地域に撤退し、掩蔽壕と砲撃陣地を占領した。夜明けに、地上の連隊、大隊、中隊の指揮官は、事前に作成された計画に従って戦闘任務を明確にし、小隊と分隊の指揮官に伝えました。
国境で行われている活動を隠すために、通常の防衛作業が実施され、一部の人員は防御構造の中で変装し、完全な戦闘準備を整えた。
S.M.フィルソフ大佐（元第11軍工兵長）：
6月20日、軍の部門および総局の責任者が参謀長のI.P.シュレミン少将とともに集まり、その夜に指揮所に向かうと発表した。このイベントはトレーニングサーキットで開催されていると警告されました。
工兵部隊を戦闘準備状態に置くことは許されなかった。それにもかかわらず、私自身がこれらの行動に責任を負うことを条件として、司令部は州境の鉱山地域に反対しませんでした。仕事を始めました。しかし翌日、私は陸軍参謀長に呼び出され、そこで地方からの電報を知りました。同報告書は、「地区軍司令官は、工兵部隊長フィルソフ中佐の無許可の行為に第11軍司令官の注意を喚起し、彼は工兵大隊2個を撤去するという自らの意思表示を行った」と述べた。防衛の仕事から解放され、国境で採掘を行う任務を彼に割り当てました。地区司令官はフィルソフ中佐を叱責し、大隊を帰還させ、採掘作業を行わないよう命令した。」
P.P.ポルボヤロフ戦車軍大佐（元PribOVO機甲部隊長）：
6月16日午後11時、第12機械化軍団の指揮官は部隊を戦闘準備状態に置くよう指示を受けた。軍団司令官N.M.シェストパロフ少将は、動員準備状況を確認していた第202自動車化師団から到着した6月17日23時にこのことを知らされた。
6月18日、軍団司令官は編隊と部隊を戦闘警戒態勢に上げ、計画地域への撤退を命じた。これは6月19日と20日に行われました。
6月16日、地区司令部の命令により、第3機械化軍団（戦車軍司令官A.V.クルキン少将）も戦闘準備態勢に入り、同時に指定地域に集中した。
1. P.P.ソベンニコフ、第8軍司令官 2.V.I.モロゾフ、第11軍司令官 3.M.S.シュミロフ、第11ライフル軍団司令官 4.P.P.ポルボヤロフ、PribOVO自動装甲部隊司令官
コメント。
一般に、PribOVOの国境をカバーするための防衛計画は部分的に指揮官に伝えられました。しかし、それにもかかわらず、提示されたデータから、軍事部隊が少なくとも「防衛地域に向けて」配置され、偵察が実施され、野戦要塞が部分的に準備され、いくつかの参謀演習で防御手段が準備されたことは明らかです。
指揮官全員が6月18日から20日に国境へ進軍することについて話し合っている。さらに、回答には「師団・編隊を戦闘準備状態に置くことについて」という文言も含まれている。赤軍の戦闘準備の程度については次の段落で説明します（これは重要です！）。ここでは、PribOVOの指揮官が国境への前進をどのように特徴付けたかを思い出してください。 PribOVO 本部の命令にも注目する価値があります (20):
前野と主防御ゾーンの両方の陣地を迅速に占領するには、対応する部隊が完全に戦闘準備を整えていなければなりません。
6月19日以降、前野と主防御ゾーンのすべての部隊は「完全な戦闘準備状態」にならなければならない。
したがって、一般に、6月18日から、PribOVOの軍隊と師団は、カバープランで規定された防衛エリアに展開し、占領し始めました。これは部分的には書面による指示、例えば第12機械化軍団に戦闘準備を整えて所定の地域に移動するよう命令することによって実行された(15)。しかし、防衛線への軍隊の前進と展開に関する命令のほとんどは、PribOVOのF.クズネツォフ司令官から口頭で行われました。地区司令官が個人的に部隊を戦闘準備状態に整えたことを強調しておきたい。
たとえば4月から5月にこれを行っていたら、挑発とみなされた可能性がある。そして、軍事作戦の前にこれを行うことは、軍隊を戦争に備えることを意味します。
その後の敵対行為では、F.クズネツォフは自分自身が優れた軍事指揮官であることを示さなかったが、6月22日までに地区軍が召集され、ドイツ人が眠っている守備隊を攻撃することはできませんでした。
同時に、どこでも緊張が感じられ、命令が出たりキャンセルされたりしました（たとえば、国境の鉱山地域）。
… いたるところで大きな緊張が感じられ、「戦争を引き起こす」のではないかという恐怖が生じ、その結果、行動の不一致が生じた。
西部特別軍事管区
最初の質問。
州境防衛の計画は、軍隊に関する限り、軍隊に伝えられているのか。この計画の実施を確実にするために、司令部と司令部はいつ、何をしましたか?
P.I.リアピン少将（元第10軍参謀長）：
1941年1月に州境の防衛に関する地区指令を受け取ったとき、陸軍司令官K.D.ゴルベフ少将はある決断を下した。第1ライフル軍団は、第8ライフル師団の部隊とともに、ノヴォグルドク近くのナレフ川の右側の境界線から州境の一部を防衛している。第2歩兵師団は強化された1個連隊を伴い、右側の隣の連隊との合流点を確保し、ロセボ戦線(オソヴェツの北西15km)まで押し進めた。第2歩兵師団の残りの部隊は第2梯団に属し、ガネンツ要塞でオソヴィエツ要塞を守ることになる。 2つの陸軍砲兵連隊によって強化された第5ライフル軍団は、ノヴォグルドクからズゼルまでの残りの陸軍防衛線をカバーするよう命じられ、両師団を第一段階に配置した。
したがって、第10軍の防衛圏（幅145km）は、第1段階ではわずか3つの小銃師団によってカバーされ、あらゆる種類の敵軍があらゆる方向から作戦にアクセスできる地形であった。このような状況では、軍団や師団の指揮官は予備役を創設することができなかった。軍司令官には上からの許可なしに予備軍を使用する権利はなかった。したがって、深部および前線からの兵力と手段の計画的な機動がなければ、州の国境防衛システム全体が不安定でした。
私たちは 1941 年の州境防衛計画を 1 月から戦争開始まで繰り返し修正しましたが、完成することはありませんでした。地区の運営指令に対する最後の変更は、5 月 14 日にミンスクで私に受け取られました。計画の策定を5月20日までに完了し、ZapOVO本部に承認を申請するよう命じた。 5月20日、私は「計画は準備ができている。行政文書の作成を開始するには地区軍司令官の承認が必要だ」と報告した。しかし、戦争が始まるまでその電話は届かなかった。さらに、5月の最新の報告書は、野外旅行や指揮官向けの方法論的訓練など、多くの訓練行事が軍内で実施されたことを示している。したがって、誰も国家に関する行政文書の作成に取り組むことができなかった。国境防衛計画。
しかし、ZapOVO本部の命令はすべて、部下の心の中に満足な雰囲気を作り出すことを目的としたものでした。私たちが策定した州境防衛計画の承認を得た「バグパイプ」は、一方では、諜報機関を通じて詳細に知らされていた敵の決定的行動への明白な準備を示し、他方では、私たちの方向性を完全に混乱させた。そして、新たな状況を深刻に重視しないように私たちを設定しました。
L.M. サンダロフ大将（元第4軍参謀長）：
1941年4月、第4軍司令部はザポヴォヴォ司令部からブレスト方面への軍隊の動員、集中、展開をカバーする計画を立てる必要があるという指令を受けた。そこには、「軍隊の動員、集中、展開をカバーするために、地区の領土全体が軍隊の守備範囲に分割される…」と記載されている。地区の指令に従って、軍隊の援護計画が策定されました。それを評価すると、それは本質的にすべての主要な問題が軍のためにすでに決定されていた地区の指令に対応していることに注意する必要があります-カバーエリアに割り当てられた軍隊が示され、その集中場所が示されました戦闘警戒、軍隊の準備の期限、任務とそれらの実行順序、そしてその結果、援護のための地区司令部の決定の誤りが自動的に軍の計画に転送されました。
地区および軍の計画の主な欠点は、その非現実性でした。任務をカバーするために提供された軍隊のかなりの部分はまだ存在していませんでした。例えば、第10軍と第4軍の間に遮蔽地域を作る任務を与えられた第13軍と、第4軍の一部である第14機械化軍団は編成過程にあった。軍事紛争が発生した場合の新しい地域への一部の編隊の到着は、援護任務の解決に参加する時間がないような時期に予定されていました（M-3に到着期限のある第100歩兵師団）。このような国境への軍隊集中計画は事前に失敗する運命にあった。そしてそれは起こりました。この師団が第 4 軍の一部として到着したのは、戦争開始 3 日目以降でした。
V.S.ポポフ大佐（元第4軍第28ライフル軍団長）：
州境防衛計画は第28ライフル軍団長である私には伝えられなかった。
M・A・ザシバロフ少将（元第10軍第86歩兵師団司令官）：
1941 年 5 月 1 日までに、1940 年 8 月に創設を開始した師団の防御地帯が装備されました。 5月後半、参謀長と私は第10軍司令部に呼び出されました。そこで参謀長のL.I.ラパン少将が、新たな師団防衛線を構築し装備するという指揮官の決定を我々に知らせた。 6月1日以前には、連隊区域および大隊防御区域、砲撃陣地、指揮所および監視所の偵察を実施するよう命じられた。
防衛作業計画は承認された。私の決定に基づいて、師団司令部は新ゾーンで防衛戦を実施するための命令と交流計画表を作成した。
師団のすべての部隊が戦闘警戒態勢に入るように計画が策定され、封印された封筒に入れて指揮官の金庫に保管されていた。確立された合図に従って解剖が許可された。
小銃および砲兵連隊、個々の大隊および師団の指揮官は任務を理解しており、これに従って州境防衛のための解決策と戦闘命令を策定した。
S.I.グロフ大佐（元第4軍第49歩兵師団参謀長）：
3月末か4月初めに、師団長と私は第4軍司令部に呼ばれました。そこで最終的に決定が下され、計画が策定され、師団の区域を防衛するための部隊に対する戦闘命令が書かれた。すべての文書は封筒に入れられ、陸軍司令部の印章で封をされ、その後師団司令部に運ばれ、そこで「赤いパケット」とともに私の金庫に保管されました。
ZapOVO本部がこれらの問題に関する情報提供を禁じていたことを理由に、本部がこのデータの提供を拒否したため、要塞地域の火災を考慮した師団の消防システムを構築することができなかった。
A.S.キスリツィン大佐（元第14機械化軍団第22戦車師団参謀長）：
1941年3月から4月頃、師団司令官、私、作戦部門および通信の責任者は、第4軍（コブリン）の本部に呼び出されました。
2～3日以内に、私たちは師団を戦闘警戒状態に置くための計画を作成しました。これには、集中地域への行進命令、無線と電話の通信図、戦闘の場合の師団当直将校への指示などの文書が含まれていました。警告。部門を強化する計画はなかった。
たとえ連隊や師団の指揮官であっても、作成された文書の内容を周知することは固く禁じられていた。さらに、この問題は通信員によって提起されたが、編隊が集中する地域に監視所と指揮所を設置することは許可されていなかった。
2番目の質問。
援護部隊は何時から、どのような順序に基づいて州境に進入し始めましたか?また、交戦開始前にそのうちの何名が配備されましたか?
ラパン少将（元第10軍参謀長）：
戦争開始の数日前に地区本部が指揮所を組織し始めたという事実から判断すると、ZapOVO軍の指揮官は戦争勃発の可能性のあるタイミングを認識していました。しかし、どういうわけか彼は私たちに何の行動も要求しませんでした。
このような状況下で、私たちは独自に2つの野戦指揮所（ビャウィストクの西18km、ジェドニャ駅とヴァリリー駅の間の森の中）だけを準備することができ、またライフル軍団の司令部を第1司令部からヴィジウ、第5司令部に移転しました。ザンブロフへ。
州境の陸軍地帯では、合計4万人を擁する最大70大隊および師団が防衛活動に従事していた。 150kmにわたる前線に沿って奥深くまで散り散りになっており、武装が不十分か完全に非武装であったため、州境を守るための真の戦力となることはできなかった。それどころか、建設大隊、工兵大隊、小銃大隊の人員は、敵航空機の先制攻撃を受けると、武器も砲兵の支援も受けずに東へ後退し始め、後方でパニックを引き起こした。
そして、たとえば、戦争の初めに、それぞれ最大7000人が完全に非武装で数台の訓練戦車を持っていた第13機械化軍団の第25および第31戦車師団の隊員の間で、他にどのような反応があったでしょうか。 。
B.A.フォミン少将（元ZapOVO本部作戦部門副部長）：
師団は 1941 年 4 月から 5 月にかけて行進順に国境地域への再配置を開始した。機械化された大砲とニュージーランドの倉庫は鉄道で輸送されました。以下の編隊が移動した：第85ライフル師団 - グロドノ西の地域、第21ライフル軍団 - ヴィテプスク北西およびリダ北から、第49および第113ライフル師団 - ベロヴェジスカヤ・プシチャの西、第75師団 - モズィルからマロリティ地区、第42 - ベレーザ・カルトゥースカヤからブレスト、そしてさらに北へ。
6月中旬、第47狙撃軍団の指揮官は6月21日から23日までに鉄道でオブズ・レスニー地域に移動するよう命じられた。同時に、第55小銃師団（スルツク）、第121小銃師団（ボブルイスク）、第143小銃師団（ゴメリ）が連合行軍でそこに進み、第50小銃師団はヴィテプスクからガイノフカ地方へ向かった。
戦闘開始前、軍隊は州境沿いの地域で防御陣地をとることを禁じられていた。
空爆（6月22日午前3時50分）と砲撃（6月22日午前4時）の開始までに、敵はなんとか反転して州境の防衛に乗り出した：第3軍- 第4歩兵連隊、第27歩兵師団と第56歩兵師団の指揮。 10番目 - 1と5 sk、2、8、13、86 sdのコントロール。第4-6および75ライフル師団。前進の過程で、彼らは攻撃されました：第3軍 - 85歩兵師団、第4軍 - 42歩兵師団。
G.V.レブネンコフ中将（元第3軍第37歩兵師団参謀長）：
1941年6月17日、私と第1ライフル軍団長のD.ルブツォフ少将、師団長のA.E.チェハリン大佐は地区本部に呼び出された。私たちは、第37歩兵師団がリダ野戦キャンプに向けて出発する予定であると知らされたが、州境に軍隊を配置するという観点から再配置が行われていることは明らかだった。彼らは、収容所内で生涯すべてを携行するよう命じられました。
2個連隊が行進順序でレペルから出発し、ヴィチェプスク守備隊の一部は鉄道で送られた。梯団は輸送の容易さの原則に基づいて編成されたため、師団司令部は通信大隊なしで従軍し、弾薬は最終梯団に置かれた。
私たちは6月22日正午、ボグダノフ駅でのV.M.モロトフの演説から戦争の始まりについて知りました。当時、師団の各部隊はまだ前進中であり、彼らとの連絡はなく、指揮官も司令部も状況を知りませんでした。
1. L. M. サンダロフ、第 4 軍参謀長 2. A. S. キスリツィン、第 22 戦車師団参謀長 3. M. S. ザシバロフ、第 86 歩兵師団長 4. G. V. レブネンコフ、参謀長 37 第 1 歩兵師団
コメント。
まず第一に、軍の指揮官と参謀長が、1941 年 1 月から援護計画の策定と継続的な調整を指摘していることは注目に値します。多くの指揮官は、自分の部隊の防衛地域が明確になりつつあると述べています (第 10 軍:第86歩兵師団（M.ザシバロフ）、第4軍：第49歩兵師団（S.グロフ））。
6月中旬、ZapOVOは他の地区と同様に、密集した師団を遮蔽計画によって定められた境界線に近づける命令を実行した。しかし、すべての部隊が指示された場所に到着できたわけではありません（戦争が始まったとき、彼らは情報も得られず、何が起こっているのか正確に理解していなかったので、路上にいたことがわかりました）。 ZapOVO V. クリモフスキフ参謀長は、6 月 21 日の開戦直前まで師団の配備を命令した。
部隊に戦闘準備を整えるべきだと指示した指揮官は一人もいなかった。この点で、ZapOVOの状況は、軍隊のほとんどがカバープランに従って各セクターに展開されていたPribOVOとは著しく異なります。
地方司令部は数日以内に指揮所を組織したが、第10軍にはそのような指示はなかった。さらに、既存の指揮所には必要な通信機器を設置することができませんでした。第10軍司令部は独立して2つの指揮所を組織した。
キエフ特別軍事管区
最初の質問。
州境防衛の計画は、軍隊に関する限り、軍隊に伝えられているのか。この計画の実施を確実にするために、司令部と司令部はいつ、何をしましたか?
M・A・プルカエフ陸軍大将（元キエフ特別軍管区参謀長）：
州境防衛計画は軍隊に伝えられた。その開発は、地区の参謀長、作戦部門、軍および本部の作戦グループの指揮官によって4月に実施されました。 5月の最初の10日間に、軍の計画は地区軍事評議会によって承認され、軍司令部に移管された。行政文書による陸軍計画は編成前に策定された。
彼らの指揮官と参謀長は軍司令部の編隊に関する文書に精通しており、その後、文書は密封されたパッケージに入れて参謀長に移送され、およそ6月1日まで保管された。
すべての部隊と編隊本部には警戒計画があった。州境防衛計画は、私が陸軍司令官と騎兵軍団長（第5軍司令官）に宛てた地区軍事評議会からの電報（3名の署名付き）によって実行に移されることになっていた。騎兵軍団、カムコフ少将）。編隊と部隊では、軍の軍事評議会からの条件付き電報と警報を発表する騎兵軍団の司令官に従って行動計画が実行されることになっていた。
I. Kh. 陸軍大将 (元 KOVO 本部作戦部長):
州境防衛計画は、軍隊に関する限り、以下のように伝えられた。直接援護を提供する軍隊は、連隊までの詳細な計画と文書を持っていた。地区の残りの部隊（小銃軍団5個、まだ編成と増援部隊を完了していない機械化軍団7個）は、戦闘命令と割り当てられた任務の戦闘支援に関するすべての指示が入った封筒を封印し、軍団の金庫に保管していた。対応する編隊参謀長。
使用計画とその詳細に関する文書は、軍団および師団のみを対象として地区本部で作成されました。執行者は、封印された封筒を開けた後、同封された文書からのみ彼らについて知ることができました。
少将 3. 3. ロゴズヌイ (元第 5 軍第 1 ライフル軍団参謀長):
1941 年 5 月中旬頃、第 5 軍司令部は州境を覆う計画を策定しました。それは陸軍本部で、第15ライフル軍団長のI.I.フェデュニンスキー大佐、私、そして師団長のG.I.シェルシュチュク少将、M.P.ティモシェンコ大佐（それぞれ第45歩兵師団と第62歩兵師団の司令官）によって紹介された。軍団と師団司令部は防衛計画に関する文書を持っていなかったが、任務と私的防衛計画は知っていた…師団は防衛線を偵察し、戦闘陣形を決定し、戦闘統制の組織の概要を示した…連隊の指示は現場で直接伝えられ、師団長の承認を得て決定がなされた。
G.I.シェルシュチュク少将（元第5軍第45歩兵師団司令官）：
第 15 ライフル軍団と第 5 軍の司令部からの州境防衛計画は、第 45 ライフル師団の指揮官である私にはまったく伝えられず、師団 [I] の戦闘作戦は作戦に従って展開された。この計画は私と参謀長チュマコフ大佐によって作成され、部隊、大隊、師団の指揮官に提出されました。
P.ノビコフ大佐（元第5軍第62歩兵師団参謀長）：
州境の防衛のための分割計画はなかったように私には思われますが、分割計画は陸軍計画の一部でした。この師団には正面と奥行きに沿っておよその帯しかありませんでした。そこで、1941 年 4 月初旬、私と第 87 および第 45 ライフル師団の参謀長は第 5 軍の本部に呼び出され、そこで作戦部門の私たちは地図を受け取り、軍計画からの抜粋を個人的に作成しました。エンジニアリング用語で私たちのストライプを装備するために。
P.I.アブラミゼ少将（元第26軍第72山岳ライフル師団司令官）：
ナチス・ドイツのソ連攻撃前、部隊指揮官も私も動員計画（MP-41）を知らなかったが、それを開いた後は誰もが州境での防衛作業と地上での指揮所演習が行われると確信した。これらは参謀本部によって承認された KOVO の一般計画に基づいていました。
P.V.チェルナス少将（元第26軍第72山岳ライフル師団参謀長）：
州境を防衛する計画は、第8ライフル軍団の指揮によって師団の部隊に伝達された。ただし、山岳ライフル師団の編成ではなく、ライフル師団の編成に従って編纂されたものである。実際のところ、師団は1941年の春に山岳ライフル師団の人員への移行を開始したが、6月22日までにこれらの活動を完了していなかった。
S.F.ゴロホフ少将（元第26軍第99歩兵師団参謀長）：
州境防衛計画は 1941 年 2 月から 3 月にかけて封印された封筒で第 26 軍司令部で受け取られ、私たちと一緒に検討されることはありませんでした。しかし、その発表の前でさえ、陸軍司令官のF・ヤ・コステンコ中将は私と師団長のN・I・デメンチェフ大佐に、編隊と連隊の防衛部門の境界線、指揮所と監視所の位置を個人的に教えてくれた。そして大砲の射撃位置。さらに、特別命令により師団に対し、プシェムィシル要塞地域の前景を準備し、その区域に塹壕を掘るよう命じられた。
師団と国境分遣隊の本部は、妨害行為と戦争の可能性の場合に備えて、2つの選択肢に従って州境を覆う計画を策定した。
2番目の質問。
援護部隊は何時から、どのような順序に基づいて州境に進入し始めましたか?また、交戦開始前にそのうちの何名が配備されましたか?
M・A・プルカエフ陸軍大将（元KOVO参謀長）：
6月13日か14日、彼は防御施設に武器を持たないウラジミール・ヴォリン要塞地域の戦線にライフル師団を撤退させる提案を行った。地区軍事評議会はこれらの考慮事項を受け入れ、第5軍司令官に適切な指示を与えた。
しかし、翌朝、キルポノス大佐は軍事評議会のメンバーの面前で、私が戦争を引き起こそうとしていると非難しました。私は執務室からすぐに参謀総長に電話し、この決定を報告しました。 G.K.ジューコフは迷彩措置を観察しながら、UR線への軍隊の撤退を命令した。
I. Kh. 陸軍大将 (元 KOVO 本部作戦部長):
援軍は国境のすぐ近くに駐留し、戦闘の勃発とともに展開を開始した。準備された陣地への彼らの事前の立ち入りは参謀本部によって禁止された。
作戦予備軍は配備地域から移動した：ライフル軍団 - 開戦の5日前に出発したが、出発する時間がなかった。機械化軍団 - 6月22日。
P.A.ノヴィチコフ大佐（元第5軍第62歩兵師団参謀長）：
師団の部隊は軍司令部の命令に基づき、6月16日夜にキベルツィ野営地を出発した。 2度の夜行軍を経て、6月18日の朝までに防衛地帯に到着した。しかし、彼らは防衛線を占領せず、その近くの森林や集落に集中しました。これらの措置は、新しい場所への移動を装って行われました。ここから戦闘訓練が始まりました。
6月19日、部隊の指揮官は防衛地域の偵察を行ったが、これはすべて不確実性の中で行われたため、すぐに戦争が勃発するとは考えられていなかった。私たちは戦うことになるとは信じていませんでした、そして戦いに不必要なものはすべて持って行きました。その結果、彼らは自動車や馬の輸送に過剰な財産を積み込みすぎました。
P.I.アブラミゼ少将（元第26軍第72山岳ライフル師団司令官）：
師団の 2 つの小銃連隊 (第 187 および第 14 小銃連隊) は 1940 年 8 月以来州境近くに配置されています。
1941 年 6 月 20 日、私は参謀本部から次のような暗号化されたメッセージを受け取りました。ドイツ軍部隊が州境を侵犯するまでは、いかなる挑発にも応じてはならない。師団のすべての部隊は戦闘準備を整えなければなりません。 1941年6月21日の24時間までに死刑を執行せよ。」
まさに指定された時間に、私は命令が実行されたことを電報で報告しました。報告書には、実施状況の確認を任された第26軍司令官F・ヤ・コステンコ中将も出席した。どのような理由で防御陣地への占領が許可されなかったのかを述べるのは難しいが、敵は戦闘開始時にこれを利用した。
S.F.ゴロホフ少将（元第26軍第99歩兵師団参謀長）：
交戦開始前、部隊に防衛地域に入る命令はなかった。第18ライフル軍団司令官M.G.スネゴフ少将の命令により、砲兵連隊のみが予定された射撃位置近くの森林に移動した。敵対行為が勃発したとき、彼は矛盾する命令を出した。すなわち、小銃連隊は防御陣地に陣取り、砲兵連隊は追って通知があるまで発砲してはならないというものだった。私たちの強い要求にもかかわらず、6月22日午前10時まで大砲の使用は許可されませんでした。
N.P.イワノフ少将（元第6軍参謀長）：
突然の敵の攻撃に際し、砲兵、機関銃手、工兵が集結した。このため、つながりは組織的に断片化されました。軍隊の一部はキャンプ内に配置され、恒久的な配備地点に武器や物資の備蓄をしていた。
キエフ特別軍事管区の司令官の命令により、援護部隊は国境への移動を禁止された。
A.M.バラノフ少将（元第17ライフル軍団参謀長）：
移動キャンプの実施を装って、6月前半に州境への部隊の進入が始まった。後者は守備エリアの奥深くに位置していた。ユニットはテントに配置され、計画に従って授業を実施しました。同時に、守備位置も技術的に改善されました。弾薬は隊員に届けられるよう準備されていた。
F・N・スメホトヴォロフ少将（元第5軍第135歩兵師団司令官）：
1941 年 6 月 18 日、第 135 歩兵師団は恒久的な駐屯地 (オストログ、ドゥブノ、クレメネツ) から出発し、6 月 22 日の終わりまでに私は訓練を受ける目的でキベルツィ (ルーツクの北東 10 ～ 12 km) に到着しました。軍司令官の命令に従ってキャンプ訓練を行う。
交戦開始前に編隊の各部隊を戦闘準備状態にする命令はなかったが、6月22日朝、師団が行進中に上空からの機関銃射撃を受けた際、軍司令部は次のような指示を受けた。挑発に屈しないでください、飛行機に向けて発砲しないでください。」
部隊を戦闘準備状態にし、動員計画を実行する命令は、部隊がキヴェルツィにいた6月23日の朝にのみ下された。
N. L. ロジノフ大佐 (元第 6 軍第 139 歩兵師団司令官):
この師団はチェルトコフとその周辺の集落に駐屯した。戦争が始まるまでに、4つの小銃大隊と2つの砲兵師団がチェルニウツィーの南西20～25kmで防衛工事に就き、師団の工兵大隊と連隊中隊がリヴォフの北西20～25kmにあり、1つの小銃大隊がリヴォフの地区施設を警備していた。テルノーピリ 。
6月17日の朝、私は第37狙撃軍団の司令官から次のような暗号電報を受け取った。ルート：チェルトコヴォ、ブチャッハ、ガディッチ、ロハティン。」この任務を遂行するために師団の部隊を集めてほしいという私の要請に対し、彼らはこう答えた。「利用可能な人員とともに演習に行ってください。大隊を仕事や警備から外すことは認めません。」
したがって、4つの小銃大隊、3つの砲兵大隊および特殊部隊で構成される師団が訓練区域に入った。
1.I.X.バグラミャン、KOVO 本部作戦部長 2. S.F. ゴロホフ、第 99 歩兵師団参謀長 3. G. I. シェルシュチュク、第 45 歩兵師団司令官 4. F. N. スメホトヴォロフ、第 135 歩兵師団司令官
コメント。
軍司令部は国境防衛計画と彼らに任されている地域について知っていた（彼らは独自の防衛地域に取り組んでいた）。師団と軍団の指揮官には適切なパッケージが与えられました（特別な指示により開封されました）。
さらに、師団指揮官は防衛部門のゾーン内に方向を定めていました。回想録の著者の多くは、彼らが防衛地域と発砲地点について知らされたことを示しています。彼らは、「工学用語でバンドを装備するための陸軍計画からの抜粋」を作成しました。これは主に国境を直接カバーしていた部門に適用されます。領土の奥地に駐屯する部隊の指揮官の多くは、計画とその行動について何も知らなかった。
K.ロコソフスキー（KOVO所属の第9機械化軍団の元指揮官）は回想録の中で、地区司令部から掩蔽計画と第9機械化軍団の行動について知らされなかったと書いている。 K.ロコソフスキーは6月22日の午後、地区本部への定期的な電話で戦争の始まりについて知りました。
KOVOの一部の指揮官は6月23日に初めて戦争の始まりを知った。つまり、攻撃後であっても、すべての軍部隊がそれを知っていたわけではありません。これは、全員が警戒態勢に入ったわけではないことを意味します。この状況はどの程度許容できるでしょうか?少なくとも、すべての地区が6月22日午前1時頃に参謀本部から「完全な戦闘準備を整える」よう命令を受けたという事実を考慮すると(16)。
調査資料は、地区の異なる状況を示しています。特に注目したいのは、各地区の指揮官が防衛計画や援護計画について具体的に話していることです（もし計画を知っていたとしても）。地区の境界線をカバーする計画は 1 月から 4 月に始まりました。攻撃に備えて軍隊を準備するには、明確な計画が必要です（各軍事ユニットの行動は計画されています）。必要な計画のレベルを理解するには、バルバロッサ計画を読む必要があります。ソビエトとその後のロシアのアーカイブでは、大規模な攻撃行動を深く含む地区、軍、師団に関するそのような計画の概要さえ見つかりませんでした。もしそのような計画が発見されれば、間違いなく公表されると私は確信しています（A.ヤコブレフの委員会はこれを見逃さなかっただろう）。結局、彼らは準備中のドイツ軍に対する予防攻撃に関するA.ヴァシレフスキーのメモの草稿を発見した(2)。
これまでのところ、すべての文書の中で、国境をカバー（防衛）するための繰り返し修正された計画（連隊および大隊に至るまで策定された）のみが知られている。そのため、参謀本部は戦史部を通じて、防衛計画について特に軍隊に伝えられていたかどうかを尋ねた。
 
4. 「軍隊に戦闘準備を整える命令はいつ受けましたか?」
3番目の質問は、軍事史部が軍隊に戦闘準備を整える命令をいつ受けたかを尋ねたものであった。実際、軍事歴史総局は軍隊の軍事行動への準備の度合いに興味を持っていた。
軍隊はどこにいるのか：冬季営地にいるか、通常の日常業務を遂行しているか、あるいは弾薬を積んだ陣地に配備されている。大事です。なぜ？
まず最初に。どちらの軍隊が攻撃しやすいでしょうか?おそらく、配備されておらず、反撃の準備もできていないが、兵舎で安らかに眠っているものです。この場合、部隊は急速に組織構造を失い、短期間で破壊される危険があります。軍隊をタイムリーに戦闘準備状態に戻すことの重要性は明らかです。同時に、軍隊は要塞を占領する時間がないかもしれませんが、戦闘作戦の準備は整っています（組織され、武装し、必要なものはすべて装備されています）。
第二に。軍隊は長期間にわたって完全な戦闘準備状態にあることはできない。短期間、完全な戦闘準備状態にして攻撃したり、侵略を撃退したりすることができます。しかし、長時間待機状態にあることは戦闘準備の低下を伴います。
戦前、赤軍と海軍は次のような戦闘準備システムを持っていました。
第一に、赤軍の戦闘準備には 2 つのレベルがありました。それは、常時と完全です。第二に、戦闘警報システムには 2 つのバージョンがありました。戦闘警戒オプション No. 1 - すべての装備を解除せず、オプション No. 2 - 完全に撤退する。さらに、「戦闘準備をテストし、部隊の結束力を高めるため」の訓練も行われた。
集合エリアの部隊の準備期間は次のように設定されました。小銃、砲兵、騎兵部隊は夏期 2 時間、冬期 3 時間。機械化ユニットと戦車ユニットは夏に2時間、冬に4時間。つまり、部隊を冬営地から引き上げ、すべての装備を備えた状態で国境に近い新たな地点（部隊の防御区域と一致する）に撤退することは、戦闘警戒第2号を意味した。
海軍には 3 つの即応性レベルがありました。No. 3 – 通常の即応性、日常戦闘の即応性が進行中です。その 2 – 必要な物資の備蓄が補充され、追加の義務が確立され、一時解雇が削減されます。 1 つ目 - 武器が完全に使用可能な状態になり、船は戦闘任務を遂行する準備が整います。
6月中旬（6月11日から13日にかけて西部地区に到着し始めた）に西部地区に送られた国防人民委員会の指示によれば、深い師団を冬季営地から西部の新しいキャンプ地点へ撤退させる必要があった。カバープランに従ってください（この点はZapOVOに明記されています）。戦闘に必要なものはすべて持ち歩きましょう。 KOVO に対する 6 月 13 日付国防人民委員会指令第 504205 号より (12):
地区の軍隊の戦闘準備を強化するために、1941 年 7 月 1 日までに、軍団部隊を含むすべての深層師団と軍団総局は、州境近くの新しいキャンプに移される必要があります。
行進は戦術演習中に夜間に実施されるべきである。
軍隊とともに、輸送可能な消火器、燃料、潤滑油の備蓄をすべて撤収する。冬季の宿舎を守るために、ほとんどが健康上の理由で作戦に不適格な、厳密に必要な最小限の数の軍人を残す。
家族を連れていかないでください。
6 月 13 日付けの指令が ZapOVO に送信されました (24):
地区内の軍隊の戦闘即応性を高めるために、すべての深度ライフル師団と軍団ユニットを備えた歩兵軍団の指揮官は、カバープランによって提供されるエリアのキャンプに連れてこられるべきです（NCO指令No.503859/SS/OV） ）。
つまり、国境に近い深層師団の撤退は、同時に戦闘警戒態勢にある部隊の引き上げでもあった - 選択肢その2（完全撤退）。戦闘警戒第2号による部隊の撤退が何を意味するのか説明しましょう。 6月中旬に受け取った命令についてのV.シンヴォロコフ（元第49ライフル軍団参謀長）の回想録より：
この命令では、軍団はチェルトコフ、グシャチン地域の野営地に移動すべきであると述べられている（1941年6月15日付KOVO命令番号A1/00231）。私は地区参謀長のプルカエフ将軍に命令の意味を説明する質問をしたところ、彼はこれ以上は何も言えないと答えたので、地区の司令官である大佐に連絡する許可を求めました。同志キルパノス将軍、彼は私を許可してくれました。
地区司令官は私に、各階層は戦闘に出発する準備をしなければならないと言い、その後私は軍団司令官カルピロフ将軍（文書では正確にはコルニーロフ）に軍団が野営地に行かないことを明確に報告することができた。しかし、戦闘作戦の準備ができていなければならず、軍団はNZのすべての財産、弾薬と砲弾を奪い、それらは部隊と準部隊に分配されましたが、彼らには与えられませんでした。 38
つまり、編成され、新たな配備場所に送られる部隊は、戦闘作戦の準備ができていなければなりません。 PribOVO部隊の軍隊および師団の指揮官が、指定された地点への部隊の撤退について話し、同時に軍隊を戦闘準備状態にすることを示したのは偶然ではありません。これはこの地区の調査資料に共通する内容です。
6月19日、海軍人民委員のN.クズネツォフは艦隊を戦闘即応性第2段階に引き上げ、6月21日から22日の夜には戦闘即応性第1号（同星系で最高）の戦闘準備状態にした。
しかし、これらはすべて6月18日から21日までの行動だった。 1941 年 6 月 21 日から 22 日の夜、地方は第 1 国防人民委員会から次のような指令を受け取りました (16)。
私は国防人民委員会の即時処刑命令を送信します。
1. 1941 年 6 月 22 日から 23 日にかけて、LVO、PribOVO、ZAPOVO、KOVO、OdVO の前面に対するドイツ軍の奇襲攻撃が行われる可能性があります。攻撃は挑発的な行動から始まる場合があります。
2. わが軍の任務は、重大な事態を引き起こす可能性のある挑発的な行動に屈しないことである。
同時に、レニングラード、バルト三国、西部、キエフ、オデッサ軍管区の軍隊は、ドイツ軍またはその同盟国からの奇襲攻撃に備えて完全な戦闘準備を整えておく必要がある。
注文します:
a) 1941 年 6 月 22 日の夜、州境の要塞地域の射撃地点を密かに占拠する。
b) 1941 年 6 月 22 日の夜明け前に、軍用機を含むすべての航空機を野戦飛行場に分散させ、慎重にカモフラージュする。
c) すべてのユニットを戦闘準備状態にします。軍隊は分散し、カモフラージュを続けます。
d) 割り当てられた人員をさらに増員することなく、防空を戦闘準備状態に戻す。都市や物体を暗くするためのあらゆる措置を準備します。
e) 特別な命令がない限り、他の活動を実行しないでください。
1. N. クズネツォフ 海軍人民委員 2. V. シンヴォロコフ 第 49 ライフル軍団参謀長 3. F. クズネツォフ PribOVO 部隊司令官
ここで「要塞地域の射撃地点」を占領する命令が下された。これ以前は、特別な命令があるまで、前線と国境の要塞を占拠することは固く禁じられていました。つまり、すでに戦闘警戒2号が発令されている地区の軍隊は、すぐに国境沿いの要塞を占領し、完全武装して敵に対抗することができる（規範によれば、SDは45年に交戦し、戦闘準備を整えた）分）。この指令は LVO、PribOVO、KOVO、OdVO に送信され、コピーが海軍に送られました。
地区では何が起こっていたのでしょうか？
バルト海特別軍事管区
PribOVO部隊の状況はすでに調査資料を通じて明らかになっている。そこでは軍隊の撤退と同時に戦闘準備が整えられた。これに、P. Afanasyev (PribOVO 工兵部隊の元第 1 部門長) の回想録を追加できます。
彼らが演習を行うためではなく、ドイツ軍との戦争の可能性を見越して検問所に来たという事実は誰の目にも明らかであったが、実際に戦争が始まるのか、それともすべてが私的な国境での小競り合いにのみ限定されるのかは分からなかった。クリア。
人々は丸三日間、不安と痛みを伴う期待の中で走り回った。
どのダッグアウトも設備が整い、長く住み続けられる形になり、組織的な騒ぎも静まり、期待の緊張感だけが漂っていた。
軍とリガとのコミュニケーションは途切れることなく行われ、すべてが静かで穏やかでした。 「調子はどうですか、座っていますか？」誰かが軍司令部の職員に電話で尋ねました。 「そして、私たちは座ります」または、彼らはリガに電話して、アパートに来て、忘れたタオルか歯ブラシを取りに来るように要求しました。
基本的には、すべてが研修旅行のときと同じでした。すべての部門が準備を整え、ゲームを開始する経営陣の到着を待っていますが、今のところは怠惰で退屈な待ち状態です。 39
「丸三日間」人々は「痛みを伴う期待」を抱いていた。 2 番目の質問に対する PribOVO 司令官の回答をもう一度見てください (上の表の資料)。 6月18日から19日にかけて、地区の軍隊は戦闘準備態勢に入り、指示された防衛地域に撤退した。場所によっては採掘も行われていました。 6月21日、6月20日、6月19日 - 軍隊は3日間戦闘準備を整えていた。実際、これは PribOVO の指令と命令から見ることができます (15、19、20)。
さらに、F.クズネツォフの命令により、6月21日（14時30分）、地区で停電が使用され始めました（29）。
今夜から追って通知があるまで、駐屯地と部隊の拠点で停電が導入されます。車両に停電装置を装備する。停電の品質を慎重に管理します。軍隊の迷彩と航空監視技術の状態に特に注意を払ってください。
F.クズネツォフは何を根拠にそのような命令を出したのでしょうか？
PribOVOにも「奇妙さ」がありました。軍隊を戦闘準備状態にするとともに、反対の瞬間が観察され、特に6月20日頃、地方司令部からの任務が第11軍第16ライフル軍団重砲兵連隊に到着した。部隊を率いた将軍は銃から照準器を取り外し、検査のために部隊の所在地から300キロ離れたリガの地区作業場に引き渡すよう命令し、司令部職員が休日に家族に会いにカウナスに行くことを許可した。 。
しかし一般的に、地区の軍隊は警戒態勢に置かれ、防衛地域を占領した。これは、バルト三国を前進した第 4 戦車グループの第 56 機械化軍団を指揮した E. マンシュタインによって確認されています。
敵側の一般的な印象は、最前線にいる彼は我々の攻撃に驚かなかったが、ソ連軍司令部は彼を当てにしていなかったか、まだ当てにしていなかったため、大軍を迅速に前進させることができなかったというものだった。彼の自由自在に。
最初、国境に直接いた私たちの軍隊は、明らかに敵の軍事前哨基地からの弱い抵抗に遭遇しました。しかし彼らはすぐに要塞地域の前で止まり、正午に第8装甲師団がメーメル（クライペダ）北の敵陣地を突破した後に初めて制圧された。 41
ドイツ軍参謀総長 F. ハルダーの日記より (説明: これは PribOVO 側からのものです):
1941 年 6 月 20 日。
敵に関する情報：特定の地域でロシア人の注意力の増加が認められました。敵は第8軍団の正面に陣取る）。 42
E.マンシュタインは、敵対行為中に明らかになったソ連軍の集中を評価し、ソ連の軍事編成の階層の深さを指摘した。
我が北方軍集団と敵対するヴォロシーロフ軍集団は、歩兵29個師団、TD2個、メカニック6個を含んでいたにもかかわらず、国境に7個師団しかいなかった。旅団（フォン・ティッペルスキルヒによれば）は後方、シャウレイ、コブノ（カウナス）、ヴィルナ（ビリニュス）付近に位置し、一部はプスコフ・オポチカ地域（したがってスターリン線沿い）にもあった。
他のソ連軍グループ（ティモシェンコとブジョーヌイ）も同様に階層化が進んでいたが、国境地帯で活動する部隊の方がはるかに強力であった。 43
この情報は、参謀本部の指令（1941年5月）に基づいてソ連西部地区で実施された軍事措置と一致している。 5 月のカバー計画では、旧国境 (スターリンライン) の要塞まで陣地を深く階層化することが規定されていました。これはドイツの将軍によって注目されました。
西部特別軍事管区
ZapOVOは6月22日1時45分に人民委員会から指令第1号を受け取りました。地区の軍隊では、2時25分から2時35分に送られました（16）。
1941年7月7日の尋問中のD.パブロフ（ZapOVO司令官）の回答によると、彼が軍隊を戦闘準備状態にし、すべての司令官に通知したことが明らかになりました。航空も警戒態勢となり解散した(18):
また、私は指揮官たちに、軍隊を戦闘状態にし、すべての戦闘用建造物、さらには未完成の鉄筋コンクリート建造物も占拠するよう提案した。
私のこの命令に対して、クズネツォフは、私が以前に与えた指示に従って、軍隊に薬莢を配布し、今建造物を占拠し始めていると答えた。
第10軍司令官ゴルベフは、戦争の試合後、軍団司令部は計画に基づいて軍隊がいるはずの場所に部隊を導くために残されたと報告した。私はゴルベフに、軍隊を完全な戦闘準備状態に保ち、私のさらなる命令を待つよう警告した。
第4軍司令官コロブコフは、部隊が戦闘の準備ができていると報告した。彼はブレスト守備隊の戦闘準備状況を確認すると約束した。これに対して私はコロブコフに、計画に従って駐屯地があるはずの場所に配置されるべきであると指摘し、直ちに私の命令の実行を開始するよう提案した。
私の地区本部を訪れたコペック地区の空軍司令官とその副官タユルスキーは、航空隊が完全な戦闘準備を整え、NKOの命令に従って飛行場に解散したと私に報告した。
1. D. パブロフ、ZapOVO 司令官 2. K. ゴルベフ、第 10 軍司令官 3. V. クズネツォフ、第 3 軍司令官
言葉で言えば、すべての準備が整っており、航空隊とブレスト要塞の守備隊の両方が戦闘準備を整えています - 「第4軍の司令官は、彼の軍隊が戦闘の準備ができていると報告しました。」これは、すべてのユニットがブレストから撤退し、カバープランで提供されたユニットのみが残ることを意味します。第4軍司令官はブレスト守備隊の戦闘準備状況を確認すると約束した。
同じ尋問中、D.パブロフは真夜中頃にS.ティモシェンコ（18）と会話があったことを示唆している。
私の報告に対し、人民委員はこう答えた。「落ち着いてパニックにならないでください。今朝念のため本部に集合してください。何か不愉快なことが起こるかもしれませんが、挑発を期待しないでください。孤立した挑発がある場合は、電話してください。」
国防人民委員会は軍隊を戦闘準備態勢に置き、国境の要塞を占領するよう指令を出し、ZapOVOの司令官に「落ち着いて…念のため今朝本部を集めなさい」と指示した。国防人民委員会の指令かパブロフD.のどちらが嘘をついているのか？
以下はドイツ人からの情報です。 1941 年 6 月 22 日午前 8 時の陸軍集団センター作戦部門の報告より:
攻撃は順調に続いています。全体的に敵の耐性が弱い。どうやら敵はあらゆる面で不意を突かれたらしい。
川を渡る橋ザップ。虫、公電近くの橋、鉄道ブレスト近くの橋とフロナルブ地区の橋は我が軍によって占領された。 6時までに我々の前衛部隊はウエスタン川東4～5キロの一般戦線に到着した。バグ（国境の東）。 44
ビャウィストク近郊で壊れたソ連の設備
ZapOVO に関する F. Halder の日記より:
1941 年 6 月 22 日。
バグ川やその他の川に架かる国境の橋はいたるところで我が軍によって戦わずに完全に安全に占領された。敵に対する我々の攻撃の完全な奇襲は、部隊が兵舎配置で不意を突かれ、飛行機が防水シートで覆われて飛行場に立っていて、我々の軍隊によって突然攻撃された前衛部隊が尋ねたという事実によって証明されています。何をすべきかについての命令。 45
G. グデリアンの回想録より:
ロシア人を注意深く観察した結果、彼らは私たちの意図を何も疑っていないことがわかりました。私たちの観察地点から見えたブレスト要塞の中庭では、オーケストラの音に合わせて衛兵が交替していた。ウエスタンバグ沿いの海岸要塞はロシア軍によって占領されていなかった...奇襲の瞬間を維持する見通しは非常に大きかったので、そのような状況下で、規定どおりに1時間砲撃の準備を行う価値があるかどうかという疑問が生じました。命令によるから。 46
PribOVO と比較すると状況は著しく異なります。この地区の軍隊はD.パブロフによって戦闘準備が整っていなかったことが判明しました。軍隊は驚き、「何をすべきかを司令部に尋ねた」。
ZapOVO の広報責任者 A. グリゴリエフは調査で次のように述べた (27):
裁判所のメンバー同志オルロフ。氷の上で第 79 巻、第 4 巻で、あなたは次のような証言をしました。
「ミンスクを離れたとき、通信連隊長は化学戦部門がニュージーランドから戦闘用ガスマスクを持ち出すことを許可していないと私に報告した。地区の砲兵部門は彼がNZから薬莢を持ち出すことを許可しておらず、連隊の警備基準は兵士1人当たり15個の薬莢のみであり、補給部門は彼がNZから野戦用厨房を持ち出すことを許可しなかった。したがって、6月18日の午後であっても、司令部の各部門は戦争が近づいていることに満足していませんでした...そして6月18日の参謀総長からの電報の後、地方部隊は戦闘準備状態に置かれませんでした」
被告。これはすべて真実です。
「そして6月18日の参謀本部指令の後でも、パブロフは軍隊を戦闘準備状態にさせなかった。」ここで日付が再び出てきます - 6月18日。軍隊に戦闘準備を整えるよう命じた6月18日の参謀本部の悪名高い指令については、多くのコピーが破られている。このディレクティブは見つかりませんでした。一部の歴史家はそれが存在したと信じていますが、他の人は存在しなかったと信じています。しかし、地区通信責任者は、そのような電報は参謀本部から受け取ったと述べている。そして、その存在の間接的な兆候があります。PribOVO、OdVOの軍隊を18日から戦闘準備状態にし、海軍を6月19日から第2戦闘準備状態にします。
ZapOVOでは、6月18日以降、国境師団は一つも立ち上がって国境の防衛線に投入されなかった。
国境区画のほとんどは冬季区域に残された。撤退するときは、自動的に戦闘警報第 2 号が発令されるはずです。 ZapOVOの第2階層の深層師団は前進していたが、戦闘準備は整っていなかった（上記のZapOVOに関するA.ポクロフスキーの2番目の質問の資料）。
隠蔽計画によれば、ブレスト要塞には砲兵師団を伴う1個大隊が存在するはずだった（元第4軍参謀長L.サンダロフの回想録）。攻撃当時、2つのライフル師団（第6および第42）と1つの戦車師団（第22）が冬季宿舎に配置されていた。分散されず警戒されなかった師団は単純に破壊された。
これがどのようにしてなぜ起こったのかは、西部特別軍管区の多数の指揮官の調査中に明らかになりました。 1941 年 7 月 22 日付けのソ連最高裁判所軍事会議の非公開法廷会議の議定書より (27):
パブロフ被告。私に対してもたらされた非難は理解できる。私は、反ソ連の軍事陰謀に参加したという罪を認めていません。私は反ソ連陰謀組織の一員になったことはありません。
私は、第4軍司令官コロブコフがブレストから軍隊を避難させるという私の命令を履行したかどうかを確認する時間がなかったという事実について罪を認めます。 6月初旬、私はブレストからキャンプへ部隊を撤退させる命令を出しました。コロブコフは私の命令を実行しなかったので、その結果、都市を離れるときに3個師団が敵に敗北しました。
コロブコフ被告。ブレストから部隊を撤退させる命令を出した者はいなかった。私自身、そのような注文は見たことがありません。
襲撃後のブレスト要塞
パブロフ被告。 6月、私の命令により、第28ライフル軍団長ポポフが、6月15日までに全部隊をブレストからキャンプに避難させる任務を与えられて派遣された。
コロブコフ被告。これについては知りませんでした。これは、ポポフが指揮官の命令に従わなかったとして刑事責任を負わなければならないことを意味する。
彼らはお互いを非難します。 D.パブロフが要塞から軍隊を撤退する命令を出したのか、そして誰がそれを実行しなかったのかは不明のままである。しかし、ここで重要な点に注意することができます。地区司令官は軍隊を要塞から撤退させなければならないことを知っていたのです。そして彼は軍隊の撤退日を6月15日と定めた。 6月13日、ZapOVOは軍隊の戦闘準備を強化するという指令を受けたことを思い出させてください。実際、D.パブロフは地区軍を解散させる命令があったことを確認したが、それは実行されなかったことが判明した。しかし、これは西部特別軍管区の歴史の中のほんの小さなエピソードにすぎません。
元地区司令官の言葉に反して、この地区のほぼ全員が兵舎にいた。おそらくその地区の軍司令官全員が彼に嘘をついたのではないでしょうか？出来ますか？その結果、西部地区の軍隊にとっての敵対行為の開始は完全な驚きであったことが判明した。 1941年6月から1945年4月までドイツの捕虜だったS.グーロフ（元第4軍第49歩兵師団参謀長）の回想録に目を向けてみましょう。ブレストの要塞地域で防御しなければならなかったのは彼の師団だった。
師団は非常に不利な条件で戦闘に突入した。突然、敵からのあらゆる種類の武器からのハリケーン射撃が眠っている人々に降り注ぎ、同時に空爆が始まった。 URで活動している大隊は、テント内で機関銃と迫撃砲で至近距離から銃撃された。大砲倉庫、ガソリン倉庫、装備品や食料品を保管する倉庫は、10分以内に航空機によって破壊されました...
少なくとも10時間前に部門に警告が届いていたら、状況はまったく違っていただろう。 47
その結果、師団はその区域内で方向転換して戦闘に臨む時間すらなく、すぐに敗北した。 S. グロフによる戦争の始まりの説明は、ブレスト要塞の防衛に関する数多くの映画を完全に反映しています。兵舎への砲撃、裸の兵士たちが飛び出してきて、手に入るものすべてを持ってドイツ人に挨拶する - これは西部特別軍事管区に関するものです。
P.ラパン（元第10軍参謀長）の回想録より：
ZapOVO本部のすべての命令は、部下の心の中に満足した雰囲気を作り出すことを目的としていました。私たちが策定した州境防衛計画の承認を得た「バグパイプ」は、一方では、諜報機関を通じて詳細に知らされていた敵の決定的行動への明白な準備を示し、他方では、私たちの方向性を完全に混乱させた。そして、新たな状況を深刻に重視しないように私たちを設定しました。 48
7月22日の裁判で、ZapOVOの広報責任者A.グリゴリエフは戦前の地区の状況を次のように述べた(27)。
裁判所のメンバー同志オルロフ。開戦前の地区本部の状況について証言して、あなたはこう言います。
「6月22日に始まった戦争は西部特別軍管区を驚かせた。司令部全体に広がる平和なムードは、確実に部隊にも伝わった。この「自己満足」だけが、航空機がドイツ軍の襲撃によって地上に捕らえられたという事実を説明できるのである。冬営地にあった軍司令部は破壊され、最終的には軍隊の一部（ブレスト守備隊）が冬営地で爆撃を受けた」（ld. 76、第4巻）。
これらの発言は真実ですか?
被告。はい。
D.パブロフの活動については深刻な疑問がありました。今日に至るまで、彼の尋問手順の 1 つ (1941 年 6 月 21 日付) は機密扱いとなっています。この本の中で、私は 2 つの尋問議事録を掲載しました。最初のものは 7 月 7 日付け (抜粋) (18) で、もう 1 つは 1941 年 7 月 22 日付けのソ連最高裁判所軍事会議の非公開法廷会議の議事録 (27) です。 。読むことをお勧めします。素材はとても興味深いです。数人の指揮官の口論は、彼らの行動を含めて起こった巨大な悲劇がなければ、滑稽なものと考えられるかもしれない。
PribOVO と ZapOVO を比較すると、軍隊の即応性における大きな違いが顕著です。統一管理システムの枠組みの中でそれは可能でしょうか？
西部戦線での戦闘 1941 年 6 月 22 日から 7 月 8 日まで
一般的に、地区司令官の仕事には「失敗」があると言えます。さらに、失敗は主攻撃の方向に発生したため、潜在的に大きな危険を伴うことを意味します。この失敗により近隣戦線は困難な状況に陥った。
キエフ特別軍事管区
KOVOはまた、軍隊を戦闘準備状態に置くことに関する指令第1号も受け取った。 M.プルカエフ（元キエフ特別軍事管区参謀長）の調査資料より：
6月22日の1時間から2時間の間に、地区軍司令官は参謀本部から、ドイツ軍が州境を越えた場合に備えて軍隊に完全な戦闘準備を整えるよう要求する命令を受けた。彼らはあらゆる力と手段を使って撃退されるべきであり、さらなる通知があるまで自ら国境を越えたり、上空を飛行したりしてはならない。
防衛計画によれば、キエフ特別軍事管区の援護部隊は1941年6月22日午前4時から午前6時まで国境である防衛線に到達し始めた。
計画によれば、国境での戦闘が始まる前に、第5軍、第4軍（文書では数字は取り消し線で26が上に書かれている）と12軍がなんとか撤退し、防衛線を占領した。国境近くのRAVAロシア方向の第6軍の援護部隊が対向戦闘に突入した。 49
KOVO軍は午後4時から6時にかけて国境に向けて遅れて移動を開始した。国境要塞へのこの遅れた進軍は、多くの方向での反撃戦をもたらした。
1. M. キルパノス KOVO 司令官 2. M. プルカエフ KOVO 参謀長 3. P. ノヴィチコフ 第 62 歩兵師団参謀長
キエフ地区の司令部は6月21日にテルノーピリの新しい指揮所に移転した。 M.プルカエフ:
...私はテルノポリへ急いで、41年6月22日の午前3時頃に到着しました。
私が到着するまでに、地区軍司令官キルパノス将軍はすでに参謀本部から部隊に戦闘準備を整える命令を受けていたが、誰にも命令を下さなかった。
予想されるドイツ軍の攻撃に関連した参謀本部の命令についてキルパノス将軍から指示を受けた私は、直ちにすべての軍司令官を個人的にボードーの執務室に呼び出した。そして3時間から4時間の間に、彼は個人的に全員に、軍隊を完全な戦闘準備状態にし、計画に従って防御を開始するよう命令を出しました。ドイツ人が州境を越えるときは、あらゆる力と手段を尽くして自ら国境を越えないようにしてください。追って通知があるまで、我が国の飛行機は国境を越えて飛行しません。 50
地方司令官M.キルパノスは国防人民委員会からの指示を受けて、M.プルカエフが6月22日午前3時に到着するまで何も行動を起こさなかった。なぜ？司令部に到着すると、後者は軍司令官に電話をかけ、軍隊を戦闘準備状態にするよう命令を伝え始めた。軍司令官たちは、今度は、彼らに任された部隊を戦闘準備状態に整えた。その結果、部隊を戦闘準備状態にするプロセスが大幅に遅れ、一部の師団は陣地につく時間がありませんでした。
G. シェルシュチュク (元第 45 歩兵師団司令官):
上で示したように、SKの司令官の命令です。 SDの一部持ち込みについて。 1941年6月22日午前9時に、リュボムル市の師団参謀長チュマコフ大佐を通じて、戦闘準備を整えて彼らを駐屯地に残す旨の連絡を私は受けた。 51
第45歩兵師団が戦闘準備態勢に入ったのは、国境で戦闘が本格化していた6月22日午前9時になってからだった！一部のKOVO部隊は6月23日にも戦闘準備態勢に入った。
P.ノヴィチコフ（元第5軍第62歩兵師団参謀長）：
すでに指摘したように、師団の一部は集中地域に位置していた。
3時、シャッター15の命令により本部に通報があり、その命令には荷物の開封に関する手紙と地図が示されており、その中には以前に行われた偵察との矛盾はなかった。
3時30分22時6分、我々は国境部隊から師団地区の2地点での大通りの横断に関する最初のデータを受け取った。
4:00に、国境全体に沿った大通りの横断に関するデータが国境部隊とシャッター15から受信されました。
この時、国境前哨基地は激しい戦闘を繰り広げ、特に占拠した地下壕から抵抗した。
第1梯団の連隊は5時から6時に防衛線を占領するために州境に進み、10時から11時までに各方面区を占領し、国境前哨基地とともにこの日はドイツ軍と戦うことができなかった。川を渡ること。ザップ。バグ。正面全体に。
ご覧のとおり、戦闘は4時に始まりました...しかし、何らかの理由で、10時から12時まで、野戦部隊と対空兵器用の防火シャッターから航空機を開けないよう命令を受け、これは危険な行為であると警告しました。挑発。
率直に言って、120 mm迫撃砲用の地雷を除いて弾薬には不足はありませんでした。 52
第62ライフル師団が防衛部門を占領したのは午前10時から11時（警報から7〜8時間後）だけだった。しかし、彼らは攻撃の前夜にこれを行うべきでした（指令 #1）。規定によれば、国境部隊には陣地を占領するのに2～3時間の時間が与えられていた。 KOVO本部と軍隊のあらゆる行動にはある種の遅さがある。
第 72 山岳ライフル師団の元指揮官 P. アブラミゼのみが、戦闘開始前に軍隊を戦闘準備状態に置くことについて次のように語っています。
1941 年 6 月 20 日、私は参謀本部から次のような暗号化されたメッセージを受け取りました。ドイツ軍部隊が州境を侵犯するまでは、いかなる挑発にも応じてはならない。師団のすべての部隊は戦闘準備を整えなければなりません。死刑は1941年6月21日の24時間までに執行される。」 53
「6月21日の24時間までに」部隊を戦闘準備状態にすることを報告してください！軍隊の準備が整う時間が正確に示されます。
一般に、KOVO部隊は少なくとも戦闘準備が整ったが、これは非常にゆっくりと起こり、すべての部隊で起こったわけではない。一部の師団は援護計画に従って各セクターに到達する時間がなく、戦闘能力が低下しました。
軍隊の状況をより詳細に研究する必要があります。
オデッサ軍管区
1941年6月21日の夜遅く、オデッサ軍管区の司令官は、管区の軍隊に戦闘準備を整えるよう命令を出した。国境警備隊との連絡を確立し、国境の要塞を占領するよう命じられた。参謀長M.ザハロフが地区司令官Y.チェレビチェンコにそのような命令を与えるよう説得したという意見がある。しかし、Y.チェレビチェンコは回想録の中で、人民委員のS.ティモシェンコとの会話を指摘し、その後、軍隊に完全な戦闘準備を整えるよう命令が下されたと述べている。さらに、地区司令官はM.ザハロフ地区参謀長の自発性と効率性について次のように述べた。
状況を簡単に説明し、人民委員との会話の内容を伝えた後、私はザハロフに、計画に従ってすべての国境軍を警戒態勢に上げ、地区軍に防御線を張り、敵を迎え撃つ準備を整えるよう命じた。火。 M.V. ザハロフは並外れた効率性と積極性を示しました...
援護部隊はその地域を占領し、国境の分遣隊との連絡を確立するよう命じられた。これらすべてが、その後展開された出来事におけるオデッサ軍管区の部隊と編隊の組織的な行動を保証しました。 54
1. Y. チェレビチェンコ、OdVO 司令官 2. M. ザハロフ、OdVO 参謀長 3. F. ミチュギン、OdVO 空軍司令官 4. A. ポクリシュキン、1941 年、第 55 空軍のジュニア パイロット連隊
OdVOのY.チェレビチェンコ司令官とZapOVOのD.パブロフ司令官は6月21日夜、国防人民委員のS.ティモシェンコと会談した。会話の後、最初の一人だけが軍隊に戦闘準備を整えるよう命令し（会話は何だったのか？）、二人目は「万が一に備えて6月22日の朝に軍司令部に集まるように」と言われた。軍隊がすでに指令第1号を受け取っているにもかかわらず、これは。 「十分に言っていない」のはどれですか?
Y. チェレビチェンコは、戦争の数日前にM. ザハロフが、空軍を警戒中の人口密集地から撤退させ、野戦飛行場に分散させるよう主張したと述べている。
私の命令よりも前から、黒海海軍の指揮官から差し迫った危険について学んだ彼は、地区空軍司令官F.G.ミチギン少将に戦闘準備を強化する命令を出すと同時に、軍団司令官に軍隊を撤退させるよう命令した。警戒して人口密集地域から遠ざける。 55
OdVO空軍の司令官はF.ミチュギンでした。そこで、OdVO参謀長M.ザハロフ将軍の主張により、OdVO航空部隊は野戦飛行場に分散させられた。 F.ミチュギンはこれに反対したが、書面による命令を受けた後、従うことを余儀なくされた。戦争開始の数日前に、飛行機は野戦飛行場に移動され、迷彩が施された。
戦前にオドヴォ空軍に勤務し、将来の空軍元帥A. ポクリシュキンは、戦争の数日前に代替飛行場に航空機を輸送していたと回想している。 6月22日朝、ドイツ航空が連隊の常設飛行場を爆撃したとき、飛行場にあった唯一の航空機がそこで破壊され、前日に故障のため代替飛行場に飛ぶ時間がなかった。
その結果、ドイツ軍の攻撃時、OdVO空軍のほとんどの航空機は野戦飛行場におり、敵の先制攻撃を避けて装備を温存していた。その後、OdVO空軍基地に南部戦線空軍が創設された。
F.ミチュギンは、戦争初期に航空損失により銃殺されなかった前線軍管区の空軍の数少ない指揮官の1人でした。
オデッサ軍管区の軍隊は戦闘準備を整えて戦争の始まりを迎えた。これにより、彼らは敗北を回避し、組織的に戦闘に参加することができました。
 
5.「偶然か、それとも敵の仕業か」
1941年6月22日から7月8日までの国境の戦いで、西部戦線（ザポヴォヴォから編成）の軍隊は重大な損失を被り、事実上敗北した。前線部隊（人員と装備）のほとんどは破壊されるか捕虜となった。したがって、ZapOVO に関連する思い出は細心の注意を払う価値があります。
これについては、多くのスペースを占めるため、包括的な証拠は示しません。しかし、近い将来、私は S. チェクノフによって出版されたポクロフスキー将軍の委員会の資料をさまざまな方向に構成する予定です。これにより、読者はあらゆる問題をより快適にカバーできるようになります。
ZapOVO、特にドイツ軍の主な攻撃の方向、ブレスト方向に位置していた第4軍にのみ関連するいくつかの証拠を引用したいと思います。
多くの証拠に基づいて、軍隊の戦闘準備と装備がある程度低下していることに気づくことができます。 A. キスリツィン大佐（ブレストに駐屯していた第4軍第22戦車師団の元参謀長）の回想録によれば、次のようになっている。
戦争の（約）2週間前に、第4軍司令部から、戦車から弾薬を取り出し、この弾薬をニュージーランドの倉庫に保管するという極秘の指示と命令が届きました。私はこれらの文書を師団長のヴィクトル・パブロヴィチ・プガーノフ少将に報告し、戦車から弾薬を取り出してバグ川のほとりにあるニュージーランドの倉庫に保管することの不適切さについて直ちに軍司令官に手紙を書くよう依頼した。私の意見では、これは師団の戦闘準備が解除されたことを意味しました。 57
第22戦車師団は援護計画に従ってブレストから防衛部門に撤退しなかっただけでなく、その弾薬も撤去された。この師団は国境のすぐ近くに位置しており、攻撃に対して最も脆弱であることを強調しておく価値がある。 A.キスリツィンによれば、第4軍司令部の行動は「師団の戦闘準備」の廃止につながったという。
しかし3軍の状況。 N.M. カランチュク大佐 (元第 3 軍第 29 戦車師団参謀長) の回想録より:
誰もが戦争が近づいていること、それが避けられないことを知っていました。しかし、軍隊を戦闘準備状態にするためのいかなる措置も禁止されており、地図上に概説された防衛線上の防御構造は言うに及ばず、戦争の場合に備えて集中地域、監視所、指揮所を装備することさえも禁止された。かつて、「赤いパッケージ」が完成したときの会議で、私は第3軍参謀長のコンドラチェフ少将に、戦車内の弾薬を0.5発までの薬莢が入った砲弾とディスクで補充できるようにと粘り強く頼んだ。指示に従って 0.25 発の弾薬が保管されていたため、弾薬は 0.25 発でした。そして私はきっぱりと拒否され、さらにこの件については二度と連絡しないようにとの警告を受けました。 58
あまり知られていない事実：ブレストで軍事装備の展示会が計画されていた。同じA.キスリツィンの回想録から：
ソ連軍で使用されている装備や武器の技術展示。その装備は6月21日に完成し、6月22日の6時に第4軍の将校団全員が検査のために現れることになっていた。この展示会では、あらゆる種類の戦闘車両、特殊車両、輸送車両、砲兵システム、迫撃砲システム、砲弾、地雷と薬莢、軍事工学および軍事技術機器に焦点が当てられ、戦術的、技術的、戦闘特性が詳しく説明されました。展示会全体が敵に回った。展覧会の開始が戦争初日と一致したのか、それとも敵の仕業なのかは未だにわかりません。
つまり、ドイツ軍の攻撃当時、ブレストでは軍事展示会（6月22日午前6時開始）が開催される予定だったのだ！どうすれば理解できますか?
ブレスト砲射撃場に関連するドイツの写真。写真は 76 mm Z-K 対空砲です。写真の下にはドイツ語で「1 photo: russ」と書かれています。 Geschützstaffel bei Brest – リトフスク・ベラルーシ（翻訳 – ブレスト近くのロシア砲兵 – リトフスク・ベラルーシ）、写真 2 枚: russ。 Geschütz beladen auf Wagen bei Brest – Litowsk Be (翻訳 – ブレストの馬車に積まれたロシアの大砲 – リトフスク ベ)
さらに、展示会には「第4軍の将校団全員」が出席することになっていた。その時点で他の地区が警戒していたことを考慮すると、主な攻撃の方向にある国境の要塞地域で展示会を開催するという事実そのものが、異常なことのように思えます。そして、地区司令官はそのような展示会の組織について知らざるを得ませんでした。
第4軍は戦闘準備が整っておらず、不利な条件で戦闘に参加したと言えます。
S. グーロフ（元第 4 軍第 49 歩兵師団参謀長）の回想録によると、1941 年 6 月から 1945 年 4 月まで彼はドイツの捕虜となっていました。
4月には、部隊の指揮官、大隊の指揮官、指揮官が地上に出て、自分の部門と防衛地域について精通していました...
UR 火災を考慮した消防システムを構築できませんでした。なぜなら... UR本部は強化消防システムの発行をきっぱりと拒否した。地区本部からウルに関するいかなる情報も与えることを断固として禁止する命令が出ているという事実を引き合いに出した。
砲兵は師団にあったが、ZAD は集合基地にあった。クルプキさん。」 59
師団は「射撃システム」を知らずにSDを守らなければならなかった。 ZapOVOのS.グロフだけでなく回想録によると、対空砲のほとんどは訓練キャンプにありました。それは敵の航空にとって良い助けとなりました。
さらにS. Gurovは次のように報告しています。
今日の師団本部、つまり6月21日、新しい場所、第31LAPの司令部に移動し、部隊司令官、参謀長は6月22日6時までに到着する必要がある。訓練のためにブレスト砲兵射撃場に到着します...
技術展示会についてのメッセージはないが、鍵となるのは依然として上級士官全員がブレスト訓練場に到着することだ。これにより事実上第4軍の首が切断され、リードすることが困難となった。これにより再び軍隊の戦闘能力が低下しました。調査の最後に、S. グーロフ氏は次のように付け加えました。
以下を追加します。
a) 6月22日6時、軍司令部、全部隊指揮官および指揮官の命令により。司令部はブレスト砲兵射撃場にあるはずだった。
b) 私は、6 月 22 日の 10 時に、暴徒化計画を持って地区本部の組織部門に呼び出されました。
c) 対空部門は収集のために国境から削除されました - Art。クルプキ。
d) 始まり陸軍砲兵隊は5月から師団の砲兵隊をブレスト・アロゲーション射撃場に移転するよう要求した。大砲なしでは師団を国境から離れることは不可能であるという私たちの反対に応えて、彼は軍司令官コロブコフ氏に報告し、作戦試合後の6月21日、コロブコフ氏は私の責任で私に次のように個人的に命令した。砲兵は6月23日朝、訓練場にいた。
e) 6 月 21 日に部門本部を新しい場所に移転。本部の業務に支障をきたした。
f) 国防人民委員の例外的に重要な命令が大幅に遅れて到着した。
私は、41 年 6 月 22 日に関する上記の事実がすべて単なる偶然であるとは未だに疑っています。少なくとも10時間前に部門に警告が届いていたら、状況はまったく違っていただろう。 60
S.グロフは、第4軍の部隊指揮官と参謀長が6月22日6時にブレスト訓練場に報告することになっていたというA.キスリツィンの言葉を確認した。実際、第 49 歩兵師団は、第 4 軍の他の部隊と同様、戦闘への参加を許可されなかった。「少なくとも 10 時間前に師団に警告があったなら、状況は完全に異なっていただろう。」さらに、地区の大砲のかなりの部分が戦闘に参加することなく敵の手に落ちた。
第10軍の状況。 P.ラパン（元第10軍参謀長）は回想録の中で、軍隊は4～15km離れた要塞地域を占領することになっていたと書いている。軍隊がどのようにして短期間に防衛線を占領できるかは明らかではなかった。
要塞化された地域自体には1〜2大隊しかなく、すでに建設された建物を守るだけでなく、そこで防衛戦を行うだけの十分な力さえありませんでした。この問題について地区本部から説明を得ようとする私たちの粘り強い試みは失敗に終わりました。 61
おそらく最も奇妙なメッセージは N. コバレンコ中佐 (元第 4 軍第 49 歩兵師団第 212 歩兵連隊の指揮官) によって与えられたものであり、重大な疑問を引き起こします。
攻撃開始の約2〜3週間前に…ライフル部隊は、ドイツの航空飛行隊が特定の地域（ゲート付近）上空を飛行するため、それらに向けて発砲すべきではないという電報を受け取りました。この時は休日で、私は士官邸で約15人のドイツ人パイロットを個人的に見ました。彼らは街中を自由に歩き回り、他の目的では考えられない砲撃の対象を調査していました。この状況はビャウィストクだけでなく、ベラルーシ西部の他の都市にも存在した。 62
一般に、ここで何かについてコメントするのは困難です。 N.コバレンコは反逆罪の要素を指摘する。わざと優しく言っているんです。より深刻な結論を得るには、戦争のためのZapOVOの準備に関連する問題の全範囲について、資料の詳細な研究が必要です。しかし、いずれにせよ、ZapOVO の状況は他の地区とは大きく異なりました。
質問: もしかしたら、I. スターリンがブレストでの装備品の展示、ブレスト訓練場への第 4 軍将校の集合、そして西ベラルーシの都市でドイツ軍パイロットが物体を調査する許可を与えたということでしょうか?ばかげているように聞こえるかもしれませんが、それでもです。同時に、なぜPribOVO、OdVO、そして一部のKOVO（海軍のことも忘れないでください）の部隊が戦闘準備態勢に入ったのかという疑問も問う価値があります。このようなもの。
彼らの調査資料からいくつかの抜粋を思い出すのが適切です。
S. グーロフ: 「41 年 6 月 22 日に関する上記の事実すべてが単なる偶然であるとは今でも疑っています。」
A. キスリツィン: 「展覧会の開始が戦争初日と一致したのか、それとも敵の仕業なのかはまだ理解できません。」
ZapOVOはどうなったのでしょうか？
 
6. 航空について一言
戦争の最初の数日間、西部地区の航空は多大な損失を被った。 PribOVOでも。地区の軍隊は戦闘準備が整っているのに、航空はそうではなかったのはなぜでしょうか?この質問は未解決のままです。航空に関する資料はあまり見つかりませんでした。そのうちの 1 つをあげます。 6月21日8時、ZapOVOの航空師団と連隊は電報第217号(21)を受信した。
解読電文No.217
リダより 送信 4-08 21.6.41 受理 8-00 21.6.41
OSHS に入る 8-05 21.6.41 解読 8-15 21.6.41
宛先: AD 司令官、空軍基地の責任者、各防空基地の司令官。
空軍司令官は、すべての部隊に戦闘準備を整え、必要な量の弾薬を供給し、飛行場、物資、輸送手段を偽装するために必要な措置を講じるよう命令した。 41/6/21 の実行を報告します。41/6/21 を繰り返します。 18:00までに。
ソ連軍の飛行機が飛行場に墜落した。 1941年6月
全部隊を戦闘準備状態にし、6月21日18時までに報告するよう命じられたのだ！何を準備していたのですか？再び「飛行場、物資、輸送を偽装するために必要な措置を講じる」よう命じられた。
捜査中、D.パブロフは、ZapOVOが航空の移転とその迷彩について国防人民委員会から命令を受けたことを認めた(27):
会長。 1941年7月9日氷上。あなたは第 1 巻の 59 で次のような証言をしています。
「航空関連で。私は野戦飛行場への航空の分散という言葉を完全に信頼しており、個々の航空機への飛行場では、コプツ空軍司令官とその副官タユルスキーの報告の正確性を確認しませんでした。私は、航空部隊が国境に近い野戦飛行場、つまり我々の攻撃に備えた訓練を目的とした飛行場に駐留していたが、防衛を目的としていなかったという犯罪的な間違いを犯した。」
これらの発言を確認しますか?
パブロフ被告。これはまったく正しいです。敵対行為が始まった当初、コペツとタユルスキーは航空の集中配備に関するソ連国防人民委員の命令を履行したと私に報告した。しかし、私は彼らの報告が正確であることを物理的に確認することができませんでした。最初の爆撃の後、航空師団は破壊されました。
航空に戦闘準備を整える命令があった。 D.パブロフはこれを認めています。 ZapOVO空軍の司令官とその副官は（D.パブロフによれば）航空の準備が整っていると報告した。しかし、それにもかかわらず、航空師団は破壊されました。なぜ？もし彼らが本当に戦闘準備を整えていたら、敗北は不可能だったでしょう。オデッサ軍管区の空軍の例がこれを明確に示しています。
戦前、航空部隊は絶え間ない訓練を受けたと言わなければなりません。 S. ドルグシン中将（1941年、第180航空連隊の戦闘機パイロット）の回想録より：
徹底的に戦争の準備をしていたようだ。しかし、彼らにはその準備ができていませんでした。
1941 年の冬、私たちは高高度飛行をマスターし、円錐面と地上の両方でたくさんの射撃を行い、夜間飛行を始めました。 5月10日、私たちの連隊はリダからグロドノのすぐ西にあるノヴィ・ドヴォル飛行場に移送されました...晴天の中、高度2000メートルから、さまざまな車両でいっぱいのドイツの飛行場が見えました。私たちは図面を作成し、本社に送信しました。 63
パイロットたちは夜間飛行をマスターしたことが判明した。 D.パブロフは調査で、同地区の航空機は夜間飛行ができないためドイツ軍に抵抗できなかったと述べた(18)。
つまり、航空隊は戦闘の準備をしており、電報によれば、6月21日の夜までに（少なくともザポボヴォ空軍は）戦闘準備態勢に入っているはずだった。しかし、6月21日の夜、S.ドルグシンは次のように回想している。
そして6月21日の夕方6時、飛行を終えた私たちは、大砲、機関銃、弾薬の入った箱を航空機から取り外し、すべて倉庫に保管するよう命令を受けました。
その時、誰もが当惑し、何が起こったのか調べようとしましたが、彼らは私たちに説明しました：これは地区軍の司令官からの命令であり、命令は軍内で議論されていません。そして午前2時に警報が発令され、私たちは飛行機に武器を運び始めました。そしてその時、ドイツ軍が飛行場上空に現れ、発砲し、爆弾を投下し始めました...すべてが燃えていましたが、私たちの飛行機の2機がなんとか離陸し、グロドノ上空で戦闘に従事しました。同じ日に、私たちは第 127 戦闘航空連隊が拠点を置く別の飛行場に飛びました... 64
航空連隊は武装解除された。武器は飛行機から取り外されるか、職員には休息が与えられた。空軍に戦闘準備を整える命令があるのに、なぜだろうか？そしてこれらすべては戦争前夜に起こりました。
ニーナ・コペック（ZapOVO I・コペック空軍司令官の妻）のメモには、パイロット兼警部のF・オレイニコフが彼女に語った言葉が記されている。
戦争直前、モスクワから飛行機に何らかのパレードの準備をするよう、つまり武器を一時的に外すよう命令が出されたため、ファシストの攻撃時には飛行機は武装解除された。おそらくこれがイワンの死の理由の一つです。 66
これらは、他の記憶や文書と照合する必要がある記憶です。しかし、PribOVO、ZapOVO、KOVOの空軍が重大な損失を被ったという事実は依然として残っている。ここでの例外は OdVO 空軍でした。地区の地上部隊が戦闘準備を整えられたときに、これらの地区の航空部隊が戦闘準備が整わなかったということは想像することも不可能である。
同時に、各地区に部隊を戦闘準備状態に置くよう命令が下される。証拠書類があります。しかし同時に、6月21日の航空機からの武器の撤去や職員の解雇について語る多くの記憶がある。このような証拠を収集し、体系化する必要があります。これにより、戦争前夜に西部地区の空軍で何が起こっていたのかを可能な限り詳細に示すことが可能になります。
戦争初期、各地区の空軍が敗北したため、NKVD特別部門は空軍最高司令部の間でポグロム、いわゆる「飛行士事件」を実行した。この事件の事実の一つは、1942年2月23日にクイビシェフで行われた空軍将軍の処刑である。その中で：
– PribOVO空軍司令官A.イオノフ少将。
– ZapOVO空軍副司令官A.タユルスキー少将（地区空軍司令官I.コペツ少将が銃自殺）。
– KOVO空軍司令官E.プトゥヒン中将。
1. I. コペツ、ザポヴォ空軍司令官 2. A. イオノフ、空軍司令官、PribOVo 3. E. プトゥヒン、KOVO 空軍司令官 4. A. タユルスキー、空軍副司令官フォース、ザポヴォ
処刑された全員は、部隊を戦闘準備状態にさせる命令に従わなかったことと妨害行為の罪で告発された。さらに、その中にはOdVO空軍の司令官、F.ミチュギンはいません。
空軍に関しては多くの疑問やニュアンスがあります。
 
7. 国境の戦いの結果
西部軍管区では戦争への備えが異なっていたと言える。それは彼らの戦闘能力に直接影響を与えました。この一般的な結論は、多くのドイツの歴史家の意見によって確認されています。フォン・バトラー（元ドイツ将軍）は、『1939年から1945年の世界大戦』という本の中で次のように書いています。
今日のロシアにおける国境の戦いを批判的に評価すると、このような成功を収めることができたのは中央軍集団のみであるという結論に達することができ、作戦の観点から見ても素晴らしいと思われる。この方向でのみ、ドイツ軍は真に大規模な敵軍を破り、作戦スペースを獲得することができました。前線の他の部門ではロシア軍はいたるところで敗北したが、ドイツ軍は大規模な敵軍を包囲することも、自動車化された編隊に十分な機動の自由を与えることもできなかった。
「北」と「南」の軍集団は、原則として機動的な防御を巧みに使った敵を押し返す形で前進し、前線に決定的な打撃を与える機会さえなかった。 67
1. K. ティッペルスキルヒ、1941 年、第 30 歩兵師団司令官 2. E. マンシュタイン、1941 年夏、第 56 自動車化軍団司令官 3. W. フォン・リープ、北方軍集団司令官
これは、1941 年 7 月中旬に起こった戦争についてのフォン・バトラーの概観です。
別のドイツ人研究者K. ティッペルスキルヒ（同じく元将軍）は、著書『第二次世界大戦の歴史』の中で、PribOVO（1941年6月22日北西部戦線より）の軍隊の回復力について語っており、次のように報告している。
ヴォロシーロフ元帥指揮下の敵軍は、当初から非常に複雑な配置をとっていた...明らかに、敵は東プロイセンにドイツ軍の編隊が大規模に集中していることを認識していた...計画どおりに大規模な敵軍を壊滅させた、実施されませんでした…。
敵の粘り強さは説得力があり、反撃に参加した戦車の数は驚くべきものでした。これは鋼の意志を持った敵であり、作戦技術の知識がないわけではなく、容赦なく軍隊を戦闘に投入した。 68
ドイツの将軍は、「敵はドイツ軍の集中を認識していて」準備ができていたと強調した。この方向の敵を包囲して破壊することは不可能でした。
これらの同じ部隊は、敵であるPribOVO部隊を「認識」し、1941年7月14日から18日にかけてソルツィ付近でE.マンシュタイン指揮下の第56自動車化軍団に対して最初に成功した反撃の1つを開始した（ドイツ空軍はさらに組織化する必要があった）軍団の部品を供給するための空橋)。反撃の結果、ドイツ軍は40km後退した。ソ連軍は包囲された部隊を撃破することができず、軍団は多大な損害を被って逃走した（第8装甲師団は補給のために後方に送られた）。ソルツィ付近で、戦車部隊の使用に関するドイツの貴重な文書が押収された。これは 1941 年の夏の戦いのエピソードの 1 つにすぎませんが、誰もが知っているわけではありません。
ZapOVO（西部戦線に改名）の失敗は、将来の近隣戦線の立場を著しく複雑にした。 8月に北と南（キエフポケット）へ側面攻撃を行ったのは中央軍集団の部隊であった。
6月30日、前線司令官D.パブロフ将軍は指揮官から外され、7月4日には逮捕された。短期間のうちに西部戦線の指揮官数名が逮捕された。捜査の結果、彼らは死刑を宣告された。
– 前線参謀長、V. クリモフスキフ少将。
– 前線通信部長、A. グリゴリエフ少将。
– 前線砲兵長、N. クリッチ中将。
– 第 14 機械化軍団の司令官、S. オボリン少将。
- 第4軍司令官、A.コロブコフ少将。
1. V. クリモフスキフ、ZapOVO 参謀長 2. A. グリゴリエフ、ZapOVO 通信部長 3. N. クリッチ、ZapOVO 砲兵長 4. A. コロブコフ、第 4 軍司令官
軍政治指導部は彼らが地区の準備不足の責任を負っているとみなした。他の分野でも同様の捜査や処刑は行われなかった（個別の事件はあった）。どうやら開戦時に将軍たちを射殺するために何か非常に重大なことが起こったらしく、赤軍の指揮官の間に緊張した雰囲気が生じた。
戦争の初めに、多くの将軍が任務を怠った。したがって、特にPribOVO（北西部戦線）の司令官F.クズネツォフは7月3日に指揮から解任されました。しかし彼は撃たれなかったが、別の場所に移送された。この懲罰は、少なくとも命令に従わなかったとして捕まった人々に影響を与えたと仮定します。
参謀本部自体が最大限の戦力を使ってそのような強力な打撃を期待していなかったとき、地上の軍にとってどのような疑問があり得るでしょうか（G.ジューコフの回想録より）。したがって、このような状況における要件は、基本的な命令を実行し、ユニットを即応状態に維持することでした。
1941年6月のドイツ軍については別途述べたいと思います。気に入らない人もいるかもしれませんが、ドイツ軍は当時最高の軍隊でした。歩兵、工兵、砲兵、戦車、航空、補給サービス間のスムーズな相互作用に最適です。当時のドイツの将軍は、敵よりも戦車編成の使い方を熟知していました。そしてこれは赤軍だけでなくイギリスやフランスにも当てはまります。フランスの軍事思想は第一次世界大戦の経験を超えることができなかった。しかし、彼女は、敵を深く覆い包囲するためにこの突破に特別予備兵力を導入した攻撃グループを使用して前線を広範囲に突破したドイツと同じ経験を持っていました。ドイツ軍は戦車と移動砲兵部隊を追加することでこの戦略を洗練させました。フランスは内戦ではなく軍による弾圧があったにもかかわらず、これに対処できませんでした。新しい戦争方法を「考える」能力がないことをソ連軍司令官のせいにするのは完全に公平ではない。これは誰にでも共通していました。ドイツ人には、第一次世界大戦での敗北に対する復讐という解決策を見つける大きな動機がありました。比喩的に言えば、ドイツ人は「恨みを抱いていた」のです。
さらに、1941 年 6 月までに、ドイツ軍はポーランド中隊、フランス中隊、およびヨーロッパの南北の各中隊と同様のユニークな戦闘経験を積んでいました。大勢の兵士と将校（400万人以上）がこれらの軍事中隊を通過しました。これらすべてにより、ドイツ軍は何をどのように行うべきかを知っている真の軍事機械になりました。赤軍の戦闘経験はハルヒン・ゴルの戦い（7万人以下）と冬戦争（約40万人）に限られていた。軍事部隊を真に熟練させるのは経験です。どれだけの練習やスタッフゲームを行っても彼の代わりにはなりません。戦争の最初の日から、赤軍には実際の戦闘経験が現れ、蓄積され始めました。
1941年に赤軍はドイツ軍を破ることができたでしょうか?私の意見はノーです。彼女は頑固な戦いで撤退し、力を蓄え、交流の経験を積み、敵を疲弊させ、ドイツ軍の猛攻撃が消える瞬間を待ちました。これには、多層的な防御が必要でした。
 
第3章 ドイツの将軍：「最初の深刻な敵」
 
大祖国戦争の歴史に関する重要な文書資料の 1 つは、ドイツの文書、国防軍兵士からの手紙、ドイツの将軍の証言や評価です。後者がソ連に対して何らかの温厚な態度をとっているとは考えにくいため、自分たちの記憶を粉飾したものだと考える人はいないだろう。
誰かがソビエトのデータや文書を虚偽でプロパガンダであると定義した場合、ドイツの資料がソビエトのプロパガンダであると疑うことはできません。したがって、赤軍に関する彼らの証拠は非常に客観的であると考えることができます。
 
1. 赤軍はどのように戦ったか
大祖国戦争の始まりについての一般的な神話の 1 つは、赤軍部隊が最初の一撃で士気を著しく低下させ、事実上抵抗をやめたというものです。その理由は、国境の戦いでの敗北だけではなく、「弾圧、飢餓、没収後の軍隊の士気の低下、そして一般的には社会の広範な層が犯罪政権のために戦うことに消極的であることによる」とも関連している。 」
一方、赤軍が抵抗を止めたという意見に同意しないドイツの将軍らからの証拠もある。ドイツ陸軍参謀総長 F. ハルダー将軍の戦争の最初の数か月間に関する日記から:
1941 年 6 月 24 日。
国境地帯の敵はほぼどこでも抵抗を示した。同時に彼が状況を完全に理解していなかった場合、これは戦術的な驚きの結果であり、敵の抵抗が組織化されておらず、分裂しており、したがって効果がないことが判明したという事実につながりました。
1941 年 6 月 26 日。
南軍集団はゆっくりと前進しているが、残念ながら多大な損失を被っている。南軍集団に対して作戦を展開している敵は、確固たる精力的なリーダーシップを示している。
1941 年 6 月 28 日。
第1装甲集団の右翼では、ロシア第8戦車軍団が我々の陣地に深く侵入し、第11装甲師団の後方まで進入した。この敵の侵入は明らかに我々の後方に大きな混乱を引き起こした。前線からの情報は、ロシア人がどこでも最後の一人まで戦っていることを裏付けている。一部の場所でのみ彼らは降伏します。
砲台などが占領された場合、降伏するのはわずかであることは印象的です。ロシア人の中には殺されるまで戦う人もいるし、逃げる人もいて軍服を脱ぎ捨て、農民を装って包囲網から抜け出そうとする人もいる。
1941 年 7 月 4 日。
一部の地域では、敵の戦車乗組員が車両から離れますが、ほとんどの場合、彼らは戦車の中に閉じ込められ、車両ごと焼かれることを好みます。
合計約 54,000 人の損失 = 250 万人の 2.15% (13 日間)。
1. ソ連国境トーチカへの襲撃 2. 破壊されたソ連戦車
ドイツ兵
1941 年 7 月 11 日。
敵は激しく熱狂的に戦います。戦車編隊は人員と装備に重大な損失を被った。軍隊は疲れています。
敵は、第1戦車グループの前進するくさびに対して、ベルディチェフ地域では南と南西から、そしてジトーミール地域では北から強力な反撃を行っています。
1941 年 7 月 15 日。
ロシア軍は以前と同様に最も猛烈な勢いで戦っている。
1941 年 7 月 16 日。
一般に、敵航空の行動には、確固たる目的を持ったリーダーシップがはっきりと感じられます。
1941 年 7 月 17 日。
損失: 6 月 22 日から 7 月 13 日までに、合計 92,120 人が活動不能となり、これは総数の 3.68% に相当します。
1941 年 7 月 18 日。
スモレンスク包囲された大規模な敵グループが包囲を逃れようとして、さまざまな方向に激しい攻撃を行っています。
1941 年 7 月 20 日。
中央軍集団の正面では、敵はネーベル地域の包囲をなんとか突破した。今日、一般的に、陸軍集団中央戦線の多くの部門の状況は急激に悪化している。軍集団の南側で、敵はなんとか我々の戦闘陣形を突破した。スモレンスクの南北戦線に新たに創設された東部地区で、敵は激しい攻撃を行っている。
6月14日から18日にかけて、ソルツィ近郊でドイツ軍の一団（E・マンシュタイン率いる第56機械化軍団）が最初に包囲された。
1941 年 7 月 21 日。
軍集団の北側では、残念なことに私たちの軍隊はヴェリーキエ・ルキを離れなければなりませんでした。
1941 年 7 月 22 日。
ウーマニ地域では、第 16 戦車師団と第 11 戦車師団が敵戦車の大部隊と激しい戦いを繰り広げています。
1941 年 7 月 23 日。
一部の編成では、武将の損失が 50% に達します。 。
1941 年 7 月 25 日。
敵戦車部隊の数は予想より多かった。敵の抵抗の粘り強さは特に注目に値します。南軍集団の前では、敵は一般的な指導力と作戦規模での攻撃作戦の遂行において最高の状態にあった。 「中央」軍集団と「北」軍集団の前で、敵はこの点で悪い面を見せた。
1941 年 7 月 26 日。
南軍集団: 敵は再び包囲網の脅威から軍隊を撤退させる方法を見つけた。これは、一方では第17軍の前線分遣隊に対する激しい反撃であり、他方では彼が脅威にさらされた地域から軍隊を撤退させる偉大な術である。
一般に、敵の防御が強化され、戦車と航空機の使用が向上していることに注意する必要があります。
1941 年 7 月 31 日
敵は我が軍の前線と南側面を攻撃している。状況は特にエリニヤ地域で緊迫しており、敵は四方八方から執拗な攻撃を仕掛けている。
1941 年 8 月 2 日。
南軍集団は6万3千人を失い、1万人の援軍を受けた。中央軍集団は74.5千人を失い、2万3千人の援軍を受けた。北軍集団は4万2千人を失い、1万4千人の増援を受けた。
1941 年 8 月 4 日。
1941年6月22日から7月31日までの損失：下士官および兵卒205,175名、士官8,126名。
1941 年 8 月 6 日。
敵は戦車の支援を受けて強力な反撃を開始します。
1941 年 22.6 日から 3.8 日までの損失: 士官 9,188 名、下士官および兵卒 231,801 名。
1. T-34 はドイツ軍の砲を粉砕しました 2. T-34 戦車ラム
1941 年 8 月 8 日。
クライスト軍とシュウェドラー軍の合流点で、敵はボグスラフまで突破した。突破作戦を実行するときは、敵の勇気に注意を払う必要があります。
指揮要員、特に自動車編隊の連隊および大隊指揮官に関して困難な状況が生じた。砲兵指揮官の状況も同様に困難です。
1941 年 8 月 10 日。
損失: 将校9,898名、下士官および下士官256,454名。
1941 年 8 月 11 日。
全体主義政権を有する国々に特有のあらゆる困難にもかかわらず、意識的に戦争の準備を進めていたロシアという巨大な国が、我々によって過小評価されていたことが、一般的な状況はますます明確に示している。この声明は、あらゆる経済的および組織的側面、通信手段、特にロシア人の純粋な軍事能力にまで拡張することができる。
1941 年 8 月 15 日。
損失補填についての質問です。 50日間の戦闘で1万人の将校、つまり1日あたり200人が命を落とした。
フォン・リーブはフォン・ブラウヒッチュに、南からスタラヤ・ルッサに向けて開始された敵の大規模な攻撃について報告する。
1941 年 8 月 24 日。
南軍集団: 私たちの部隊はドネプロペトロウシク近郊で非常に激しい戦闘を行っています。敵は利用可能なすべてのユニットと新たに編成されたユニットを戦闘に投入するため、この地域で単独で戦っている私たちの戦車編隊は非常にゆっくりとしか前進できません。
歩兵師団の戦闘力は平均 40%、戦車師団の戦闘力は平均 50% 減少します。
1941 年 8 月 28 日。
10.30 - フォン・ボックからの電話: 彼は興奮気味に、陸軍集団の抵抗能力が終わりに近づいていると語った。ロシア軍が攻撃作戦を続ければ、軍集団の前線の東部地区を保持することは不可能になるだろう。
第1装甲集団司令官P・フォン・クライスト元帥はこう語る。
ロシア軍の行動は、最初の戦いであっても、敗北したポーランドおよび西側同盟国の行動とは著しく対照的であった。包囲されてもロシア軍は頑固な戦いを続けた。道路のない場所では、ほとんどの場合、ロシア人はアクセスできなかった。彼らは常に東に突破しようとしました...ロシア人の包囲はほとんど成功しませんでした。
ロシア人は最初から一流の戦士であることを示し、戦争の最初の数か月間で私たちが成功したのは単により良い訓練のおかげでした。戦闘経験を積んだ彼らは一流の兵士となった。彼らは並外れた粘り強さと驚異的な持久力で戦いました... 70
赤軍の機関銃と大砲の乗組員の死亡
J. ゲッベルスのメモから:
勇気とは、精神性に触発された勇気です。ボリシェヴィキがセヴァストポリのトーチカで身を守った粘り強さは、ある種の動物の本能に似ており、それをボリシェヴィキの信念や教育の結果と考えるのは大きな間違いである。ロシア人はこれまでもそうだったし、おそらくこれからもずっとそうだろう。
ドイツ地上軍の司令官、V.ブラウヒッチュ元帥は、大祖国戦争の開始から1か月後、次のように述べた（1941年7月24日付のF.ハルダーによる記録）。
国の独自性とロシア人のユニークな性格が、このキャンペーンに特別な特異性を与えている。最初の真剣な対戦相手。 71
ドイツの懲罰大隊について
1942 年 7 月 28 日の命令第 227 号に従って、赤軍に懲罰中隊と大隊が創設されたことが知られています。それらは 1941 年夏の撤退中やモスクワ防衛中に創設されたわけではありませんが、これらは戦争時代はとても大変でした。
しかし、懲罰大隊を導入したのはソ連が初めてではなかった。東部戦線にこのような軍事部隊を最初に配備したのはドイツ軍であった（命令第227号には、それらを発明したのはソ連側ではないと記載されていた）。ドイツの懲罰大隊が出現した正確な日付は見つかりませんでした。彼らは敗北直後にモスクワ近郊に現れたという情報がある。しかし、F・ハルダーは7月9日の日記の中で、OKH組織部長ウォルター・ビュール少将の報告の中で、懲罰大隊について次のようにメモしている。
1941 年 7 月 9 日。
「懲罰大隊」を組織するのは良いアイデアであることが判明した。
1941 年 8 月 1 日。
懲罰大隊はこれまでに25％の損害を被っており、170人が補充員として採用された。
1941 年 9 月 25 日。
24.9 日目は OKW にとって非常に重要な日でした。これはラドガ湖での第16軍の攻撃が失敗したことによるもので、そこでわが軍は敵の重大な反撃に遭い、その間に第8装甲師団は撃退され、ネヴァ川東岸のわが占領地域は狭まった。
この点に関して、総統は直ちに次の決定を下した： ... f) 予備大隊（懲罰大隊）は北軍集団の地域に移管されるべきである。 72
まだ敗北を経験していないドイツ軍は、あらゆる方向への攻撃を成功させ、懲罰大隊を組織します。いかなる理由で？懲罰大隊は困難な軍事期間中に軍規を維持するよう求められたことに留意すべきである。
ソ連軍司令部の能力について
オーバースト将軍 G. グデーリアン:
...第二次世界大戦では、ソビエト最高司令部が戦略の分野でも高い能力を持っていたことが明らかになりました...
ロシアの将軍や兵士は従順な性格を持っている。彼らは 1941 年の最も困難な状況でも、冷静さを失わなかった...
ベラルーシに進軍中の第4軍参謀長G・ブルーメントリット将軍：
私たちは、これまで戦場で遭遇した他のどの軍隊よりも戦闘能力がはるかに優れた軍隊と対峙しました...
すでに 1941 年 6 月の戦いは、新しいソ連軍がどのようなものであるかを示していました。私たちは戦闘で人員の最大 50 パーセントを失いました。国境警備隊と女性たちは、最も重い銃による砲撃や空爆にも関わらず、1週間以上にわたってブレストの古い要塞を守り、限界まで戦い続けた。私たちの軍隊はすぐにロシア人と戦うことが何を意味するかを学びました... 73
1. G. フリーズナー、「南ウクライナ」軍集団司令官 2. G. ブルーメントリット、第 4 軍参謀長 3. P. フォン・クライスト、第 1 装甲集団司令官 4. J. ゲッベルス、宣伝大臣ドイツ
J. ゲッベルスの日記より:
1945 年 3 月 5 日。
総統は再び参謀本部を厳しく批判…フランスの軍事改革はフランス革命中には行われず、ナポレオン戦争中にのみ行われたという総統の発言は正しい。スターリンはこの改革を適時に実行したため（赤軍の指揮官の粛清を意味する）、そのため現在その恩恵を享受している。今日、我々の敗北によってそのような改革が我々に強いられたとしたら、最終的な成功には手遅れになるだろう。
1945 年 3 月 16 日。
参謀本部は私に、ソビエトの将軍と元帥の伝記情報と肖像画が載った本をくれました。この本から、私たちが過去数年間にどのような間違いを犯したかについてさまざまな情報を収集するのは難しくありません。これらの元帥や将軍は平均して非常に若く、50歳を超える者はほとんどいない。彼らは<...>非常に精力的な人々であり、彼らの顔からは彼らが良い民族的背景を持っていることが読み取れます...つまり、私はソビエト連邦の指導者はより良い国民の出身であるという不愉快な結論を下さざるを得ませんでした私たち自身の層よりも...
私は総統に、検討のために私に渡されたソ連の元帥と将軍に関する参謀本部の本について知らせ、私たちはそのような指導者たちと全く競争することができないという印象を持っていると付け加えた。総統も私の意見に全面的に同意している。我が国の将軍たちはあまりにも高齢であり、その有用性を超えて生きています<...>。これはソビエトの将軍の途方もない優位性を物語っています。 74
大祖国戦争の前線の指揮官のグループの肖像画。座っている、左から右へ：I.S.コーネフ、A.M.ヴァシレフスキー、G.K.ジューコフ、K.K.ロコソフスキー、K.A.メレツコフ。立って、左から右へ：F.I.トルブヒン、R.Y.マリノフスキー、A.A.ゴヴォロフ、A.I.エレメンコ、I.Kh。
「南ウクライナ」軍集団司令官G.フリーズナー大将：
...戦争中、私はソビエト軍の指揮がますます経験豊富になるのを観察しました...
...スターリングラードをはじめとするソ連の最高司令部がしばしば我々の予想を上回ったことは絶対に真実である。それは迅速な機動と部隊の移動を巧みに実行し、主な攻撃の方向を変え、橋頭堡を作成し、その後の攻撃への移行に向けて開始位置をそれらに装備するスキルを示しました...
P.フォン・クライスト元帥:
彼らの指揮官たちは最初の敗北の教訓をすぐに学び、短期間のうちに驚くほど効果的に行動し始めました。
 
2. ドイツ軍の損失について
戦争の最初の数か月間におけるドイツ軍の損失は一般に小規模であると考えられています。ここでは F. ハルダーの証言がよく引用されています。
1941 年 12 月 14 日。
22.6から10.12までの損失。 1941年: 負傷者 - 士官18,220名、下士官および兵卒561,575名。戦死 - 士官6,827名、下士官および兵卒155,972名。行方不明者 - 士官562名、下士官および兵卒31,922名。
合計25,609人の士官、749,469人の下士官および下士官が失われた。
病人を除いた総損失は77万5,078人に達し、これは東部戦線の総兵力（平均320万人）の24.22％に相当した…75
F. ハルダーは、1941 年 6 月 22 日から 12 月 10 日までの国防軍の損失は 195,283 人が死亡、行方不明だったと推定しています。また、B. ミュラー・ヒレブランドによれば、1941 年 6 月 22 日から 11 月末までの損失は 24 万 4,000 人に達しました。その差は5万人です。
数字は大きく異なります（私は意図的にドイツの損失に関するソ連の推定値を示しません）。現在までのところ、直接統計計算によって得られた、ドイツ軍の損失について十分に信頼できる数字はありません（ただし、これに同意しない人もいるかもしれません）。これは、陸軍および師団レベルでのドイツ軍の損失に関する完全なデータが欠如していることで説明されます。赤軍によって捕獲された文書の中から、これらの資料の断片が存在します（彼らの研究は興味深い情報を提供します）。さらに、ドイツ軍の公式死傷者数とドイツ軍将軍の推定の間には多くの矛盾がある。
B. ミュラー・ヒレブランド著『ドイツ陸軍、1933 ～ 1945 年』からの抜粋:
ソ連との戦争の前、ドイツ軍は驚くほど損失が少なかった。戦争開始以来の過去のすべての軍事作戦において、ドイツ地上軍が失った死者・行方不明者は合計10万人未満であった。ソ連との戦争の最初の8週間で同じ数が死亡した。 OKHはこの作戦で多大な損失が出るだろうと考えていた。したがって、ソ連国家に対する作戦開始前に、ほぼすべての師団に野戦予備大隊を再び編成した。
1941年6月時点で地上軍は、1941年5月1日に予備軍に入隊した1922年生まれの徴兵分遣隊を除いて、1921年生まれの徴兵分遣隊を含む40万人を超える訓練を受けた予備役を自由に使える状態にしており、そのうち約80人である。千人が師団の野戦予備大隊の一員として訓練を受け、残りは予備軍の一員として完全な準備ができていた。しかし、そのような先見性が不十分であることがすぐに明らかになりました。戦役開始時にのみ予想されていた多額の損害は、夏の間もほぼ同様の水準にとどまった。すでに最初の 4 週間で、各師団の野戦予備大隊はすべての人員を現用部隊に移管しました。
...8月末の人員不足は、14部門で4,000人以上、40部門で3,000人以上、30部門で2,000人以上、58部門で2,000人弱だった。
東部戦線の国防軍の葬儀
この作戦中（1941年11月末まで）に達成された大きな成功により、約23万人が死亡、1万4千人が行方不明となった。負傷者の数が死者・行方不明者の合計の3倍であったことを考慮すると、たとえ負傷者の一部が回復後に前線に戻ったとしても、1941年11月末までに約74万人が戦線離脱したことになる。たった40万人の損失を補償できることが判明しました。
新しい増援を組織するために、予備軍の司令官は1941年8月15日に人員を再配分する行動を開始した。同年10月22日、彼は、上級徴兵分遣隊と現役部隊での勤務に完全に適さない兵士とが交代する場合、下級徴兵分遣隊のうち25万人が前線に解放される可能性があると定めた。この再配分は東部の現役地上軍、特に西部の予備軍内で行われた。主に予備軍による後方の掃討措置のおかげで、追加で2万5千人の下士官と兵卒が東部の部隊に解放された。
1941年11月末までに、東部の現役軍の不足は34万人に達した。これは、激しい冬の戦闘が始まると、歩兵は平均して元の戦力の約4分の1を失ったことを意味しました。
1941年10月、11月、12月に、「東部モデル」に従って再編された5つの歩兵師団（81、212、215、223、227）が西部から呼び戻され、東部戦線の北部部門に移管された。その代わりに、ひどく打撃を受けた4個師団が東部戦線から西部戦線に移管され、補充と同時再編が必要となった：第5、第8、第28歩兵師団…第71歩兵師団…第99軽歩兵師団11月に東部戦線からセルビアへ転属。
1941 年 11 月 6 日、地上軍参謀本部組織部門は提出されたメモ「東部における現在の地上軍の戦闘能力の評価」の中で、歩兵師団は平均して当初の戦闘能力の 65% を有していると述べた。戦闘能力、戦車部門 - 約35％。 77
1941 年に遡るドイツの軍事活動に注目してください。
– 1921 年と 1922 年の派遣団を含む陸軍予備兵員全員が選出された。
– 本格的な 5 つの師団を西から東へ、そして 4 つの「深刻な打撃を受けた師団」を東から西へ移転（これは実際には人員の補充です。補充はいくらでしたか？）。
– 人員の再配置（上級部隊との交代、後方部隊および補給部隊として非ドイツ国籍の使用）。これにより兵力も増加した。
20万人から30万人のドイツ人が殺害されたというデータが現実と一致するなら、それはドイツ軍の大部分が就役していたことを意味する。負傷者の損失を考慮しても、ドイツ軍の不足は34万人であった。これはドイツ軍にとって致命的な不足ではないと思います。それでは、なぜ古典的な戦争規範によれば、11月から12月にかけてドイツ国防軍は主力攻撃の方向に3倍の優勢な兵力を集中させることができなかったのだろうか？さらに、ドイツには多数の同盟国があり（ドイツは単独でソ連と戦ったわけではない！）、その損失も総計に含める必要がある。
ドイツの将軍自身は損失について何と言っていますか？彼らは現場の状況をどのように評価したのでしょうか？
1941 年 11 月末、ドイツ国防軍の戦闘能力の状態をドイツ軍参謀長 F. ハルダーは次のように評価しました。
1941 年 11 月 27 日。
我が国の軍隊は、物資力と人力が完全に枯渇する前夜にあります。 78
取り返しのつかない損失は兵士と将校わずか20万人に過ぎず、ドイツ軍はすでに人的資源を枯渇させようとしている。それとも損失がさらに増えるのでしょうか？
東部戦線の国防軍の葬儀
中央軍集団の司令官であるフョードル・フォン・ボック元帥は、著書『私はモスクワの門に立った』の中で、軍集団にとって非常に深刻になりつつあった損失について報告している。 10月31日にエントリがあります（ここと以下は、エントリの日付を示すフォン・ボックの本からの抜粋です）。
41/10/31
私たちの損失は非常に顕著になってきています。軍集団編成では、20 大隊以上が中尉によって指揮されます。
中尉はソ連およびロシアの上級中尉の階級に相当する。フォン・ボックによれば、士官軍団の損失が非常に深刻だったので、中尉らは小隊を指揮すべきときに大隊を指揮しているという。 F・ハルダーはまた、将校の重大な損失についても書いている。当然のことながら、将校の中で最も重大な損失を被ったのは歩兵部隊であった。このため、経験の浅い下級将校を引き付けるだけでなく、軍の他の部門からの将校と置き換えることも余儀なくされた。同様の状況が赤軍でも発生した。
損失と戦闘の激しさはドイツ軍に影響を及ぼした。 10月の戦闘で重大な損失を被った第24装甲軍団について、G.グデーリアンは次のように書いている。
激しい戦闘は徐々に将兵に影響を及ぼしました…そしてそれは肉体的な衝撃ではなく、無視できない精神的な衝撃でした。そして、最後の戦闘の結果、私たちの最高の将校たちがこれほど大幅に抑圧されたという事実は驚くべきことでした。 80
1941 年 11 月中旬までに、P. カレル (親衛隊の東部で戦ったパウル・カール・シュミットの仮名) は著書『東部戦線』で次のように述べています。
ドイツ歩兵師団は、容赦ない進軍と容赦ない激しい戦闘で人員の30から50パーセントを失い、6月に国境を越えた機甲師団はすべて思い出に残った（兵力は通常の3分の1以下）。
P.カレラが歩兵師団の人員の最大30〜50％を失ったと述べていることを強調しておきます。死者と負傷者の損失の割合は何ですか? F.ハルダーによる上記のデータによると、ドイツ軍の総損失は25％を超えませんでした。
そして、同じ著者が 1941 年 10 月中旬、第 40 装甲軍団の第 10 装甲師団について次のように書いています。
師団は...最後の力を失いかけていた。フィッシャー少将が部隊内の即戦力兵士と使用可能な装備の実際の数を軍団長に報告したとき、シュトゥンメ将軍はこう叫んだ。はい、偵察パトロールを強化しました。」
戦車師団に残されたのは強化偵察哨戒と同等の戦力だった！ F. フォン ボックは 11 月 21 日に次のように報告しています。
41/11/21
...師団数に関しては、緑のテーブルで判断すると、戦力のバランスは通常より悪くありません。しかし、戦闘効率の低下（一部の中隊では20人から30人しか残っていなかった）、指揮スタッフの大幅な損失と人々の過労が寒さと相まって、ほぼ完全に異なる状況を与えている。
陸軍集団センターのドイツ各中隊には20～30人しか残らなかった。これが多いのか少ないのかを理解するために、ドイツの会社の通常の従業員は 191 人でした。つまり、フォン・ボックが書いている企業では、従業員の 85 ～ 90% が失われています。これは 1941 年の夏から秋にかけてのドイツの勝利の代償です。そしてこれはソ連のプロパガンダではなく、現場の状況を見たドイツの将軍の言葉です。
1. F. フォン・ボック中央軍集団司令官 2. V. ブラウヒッチュ地上軍司令官 (1938-1941) 3. G. グデーリアン第 2 装甲集団司令官
これらすべてはドイツの公式データと完全に矛盾しています。ドイツ軍の位置を説明するために、モスクワに進軍する中央軍集団の状況に関するフォン・ボックの著書からの抜粋を引用します。注意深く読むことをお勧めします。1941 年 11 月から 12 月にかけてのドイツの将軍による状況の分析は注目に値すると思います。
20/11/41
...第4軍の右翼は当面積極的な攻撃作戦を行うことができず、激しい防御戦に参加した第17師団と第173師団の能力は完全に消耗し、残りの師団は大きな損失を被った。 XII 軍団と XX 軍団も極度に弱体化しており、敵陣地を突破することができません。
41/11/21
私はグジャツクから第12軍団の所在地まで行きました。軍団司令官は、起こった激しい戦闘に明らかに感銘を受けており、彼によれば、その能力は完全に使い果たされていると彼の師団の状態を最も暗い色で説明しています。
特に警察官の間で損失が実感されている。多くの中尉が大隊を指揮し、1 人の主任中尉が連隊を率いています。一部の連隊の数は250人に削減されました。職員は寒さと不十分な居住条件に苦しんでいます。つまり、司令官の意見では、軍団はもはや戦闘部隊として機能できないということだ。
41/11/23
第 20 軍団の所在地で、その司令官は私に軍団が参加した戦闘の激しさについて話し、また最高司令部が部隊に課した高い要求についても不平を言った。カナルは、それでは一歩も進めなくなることに気づいていません。」
41/12/1
過去14日間の戦闘は、我々に敵対するロシア軍の「完全な破壊」が幻想に過ぎないことを示した。高速道路と鉄道の網がロシア東部全土で最も密集しているモスクワの門に立ち寄るということは、数ではるかに上回る敵との困難な陣地戦に参加することを意味する。一方、陸軍グループの軍隊はこれに対してまったく準備ができていません。しかし、たとえ不可能が可能になり、攻撃中に最初はモスクワ周辺の新しい領土を占領することができたとしても、都市を包囲して南東、東、北東からしっかりと封鎖するのに十分な兵力がまだありません。したがって、特に攻撃側部隊の力が完全に消耗する致命的な時点に時間が近づいているという事実を考慮すると、進行中の攻撃は意味も目的もない攻撃である。次に何をするかを今決める必要があります。現在、中央軍集団の部隊は1000キロ以上の前線に展開しているが、私には予備として1個師団がいる。このような状況下では、将校の損失と軍隊の戦闘能力の急激な低下を考慮すると、軍集団の軍隊は非常に平凡な組織的な攻撃でさえも耐えることができないでしょう...
41/6/12
ロシア軍が獲得した制空権について部隊からの苦情が増えている。
41/7/12
難しい日だ。夜の間に、第3装甲集団の右翼が撤退を開始した。戦車群の北翼に不快な敵の楔が迫ってきています。敵はまた、第9軍の右翼への圧力を大幅に高めた。私は急いで集めたすべてのものを第 3 装甲グループの処分に送りました。第255師団の連隊は一度に大隊ずつトラックでクリンに向けて派遣され、今朝最初の大隊がクリンに到着した。第 4 装甲グループがかき集めることに成功した唯一の予備兵力は強化された中隊でした。
41/10/12
（ドイツ地上軍司令官V.ブラウヒッチュ宛の電報）
「私はこれまでに何度も報告してきたことを繰り返さざるを得なくなる。軍集団の前線は、利用可能な兵力だけでは現在の地位を長期間維持することはできないだろう。たとえ私たちがいくつかの場所で敵の防御への侵入を排除することができたとしても、これは利用可能な最後の戦闘準備ができた軍隊を完全に消耗させるという犠牲を払って達成されるでしょう。この視点はすべての軍司令官が共有しています...
このため、私は以前に表明した増援の迅速な派遣の要求を何度も繰り返さざるを得ません。これにより、陸軍集団部隊がチャンスを逃すことなく、ある程度の成功の可能性を残して防衛戦を続けることが可能になります。」
東部戦線のドイツ兵の墓
フォン・ボック氏は、軍集団の部隊は非常に平凡な攻撃にも耐えられないと述べた。彼は常に軍隊に援軍を要請した。ドイツ軍司令官のメモから、モスクワ近郊のドイツ軍の位置の複雑さに気づくことができる。この点で、12月の赤軍の反撃の結果は極めて自然なことのように思われる。
1941 年、ショックタンク部隊を含むドイツ軍との激しい戦いで、「削りくず」は必ず除去されました。豊富な経験を持つ最高のユニットが登場しました。赤軍の兵士や将校が1943年のドイツ軍について、ドイツ軍は1941年とは全く変わっていないと発言したのは偶然ではない。
ドイツの将軍によれば、1941年末のドイツの特定の師団や編隊について語るとき、それらは1941年6月22日に独ソ国境を越えたそれらの部隊とは程遠い、ということを理解する必要がある。
1941年12月までのドイツ軍の公式不足人数はわずか34万人であった。そしてこれは、多くの歩兵中隊の損害が85〜90％に達し、名目兵力3049人（92％損失）の歩兵連隊からわずか250人しか残っていないときであり、戦車師団が戦闘能力を使い果たしていたときでした。ドイツの公式数字は現実と一致しているのでしょうか?
そして最後に、1944年10月にドイツで「超総動員」が発表され、16歳から60歳までの男性が徴兵された。東部戦線でのわずかな損失を考慮すると、多数の若いドイツ人はどうなったのでしょうか?しかしドイツの同盟国もあった。ドイツとその同盟国の動員資源は明らかに100万人や200万人に限定されなかった。 1939 年から 1945 年の合計。さまざまな情報源によると、ドイツ軍だけでも 1,800 万人から 2,200 万人が徴兵されました。これでは味方がいない！彼らに何が起こりました？おそらく彼らは 1941 年から 1942 年にかけて軽微な損失を被ったのでしょう。攻撃したが、軽度の損失を出してドイツに撤退し、その後降伏した。あるいは、そのほとんどが東部戦線で「処分」されたのかもしれない。
東部戦線におけるドイツ軍とその同盟国の本当の損失は何でしょうか?
 
3. 赤軍は誰と戦ったのですか?
大祖国戦争を通じて赤軍が誰と戦ったのかを知ることは有益です。捕虜となった枢軸軍兵士（ヨーロッパ諸国）のデータを提供します。直接戦闘を行っていた部隊だけでなく、補給や修理に従事していた後方部隊も捕虜となった。これらのデータから、ドイツとその同盟国の軍隊の総数を大まかに判断できます。
1941 年 6 月 22 日から 1945 年 9 月 2 日までの期間に、以下のものが捕獲されました (太字はヨーロッパの枢軸国の兵士)。
国籍/合計
ドイツ人 - 238万9560万人
ハンガリー人 – 513,767,000人
ルーマニア人 – 187,370,000人
オーストリア人 - 156,682千人
チェコ人およびスロバキア人 - 69,977,000人
ポーランド人 - 60,280,000人
イタリア人 - 48,957,000人
フランス語 - 23,136,000人
ユーゴスラビア人（主にクロアチア人） - 21,822,000人
モルドバ人 – 14,129,000人
オランダ人 - 4,729,000人
ベルギー人 – 201万人
ルクセンブルク人 – 652人
デンマーク人 – 457人
スペイン人 – 452人
ノルウェー人 – 101 人
スウェーデン人 – 72名
1. ハンガリー人捕虜 2. ルーマニア人捕虜
敵軍の構成は非常に多様で、ほぼすべてのヨーロッパ諸国が代表されています。戦ったのはドイツ人だけではなかった。彼らはヨーロッパの多くの国や国籍を東方遠征に引きつけました。
ドイツが同盟国（フランス人、ベルギー人、オランダ人、デンマーク人、スペイン人、クロアチア人、イタリア人、ハンガリー人、フィンランド人、ルーマニア人など）に戦闘を強いたという意見もある。さらに、それは彼らにあまりにも強い強制力を与えたので、1945年5月にはSS部隊のフランス人がベルリンで最後まで戦った。彼らはどのようにしてこのようなことを強いられたのか、そしてそのような状況下でさえ？
それにしても、ドイツは同盟国にどれだけ強制したのか、そして彼ら自身も勝利後にどれだけ分断に参加したかったのか？
 
結論
要約すると、ソ連では戦争への組織的な準備が行われていたと言えます。彼らは敵の先制攻撃を撃退する準備をしており、それに対する防御策が綿密に計画されていた。地区、軍、師団ごとにカバー計画が作成されました。指針はまさに防御行動だった。
1941 年の春以来、軍隊が西の国境に到着し、要塞が建設されました。 6 月 10 日、軍隊が各方面区に展開を開始しました (援護計画によって示されました)。これは、軍隊が戦闘に必要なすべての装備を持って冬営地を出発したときに起こりました。軍隊は戦闘の準備を整えなければなりませんでした。軍隊の新たな地点への出発は戦術演習の一環として行われた。
この軍隊の配備は、地区司令官の直接の参加のもとに行われた。地区指揮官は地区の状況と現在の目標を理解する必要がありました。最も組織的な展開は PribOVO でしたが、KOVO ではさらに悪かったです。 ZapOVOでは、深い部門の再配置を除いて、このプロセスは実際には実行されませんでした。どうやら、国防人民委員会は地区軍の展開をほとんど制御できなかったようだ。その結果、戦争の勃発が示したように、軍管区は程度の差こそあれ戦争に向けた準備が整っていた。
それは一つです。
2番。この地区の空軍はオドヴォを除いて戦闘準備が整っていなかった（戦争における航空の役割は非常に重要であった）。さらに、航空部門では、航空機から機関銃や大砲が撤去される武装解除のプロセスが行われました。これらすべてが実際、戦争の初期における空軍の敗北につながりました。この要因は、敵のその後の成功に大きな影響を与えました。どうしてこんなことが起こるのでしょうか？故意か否か？
三番目。一部の部隊が武装解除されたことを示す数多くの証拠。たとえば、戦争前夜にキャンプ射撃に対空砲や野砲が派遣され、敵の航空機や戦車との戦いを著しく複雑にした。この問題をできる限り理解する必要があります。なぜ？武器を手にして戦うことと、兵舎で手に入るすべてのものを持って敵に立ち向かうことは全く別のことです。意図的な命令妨害と反逆があったのか？誰かがブレストでの展示会の開催を許可し、ドイツのパイロットが西ベラルーシの都市を視察することを許可しました。そのような行動は赤軍の戦闘作戦遂行能力にどの程度影響を及ぼしたのだろうか？そして、1941 年の夏の災害全般において、この要因はどのような役割を果たしたのでしょうか?
第4。軍隊と指揮官が戦争に向けてどれほど準備を整えていたか。私たちは戦争の準備をしていましたが、どんなに準備をしても、実際の作戦の計画と実行、さまざまな種類の部隊間の交流などを含む本格的な戦闘経験に代わることはできません。ドイツ軍もこのような経験をしました。ソ連側はハルヒンゴルでの戦闘と冬戦争に参加できる人員が限られており、包括的で本格的な戦闘経験を積むには明らかに十分ではなかった。ドイツの将軍自身の証言によると、そのような経験は戦争の最初の数か月間、ソ連の兵士と将校の間に現れました。そして彼らはそれを見事にマスターしました。
戦争の最初の数か月の失敗には多くの理由がありました。いくつか整理しました。何が起こったのかを正確に理解するには、それらを明確に区別することが重要です。それぞれの意味を判断してください。たとえば、一方では命令不履行、妨害行為、あからさまな妨害行為と、他方では指揮官の無能や経験不足を区別することである。すべてを一緒くたにしないでください。
ところで、赤軍参謀は今後の戦闘をどのように想像していたのでしょうか？ G.ジューコフによれば、参謀本部はこれほど大規模かつ同心円状の攻撃を予想していなかったという。これを敗因として書いてみましょうか？
戦前の指令には「挑発に屈してはならない」という内容が含まれることが多かった。ソ連の政治指導部はドイツを刺激しないように、ドイツに戦争の理由を与えないよう努めた。このような願望は国際関係の複雑さを示しており、別途包括的な分析が必要です。
戦争が近づいていた。さらに、英国、諜報機関、ソ連軍駐在員、多数のドイツ亡命者（戦前10日間で20人以上が判明）、駐ソ連ドイツ大使F・シューレンブルクさえも第三者を通じてこのことを信じていると誰もが警告した。 、この攻撃についてソ連の政治指導部に警告した（ただし、そのような文書証拠は見つからなかった）。
1. F. シューレンブルク、駐ソ連ドイツ大使 2. W. チャーチル、イギリス首相 3. A. ミコヤン ソ連対外貿易人民委員
W.チャーチルが書いたように、I.スターリンは差し迫った攻撃について知っていました。スターリンは1942年8月にソ連を訪問していたチャーチルにこう言った。
警告は必要ありませんでした。戦争が始まることは分かっていたが、あと半年くらいは勝てるだろうと思っていた。 84
これはV.モロトフによって確認されています。戦争を遅らせたいという願望がありました。しかしそれが避けられないと判明すると（ドイツはソ連の措置に対して外交的に反応するのをやめ、国境に軍隊を集中し始めた）、西部地区の軍隊と艦隊は警戒態勢に入った（6月18日から19日）。さらに、これは国際関係の深刻さを考慮して行われ、それが現場での具体的な行動に反映されました。
ここで、それらのイベントに参加した人の意見をいくつか引用したいと思います。アナスタス・ミコヤンは非常に優れた人物であり、長寿の政治家であると同時に、なんとか影の中に留まり続けた。
1941年6月21日土曜日の夕方、私たち政治局員はスターリンのアパートにいました。意見交換をさせていただきました。状況は緊迫していた。
スターリンは依然としてヒトラーが戦争を始めるはずはないと考えていた。それからティモシェンコ、ジューコフ、ヴァトゥチンが（そこに）到着した。彼らは、亡命者から、6月22日午前4時にドイツ軍が国境を越えるという情報を受け取ったところだと報告した。
スターリンは今回も情報の信憑性を疑っており、「亡命者は我々を挑発するために意図的に移送されたのではないか？」と述べた。
私たち全員が非常に警戒し、緊急の措置を講じるよう要求したため、スターリンは「念のため」軍隊に戦闘準備を整えるよう指示を出すことに同意しました...
1941 年 6 月 22 日の午前 3 時頃、私たちは別居しましたが、その 1 時間後に彼らは私を起こしました。戦争だ!
すぐに政治局員たちはスターリンのもとに集まり、セヴァストポリや他の都市が爆撃されたという情報を読んだ。
...スターリンはとても憂鬱な状態にありました... 85
これはある意味、戦争の始まりについての標準的な評価です。そして、念のために軍隊に指示が送られました。ソ連政府は万一に備えて国際政治において重大な決断を下したと思いますか?それとも、多くの問題について、必要に応じて具体的な措置を講じた、明確でわかりやすい立場（宣伝されていませんが、自分自身で）を持っていましたか？
Ｇ・ジューコフは回想録の中で、６月２１日夜、自分とＳ・ティモシェンコが軍隊を完全な戦闘準備状態にするための許可をＩ・スターリンに求めたこと、そしてそのような考えは「時期尚早」であると考えたことについて書いている。ジューコフはこう書いている。
人民委員は「我々は直ちに国境地区の全部隊を完全な戦闘準備状態にするよう部隊に指示を出さなければならない」と述べた。
次に、指令案が読み上げられました。 G.ジューコフによると、I.スターリンは次のように述べています。
今そのような指示を出すのは時期尚早であるが、おそらくこの問題はまだ平和的に解決されるだろう。
しかし、その数段落後、元帥は軍隊に送られた指令を引用しており、これは軍隊の完全な戦闘準備について言及している。スターリンは禁止と認可を同時に行っているのだろうか？理解されていない！そして、6月18日以降にPribOVO部隊が戦闘準備態勢に入ったことをどう説明するのでしょうか？
V. モロトフは、G. ジューコフが戦争前夜の出来事を必ずしも正確に描写しているわけではないと指摘しています。
ジューコフの著書には物議を醸す条項が数多くある。そして異教徒もいる。彼は、戦争が始まる前と同じように、私も同席しているスターリンに、ドイツ人が作戦を行っており、戦争の危険を生み出していると報告し、あたかも私が彼に質問したかのように言いました。私たちはドイツ人と戦わなければならないのですか？」そんな恥知らずなこと。いわば最後の愚か者。誰もが理解しているのに、私は何も理解できません。スターリンは戦争を阻止できると確信していたと彼は書いている。しかし、もしあなたがすべてをスターリン一人のせいにするなら、彼だけが社会主義を築き、一人で戦争に勝ったことになる。そして、レーニンだけが責任者ではなかったし、スターリンも政治局の唯一の人物ではなかった。誰もが責任を負います。彼らが知らなかったことは真実ではありません。結局、キルポノスとクズネツォフは軍隊の準備を整えたが、パブロフはそうしなかった。
ここにいる人は皆、責任を逃れたいと思っています。しかし、船員で海事大臣のクズネツォフは、6月21日夕方から22日にかけて空襲に備えるよう指示を出した。ジューコフはこれをしませんでした... 87
私たちは戦争が目前に迫っていること、自分たちがドイツよりも弱いこと、撤退しなければならないことを知っていました。
問題はどこに撤退するかということだった。スモレンスクかモスクワか、戦前に我々はこれについて議論した。 88
同じイベントの参加者はそれを「異なる見方」で見ます。 （ちなみに、ソ連がドイツを攻撃する準備をしていたとは誰も言っていません。）そのような評価だけに焦点を当てるべきではありません（それらは非常に主観的です）。著者たちはそれぞれの目標を追求します。どのような政治的、経済的、軍事的決定が下され、実行されたのかを包括的に研究する必要がある。 1940 年から 1941 年にどのようなイベントが開催されたかをご覧ください。西部地区では国防人民委員会と参謀本部の指令に従って、モスクワからどのような指令が各地区に送られたのか、そしてこれらの指令に従って地区自体でどのような命令が下されたのか。
まず、既知の指令と命令をすべて時系列にリストしてみましょう。このようにして、傾向 (決定の内的意味と順序) を見て理解することができます。どうしてそれが重要ですか？何が起こっているかの傾向を理解している人は、文脈から切り離された個々の事実によって混乱することはありません。すべての事実データの順序と年表に基づいて、「歴史の事実」プロジェクトを実行したいと考えています。
まだまだ不明な点や疑問がたくさんあります。この控えめな表現において重要な役割を果たしているのは、大祖国戦争に関連するすべての文書が機密解除されているわけではないという事実である。 2005 年の時点で、TsAMO RF (ロシア連邦国防省中央アーカイブ) には、大祖国戦争に関する 1,000 万件のファイルが秘密保管されており、200 万件はパブリック ドメインにありました。参謀本部から軍隊宛ての電報を含め、かなりの数の参謀本部文書が機密解除されていない（おそらくその中には6月18日付の参謀本部からの電報も含まれているだろう）。これらの文書の機密解除により、多くの物議を醸す問題が解消されると私は確信しています。
ぜひ皆さんも一緒にこれらの問題に取り組んでください。
__________
読者の皆様、この本についてのレビューやコメントを までお送りください。
皆様のご協力により、次のことを行います。
- 誤りを訂正、
– より重要な文書と事実を提供します。
– イベントの説明をより完全かつ正確にします。
 
親愛なる読者の皆様！
大祖国戦争の信頼できる歴史の編纂にぜひご参加ください。
なぜこれが必要なのでしょうか?
なぜなら、私たちの国の歴史を書き換えることは容認できないからです。
なぜ彼らは大祖国戦争の歴史を書き換えようとしているのでしょうか？
ソ連は大祖国戦争から超大国として誇張なく出現した。この戦争は、かつてはソ連であり、現在はロシア人である彼の世界観を支える板の一つである。
議論が終わると、ストーリーは次のようになります
「西側のパートナー」は、私たちの世界観の根幹を変えたいと考えています。彼らはアイデア、プロジェクト、成果、勝利を選択しようと努めます。
偉業とその内容についてのレビューがあります。多くの出来事や事実が隠蔽されている。特定の人の特徴が消えます。せいぜい名前だけが残るだけだ。
多くの神話が作られていますが、その背後には、経過だけでなく、展開されている出来事の本当の意味も見えません。
あなたの子供たちに、曽祖父たちが誰と何を、どのように戦ったのかを知ってもらいたいですか?
私は何を提供しますか?
私は、事実と文書に基づいて、大祖国戦争の信頼できる歴史を示す歴史的プロジェクトを作成することを提案します。
大祖国戦争の詳細な歴史地図と次のデータがロードされた Web サイトを想像してください。
地図がなければ歴史上の出来事を理解するのは困難です。
– 経済学、
- 政治、
– 貿易の流れ、
- テクノロジー、
– 軍隊、
-など
地図はクリックに反応し、選択したパラメータ (時間、フロントセクション、機器の種類、経済セクターなど) を説明および表示します。このようなインタラクティブな地図は、実際の歴史的資料を一貫して詳細に表示し、伝えます。
別のセクションでは、合意、指令、命令、概要、報告書の内容を理解することができます。自分で読んで、自分なりの結論を導き出してください。
このプロジェクトでは、一般的な考えに合わせて事実を調整することなく (マイナス記号とプラス記号の両方を使用して)、実際がどうだったかを示します。
何が行われるか
プロジェクトのドキュメンタリーベースが部分的に収集されました。技術的な実装、サイトをどのようなものにするか、素材をどのように配置するかなどを考えます。
私は収集した文書の一部を 2 冊の本で紹介しました。それらはよく知られている出来事とあまり知られていない出来事を示しており、その主な語り手は文書そのものです。
ぜひご意見をお聞かせください。
このプロジェクトは気に入りましたか?参加したいですか？
同じような考えの人を探しています！プロジェクトには全員の参加が重要です。
1. プロジェクトについて教えてください。あなたはブロガーであり、ソーシャルネットワーク上にページを持っているか、あるいは多くの友人や知人です。
– プロジェクトを報告し、
– 記事の再投稿、
– 書籍とプロジェクトの Web サイトへのリンクを提供します。
もっと多くの人に知ってもらいましょう！
2. 実装: あなたはデザイナー、プログラマー、コピーライター、オーガナイザー... または、プロジェクトに役立つヒントを持っているだけです。私のメール：
3. 経済的サポート。たとえ 14 ルーブルであっても、このプロジェクトにとっては重要です。プロジェクトは実装の新たな段階に入ります。
都合の良い時間に好きな金額を送金できます。詳細についてはプロジェクトの Web サイトをご覧ください –
参加形態を問わず、プロジェクトの実施に多大な貢献をしていただきます。
Eメール：
プロジェクトのウェブサイト:
この本と History Fact プロジェクトにご興味をお持ちいただきありがとうございます。あなたの意見は私にとって重要です。
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1. ソ連軍の配備の基本について 第 103202/s。
1940 年 9 月 18 日
特に重要
極秘
本人のみ
1部に書かれたもの
皆様のご検討のために、1940 年と 1941 年の西側と東側におけるソ連軍の戦略的展開に基づいた考察を報告します。
I. 予想される対戦相手
現在のヨーロッパの政治情勢により、西側の国境で武力衝突が起こる可能性が高まっています。
この武力紛争は我が国の西部国境にのみ限定されるかもしれないが、極東国境が日本から攻撃される可能性は排除できない。
我が国の西側の国境では、最も可能性の高い敵はドイツである；イタリアに関しては、戦争に参加する可能性があり、むしろバルカン半島に出現する可能性があり、我が国にとって間接的な脅威となる。
ソ連とドイツの間の武力紛争では、ハンガリーが我が国との軍事紛争に巻き込まれる可能性があるほか、復讐の目的でフィンランドやルーマニアも巻き込まれる可能性がある。
イランとアフガニスタン側が武装中立を維持する可能性が高いため、ドイツに触発されたトルコによるソ連に対する公然と攻撃が行われる可能性がある。
したがって、ソ連は 2 つの戦線で戦う準備をする必要がある。西側ではイタリア、ハンガリー、ルーマニア、フィンランドの支援を受けてドイツと戦い、東側では公然の敵、あるいは位置を占める敵としての日本と戦う。武装中立はいつでも公然と対立する可能性がある。
II.潜在的な敵国の軍隊
最も強力な敵はドイツです。
現在、ドイツは 205 ～ 226 の歩兵師団 (最大 8 自動車化を含む) と 15 ～ 17 の戦車師団、合計で最大 243 個師団、20,000 の野戦を展開しています。あらゆる口径の砲、10,000 の戦車、14,200 ～ 15,000 機の航空機があり、そのうち爆撃機は 4,500 ～ 5,000 機、戦闘機は 3,500 ～ 4,000 機、偵察機は 400 ～ 600 機、輸送機は 3,000 機、練習機は 2,800 ～ 3,300 機です。
示されている師団数のうち、最大 85 個の歩兵師団と最大 9 個の戦車師団が東部と南東部に集中しています。
現在の西ヨーロッパの軍事状況により、ドイツ軍は西側諸国に対して軍隊の大部分を移すことができます。国境。
英国との戦争はまだ終わっていないため、ドイツの占領国と地域には最大50個師団が、国内奥地には最大20個師団が残ると推定される。
したがって、上記の243個師団のうち、最大173個師団、そのうち最大140個の歩兵、15〜17個の戦車、8個の自動車、5個の軽、3個の空挺と最大1200機の航空機が国境に向けられることになる。
フィンランドはソ連に対して15～18個の歩兵師団を配備できることになる。
ルーマニア - 現在、最大 45 の歩兵師団と約 1,100 機の航空機があり、そのうち少なくとも 30 の歩兵師団、3 つの騎兵師団と約 1,100 機の航空機がソ連に対して使用されることが予想されます。ハンガリー - ソ連に対して最大 15 個の歩兵師団、2 個の戦車師団、2 個の騎兵旅団を派遣できる。
合計すると、西側におけるソ連に対する上記の予想される対戦相手を考慮すると、次のような展開が考えられます。
ドイツ - 歩兵 173 名。部門;戦車10,000台。 13,000機
フィンランド - 歩兵 15 名。部門;タンク0。 400機
ルーマニア - 歩兵30名。部門;戦車250基。 1100機
ハンガリー - 歩兵15名。部門;戦車300基。 600機
合計 - 233 歩兵。部門; 10550 タンク。 15,100機。
注: 上で述べたように、イタリアとトゥルキエは直接の対戦相手とみなされず、表には含まれていません。
東洋では、現在中国と戦争を行っている日本は陸軍に49人の歩兵を擁している。部門、約 56,000 フィールド。砲、最大 1,570 両の戦車と戦車、および 3,420 機の陸上および海上航空機。
今後数年間に戦争が起こった場合、日本は歩兵63名まで兵力を増強できるだろう。部門。
ソ連に対する行動の場合、日本軍司令部は最大50人の歩兵を派遣できる。師団は歩兵30名まで。師団、戦車と戦車1,200両、重砲850門、航空機3,000機（陸上1,500機、海上1,500機）を25日から30日以内にソ連国境に集中させることができた。
満州国軍は二の次として考慮されていない。
したがって、2つの前線での戦争において、ソ連は国境に集中する可能性を考慮しなければならない - 約280から290の歩兵師団、11,750の戦車、30,000の中口径および重口径の野砲、18,000の航空機。
Ⅲ．敵対者の考えられる作戦計画
西側と東側の両方の潜在的な敵対者の作戦計画に関する文書データ K.A.それはありません。
最も可能性の高い仮想敵対者の戦略的展開は次のとおりです。
西に：
ドイツは主力部隊を河口の北に展開する可能性が高い。サンは、東プロイセンからリトアニア・ソビエト連邦を通ってリガ、コヴノ、さらにドヴィンスク - ポロツク、またはコヴノ - ヴィルノ、さらにミンスクの方向に主な打撃を与え、発展させるために。
同時に、ロムザとブレストからの補助的な同心円状の攻撃を期待する必要があり、その後のミンスクのバラノヴィチ方向への展開を期待する必要がある。
リガでの作戦の展開は、1) ネマン川下流域で作戦中の我が軍の側面と後方での作戦を目的としたリバウ地域のバルト海沿岸への上陸と、2) ネマン川下流域の占領とを組み合わせる。レニングラード攻撃を目的としてムーンスンド諸島を陥落し、エストニア・ソビエト社会主義共和国の領土に上陸した。
また、東プロイセンからのドイツ軍の主力攻撃と同時に、彼らはホルム、グルベショフ、トマシェフ、ヤロスラフのドゥブノ、ブロディの正面から攻撃し、我がリヴォフ集団の後方に到達して占領することを目的とする可能性も極めて高い。ウクライナ西部。
フィンランドがドイツ側についた場合、フィンランド軍がドイツ師団の支援を受けて北西からレニングラードを攻撃する可能性がある。
南部では、ドイツ軍と同時にドイツ師団の支援を受けてルーマニア軍がルーマニア北部地域からズメリンカ方向への攻撃に移行することが予想される。
ドイツに関して概説された仮想シナリオを考慮すると、次のようなドイツ軍の配置と編成が予想されます。
– 河口の北。サン・ドイツ軍は最大 123 の歩兵と最大 10 の戦車師団、および航空のほとんどをメーメル・セードルツェ戦線に配置することができます。
- 河口の南。サン - 最大50の歩兵師団と5つの戦車師団があり、主なグループはホルム、トマシェフ、ルブリンの地域にあります。
ドイツ軍がウクライナを占領するために、主力を南部のシェドルツェとルブリン地域に集中させ、キエフ方面に主力を与える可能性がある。
この攻撃には、上で示したように、おそらく東プロイセンからの北への支援攻撃が伴うであろう。
この行動の選択肢により、ドイツは110～120個の歩兵師団、戦車と航空機の大部分を南部での作戦に割り当て、50～60個の歩兵師団、一部の戦車と航空機を北部での作戦に残すと予想すべきである。
ドイツにとって最も政治的に有利な主要な選択肢、したがって、最も可能性が高いのは、ドイツの行動の第 1 の選択肢です。ドイツ軍の主力部隊が河口の北に展開した。さん。
ドイツ軍が西側国境に展開するおおよその期間は、集中開始から 10 ～ 15 日です。
ルーマニアとの国境にルーマニア歩兵師団30個師団とその主力集団（最大18個の歩兵）の配備が完了。分割 - 須川市ボトゴシチャニの地域では、15〜20日かかることが予想されます。
フィンランド軍に関しては、次のような展開が予想されます。
1. フィンランド湾からサヴォンリナまでの前線には歩兵6名まで。 3～4個のドイツ師団が支援する師団。
2. クオピオ、イオエムスへの方向をカバーする - オンカモ、イロマンティキ、ヌルメスの前面 - 最大 3 人の歩兵。部門;
3. クフトニ、スオムッサミエミ戦線のウレアボール方向をカバーする - 歩兵 2 名まで。部門;
4. メルクヤルヴィ地区 - 歩兵 2 名まで。部門;
5. ペッツァモエリア - 歩兵2名まで。部門。
示されたオプションによるフィンランド軍の最終配備は20日から25日に予想される。
フィンランド軍の重要な兵力がヴィボルグ-レニングラード方向に集中し、ここでドイツ師団の支援を受ける可能性は、この方向での敵の積極的な行動の可能性を事前に決定します。
将来的に、この戦域では、ペトロザヴォーツクおよびカンダラクシャ方向への敵の補助攻撃の可能性を排除することはできません。
敵海軍艦隊の最も可能性の高い行動は次のとおりです。
ドイツ艦隊
a) バルト海の封鎖。
b) リバウ地域への軍隊の提供と上陸、およびムーンスンド諸島の占領。
c) フィンランド湾に侵入し、我が国の艦隊を東へ退去させたいという願望。
d) 北海では、ドイツ軍が巡航作戦と潜水艦作戦を展開し、ムルマンスクとアルハンゲリスクの港を封鎖する可能性がある。
イタリア艦隊は主に黒海で活動することになる。
東部では
上で述べたように、日本からは、最大50の歩兵師団、最大1200の戦車、最大3000の自走砲、そしてこれらの戦車と航空機、そして最大30の歩兵による我々に対する集中が予想される。師団は 25 ～ 30 日以内に集中することができ、その時点から日本軍による総攻撃への移行が期待できます。
私は、日本軍司令部はおそらく沿海州の占領を陸海兵力の当面の行動目標に設定すると信じている。このことは、沿海州に対する日本軍の4つの師団、7つの歩兵師団の存在と、この方向に戦域を準備するための集中的な作業によって確認されています。
日本に対する行動を準備する際には、我が国の東海岸と日本の強力な海軍の港に対する行動も考慮する必要がある。
IV.戦略的展開の基本
この時期に、ソ連軍を二つの戦線に戦略的に展開する必要がある場合には、西側戦域を主戦域として考慮する必要があり、そこに主力を集中すべきである。
東方では、日本軍の大規模部隊が我が国に対して出現する可能性を考慮すると、我が国の状況の安定を完全に保証するような部隊を配置する必要がある。
残りの国境は最小限の力で覆う必要があります。つまり、次のとおりです。
a) 第 88 歩兵師団、予備部品、国境警備隊が引き続き北海岸を警備している。
b) 黒海艦隊に加えて、オデッサからケルチまでの黒海の海岸を警備する。第 156 歩兵師団、予備部品、沿岸防衛および国境警備隊が残る。
c) ケルチからスフミまでの黒海沿岸の警備 - 第28山岳ライフル師団と国境警備隊。
d) トランスコーカシアは、5 つのライフル師団を残すことによって提供され、そのうち 4 つの山岳部隊、2 つの騎兵師団、2 つの戦車旅団が含まれる。
e) 中央アジアの国境は、2 つの山岳ライフル師団、4 つの騎兵師団、および国境警備隊によって確保されています。
合計すると、以下の野戦部隊が北部と南部の国境に残されています。
11のライフル師団、そのうち7つは山岳師団。
6つの騎兵師団と2つの戦車旅団。
東洋における日本に対する行動については、以下を任命する必要がある。
矢は28本。師団、うち4師団は自動車化師団。
2つの戦車部門。
4つの騎兵師団。
3つの別々のページ旅団。
空挺3旅団。
8 戦車旅団、合計 5741 両の戦車と戦車。
44の航空連隊、2,655機と太平洋艦隊の692機の合計3,347機。
ソ連の北、南、東の国境に残された合計は次のとおりです。
39本の矢、分割。
2つの戦車部門。
10騎兵師団。
3部矢印旅団。
空挺3旅団。
10 戦車旅団。
69航空連隊。
西側での作戦遂行には以下の者が任命される。
143本の矢部門;そのうち 6 つはバルト諸国の国のものです。
7つの自動車師団。
16 戦車師団。
10騎兵師団。
15 戦車旅団。
航空連隊は159個、9月15日時点で航空機数は6422機。
V. 西側諸国における我が国の戦略的展開の基礎
西側の赤軍主力は、状況に応じてブレスト・リトフスクの南に展開し、ルブリンとクラクフ、そしてさらにブレスラウへの強力な打撃でドイツをバルカン諸国から切り離すことができる。 （ブラチスラヴ）戦争の第一段階で、最も重要な経済基盤を奪い、戦争への参加に関してバルカン諸国に決定的な影響を与える。またはブレスト・リトフスクの北で、東プロイセン内のドイツ軍主力を破り、後者を占領する任務を負った。
配備に関する最終的な決定は、戦争開始時に展開される政治情勢によって決まりますが、平時においては両方の選択肢を展開することが必要であると私は考えています。
最初の選択肢はブレスト・リトフスク以南に配備することだ。この展開の基本は次のとおりです。
1. 軍隊の集中期間中、積極的な防衛で国境を強力に覆います。
2. 西部戦線の左翼軍と協力して、南西部戦線の部隊は敵のルブリン・サンドミエシュ集団に決定的な敗北を与え、川に到達する。ヴィスワ島。その後、クラクフのキェルツェ方向に攻撃し、川に到達します。ティリッツァと川の上流。オーダー。
3. 作戦中は、ブコヴィナ北部とベッサラビアの国境をしっかりと覆いなさい。
4. 北西部戦線と西部戦線の積極的な行動により、ミンスクとプスコフ方面をしっかりと守りながら、ブレスト・リトフスク北部と東プロイセンのドイツ軍の大部分を釘付けにする。
クラクフとブラチスラバに向けたわが軍の攻撃は、ドイツをバルカン諸国から切り離し、並外れた政治的意義を獲得した。
さらに、この方向への攻撃は、まだ防衛の準備が整っていない旧ポーランドの領土で行われます。
この主な選択肢に従ってソ連軍を配備する場合、次のグループ分けが提案されます。
西側に直接、北西、西、南西の 3 つの戦線を展開し、国境を設けます。
– ポロツク、オシミヤニー、ドルスケニキ、アレンシュタインの線に沿った北西部と西部の間。
– 西部と南西部の間 – 川。プリピャチ、ピンスク、ヴロダヴァ、イヴァンゴロド。
北西部戦線 - 主な任務:
1. バルト海沿岸をバルト艦隊と協力して防衛し、敵の水陸両用上陸を阻止する。
2. ミンスクとリガ・プスコフ方面をしっかりと守り、いかなる状況においてもドイツ軍の我が国領土への侵入を許さない。
3. 第11軍の戦線を縮小し、攻撃のより有利な開始位置を占めるために、軍隊の集中期間中に、西部戦線の第3軍と協力して、セイニの地域を占領し、スヴァウキを経て、シトケメン、フィリポヴォ、ラチキの正面に到着します。
4. 兵力を集中させた後、アレンシュタインは西部戦線とともにインスターブルク方面に攻撃を加え、東プロイセンのドイツ軍を釘付けにする。
前線には8軍と11軍がいる。
第8軍 - ポランゲン、ユルブルク戦線に配備されており、以下で構成されている。
6本の矢印、分割。
1戦車旅団。
第11軍 - 初期配備前線ユルブルグ、ドルスケニキ、以下で構成される:
9本の矢、分割。
1戦車旅団。
フロントコマンドは、すぐに自由に使えるものを以下に示します。
1 矢、リバウ地域の海岸防衛の師団。
1 矢印、分割 - ミタバ地域。
機械化軍団（レニングラード軍管区出身） - 第8軍の後方。
機械化軍団（プリボヴォ） - 第11軍の後方。
合計すると、北西部戦線には次のものが含まれます。
17本の矢部門;
4つの戦車部門。
2つの電動ライフル師団。
2戦車旅団。
航空20個連隊。
北西部戦線と西部戦線の背後にある最高司令部の予備に3本の矢を用意してください。ドビンスク、ポロツク、ミンスクの地域の部門。
主な任務である西部戦線はミンスク方面をしっかりとカバーし兵力を集中させ、アレンシュタイン方面への北西部戦線との同時攻撃で東プロイセンに集中するドイツ軍を釘付けにする。南西部戦線の軍隊が攻撃側に移行し、イヴァンゴロド方面への左翼軍の攻撃は、南西部戦線が敵のルブリングループを破るのを助け、ラドム作戦をさらに発展させて行動を支援する。南西部戦線を北から。
前線には3軍、10軍、13軍、4軍の4つの軍がある。
第3軍 - シチューチン戦線のグロドノに配備されており、以下の部隊で構成される。
5本の矢印、分割。
1 戦車旅団;
第10軍 - オストロフ戦線のシチュチンに配備されており、以下の部隊で構成される。
10本の矢、分割。
1部門戦車部門。
3つの騎兵師団。
1戦車旅団。
第13軍 - ドロギチンのオストロフ戦線に配備されており、以下の部隊で構成される。
5本の矢、分割。
第4軍 - ピシャのブレスト・リトフスクのドロギチン戦線に配備されており、以下の部隊で構成される。
12本の矢、分割。
2つの戦車部門。
1 電動ライフル師団;
2戦車旅団。
ピンスク川の小艦隊。
さらに、前線の指揮官はすぐに自由に使える 3 本の矢を持っています。ヴォルコヴィスク、スロニム地域の師団。
合計すると、西部戦線には次のものが含まれます。
矢35本部門;
3つの戦車部門。
電動ライフル1丁。分割;
3つの騎兵師団。
4つの戦車旅団。
39航空連隊。
したがって、バルト海沿岸からブレスト・リトフスク（含む）まで、このオプションによれば、以下が配備の対象となります。
55本の矢、分割。
7つの戦車師団。
3つの電動ライフル、師団。
3つの騎兵師団。
6 戦車旅団。
空挺旅団1個。
59航空連隊。
主要な任務である南西部戦線は、ベッサラビアとブコビナ北部の国境をしっかりと守り、西部戦線第4軍と協力して兵力を集中させ、敵のルブリン・サンドミエシュ集団に決定的な敗北を与え、川に到達する。ヴィスワ島。その後、キェルツェ - ペトロコフ、クラクフの方向に攻撃し、キェルツェ - ペトロコフ地域を占領し、川に到達します。ピリカと川の上流。オーダー。
前線には5軍、19軍、6軍、12軍、18軍、9軍の6軍がある。
第5軍 - シャツク、ウラジーミル・ヴォリンスキー戦線に配備され、以下の部隊で構成される。
12本の矢、分割。
1戦車部門。
1戦車旅団。
第19軍 - ウラジミール・ヴォリンスキー、リュビチャ戦線に配備されており、以下の部隊で構成されている。
7本の矢、分割。
軍の指揮と本部は北コーカサス軍管区にある。
第6軍 - リュビチ、センヤヴァ、スロコフ（ヤロスラフスク東部）の戦線に配備され、以下の部隊で構成される。
15本の矢、分割。
2つの騎兵師団。
1戦車旅団。
第12軍 - スロコフ、プシェミシル、訴訟の前線に配備。ティラヴァ ヴォロスカ (ビルガの南東 12 km)、以下で構成されます。
15本の矢、分割。
2つの戦車部門。
1 電動ライフル、師団;
OdVOからの2つの機械化軍団。
1戦車旅団。
第18軍 - リプカニ戦線のティラヴァ・ヴォロスカに配備されており、以下の部隊で構成される。
12本の矢、師団、そのうち少なくとも7つはタルヌフ攻撃のために軍の右翼に配置されるべきである。
軍の指揮と司令部はHVOにある。
第9軍 - リプカナ戦線の川沿いに配備。プルトから黒海沿岸まで、以下で構成されます。
8つの矢、師団、そのうちの1つ（156）がクリミア海岸の防衛にありました。
3つの騎兵師団、そのうち2つは北コーカサス軍管区から。
1戦車旅団。
騎兵機械化軍 - リヴィウ地方で、以下で構成されます。
4つの戦車部門。
2つの電動ライフル師団。 4と8メチコール。コボ;
騎兵2個師団（騎兵5個）。
さらに、フロントコマンドは次のことを即座に自由に実行できます。
1本の矢、ドゥブノ・ブロディ地域の分割。
1本の矢印、師団 - ホドロフ地域内。
モスクワ軍管区からタルノポリ地域に到着した、戦車2個師団と電動ライフル師団1個からなる機械化軍団。
合計すると、南西戦線には次のものが含まれます。
70ページ分割。
9つの戦車師団。
4つの電動ライフル師団。
7つの騎兵師団。
5 戦車旅団。
第81航空連隊。
南西部戦線の背後にある最高司令部の予備には以下のものがあります。
5本の矢、師団 - シェペトフカ、プロスクロフ、ベルディチェフの地域。
したがって、この展開オプションでは、ブレスト-リトフスクの南から黒海沿岸までが割り当てられます。
75本の矢、分割。
9つの戦車師団。
4つの電動ライフル師団。
7つの騎兵師団。
5 戦車旅団。
88航空連隊。
上記の部門は次のことに集中できます。
動員開始から5日目：17本の矢、師団。
6日目 - 22の矢、分割。
10日目 - 24本の矢、分割。
15日目 - 29本の矢、分割。
20日目 - 46本の矢、分割。
25日目 - 56本の矢、分割。
30日目 - 68本の矢、分割。
35日目 - 75の矢、分割。
その結果、現在の南西部の鉄道能力では、前線軍の主力の集中は動員開始から30日目にのみ完了することができ、その後になって初めて、南西部への総攻撃を開始することが可能となる。上記の課題を解決します。
南西戦線の軍隊の展開がこのように遅れてしまうことが、この展開オプションの唯一だが重大な欠点である。
2 番目の選択肢は、ブレスト・リトフスク以北への配備です。
この展開の基本は次のとおりです。
1. 軍隊の集中期間中のミンスクとプスコフへの方向の強力なカバー。
2. 東プロイセンに集中していたドイツ軍主力に決定的な敗北を与え、東プロイセンを占領する。
3. リヴィウからの補助攻撃により、西ウクライナ、北部ブコビナ、ベッサラビアをしっかりと援護するだけでなく、ルブリン、グルベショフ、トマシェフの地域で敵集団を打ち破る。
東プロイセンにおけるドイツ軍の敗北と東プロイセンの占領は、ドイツにとって並外れた経済的、そして何よりも政治的重要性を持ち、必然的に対ドイツ闘争のその後の全過程に影響を与えることになる。
この問題を解決するときは、次の点を考慮する必要があります。
1. 東プロイセンの戦いにおいて、いかなる場合においてもドイツが確実に提供する、大規模な兵力の導入による強力な抵抗。
2. 東プロイセンの困難な自然条件は、攻撃作戦の実施を非常に複雑にします。
3. この戦域の防衛、特に工学および道路関係における並外れた備え。
結論として、この戦線での戦闘は長期戦につながり、我が国の主力部隊を拘束し、必要かつ迅速な効果をもたらさないのではないかという懸念が生じ、その結果、戦闘は避けられなくなり、バルカン諸国の西側諸国への参入が加速するだろう。私たちに対する戦争。
この選択肢のもとで我が国軍の派遣が避けられない場合には、以下のようなグループ分けが提案される。
北西部、西部、南西部の戦線間の境界は、最初の展開オプションの場合と同じになります。
北西部戦線 - 主な任務は、軍隊を集中させ、西部戦線とともに最終目標を持って敵を攻撃し、東プロイセンの部隊を破り、後者を占領することです。
前線には8軍と11軍がある。
第8軍 - ポランゲン、ユルブルク戦線に配備されており、以下で構成されている。
矢10本、師団、うち2本はラトビア・ソビエト社会主義共和国のもの。
2つの戦車部門。
1つの電動部門。
1戦車旅団。
第11軍 - ユルブルグ戦線（主張）ドルスケニキに配備されており、以下の部隊で構成されている。
11本の矢師団のうち2つはリトアニアSSRからのもの。
2つの戦車部門。
1つの電動部門。
1戦車旅団。
前線司令部は以下を即座に自由に利用できます。
– ラトビアSSRの領土に – 1本の矢。リバウ地域の海岸を守る師団、二本の矢。エストニアSSRの師団 - ミタヴァ地域に予備。
– ポネベジ、シャブリの地域 – 6本の矢。準備期間が 15 ～ 30 日の師団の中から、師団を選択します。
合計すると、北西部戦線には次のものが含まれます。
30本の矢、師団、そのうち6本が国内のもの。
2つの電動部門。
4つの戦車部門。
2部戦車旅団。
20航空連隊、合計1140機。
西部戦線 - 主な任務は川の北を攻撃することです。バグは北西戦線の軍とともにアレンシュタイン方面に進み、東プロイセンの領土に集中するドイツ軍に決定的な敗北を与え、東プロイセンを占領し、川の下流に到達した。ヴィスワ島。
同時に、左翼軍からの攻撃により、イヴァンゴロドのほぼ方向に南西戦線の軍隊とともにイヴァンゴロド・ルブリンの敵グループを破り、川にも到達します。ヴィスワ島。
前線には3軍、10軍、13軍（モスクワ軍管区）、4軍の4つの軍がある。
第3軍 - シチューチン戦線のグロドノに配備されており、以下の部隊で構成される。
6本の矢部門;
1戦車旅団。
第10軍 - シチュチン、チジョフ戦線に配備されており、以下の部隊で構成される。
15本の矢部門;
1つの電動部門。
2つの戦車部門。
3つの騎兵師団。
1戦車旅団。
第13軍 - ヴィソコ・リトフスクのチジョフ戦線に配備されており、以下の部隊で構成されている。
6本の矢部門;
1戦車旅団。
第4軍 - ヴィソコ＝リトフスク、ブレスト＝リトフスク、ピシャの前線に配備され、以下の部隊で構成される。
矢10本部門;
2戦車旅団。
ピンスク川の小艦隊。
さらに、フロントコマンドは次のことを即座に自由に実行できます。
4本の矢師団 - スロニム、ヴォルコヴィスク地域。
機械化軍団は、戦車2個師団と電動ライフル師団1個（モスクワ軍管区所属）で構成され、リダ、バラノヴィチ地域にある。
1部門戦車部門 - プルジャニ地区。
合計すると、西部戦線には次のものが含まれます。
41本の矢分割;
2つの電動部門。
5つの戦車師団。
3つの騎兵師団。
4つの戦車旅団。
航空連隊は70個。
北西部戦線と西部戦線の背後にある最高司令部の予備部隊には以下のものがある。
14本の矢師団、4つの軍団司令部、および1つの軍隊（兵器軍管区から） - ドビンスク、ポロツク地域。ミンスク。
最高司令部の予備は、攻撃の展開、または前進する敵に対する反撃を目的としています。レニングラード－ヴィボルグ方面の作戦に予備師団の一部が使用される可能性は排除できない。
したがって、バルト海の海岸から川の源流まで。プリピャチ、ドイツ軍の120～123の歩兵師団と自動車化師団、および10の戦車師団に対して、我々は次のようなものになるだろう。
85本の矢そのうち 6 部門が国内部門です。
4つの自動車化された部門。
9つの戦車師団。
7 戦車旅団。
3つの騎兵師団。
90の航空連隊、合計約5,500台の戦車と5,500機の航空機。
さらに、山岳防空航空を除き、レニングラード地域以南に駐留する北部戦線航空も部分的または完全にここに関与する可能性がある。レニングラード。
上記の部門は次の期間に集中する可能性があります。
動員開始から5日目 - 13本の矢。部門;
8日目 – 28矢。部門; 10日目 – 30の矢。部門;
15日目 – 44本の矢。部門;
20日目 – 66本の矢。部門;
25日目 – 79本の矢。残りの師団は 30 日までに到着します。
したがって、軍隊の集中は動員開始から20日目に終了し、前線の予備師団と最高司令部は作戦の最初の数日間に集中することになる。
軍隊が集中している20日間の間、そして攻撃に入る前に、軍隊は国境をしっかりと封鎖し、ドイツ軍が領土に侵入するのを防ぐために、要塞化された地域に頼って積極的に防御する義務があります。
鉄道が兵力輸送計画に完全に従って運営されている限り、総攻撃への移行日は動員開始から 25 日、つまり 25 日後に設定されるべきである。兵力集中開始から20日。
空軍の任務は次のとおりです。
1. 敵の戦闘編隊、そしてとりわけ彼の大規模な集団に対する地上軍との共同行動。
2. 飛行場や上空で敵航空機と戦う。
3. 海軍航空および海軍と協力して、バルト海における敵海軍との戦い、および水陸両用強襲部隊を上陸させようとする敵海軍との戦闘。
4. 敵の空襲を阻止する。
5. 集中地域での軍事輸送の禁止。
6. 大規模な軍産施設に対するストライキ。
南西戦線 - 主な任務は、カルパティア山脈とルーマニア国境に沿った積極的な防御で西ウクライナとベッサラビアをカバーし、同時にヴェリキエ、ラワ・ルスカ、センヤワ、橋の正面からの攻撃でカバーすることである。ルブリン方面に進み、西部戦線の左翼軍と協力してイヴァンゴロド・ルブリンの敵集団を破り、川の中流に到達する。ヴィスワ島。
前線には5軍、6軍、12軍、18軍、9軍がある。
第5軍 - シャツク、ウラジーミル・ヴォリンスキー、ストヤノフの前面に配備され、以下で構成される。
6本の矢部門;
1部門戦車部門。
1戦車旅団。
第6軍 - モスティ戦線に配備 - ヴェリーキエ、ラヴァ＝ルスカ、センヤヴァ、メディカ、構成：
矢10本部門;
2騎兵、師団。
1戦車旅団。
第12軍 - メディカ、プシェミシル、トゥルカ戦線に配備されており、次の部隊で構成される。
6本の矢部門;
1戦車旅団。
第18軍 - リプチャニのトゥルカ戦線に配備されており、以下の部隊で構成される。
4本の矢部門。
HVO からの軍の指揮と本部。
第9軍 - リプカナ戦線の川沿いに配備。プルトから黒海沿岸まで、以下で構成されます。
5本の矢クリミア海岸の防衛に師団と1師団（156）。
騎兵3個師団（うち2個は北コーカサス軍管区所属）。
1戦車旅団。
騎兵機械化軍-ジョルキエフ、ヤヴォロフ、リヴィウの地域。化合物:
4つの戦車部門。
2つの電動部門。
騎兵2個師団。
さらに、フロントコマンドは次のことを即座に自由に実行できます。
3本の矢部門 - ブロディ、リブネ、ルーツクの地域。
ルーツク地域の機械化軍団（OdVOより）。
合計すると、南西戦線には次のものが含まれます。
矢40本部門;
3つの電動部門、
7つの戦車師団。
7つの騎兵師団。
4つの戦車旅団。
58の航空連隊、合計3,480機の航空機。
シェペトフカ、プロスクロフ、ベルディチェフの地域の南西戦線後方の主力軍の予備に4本の矢を用意してください。部門。
したがって、ブレスト・リトフスクの南では、ドイツ歩兵師団50個、ルーマニア人師団30人、ハンガリー人師団15個が対峙することになる。
44本の矢部門;
3つの自動車化された部門。
7つの戦車師団。
4つの戦車旅団。
7つの騎兵師団。
58航空連隊。
示された部門は次の期間に集中する可能性があります。
動員開始から5日目 - 17本の矢。部門;
6日目 – 19の矢。部門;
10日目 – 23の矢。部門;
15日目 – 34本の矢。部門;
20日目 – 39の矢。部門。
南西戦線における空軍の任務は次のとおりです。
1. 敵戦闘編隊に対する地上部隊との共同行動。
2. 敵航空機と戦う。
3. 海軍航空および海軍と協力して、黒海における敵海軍との戦いおよび水陸両用強襲部隊を上陸させようとする敵海軍の試み。
4. 敵の空挺攻撃を阻止する。
5. 最高司令部の任務のための西部戦線航空への支援。
6. 集中地域での軍事輸送の禁止。
7. 敵の軍産施設に対する攻撃。
バルト海沿岸から黒海沿岸までの西部では、合計で次のものが割り当てられています。
矢は129本。部門;
7つの電動ライフル師団。
16 戦車師団。
10騎兵師団。
11 戦車旅団。
148 航空連隊。
国境の北西部に展開。
西側への展開に関する決定に関係なく、国境の北西部での戦略的展開は主にレニングラードの防衛に従属し、ムルマンスク鉄道をカバーし、フィンランド湾における我が国の完全な支配を維持しなければなりません。レニングラードを確実に援護することが北部の主な任務である。レニングラードはいかなる状況においても我々のためにしっかりと確保されなければならない。
フィンランド単独での参戦は考えにくいが、最も現実的なのはフィンランドとドイツの同時参戦である。
前述の戦力バランスを考慮すると、北西部における我が国の行動は主に国境の積極的な防衛に絞られるべきである。
北西部での作戦については、エストニア・ソビエト社会主義共和国に3つの軍と別個のライフル軍団からなる北部戦線を設けることが意図されている。
第14軍 - 主な任務は、北海岸とカレリア北部からウフタまでの国境の防衛である。
軍隊の構成は4個師団です。
第7軍（現在結成中） - ウフチンスキー、レボルスキー、ペトロザヴォーツク方面の防衛を主な任務とする。
軍隊構成: 3 つの矢。部門。
第23軍 - ヴィボルグ-レニングラード方向を守る任務を負う。
軍隊構成:
4本の矢部門;
戦車旅団2個。
65部射手たち。エストニア・ソビエト社会主義共和国の海岸とエゼル島とダゴ島を防衛する任務を負った軍団で、以下で構成されています。
矢1本部門;
1部門射手旅団。
1戦車旅団。
さらに、フロントコマンドは次のことを即座に自由に実行できます。
矢1本レニングラード地域の分割。
矢1本旅団はハンコ半島へ。
合計で、北部戦線の一部としての行動には以下が割り当てられています。
13本の矢部門;
2部矢印旅団。
3 戦車旅団。
20の航空連隊、合計970台の戦車と1050機の航空機。
北部戦線の示された部隊は、動員の6日目から8日目に配備することができます。
前線空軍の任務は次のとおりです。
1. 敵地上部隊に対する、そしてとりわけその大規模集団に対する行動において地上部隊を支援する。
2. 敵航空機の破壊。
3. 海軍航空と協力して、フィンランドとドイツの海軍を攻撃する。
海軍の任務 (両方のオプション)
1.北方艦隊：
a) ムルマンスクを堅固に保持し、第14軍とともにコラ半島の海岸、リバチ半島、スレドニ半島を防衛する。
b) フィンランド軍の攻撃の場合 - 第 14 軍がペツァモ港を占領するのを支援する。
c) ノルウェー西部およびハッテガット海峡の航路で潜水艦による巡航作戦を実施する。
d) 白海沿岸防衛部門は、ArchVO の部隊と協力して白海への入り口を堅固に防御する。
2. レッドバナー・バルチック艦隊：
1) フィンランドが参加する場合:
a) 航空と協力して、フィンランドの戦闘艦隊を破壊する。
b) フィンランド湾沿岸およびハンコ半島で活動し、側面を確保し、フィンランドの沿岸防御を破壊する地上部隊への支援。
c) エストニア・ソビエト社会主義共和国の海岸からハンコ半島への1～2個歩兵師団の移動の可能性を確保する。
2) ラトビア・エストニア・ソビエト社会主義共和国の海岸へのドイツの水陸両用上陸を阻止する。フィンランド湾に入ろうとしたドイツ艦隊を撃破する。黒海艦隊:
a) 地雷原を敷設し、潜水艦と航空機の行動により、敵艦隊の黒海への通過を阻止する。
b) 黒海艦隊の積極的な行動により、黒海に突入した敵艦隊を撃滅する。
c) 黒海に侵入した潜在的な敵の水上艦隊から我が国の海岸を積極的に防衛する。
d) クリミアとコーカサスにおける黒海沿岸への上陸を阻止する。
e) 積極的な行動、そして何よりも航空を通じて、空から機雷を敷設し、特にマルマラ海で敵の海軍と絶えず戦う。
f) 南西戦線の側面を海からしっかりと確保する。
g) ルーマニアの攻撃が発生した場合、ルーマニアの艦隊を破壊し、海上通信を遮断する。
h) トルコの攻撃があった場合には、トルコの艦隊を破り、ここで海上通信を遮断し、トレビゾンドの港を破壊する。
VI.東部における当社の戦略的展開の基礎
東部における戦略的展開の基礎は次のとおりである必要があります。
1. いかなる状況においても、日本軍の沿海州侵攻を阻止し、日本軍による上陸作戦の可能性から太平洋、オホーツク海、サハリン、カムチャツカ沿岸を守る。
2. 戦争初期の兵力の優位性と日本軍を部分的に破る機会を利用し、兵力の動員と集中が完了した後、ただちに総攻撃を開始し、日本軍の第一階層を破る。洮南、チチハル、北安鎮、三信、博利、東寧の前に行きます。今後は日本軍主力を撃破し、北満州を占領する行動を念頭に置く。
ソ連の西側と東側での同時戦争の場合、東側での行動には次のことが意図されています。
24本の矢部門;
2つの戦車部門。
4つの電動ライフル師団。
8 戦車旅団。
4つの騎兵師団。
44の航空連隊、合計5,741台の戦車と戦車、3,347機の航空機。
アムール艦隊、太平洋艦隊、要塞地域の守備隊。
管理を容易にするために、極東戦線を維持し、バイカル横断軍管区の司令部と部門からバイカル横断戦線を展開する必要があります。
トランスバイカル戦線 – 主な任務は次のとおりです。
1. ソルン、タオナン、ハイラル - チチハル方面での断固たる行動により、主力部隊とともにボル尾根を迂回し、ソルンとハイラルの日本軍グループを破壊する。南からのキンガンは、満州北部での更なる行動のためにチチハルのタオナン地区に向かう。
2. MPR の南側の境界をカバーします。
前線には17軍と16軍がいる。
17 軍はテッサロニキでの作戦のために、ラミン・スメ、サルヒタ市、ハマル・ダバ市、タムツァク・ブラクの地域に配備されている。軍隊構成:
4つの自動車化された部門。
2戦車旅団。
3つの電動装甲旅団。
16 軍はチチハルでの作戦のために、駅の地域に配備されている。 Matsievskaya、Staro-Tsurtskhatuy、Borzya、構成:
6本の矢部門;
2つの戦車部門。
1つの電動部門。
2つの騎兵師団。
1戦車旅団。
極東戦線 - 主な任務:
1. サハリン、スンガリ、沿海州方面での積極的な行動により日本軍部隊を破り、北満州での更なる行動のために北安鎮、三興、博利、寧安の戦線に到達する。
2.いかなる状況においても、沿海州を保持し、日本軍による上陸部隊の試みから太平洋、オホーツク海、サハリン、カムチャツカ沿岸を確保する。
前線は 3 つの軍と別個の軍で構成されます。フレーム。
前線は太平洋艦隊とアムール艦隊を作戦上従属させ、後者は陸軍に再割り当てされる。
2. 赤旗軍 - 北鎮方面、さらにハルビン方面への作戦のため、ブラゴヴェシチェンスク、ポヤルコヴォエ、ミハイロフスク、イワノフスコエの地域に配備されており、以下の部隊で構成される。
33本の矢部門;
1戦車旅団。
15軍 - 三星、ボリ、さらに樊鎮への作戦のため、スターリンスク、ミハイロ・セメノフスコエ、ビロビジャンの地域に配備され、1個師団（35） - ビキン、以下で構成される：
3本の矢部門;
1戦車旅団。
第1赤旗軍 - ミハイロフスキーのグロドスコフスキー・ウルのドヴォリャンカ地域に配備されており、以下の部隊で構成される。
矢10本部門;
3本の矢旅団。
2つの騎兵師団。
3戦車旅団。
特別な矢。軍団 - 北太平洋艦隊と協力して、アムール川下流要塞地域、デカストリ、ノガエフ湾、サハリン、カムチャツカを防衛し、日本軍の上陸を阻止する。最初の機会にサハリン南部を占領する。
体組成:
2本の矢部門;
矢1本旅団
前線司令部には即時に自由に使える空挺旅団が 3 つあります。
空軍の任務:
1. 軍隊と協力して敵の人員と要塞を破壊する。
2. 敵航空機の破壊。
3. 軍用輸送を禁止するため、四平仔、長春、チチハル、ハルビン、吉林、奉天、朝三浦、拉法張、エコーの鉄道ジャンクションとトンネルを破壊する。
4. 太平洋艦隊と協力して：
a) 島々から満州北部までの日本の海上通信を攻撃する。
b) 日本海軍、輸送部隊、上陸軍への攻撃。 c) カムチャッカとサハリンの防衛において地上軍と海軍に支援を提供する。
5. 我が国の軍隊の集中、展開、行動を戦闘機でカバーする。
6. 最高司令部からの特別な指示に基づいて、日本列島への襲撃を実行する。
太平洋艦隊の任務:
1.陸軍部隊と協力して、太平洋の河口から海岸を守ります。トゥメン・ウラからニコラエフスク・ナ・アムーレ、オホーツク海、サハリン、カムチャツカの海岸。
2.日本船舶の侵入からタタール海峡を閉鎖する。
3. 日本海における日本の海上通信に対する潜水艦と航空機による攻撃、および韓国の港と大都市の西海岸の封鎖。
4. カムチャツカ沖および日本列島東海岸における潜水艦の巡航作戦。
5. ポシエト湾とスラビャンスキー湾の地域で第1赤旗軍の左翼を提供する。
西側と東側の戦略的展開の基本を報告し、ご検討をお願いします。
アプリケーション:
西部における 1 および 3 の配備計画、40 世紀の地図上 /dm。グラフィックプランドール。シートでの輸送。
ソ連国防人民委員
ソ連元帥 S. ティモシェンコ
参謀総長
赤軍
K. メレツコフ陸軍大将
レターヘッドの原稿:「ソ連国防人民委員」。執行者: 作戦総局副長官、ヴァシレフスキー少将。脚本。サイン。
TsAMO RF、f. 16、op. 2951、no.239、pp. 197-244。
公開日: http://bdsa.ru/sovnarkom-1940-god/1512-117-103202-18-1940
2. ドイツおよびその同盟国との戦争の際のソ連軍の戦略的展開計画に関する赤軍参謀の考察 [1]
[1941 年 5 月 15 日以降]
私は皆様のご検討のために、ドイツおよびその同盟国との戦争の際のソ連軍の戦略的展開計画について報告します。
I. 赤軍情報総局 [2] によれば、現在ドイツには歩兵約 230 個、戦車 22 個、自動車化 20 個、空軍 8 個師団、騎兵師団 4 個師団が配備されており、合計約 284 個師団が配備されている。
このうち、1941 年 5 月 15 日の時点で、歩兵 86 個、戦車 13 個、自動車化 12 個師団、騎兵 1 個師団、合計 112 個師団がソ連国境に集中していました。
現在の政治状況では、ドイツがソ連を攻撃した場合、最大137の歩兵師団、19の戦車、15の自動車化師団、4の騎兵師団、5の空挺師団が我々に対抗できると想定されている。合計180部門。
残りの104個師団はおそらく国の中央部に予備として置かれることになるだろう - 歩兵師団22個、騎兵師団1個、歩兵師団1個、空挺師団1個の合計25個師団。デンマーク、ベルギー、オランダ、フランス - 40 pd、2 cd、1 td、2 air。 12月部門、合計 45 部門。ユーゴスラビア - 7 歩兵師団、合計 7 師団。ギリシャ - 7 歩兵師団、1 騎兵師団、合計 8 師団。ブルガリア - 3 歩兵師団、合計 3 師団。アフリカ - 歩兵師団 5 個、騎兵師団 1 個、TD 1 個、合計 7 個師団。ノルウェー - 9 歩兵師団、合計 9 師団。合計 93 pd、5 cd、3 td、3 air。 12月部門;合計 104 個師団 [西国境にある国の中心部、ノルウェー、アフリカ、ギリシャ、イタリアに] [3]。
おそらく歩兵76、戦車11、自動車8、騎兵2、空軍5、合計最大100師団からなるドイツ軍主力がデンブリンの南に配備され、コーベル方面に攻撃を行うことになるだろう。 、リウネ、キエフ。
この攻撃には明らかに、東プロイセンからビルナ、リガに至る北部での攻撃と、スヴァウキ、ブレストからヴォルコヴィスク、バラノヴィチに至る短期の集中攻撃が伴うだろう。
南部では、ドイツ軍師団の支援を受けたルーマニア軍の攻撃[ドイツ軍と同時に、ズメリンカ方向に攻撃を開始する]が予想される。川の向こう側からドイツ軍による補助攻撃が行われる可能性も排除されない。リヴィウ方向のサン] a) ズメリンカ方向 - ドイツ師団の支援を受けたルーマニア軍。 b) リヴィウのムンカーチ方向。 c) サノク、リヴィウ。
ドイツの同盟国はソ連に対して戦える可能性がある：フィンランド - 最大 20 歩兵師団、ハンガリー - 15 歩兵師団、ルーマニア - 最大 25 歩兵師団。
ドイツとその同盟国は合計で最大 240 個師団をソ連に対して配備することができます。
ドイツが現在後方を展開し軍隊を動員し続けていることを考慮すると、展開中の我々に警告し[4]、奇襲攻撃を開始する機会がある。
これを防ぐために（そしてドイツ軍を倒すには）、私はいかなる状況においてもドイツ軍司令部に主導権を渡し、敵の展開を先回りして [5] 、ドイツ軍が戦線に入った瞬間に攻撃する必要はないと考える。展開段階にあり、軍部門の前線と相互作用を組織する時間がまだありません。
II.赤軍部隊の行動の最初の戦略目標は、デンブリンの南に展開するドイツ軍の主力部隊を破り、オストロレカ戦線に到達することであった。ナレフ、ロヴィッツ、ウッチ、クロイツブルク、オッペルン、オロモウツ。その後の戦略目標は、カトヴィツェ地域から北または北西方向に攻撃することで、ドイツ戦線の中央軍と北軍の大部隊を破り、旧ポーランドと東プロイセンの領土を占領することである。当面の課題は川の東側でドイツ軍を倒すことだ。ヴィスワ川とクラクフ方向に進み、川に向かいます。 R.ナロー、ヴィスワ島を占領し、カトヴィツェ地域を占領 [6]、その目的は次のとおりです。
a) 南西部戦線の部隊でクラクフとカトヴィツェの方向に主力打撃を与え、ドイツを南部の同盟国から切り離す。
b) ワルシャワグループを釘付けにし、南西部戦線が敵のルブリングループを破るのを支援することを目的として、西部戦線の左翼でシェドルツェ、デンブリン方向に補助攻撃を行う。
c) フィンランド、東プロイセン、ハンガリー、ルーマニアに対して積極的な防衛を実施し、有利な条件でルーマニアを攻撃する準備を整える。
したがって、赤軍はチジョフ、モトヴィスコ戦線から152個師団でドイツ100個師団に対して攻撃作戦を開始する。州境の他のセクションでは積極的な防御が提供されています[7]。
Ⅲ．示された戦略的展開計画に基づいて、ソ連軍の以下のグループ分けが想定されている。
1. 歩兵師団 198 個、歩兵師団 61 個師団、歩兵師団 31 個師団、騎兵師団 13 個師団（RGK の合計 303 個師団と 74 個の砲兵連隊）からなる赤軍の地上部隊は、次のように配置されるべきである。
a) 163 歩兵師団、58 歩兵師団、30 歩兵師団、7 騎兵師団 (合計 258 師団) と 53 RNA 砲兵連隊からなる主力部隊が西部に配置されるべきであり、そのうち北部、北西部、西部および南西部戦線 - 136 歩兵師団、44 TD、23 MD、7 CD (合計 210 師団)、および 53 RGK 砲兵連隊。南西部および西部戦線の背後にある最高司令部の予備軍の一部として - 27 歩兵師団、14 歩兵師団、7 歩兵師団 (合計 48 師団)。
b) 残りの部隊は、35 個歩兵師団、3 個師団、1 個師団、6 個師団 (合計 45 個師団) および 21 個歩兵師団で構成され、ソ連の極東、南部、北部の国境を守るよう割り当てられている。
- 極東および西部軍管区 - 22歩兵師団、3TD、1MD、1CD（合計27師団）および14AP RGK。
- 中央アジア - 2 つの山岳ライフルと 3 つの騎兵。部門（合計 5 部門）;
– トランスコーカシア – ライフル師団 8 個師団、騎兵師団 2 個師団 (合計 10 個師団)、AP RGK 2 個。
- 北コーカサスとクリミアの黒海沿岸の防衛について - 2ページ。
– 白海沿岸 – 第1師団。
部隊の詳細なグループ分けは添付の地図に示されています [8]。
2. 既存の即戦力97 IAP、75 BBP、11 Shap、29 DBP、6 TBP (合計 218 航空連隊) からなる赤軍空軍は、次のように配置されるべきである。
a) 66 IAP、64 BBP、5 Shap、25 DBP、5 TBP、合計 165 航空連隊からなる主力部隊が西側に配備され、そのうち以下のものが含まれる。
- 北部、北西部、西部、南西部戦線の一部として - 63 iap、64 bbp、5 shap、11 dbp、1 tbp - 合計 144 航空連隊。
- 南西部および西部戦線の背後にある最高司令部の予備役の一部として - 14 dbp と 4 mbp、合計 21 航空連隊。
b) IAP 31、BBP 11、シャップ 6、DBP 4、TBP 1 からなる残りの部隊、合計 53 航空連隊は、極東、南部、北部の国境、および太平洋岸の防空地点の防衛に残されるべきである。山。モスクワ、そのうち:
- 極東および西部軍管区 - 14 IAP、9 BBP、5 Shap、4 DBP、1 TBP、合計 33 航空連隊。
– SaVO – 1 IAP と 1 Shap、合計 2 航空連隊。
– ZakVO – 9 IAP、2 歩兵戦闘ユニット、合計 11 航空連隊。
– ArchVO 内 – 1 リスト。航空連隊
モスクワ市の防衛には6つの戦闘航空連隊がいる。
部隊の詳細なグループ分けは添付の地図に示されています [9]。
示されている空軍に加えて、現在、編成段階にあり完全に戦闘準備が整っていない52のIAP、30のBBP、4のシャップ、7のDBP、および22のDISがあり、合計115の航空連隊があり、その完全な即応性は1.1.42 に期待してください。
これらの航空連隊は、準備が整い次第、次のように配備される予定です。
- 41 IAP、30 BBP、4 Shap、5 DVP、14 DIS、合計94の航空連隊を西側に割り当てる。
– 前線には、41 IAP、33 BBP、4 Shap、7 Dis、合計 87 航空連隊が含まれます。
- 最高司令部の予備役の一部 - IAP 4 個、DBP 3 個、合計 7 個の航空連隊。
– 極前線とZakVOに10個の航空連隊を残し、ZakVOに6個の航空連隊を残す。
– モスクワの防衛について – 5 主義です。航空連隊
これらの航空連隊が就役するおおよその日付は、地図上の表に従っています [10]。
IV.西側に配備された前線の構成と任務 (地図 1:1,000,000) [11]:
北部戦線 (LVO) - ライフル師団 15 個、戦車師団 4 個、自動車師団 2 個からなる 3 軍、合計 21 個師団、18 航空連隊、北部海軍で構成され、主な任務はレニングラード、ムルマンスク港の防衛です。 、キーロフ・ゼル。道路を確保し、バルト海海軍と協力してフィンランド湾海域における完全な支配を確保します。同じ目的で、エストニアSSRの北部および北西海岸の防衛をPribOVOから北部戦線に移管することが計画されています。
左側の正面の境界線は、オスタシコフ、オストロフ、ヴォル、ヴィリャンディ、ホールです。マタサル島、エゼル島、ダゴ島のみ。
前線本部 - パルゴロボ。
北西部戦線 (PribOVO) - 17 ライフル師団 [(うち 6 国営)]、4 戦車師団、2 自動車化師団、合計 23 師団と 13 航空連隊からなる 3 つの軍。頑固な防御とヴィルナの指揮により、東プロイセンからの敵の侵入を防ぎました。敵の水陸両用上陸を阻止するために西海岸とエゼル島とダゴ島を防衛する。
左側の前線はポロツク、オシマヤニー、ドルスケニキ、マルゲラボワ、レッツェンです。前線本部 - ポネベジ。
西部戦線 (ZapOVO) - ライフル 31 個、戦車 8 個、自動車化 4 個師団、騎兵 2 個師団、合計 45 個師団と 21 個の航空連隊からなる 4 つの軍。
目的: - ドルスケニキ、オストロレカの前面で頑固な防御を行い、リダとビャウィストク方向をしっかりとカバーする。
- 南西部戦線の軍隊が攻勢に移行すると、前線の左翼がワルシャワ、シドルツェ、ラドムの方向に攻撃し、ワルシャワグループを破り、ワルシャワを占領する[貢献する]。南西部戦線と協力して敵のルブリン・ラドムグループを破り、川に到達する。ヴィスワと機動部隊はラドムを占領する[そしてワルシャワと東プロイセンからのこの作戦を確実にする]。
正面左側の境界線は川です。プリピャチ、ピンスク、ヴロダヴァ、デンブリン、ラドム。
フロント本部 - バラノヴィチ。
南西部戦線 - 8 軍、小銃 74 個、戦車 28 個、自動車師団 15 個、騎兵師団 5 個、合計 122 個師団と 91 個の航空連隊で構成され、当面の任務は次のとおりです。
a) 前線の右翼の軍隊による集中攻撃により、川の東にある主な敵集団を包囲し、破壊する。ルブリン地域のヴィスワ島。
b) 同時に、シェニアワ、プシェムィシル、ルトヴィシュカの正面からの攻撃で、クラクフおよびサンドミエシュ・ケレック方向の敵軍を破り、クラクフ、カトヴィツェ、キェルツェの地域を占領し、この地域からさらに前進することを意図する。北または北西方向で敵前線の北翼の大部隊を破り、旧ポーランドと東プロイセンの領土を占領する。
c) ハンガリーとルーマニアとの国境を堅固に守り、北部を倒すことを当面の目標として、チェルニウツィーとキシナウ地域からルーマニアに対して集中攻撃を開始する準備を整える。ルーマニア軍の翼を広げて川線に到達します。モルドバ、ヤシ [12]。
上記の計画を確実に遂行するには、事前に次の措置を実行する必要があります。これがなければ、空と地上の両方から敵に奇襲攻撃を開始することは不可能です。
1. 予備役訓練を装って秘密裏に軍隊を動員する。
2. 収容所への侵入を装って、西国境近くに兵力を密かに集中させ、まず第一に最高司令部の予備軍をすべて集中させる。
3. 遠隔地区から野戦飛行場に航空を密かに集中させ、航空後方部隊の展開を開始する。
4. 訓練キャンプと兵站演習を装って、後方基地と病院基地を徐々に開発します。
V. 最高司令部の予備軍のグループ化。
最高司令部の予備に5つの軍隊を置き、それらを集中させます。
- ヴャジマ、シチェフカ、エリニャ、ブリャンスク、スクヒニチの地域に、ライフル9個師団、戦車4個師団、自動車化2個師団、合計15個師団からなる2軍。
- ミンスクのノヴォグルドク、ヴィレイカの地域にある、ライフル4個師団、戦車2個師団、自動車化2個師団、合計8個師団からなる1軍。
- シェペトフカ、プロスクロフ、ベルディチェフ、およびシェペトフカ、プロスクロフ、ベルディチェフの地域における6個のライフル師団、4個の戦車および2個の自動車化師団、合計12個師団からなる1つの軍隊。
- ビーラ・ツェールクヴァ、ズヴェニゴロトカ、チェルカッシーの地域に、ライフル8個師団、戦車2個師団、自動車化2個師団、合計12個師団からなる1軍。
VI.集中力と展開力をカバー。
敵による奇襲攻撃から身を守り、軍隊の集中と展開をカバーし、攻撃の準備をするためには、次のことが必要です。
1. 州境の強力な防衛と援護を組織し、このために国境地区のすべての軍隊と西部への展開に割り当てられたほぼすべての航空を活用する。
2. 国の防空のための詳細な計画を策定し、防空システムを完全に準備できるようにする。
私はこれらの問題について命令を出し、州境の防衛と防空に関する計画の策定は41年6月1日までに完全に完了する。
援護部隊の構成と編成は添付の地図に従っています[13]。
同時に、あらゆる可能な方法で要塞地域の建設と軍備を加速し、1942年にハンガリー国境で要塞地域の建設を開始し、また、沿線の要塞地域の建設を継続する必要がある。旧州境の[14]。
VII.海軍の任務は、以前にあなたが承認した私の報告書に従って設定されました。
Ⅷ.軍隊の配備と利用可能な物資による戦闘作戦は、以下によって保証されます。
弾薬の場合 - 小口径の砲弾を3週間分。
中口径 - 1か月間。
重口径 - 1か月間。
ミナミ – 半月。
対空射撃によって -
37 mm – 5日間。
76 mm – 1か月半。
85 mm – 11日間。
航空機弾薬用 -
高性能爆弾 - 1か月間。
装甲貫通 - 10日間。
コンクリート破壊 - 10日間;
断片化 – 1 か月間。
焼夷弾 - 半月の間。
燃料および潤滑油用 -
ガソリン B -78 – 10 日間
B-74 ガソリン – 1 か月間。
ガソリン B-70 – 2.5 か月分。
ガソリン – 1.5か月分。
ディーゼル燃料 - 1か月間。
西部地区向けの燃料備蓄は、（領土内の容量不足のため）かなりの量が内部地区に階層化されています。
IX.聞く：
1. 提示されたソ連軍の戦略的展開計画およびドイツとの戦争の際の計画的軍事作戦計画を承認する。
2. まず第一に、最高司令部のすべての予備軍と航空の秘密動員と秘密集中の一貫した実施を速やかに承認すること。
3. NKPSに対し、1941年の計画に従って、特にリボフ方向の鉄道建設を完全かつ適時に実施することを要求する。
4. 戦車や航空機の材料部品の生産計画、弾薬や燃料の生産・供給計画を厳守することを産業界に義務付ける。
新しい要塞地域の建設に関する提案を承認する[15]。
アプリケーション:
1. 地図上の展開図 1:1000,000 を 1 部作成します。
2. 3 つのマップでのカバーの展開スキーム。
3. 力関係の図 1 部。
4. 西部の空軍基地の 3 つの地図。
[1] この文書は、A.M.ヴァシレフスキーによって黒インクで書かれた、標準的なタイプライターシートに書かれた15ページの原稿です。最初のページは、ソ連国防人民委員の角印が押された用紙に記載されています。付録の地図と図の碑文によれば、日付は 1941 年 5 月 15 日とされています。原稿の本文には、戦略的、統計的、編集的な性質の説明と修正が鉛筆で行われています。 V.ダニロフによれば、彼らは赤軍参謀第一副長であるN.V.ヴァトゥーチン中将によって紹介されたという。別のバージョンによると、本文の修正はG.K.ジューコフの手によって行われたとされています。
[2] 以下、本文に追加した語句を太字で示します。
[3] ここと以下では、後に本文から削除された語句を角括弧内に示します。
[4] 文書内の下線。
[5] 文書内の下線。
[6] 最後の段落と前の段落の最後のフレーズは、N. F. Vatutin によって書かれました。
[7] 最後の 2 つのフレーズは N. F. Vatutin によって書かれました。
[8] 地図は公開されていません。
[9] 地図は公開されていません。
[10] 地図と表は公開されていません。
[11] 地図は公開されていません。
[12] 「同心円」という言葉と段落の最後のフレーズは N. F. Vatutin によって書かれました。
[13] 地図は公開されていません。
[14] 最後の段落は N.F. Vatutin によって書かれました。
[15] このフレーズは N. F. Vatutin によって書かれました。
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3. ZapOVO 軍司令官への指令 No. 503859/ss/ov
[1941 年 5 月 20 日までに]
Sov.秘密
特に重要
実例No.2
マップ 1:1 000000。
地区軍の動員、集中、展開をカバーするために、1941 年 5 月 20 日までに、あなたは個人的に、地区本部の参謀長および作戦部長とともに以下の計画を策定することになります。
a) カンチアミエスティスから湖までの州境を防衛するための詳細な計画。スワイツ（訴訟）。
b) 詳細な防空計画。
I. 防衛任務:
1. 地上および空の敵の地区領域への侵入を阻止する。
2. 州境沿いの要塞の強力な防御は、地区の軍隊の動員、集中、展開をしっかりとカバーします。
3. 防空および航空作戦により、鉄道の正常な運行と軍隊の集中が確保される。
4. あらゆる種類の地区偵察を使用して、敵軍の集中とグループ化の性質をタイムリーに判断します。
5. 積極的な航空行動により制空権を獲得し、鉄道の主要ジャンクション、橋、踏切、部隊集団を強力に攻撃し、敵部隊の集中と展開を混乱させて遅らせます。
6. 敵の空挺攻撃部隊と破壊工作グループが地区の領土に降下し、上陸するのを阻止する。
II.次の基本的な指示に従って、州境の防衛を組織します。
1. 防衛の基礎は、国境沿いに築かれた要塞地域と野戦要塞を、さらなる発展のためにあらゆる力と能力を駆使して粘り強く防衛することであるべきである。ディフェンスにアクティブなアクションの性格を与えます。防御を突破しようとする敵の試みは、軍団と予備軍からの反撃によって直ちに排除されるべきです。
2. 対戦車防御には特に注意してください。敵の大型電動機械化部隊による防衛戦線の突破があった場合、それらとの戦いと突破口の排除は地方司令部の直接命令によって実行されなければならない。その目的のために、反撃部隊の大部分は-戦車砲兵旅団、機械化軍団、航空が大量に使用される。対戦車旅団の任務は、強力な砲撃で準備された戦線で戦車を迎え撃ち、航空と協力して、我が自動車機械化軍団が接近して反撃するまで戦車の前進を遅らせることである。機械化軍団の任務は、対戦車旅団の援護のもとに展開し、強力な側面攻撃と航空による同心円攻撃を行い、敵の機械化部隊に最終的な敗北を与え、突破口を潰すことである。
3. 以下の分野が特に責任があると考えてください。
a) スヴァプキ、リダ。
b) ビャウィストック州スワプキ。
c) マルキニャのオストロレカ前からビャウィストクまで。
d) シドルツェ、ヴォルコヴィスク。
d) ブレスト-リトフスク、バラノヴィチ。
4. 有利な条件の下では、軍および地方のすべての防衛部隊および予備軍は、最高司令部の指示に従って、迅速な攻撃を開始する準備ができていなければならない。
Ⅲ．
右側はバルト海軍管区です。ポネベジでの動員3日目の本部。彼の左翼第11軍はユルブルク戦線の防衛を組織している、と主張する。カンチアミエスティス・シュタルム – カウナス。 PribOVO との国境 – オシュメニー、ドルスケニキ、マルゲラボヴォ、レッツェン、ZapOVO のマルゲラボフを除くすべてのポイント。
左側はキエフ特別軍事管区です。タルノポリ出動3日目の本部。彼の右翼の第5軍は、前線での守備を組織します。湖スビテス、クリスティノポリ、シュタルム、コベル。
KOVOとの国境 - ピンスク、ブロダワ、デンブリン、ZAPOVOのデンブリンを除くすべて。
IV.割り当てられたタスクを実行するには、4 つのカバーエリアを用意します。
エリアは1軍～3軍までをカバー。
化合物:
第3軍総局;
ケースの 4 ページを管理します。
56、27、85、24 分割。
第11機械化軍団の指揮。
29 および 33 戦車師団。
204 自動車部門。
6 対戦車アート。旅団;
グロドノ要塞地域の守備隊。
第11混合航空部門。
境界部分。
第 24 歩兵師団の最初の機動部隊は、動員開始 5 日目までにグロドノ地域に到着する必要があります。
地域の責任者 - 第 3 軍の司令官。嵐のグロドノ。
左側の境界線 - アート。ノヴェニヤ、主張する。ソクルカ、主張する。シチュチン、主張する。フリードリヒスコフ。
任務は、シチューチンが主張するまで、カンチアミエスティス戦線のグロドノ要塞地域と野戦要塞を強力に防御することである。リダ、グロドノ、ビャウィストク方面をカバーします。
エリア第2～第10軍をカバー。
化合物:
10軍の支配。
建物1と5の管理。
8、13、86、2部。
コントロール6kav。ハウジング;
第6騎兵隊と第36騎兵隊。部門;
6つのメカを制御します。ハウジング;
第4および第7戦車師団。
第29自動車化師団。
オソヴェツキーとザンブロヴォの要塞地域の守備隊。
第9混合航空部門。
境界部分。
地域の責任者 - 第10軍の司令官。シュタルム – ビャウィストック。
左側の境界線がクレームです。スヴィスロッホ、スラルス、チレーヴォ、そしてさらに川沿いを合計してみましょう。バグ。
6騎兵ティコシン、ソコリ、メンリャニン地域に軍団を持っています。
この地域の任務は、オソヴィエツキーとザンブロウスキーの要塞地域と国境内の野戦要塞を強力に防御し、ビャウィストク方面、特にヨハニスブルク、オストロレカ、オストロウ・マゾヴィエツキからの方向をカバーすることである。
エリアNo.3 - 第13軍をカバーします。
化合物:
ケースの 2 ページを管理します。
113 ページと 49 ページの分割。
13のメカを制御します。ハウジング;
25 および 31 戦車師団。
第208自動車化師団。
第43混合航空部門。
境界部分。
地区の長は第13軍の司令官であり、ベルスクに到着する前は第2軍団の司令官でした。動員3日目のShtarm 13 - ベルスク。
左側の境界線がクレームです。コッソボ、ハイヌフカ、ドロギチン、グラ・カルワリア。
この地域の任務は、コッシーとソコロフからビエルスクに向かう方向を野戦要塞の防御でしっかりとカバーすることである。
カバーエリアNo.4 - 4軍。
化合物:
第4陸軍総局;
ケースの 28 ページを管理します。
6、42、75、100 分割。
14のメカを制御します。ハウジング;
22 および 30 戦車師団。
205 自動車部門。
ブレスト要塞地域の守備隊。
第10混合航空部門。
境界部分。
第100師団の最初の機動部隊は、遅くとも2月までにチェレムカ地域に到着する必要がある。
総動員数は4日間。
地域の責任者 - 第4軍の司令官。
左側の境界線はとの境界線です。コヴォ。
任務は、ブレストの要塞地域と川の東岸に沿った野戦要塞の強力な防御です。バグ、軍隊の集中と展開をカバーします。
V. 地区司令部は次のことを直ちに自由にできる。
1. 第 17 歩兵師団と第 50 歩兵師団からなる第 21 歩兵軍団。駐屯地地域への動員開始 15 日目までに。ドルスケニキ、ヤシドムリャ、スキデル、デンブロヴォ。
2. 第55、第121、第155歩兵師団からなる第47歩兵軍団は、プルジャニ、ザプルード（地図20万）、カルトゥズベレス、ブルーデンの地域に動員開始15日目までに到着する。
3. 第 44 軍団は、第 108 師団、第 64 師団、第 161 師団、第 37 師団、第 143 師団から構成され、すべて恒久的な配備地点に配置されており、配備計画に従って軍にさらに移管される。
4.対戦車旅団 - 駅のエリアで7番目。ブラソストヴィツァ、グルツク、ジャロフカ。 8番目 - リダエリア。
5. 機械化された建物:
ヴォルコヴィスク地域の27と36の戦車師団と209の自動車師団で構成される17 MK。
20 MK - 26 および 38 の戦車師団と 210 の電動ユニットで構成されます。オシミヤニー地域の師団。
6.オシポヴィチ、プホヴィチ地区の第4空挺軍団。
7. 航空 - 59 および 60 の戦闘機航空部門。第12爆撃師団と第13爆撃師団。
第 3 航空軍団 - 42 および 52 の長距離爆撃機航空師団と 61 の戦闘機師団で構成されています。この軍団は最高司令部からの任務に使用されます。
VI.航空関連のタスク:
1. 確立された基地および飛行場に対する戦闘機による連続攻撃と、空中での戦闘作戦を利用して、敵機を破壊し、戦争の最初の日から制空権を獲得します。
2. 戦闘機は、地区の防空システム全体と緊密に連携して、地区の軍隊の動員と集中、鉄道の通常の運行をしっかりとカバーし、敵の航空機が地区の領土を通過して東へ飛行するのを阻止する。国の内陸部。
3. 地上軍と協力して、前進してくる敵を撃破し、その大規模な電動機械化部隊が地区の防衛戦線を突破するのを阻止します。
4. ケーニヒスベルク、マリエンブルク、アレンシュタイン、トールン、カリシュ、ウッチ、ワルシャワの大きな鉄道橋とジャンクション、および敵の部隊に対する強力かつ組織的な攻撃により、敵軍の集中を混乱させ、遅らせる。
VII.西部特別軍事管区の司令部の命令により:
1. 後列を準備します。
21 sk - 前線にメレク、ロトニツァ、オゼリ、ルンノ。
47 sk - ムラーヴァ、プルジャニ、ドニエプル・バグ運河からゴロデッツまでの正面。
2. ライフル部隊や対戦車旅団と協力して、機械化部隊と航空による反撃に備える。
3. 川の防御深度全体に後衛を偵察し、準備します。ベレジナ含む
強制撤退の場合に備えて、対戦車障壁を全深度まで構築する計画と、橋、鉄道の分岐点、敵が集中する可能性のある地点（軍隊、司令部、病院など）の採掘計画を策定する。
4. 地区内の旧州境にある要塞地域を完全な戦闘準備状態にする計画を策定する。
5. 以下を策定する。 a) 警戒態勢に軍隊を招集し、国境軍に対する支援部隊を割り当てる計画。 b) 最も重要な産業企業、構造物、施設の保護と防衛のための計画。
6. 強制撤退の場合、特別な指示に従って、工場、工場、銀行およびその他の企業、政府機関、倉庫、軍および国有財産、軍人、輸送手段などの避難計画を策定する。 。
7. 防空計画では、西部防空圏における部隊の防空と領土の防空を規定し、特に以下の事項を詳細に策定する。
a) VNOS サービスの組織化と航空飛行場への即時通知 - 主に戦闘機、中隊および戦線 VNOS 拠点からの通知、防空ポイントおよび施設、旅団管区総局および防空ゾーンの通知。
b) 戦闘機の使用と行動、個々の航空部隊ごとに敵航空機を破壊するエリアを確立する。
c) 常設防空拠点及び施設、荷揚げ区域及び兵力集中区域の高射砲及び戦闘機による徹底した防護。
d) 通信と防空システムの制御の問題。
Ⅷ.後ろの説明書。
動員から 15 日目までは、次の支出が許可されます。
a) 地上部隊の場合:
弾薬 - 弾薬3発。
燃料 – 戦闘車両用 – 5回の補充。
– 輸送用 – 8 つのガソリンスタンド。
b) 空軍の場合:
戦闘機 - 15 出撃。
短距離爆撃機 - 10 出撃。
長距離爆撃機 - 7 出撃。
偵察官 - 10回の出撃。
c) すべての援護部隊の場合 - 毎日 15 ダーチャ。
援軍にあらゆる種類の物資を提供し、装備の修理と修復は地区の予備と修理基地を犠牲にして行われます。
病人や負傷者と馬の避難は、主に医療機関の固定ネットワークを使用して、ザポヴォヴォの境界内で実行されるべきです。
IX.一般的な手順
1. 最初の飛行または州境越えは、最高司令部の特別な許可がある場合にのみ許可されます。
2. カバープランは次の文書で構成されている必要があります。
a) 援護部隊の行動計画に関するメモ。連隊および個々の部隊を含む部隊の決定とグループ分けの地図が添付されている。
b) 戦闘要員のリスト。
c) 州境への援護部隊の撤退と集中に関する表。
d) 空軍の使用に関する計画。これには基地と作戦使用の地図が添付されている。
e) 防空拠点とアクティブな防空システムの位置を示す地図を含む防空計画。
f) 計算と地図を含むエンジニアリング計画。
g) 計算と図を含む通信デバイス計画。
h) 地上軍および空軍の後方および物的支援を組織するための計画。地上軍および航空の後方を組織する地図が付録に付けられている。
i) 衛生および獣医の避難計画。
j) 警戒時に援護部隊を上げ、国境部隊に支援部隊を割り当てるための指示。
k) 野戦部隊およびNKVD部隊による保護の対象となる物体および構造物のリスト。
l) 行政文書（指令、命令、指示）。
3. カバープランは、主要軍事評議会のメンバーである参謀総長である私から、次の内容が署名された暗号化された電報を受信したときに発効します。 」
4. 以下の者は、防御および防御計画を作成することが許可されています。
完全に - 軍隊の司令官、軍事評議会のメンバー、地区本部の責任者および地区本部の作戦部門の責任者。
空軍計画について - KOVO空軍司令官。
後部副を組織する計画について。地区の兵站担当参謀長。
軍事通信計画に関しては、地区の軍事通信責任者。
コミュニケーションに関しては - 地区のコミュニケーション責任者。
他の軍部門および軍の責任者は、カバープランを知らせるために、専門分野の個人的な任務を実行することのみが許可されています。
陸軍本部では、陸軍司令官、陸軍軍事評議会のメンバー、陸軍参謀長、陸軍本部作戦部長。
5. カバー計画を 2 部作成し、1 部を参謀長を通じて承認を得るために私に提出し、2 部を地区軍事評議会の印章を押して封をして地区軍司令官の個人金庫に保管してください。スタッフ。
6. 軍が作成し、各カバーエリアごとに地区軍事評議会によって承認されたカバー計画は、地区軍事評議会の印章で封印され、対応するカバーエリアの責任者の個人金庫に保管されるべきである。
7. 軍事編隊用に作成された執行文書は、編隊の陸軍軍事評議会の印章が貼られた袋に入れて保管する必要があります。
8. 隠蔽文書が入ったフォルダーとパッケージは、軍の場合は地区軍事評議会の書面または電信による命令によって、また編隊の場合は陸軍軍事評議会の命令によって開封されます。
9. カバープラン上のすべての文書は、それを作成する権限を与えられた指揮官によって手書きまたは個人的に入力されます。
付録 – 地図上の ZAPOVO 軍の表紙の図 1: 1 部に 1,000,000 人 (例 No. 1 のみ)。
本物のサイン入り:
ソ連国防人民委員
ソ連元帥 S. ティモシェンコ
宇宙船参謀長
G.ジューコフ陸軍大将
レターヘッドの原稿:「ソ連国防人民委員」。注記があります。「2 部で実行されました。 No.1 - 受取人宛、No. 2 - 運用管理者宛。執行者：ヴァシレフスキー少将。」コピーは副官によって認証されます。宇宙船参謀本部の責任者、ヴァシレフスキー少将。
TsAMO RF、f. 16、op. 2951、no.237、pp. 65-87。
公開日: http://bdsa.ru/sovnarkom-1941-god/1895-481-503859-20-1941
4. PribOVO 軍司令官への指令 No. 503920/ss/ov
[1941 年 5 月 30 日までに]
Sov.秘密
特に重要
実例No.2
マップ 1:1000000。
PribOVO 部隊の動員、集中、展開をカバーするために、1941 年 5 月 30 日までに、あなたは地方本部の参謀長および作戦部長と個人的に次の事項を策定します。
a) パランガから領有権主張までのリトアニア・ソビエト社会主義共和国の州境を防衛するための詳細な計画。カプチアミエスティス、マツァル湾以南のバルト海沿岸とダゴ島、エゼル島の対水陸両用防衛計画。
b) 詳細な防空計画。
I. 防衛任務:
1. 地上および空の敵の地区領域への侵入を阻止する。
2. 州境沿いの要塞を頑固に守り、地方軍の動員、集中、展開をしっかりとカバーする。
3. 敵の水陸両用上陸を阻止するため、レッドバナー・バルト艦隊と協力して海岸とエゼル島、ダゴ島を防衛する。
4. 鉄道の中断のない運行と地方部隊の集中を確保するための防空および航空作戦。
5. あらゆる種類の地区偵察を利用して、敵軍の集中とグループ化の性質を適時に判断する。
6. 積極的な航空作戦を通じて制空権を獲得し、鉄道の主要分岐点、橋、路線および部隊集団に対する強力な攻撃を行い、敵軍の集中と展開を妨害し遅らせる。
7. 敵の空挺攻撃部隊と破壊活動グループが地区の領土に降下および着陸するのを阻止する。
8. 動員初日から、ナルヴァ湾からマツァル湾、ヴォルムシ島に至るエストニア沿岸の防衛はレニングラード軍管区の指揮に移管される。同時に、第65ライフル軍団と第16および11ライフル師団および第4航空師団をLVO部隊に移管する。
この防衛部門の援護計画の策定は、LVO 司令部に委ねられています。
II.次の基本的な指示に従って、州境の防衛を組織します。
1. 防衛の基礎は、国境沿いに構築された要塞地域と野戦要塞を、さらなる発展のためにあらゆる力と能力を駆使して粘り強く防衛することであるべきである。
ディフェンスに積極的なアクションを与えます。防御を突破しようとする敵の試みは、軍団と予備軍からの反撃によって直ちに排除されるべきです。
2. 対戦車防御には特に注意してください。敵の大型電動機械化ユニットによる防衛戦線の突破の場合、それらとの戦闘と突破の排除は管区司令部の直接の命令によって実行されるものとする。 -戦車砲兵旅団、機械化軍団、航空。対戦車旅団の任務は、準備された前線で強力な砲撃で敵戦車を迎え撃つこと、そして航空機械化部隊が接近して反撃するまで航空と協力して戦車を保持することです。機械化軍団の任務は、対戦車旅団の援護の下に展開し、強力な側面攻撃と同心円攻撃を行い、航空部隊と協力して敵の機械化部隊に最終的な敗北を与え、突破口を潰すことである。
3. 以下の分野が特に責任があると考えてください。
a) メーメル、テルシナイ。
b) ティルシット、シャウレイ。
c) グンビネン、カウナス。
d) スヴァウキ、オリタ。
4. 有利な条件の下では、軍および地方のすべての防衛部隊および予備軍は、最高司令部の指示に従って、迅速な攻撃を開始する準備ができていなければならない。
Ⅲ．
右側にはレニングラード防衛が主任務のレニングラード軍管区がある。第65ライフル軍団はその構成に移され、ナルヴァ湾からマツァル湾までの防衛を組織する。トゥーリにある軍団本部。
LVOとの国境 - 訴訟。オスタシコフ、主張する。アイランド、ヴォル、主張。ヴィリャンディ島、エゼル島、ダゴ島（含む）。
左側は西部特別軍事管区です。動員3日目の本部 - バラノヴィチ。彼の右翼の第3軍はカプチャミエスティス、シチュチン戦線の守備を組織する。シュタルム - グロドノ。
ZapOVOとの国境 – 主張。ポロツク、訴訟。アシュミャニー、訴訟。ドルスケニキ、マルグラボヴォは主張する。レツェン。
IV.割り当てられたタスクを実行するには、3 つのカバーエリアを用意します。
カバーエリアは第1軍から第27軍まで。
化合物:
第27軍総局。
第67歩兵師団;
第189歩兵師団;
3部ライフル旅団。
海岸とエゼル島とダゴ島の沿岸防衛。
境界部分。
地区長は第27軍の司令官である。シュタルム – リガ。
左側に国境がある – マゼイクライ、主張。パランガ。
タスク:
a) パランガの主張であるマツァル湾からの海岸の防衛。そしてエゼル島とダゴ島は、海岸や島々への敵の水陸両用上陸を阻止するためのものである。エゼル島では、タガラート湾の防衛に特に注意してください。
b) エゼル島とダゴ島の沿岸防衛は、赤旗バルト海艦隊、航空、ヴィンダヴァ海岸とハンコ半島の沿岸防衛と協力して、敵艦隊がイルベント川を通ってリガ湾に入るのを阻止する。ソスラ海峡とスール・ヴェイン海峡とフィンランド湾へのアクセス。
c) リエパーヤの基地の防衛。
d) エゼル島とダゴ島の防衛駐屯地に人員援助を提供する準備を整える。
第 2 軍から第 8 軍までのエリアをカバーします。以下で構成されます。
第8軍の統制。 10号棟、11号棟の管理。 10,125、48、90 分割。第12機械化軍団の総局。 23 および 28 戦車師団。第9対戦車旅団。テルスホイとシャウレイの要塞地域の守備隊。第7混合航空部門。境界部分。
第12機械化軍団と第9対戦車旅団をウルグヴェクティス、アンドゥビナイ、ケルミ地域に配置する。
地区長は第8軍司令官である。シュタルム – シャウレイ。
左側の国境はダウガフピルス、訴訟です。パネベジース氏は主張する。セレジュス、ジュルバルカルス（ユルブルク）、インスターブルク。
任務は、州境に沿った野戦要塞の防御と、テルシャイとシャウレイに建設中の要塞地域で、メーメルからテルギナイのクレティンガ、そしてティルシットからシャウレイのタウラージュまでの方向をしっかりとカバーすることである。
エリアNo.3 – 第11軍をカバーします。
化合物:
第11軍総局。 16、21、24号館のオフィス。 5、33、189、128、23、126、179、184分割。コントロール3メカ。ハウジング; 2、5 戦車師団、84 機械化師団、10 対戦車砲。旅団; 110、429はRGKを実行しました。コブノとアリツキーの要塞地域の守備隊。第8混合航空部門。境界部分。
最初のモブ。部門の126ページの列車は駅のエリアに送られる必要があります。カズル・ルダは遅くとも3日以内に、第23師団は遅くとも4日以内にカウナス地域に動員される。
3メカ。カズル・ルダ、プリエナイ、カウナス地域に建物を構えています。
第179歩兵師団と第184歩兵師団からなる第24歩兵軍団は、ヴィリニュスとオラニ地域に駐留する。
地区長は第11軍司令官である。シュタルム – カウナス。
任務は、前線の野戦要塞、コブノとアリトの要塞エリアを守ることです。ユルブルグ（ジュルバルカス）、主張する。カプチアミエスティスはカウナスとアリトの方向をしっかりとカバーします。
V. 地区司令部は、直ちに以下のことを自由に行うことができます。
第24軍団は第180師団、第182師団と展開地点の第181師団で構成され、展開計画に応じてさらなる移動が行われる。
ダウガフピルス地区の第6および第57混合航空師団と第5空挺軍団。
VI.航空業務
1) 確立された基地および飛行場に対する戦闘機による連続攻撃、および空中での戦闘作戦により、敵機を破壊し、戦争の最初の日から制空権を獲得する。
2) 戦闘機は、地区の防空システム全体と緊密に連携して、地区の軍隊の動員と集中、鉄道の通常の運行をしっかりとカバーし、敵の航空機が地区の領土を通過して東へ飛行するのを阻止する。国の内陸部。
3) 地上軍と協力して、前進してくる敵を撃破し、その大規模な電動機械化部隊が地区の防衛戦線を突破するのを阻止します。
4) 海軍航空と赤旗バルト艦隊と協力して、バルト海の敵海軍と輸送船を破壊し、ダゴ島とエゼル島および地区境界内の海岸への敵の水陸両用上陸を阻止する。
5) ケーニヒスベルク、マリエンブルク、マリエンヴェルダー、ドイチュ・ピラウ、アレンシュタイン、インスターブルクの鉄道接続点および川にかかる鉄道橋への攻撃。ダンツィヒ、ブィドゴシュチュ地区のヴィスワ戦線、および部隊群に沿った攻撃により、敵軍の集中を複雑にし、遅らせた。
6) メーメルの港を破壊する。
VII.バルト海特別軍事管区の指揮命令により:
1. 後列を準備します。
a) 前線 - ダルベノム、クルナイ、リタヴァス、シロム、ウリナス、スカウドヴァイン、ラシエンタイ、セルジュス、カズル＝ルダ、ピルブシカイ、マリアンポール、シミナス、ドゥシスが主張する。ドルスケニキ。
b) r.バルタ、カルヴァリヤ、テルシナイ、ルスケ、ドゥビッサ、さらに川の東岸に沿って進みます。ネーマン。
2. 予備ライフル部隊および対戦車旅団と協力して、機械化軍団および航空による反撃に備える。
3. PribOVO 内のラトビア、リトアニア、ポーランドとの旧国境と川に沿った遮断線までの全深度まで後方戦線を偵察し、輪郭を描く。西ドヴィナ。
4. 1941 年 5 月 30 日までに、ザポヴォ軍管区からセベジ要塞地域を受け入れ、完全な戦闘準備を整える計画を策定する。
5. 強制撤退の場合には、対戦車障壁を全深度まで構築する計画と、採掘橋、鉄道分岐点、および敵が集中する可能性のある地点（軍隊、司令部、病院など）の計画を策定する。
6. 防空計画においては、北西防空圏における部隊の防空と領土の防空を規定する。特に詳細に検討します。
a) VNOS サービスの組織 - 航空飛行場、主に戦闘機について、会社と航空会社の VNOS ポストの両方から即時に通知します。防空ポイントと防空施設、旅団地区総局および防空ゾーンの通知。
b) 戦闘機の使用と行動、個々の航空部隊ごとに敵航空機を破壊するためのエリアを設定する。
c) 高射砲および戦闘機の常設防空ポイントおよび施設、荷降ろしエリアおよび兵力集中エリアでカバーする。
d) 通信と防空システムの制御の問題。
7. 開発:
a) 警戒態勢で軍隊を招集し、国境軍の支援部隊を割り当てる。
b) 最も重要な産業企業、構造物、施設の保護と防衛のための計画。
8. 強制撤退の場合、特別な指示に従って、工場、工場、銀行およびその他の経済企業、政府機関、軍および国有財産の倉庫、軍関係者、輸送手段などの避難計画を策定する。 。
Ⅷ.後ろの説明書。
動員から 15 日目までは、次の支出が許可されます。
a) 地上部隊用 - 弾薬 3 発、戦闘車両用燃料 - 5 回補充、輸送用 - 8 回補充。
b) 空軍の場合: 戦闘機 - 15 出撃。 [彼ら]の近くで[オペレーター]を砲撃 – 10回出撃。長距離爆撃機 [オペレーター] – 7 回出撃。偵察官 - 10回の出撃。
c) すべての援護部隊の場合 - 毎日 15 ダーチャ。
援軍にあらゆる種類の物資を提供し、装備の修理と修復は地区の予備と修理基地を犠牲にして行われます。
病人や負傷者および馬の避難は、主に医療機関の固定ネットワークを使用して、PribOVO 内で実行される必要があります。
IX.一般的な手順。
1. 最初の飛行または州境越えは、最高司令部の特別な許可がある場合にのみ許可されます。
2. カバープランは次の文書で構成されている必要があります。
a) 部隊の行動計画に関するメモ。これには、連隊および個々の部隊を含む部隊の決定およびグループ分けの地図が添付されている。
b) 戦闘要員のリスト。
c) 州境への援護部隊の撤退と集中に関する表。
d) 空軍の使用計画と、それに添付された基地および作戦上の使用の地図。
e) 防空拠点とアクティブな防空システムの位置を示す地図を含む防空計画。
f) 計算と地図を含むエンジニアリング計画。
g) 計算と図を含む通信デバイス計画。
h) 地上軍および空軍の後方および物的支援を組織するための計画。地上軍および航空の後方を組織する地図が付録に付けられている。
i) 衛生および獣医の避難計画。
j) 部隊を警戒態勢に上げ、国境部隊に支援部隊を割り当てるための指示。
k) 野戦部隊およびNKVD部隊による保護の対象となる物体および構造物のリスト。
l) 行政文書（指示、命令、命令）。
3. カバー計画は、主要軍事評議会のメンバーであり、[赤] 軍の参謀長である私が署名した次の内容の暗号化された電報を受信したときに発効します。 1941年の表紙計画の。」
4. 以下の者は、防御および防御計画を作成することが許可されています。
地区本部において：全軍司令官、軍事評議会議員、地区本部本部長、地区本部作戦部長。
空軍計画に関して - PribOVO空軍司令官。
後部副を組織する計画について。地区の兵站担当参謀長。
軍事通信計画に関しては、地区の軍事通信責任者。
コミュニケーションに関しては、地区のコミュニケーション責任者。
他の軍部門および軍の責任者は、カバープランを通知することなく、専門分野の個人的な任務を実行することのみが許可されています。
陸軍本部では、陸軍司令官、陸軍軍事評議会のメンバー、陸軍参謀長、陸軍本部作戦部長。
5. カバー計画を 2 部作成し、1 部を参謀長を通じて承認を得るために私に提出し、2 部を地区軍事評議会の印章を押して封をして地区軍司令官の個人金庫に保管してください。スタッフ。
6. 軍が作成し、各カバーエリアごとに地区軍事評議会によって承認されたカバー計画は、地区軍事評議会の印章で封印され、対応するカバーエリアの責任者の個人金庫に保管されるべきである。
7. 軍事編隊のために作成された行政文書は、編隊の移動計画とともに陸軍軍事評議会の印章が押されたパッケージに保管されるべきである。
8. 隠蔽文書が含まれるフォルダーとパッケージは書面で開かれます (さらに判読不能になります)。
9. カバープラン上のすべての文書は、それを作成する権限を与えられた指揮官によって手書きまたは個人的に入力されます。
付録 – 地図上の PribOVO 部隊の表紙を 1:1000,000 で示した図 (コピー No. 1 のみ)。
ソ連国防人民委員
ソビエト連邦元帥 (S. ティモシェンコ)
宇宙船参謀長
陸軍大将 (G. ジューコフ)
レターヘッドの原稿:「ソ連国防人民委員」。そこには次のようなメモがある。「コピーNo.1はヴァシレフスキー少将によって書かれ、受取人に渡された。コピー No. 2 は、PribOVO 本部の作戦部門の責任者、トルヒン少将によって作戦部門のファイル用にコピーされました。」コピーは副官によって認証されます。宇宙船参謀本部の責任者、ヴァシレフスキー少将。
TsAMO RF、f.16、op. 2951、d.237、33-47ページ。
公開日: http://bdsa.ru/sovnarkom-1941-god/1921-507-503920-30-1941
5. KOVO 軍司令官への指令 No. 503862/ss/ov
[1941 年 5 月 20 日までに]
極秘
特に重要
実例No.2
マップ 1:1000000。
1941 年 5 月 25 日までに地区軍の動員、集中、展開をカバーするために、あなたは個人的に、地区本部の参謀長および作戦部長とともに以下の計画を策定することになります。
1. 湖から州境を守るための詳細な計画。スヴィチャズスコエからリプカナへ。
2. 詳細な防空計画。
I. 防衛任務:
1. 地上および空の敵の地区領域への侵入を阻止する。
2. 州境沿いの要塞の強力な防御は、地区の軍隊の動員、集中、展開をしっかりとカバーします。
3. 防空および航空作戦により、鉄道の正常な運行と地区の軍隊の集中が確保される。
4. あらゆる種類の偵察を使用して、敵軍の集中とグループ化の性質をタイムリーに判断します。
5. 積極的な航空作戦により制空権を獲得し、鉄道の主要ジャンクション、橋、部隊集団を強力に攻撃し、敵部隊の集中と展開を混乱させて遅らせます。
6. 敵の空挺攻撃部隊と妨害工作グループが地区の領土に投下され、上陸するのを阻止する。
II.次の基本的な指示に従って、州境の防衛を組織します。
1. 防衛の基礎は、国境沿いに建設された要塞地域と野戦要塞の継続的防衛であり、そのさらなる包括的発展のためにあらゆる力と能力を活用すべきである。ディフェンスにアクティブなアクションの性格を与えます。私たちの防御を突破しようとする敵の試みは、軍団と陸軍予備役からの反撃によって直ちに排除されるべきです。
2. 対戦車防御には特に注意してください。敵の大規模な電動機械化部隊による防衛戦線の突破の場合、それらとの戦いと突破口の排除は地区司令部の直接命令によって実行されなければならず、そのために機械化軍団を大量に投入する必要がある。対戦車砲旅団と航空。対戦車砲旅団の任務は、準備された前線で強力な砲撃で敵戦車に対抗し、航空と協力して、我が機械化軍団が接近して反撃するまで前進を遅らせることである。機械化軍団の任務は、対戦車砲旅団の援護の下に展開し、強力な側面攻撃と同心円攻撃、航空と連携して、敵の機械化部隊に最終的な敗北を与え、突破口を排除することです。
3. 以下の分野が特に責任があると考えてください。
a) ホルム、コーベル、リブネ。
b) クリスティノーポリのグルベショフ前線からタルノポリのブロディまで。
c) リヴィウ、トマシュフ。
3）ヤロスラフ、リヴィウ。
e) リスコのプシェミシル前線からドロホビッチのサンビールまで。
食べること。ウジョク、サンビル。
g) ムカチェヴォ、ストリイ。
e) ケレシュメセ、スタニスラフ。
i) ドロホイのラダウティ前からコロミアのチェルニウツィーまで。
j) ダラバニ、カメネツ・ポドリスク。
4. 有利な条件の下では、軍および地方のすべての防衛部隊および予備軍は、最高司令部の指示に従って、敵集団を打ち破り、敵対勢力を領土に移し、有利な位置を占領するために迅速な攻撃を開始する準備ができていなければならない。
Ⅲ．
右側は西部特別軍管区です。バラノヴィチ動員3日目の本部。彼の左翼の第4軍はドロギチン戦線の守備を組織している、と主張する。湖スヴィチャズスコエ。コブリン軍本部。 ZapOVO - r との境界線。プリピャチ、ピンスク、ヴロダヴァ、デンブリン、ラドム。 ZAPOVO のすべてのアイテムが含まれます。
左側はオデッサ軍管区です。ティラスポリ出動3日目の本部。彼の右翼第35軍団がコルジェツィ戦線を守っていると主張する。レオウォ。
OdVO-Khudaki、Uman、Vapnyarkaとの国境を主張。ジュリン、カルスは主張する。コルジェウツィ、パシュカニ。
IV.動員と集中の初期段階で防御を組織するには、KOVO の国境地帯全体を 4 つのカバーエリアに分割する必要があります。
1. エリア No. 1 をカバーします。カバーエリアの責任者は第5軍の司令官です。
部隊構成：第5軍、第15軍団（第45、第62歩兵）の指揮。 27ページの建物（87、124、135SD）。 22 機械化軍団 (19、41 td、215 md)。コーベル、ウラジーミル・ヴォリンスキーおよびストルミロフスキー要塞地域北部の守備隊、戦闘機39個、混成14個、爆撃機62個の航空師団。 NKVDの国境部隊。
任務は前線で州境を守ることだ。ヴロダワ、ウストミルグ、クリスティノポリ、敵の領土への侵入を阻止します。
RP本部 - コベル第5軍の本部。
左側の国境はクレメネツ、ホロエフ、クリスチノポリ、ラカインです。 RP No.1を含むすべてのポイント。
2. エリア No. 2 をカバーします。カバーエリアの責任者は第6軍の司令官です。
部隊構成：第6陸軍総局、第6軍団（第41、第97、第159歩兵師団）。 4ファー。船体 (8.32 td、81 md); 3 キャビティ分割;ラヴァ・ルースキーとストルミロフスキー要塞地域の西部の守備隊。第15および第16混合航空部門。 NKVDの国境部隊。
任務は、クリスチノポリ、マフノフ、センヤヴァ、ラディムノの前面で州境を守り、敵が我が国の領土に侵入するのを防ぐことです。
RP本部 - 第6軍リヴィウの本部。
左側の国境はタルノポリ、ボブルカ、ゴルドク、ラディムノ、ジェシェフです。 RP No.2のすべてのポイントを含みます。
3. エリア No. 3 をカバーします。カバーエリアの責任者は第26軍の司令官です。
部隊構成：第26軍の指揮。 8 ページの建物 (72、99、173 SD)。第8機械化軍団（12、34td、7md）。プシェミシル要塞地域の守備隊。戦闘機63機、46cm航空師団。 NKVDの国境部隊。
任務は前線で州境を守ることだ。ラディモ、プシェミスル、訴訟。ルトヴィスカ、敵の領土への侵入を阻止します。
RP 本部 - 第 26 軍サンビルの本部。
左側の国境はトレンボヴリャ、ストルイ、ドロホビッチ、サンクトペテルブルクです。サンビール、ルトヴィスカ。アートを除くすべてのポイント。 RP3号専用サンビル。
4. エリア No. 4 をカバーします。カバーエリアの責任者は第12軍の司令官です。
部隊構成：第12軍の指揮。 13ページの建物（192、44）。第17軍団（GDS 58、60、96、SD 164）。第16機械化軍団（15、32TD、240MD）。カメネツ・ポドリスク要塞地域の守備隊。戦闘航空部門44、46。 NKVDの国境部隊。
任務は、ルトヴィスカ、ウジョク、ヴォロフタ、ヴォルチネツ、リプカニの前面で州境を守り、敵の領土への侵入を防ぐことだ。
RP本部 - 第12軍スタニスラフの本部。
左側の境界線はOdOVOとの境界線です。
V. 動員の最初の日から地区司令部の直接の裁量により、次のことを行う。
a) 9ファー。軍団（20、35 TD、131 MD）、ロジツェ、トルチン、ルツク、キヴェルツィの地域の第5対戦車砲兵旅団。
b) リウネ、ヴァルコヴィチ、ズドルブノヴォの地域の第19機械化軍団（40、43 td、213 md）。
c) 第 15 機械化軍団 (10、TD 37、MD 212)、ブロディ、ゾロチェフ地区の対戦車砲兵旅団 1 個。
d) ヴォロチスク、プロスクロフ、スタロコンスタンチノフ地域の第24機械軍団（45、49 td、215 md）。
e) 36 戦闘機、18、18、19 爆撃機航空部門。
さらに、第2、第47、第49、第68、第75、第76、第77混成航空師団と第23爆撃機航空師団は、動員の最初の3日間は管区司令部の任務に就く予定である。
さらに、動員期間の 4 ～ 15 日間は、次のことに集中してください。
コベル、ソクル、トロヤノフカ地域の第31軍団（193、195、200歩兵師団）。
ドゥブノ、チェルボノアルメイスク、クレメネツ地域の第36軍団（第140、146、228歩兵師団）。
5キロ。本体（14、32cd）。第37軍団（第80、139、141歩兵師団）および第2対戦車砲兵旅団がリヴィウ地方へ。
第7軍団（第147、第196、第206歩兵師団 - 鉄道で到着予定）と第4対戦車砲兵旅団がドロジェフのコマールノ地区に到着すると主張した。ストルイ、ニコラエフ。
第55軍団（130、169、189）と第3対戦車砲旅団がネバダ州バリンのヤルモリツィ地域へ。ウシツァ。
KOVO コマンド予約のタスク:
1. 対戦車エリアと後方防御線を準備します。
a) 31 sk – ネバダ州正面。ヴィジヴァ、トゥリスク、トゥリチェフ。 \236\
6) 36 スクオンザリバー。フロントのストホド ルーツク、スタニスラフチク、トポロフ。
c) 前線の37 sk カメンカ、マゲルブ、ヤヴォロフ。
d) サンクトペテルブルク、モシシュカ正面の 7 スク。サンビル、トゥルカ、川沿い。特定の方向をカバーするために、トゥルカ、ボレホフの前面を試してください。
e) 川沿いに55スク。前線のドニエストル、ジヴァネツ、カリウス。
2. 準備された防衛線と対戦車エリアで敵の大規模な相互接続が突破された場合、敵のさらなる前進を遅らせ、組織を混乱させ、航空と連携した機械化軍団の集中攻撃で敵を破り、殲滅する。画期的な出来事。
3. 有利な条件の下では、最高司令部の指示に従って、敵グループを打ち破り、敵対勢力をその領土に移し、有利な位置を占領するために迅速な攻撃を開始する準備を整えてください。
VI.地区航空の任務
1. 確立された基地および飛行場に対する戦闘機による連続攻撃、および空中での作戦により、敵航空機を破壊し、戦争の最初の日から制空権を獲得します。
2. 戦闘機は、地区の防空システム全体と緊密に連携して、地区の軍隊の動員と集中、鉄道の通常の運行をしっかりとカバーし、敵の航空機が地区の領土を通過して東へ飛行するのを阻止する。国の内陸部。
3. 地上軍と協力して、前進する敵を破壊し、大規模な機械化部隊の突破を阻止します。
4. 鉄道橋、カトヴィツェ、キェルツェ、チェンストホヴァ、クラクフの交差点、および敵グループに対する行動を破壊することにより、軍隊の集中と展開を混乱させ、遅らせる。
5. 最高司令部航空隊は KOVO の領土に拠点を置き、以下から構成されることを考慮する。
第 1 航空軍団 (40、51 dbad、および 56 オーバー DD)。
第2航空軍団（35、47 dbad、DD以上67）。
航空最高司令部の任務は次のとおりです。
a) 鉄の破壊。ドール。ハブはブレスラウ、クライツブルク、オッペルン。
b) 主要な軍産施設に対する組織的な襲撃。
VII.地区司令部の命令により：
1. 偵察を行い、川までの防御深度全体に対して後方防御線を準備します。ドニエプル川を含む。
コロステンスキー、ノヴゴロド＝ヴォリンスキー、レティチェフスキー、キエフの要塞地域、およびすべての要塞地域を戦闘準備状態にし、1939年に建設する計画を策定する。
強制撤退の場合に備えて、対戦車障壁を全深度まで構築する計画と採掘橋の計画を策定してください。ドール。集中している可能性のある敵のノードとポイント (軍隊、本部、病院など)。
2. 地区防空計画を策定する際には、軍隊の防空とキエフ防空圏の領土の防空を規定する。特に詳細に取り組みます。
a) VNOS サービスの組織と、中隊と大隊および戦線 VNOS 拠点、航空飛行場、特に戦闘機飛行場、防空地点と施設、旅団管区総局および防空地帯の両方からの即時通知。
b) 戦闘機の使用と行動、個々の航空部隊ごとに敵航空機を破壊するためのエリアを設定する。
c) 地上防空および航空手段による常設防空ポイントおよび施設、荷揚げエリアおよび集中エリアの徹底的なカバー。
d) 通信と防空システムの制御の問題。
3. 開発:
a) 警戒態勢にある部隊を招集し、国境部隊に支援部隊を割り当てる計画。
b) 最も重要な産業企業、構造物、施設の保護と防衛のための計画。
4. 強制撤退の場合、特別な指示に従って、工場、工場、銀行およびその他の企業、政府機関、倉庫、軍および国有財産、軍人、輸送手段およびその他の避難計画を作成する。もの。
Ⅷ.後ろの説明書。
動員から 15 日目までは、次の支出が許可されます。
a) 地上部隊の場合 - 弾薬 3 発。燃料 - 戦闘車両用の給油所 5 か所、輸送車両用の給油所 8 か所。
b) 空軍の場合: 戦闘機 - 15 出撃。短距離爆撃機 10 回出撃。長距離爆撃機 - 7 出撃。偵察ミッション 10 ミッション。
c) すべての援護部隊の場合 - 毎日 15 の食料供給ダーチャ。
軍隊にあらゆる種類の物資を提供し、装備の修理と修復は、地区の予備と修理基地を犠牲にして行われます。
病人や負傷者、馬の避難は、主に医療機関の固定ネットワークを利用してKOVO内で実施されるべきである。
IX.一般的な手順
1. カバープランは、主要軍事評議会のメンバーであり赤軍参謀総長である私から、次の内容が署名された暗号化された電報を受信したときに発効します。 1941年の表紙計画。」
2. 私たちの部隊による最初の飛行と州境越えは、最高司令部の許可がある場合にのみ実行できます。
3. カバープランは次の文書で構成されている必要があります。
a) 援護中の部隊の行動計画に関するメモ。連隊および個々の部隊を含む部隊の決定とグループ分けの地図が添付されている。
b) 戦闘要員のリスト。
c) 州境へのカバーユニットの出口と集中の表。
d) 空軍の使用計画を、基地と作戦使用の地図を添付して作成する。
e) 防空拠点とアクティブな防空システムの位置を示す地図を含む防空計画。
f) 計算と地図を含むエンジニアリングサポート計画。
g) 計算と図を含む通信装置計画。
h) 地上軍および空軍の後方および物的支援を組織するための計画。地上軍および航空の後方組織の地図が添付されている。
i) 衛生および獣医の避難計画。
j) 警戒時に援護部隊を上げ、国境部隊に支援部隊を展開するための指示。
k) 野戦部隊およびNKVD部隊による保護の対象となる物体および構造物のリスト。
l) 行政文書（指示、命令、命令）。
4. 計画を 2 部作成します。 1 部は赤軍参謀長を通じて承認を得るために私に提出され、2 部は地区のシールが貼られたフォルダーに入れて地区参謀長の個人金庫に保管する必要があります。軍事評議会。
カバーエリア計画は 2 部作成して保管する必要があります。1 部目はカバーエリアの職員長の金庫に、2 部目は地区のシールが貼られたフォルダに入れて地区職員長の金庫に保管してください。軍事評議会。
編隊の幹部文書は、編隊の移動計画とともに、陸軍軍事評議会の印が押されたパッケージに入れて保管する必要があります。
軍隊内のフォルダーと編隊内の荷物は、それぞれ地区の軍事評議会と軍隊の書面または電信の命令によって開封されます。
計画文書は、計画を作成する権限を与えられた指揮官によって個人的に手書きまたはタイプ入力されます。
5. 以下の者が計画を作成することができます。
a) 地区本部の場合:
正式に - 軍隊の司令官、軍事評議会のメンバー、参謀長およびKOVO本部の作戦部門の責任者。
空軍行動計画の策定に関しては、空軍KOVO司令官。
軍事通信計画に関しては、KOVO本部の軍事通信部門の責任者。
副官の後方、衛生的、獣医の避難を組織する計画の観点から。 KOVO後部参謀長。
コミュニケーション計画については、地区コミュニケーションチーフが担当します。
他の軍部門および軍務の長に、その専門分野における個人的な任務を与えるが、カバープランは伝えない。
b) 陸軍司令部:
司令官、軍事評議会のメンバー、陸軍本部の参謀長および作戦部長。
アプリケーション:
1. KOVO と ODVO を地図上で 1:1,000,000 でカバーするスキーム – 1.
2. 地図上の KOVO および ODVO 空軍基地の配置図 1:1,000,000 – 1.
ソ連国防人民委員
ソ連元帥 S. ティモシェンコ
宇宙船参謀長
ジューコフ陸軍大将
レターヘッドの原稿:「ソ連国防人民委員」。注記があります。「2 部で実行されました。 1 番 – KOVO 軍司令官によるもの、2 番 – 参謀本部作戦総局の目的に対するもの。 eamによって実行されます。始まりオペラ。元。アニソフ少将。」コピーは副官によって認証されます。 1941 年 5 月 7 日にアニソフ少将によって宇宙船参謀部の部長に任命されました。
TsAMO RF、f. 16、op. 2951、no.259、pp. 1-17.
公開日: http://bdsa.ru/sovnarkom-1941-god/1896-482-503862-20-1941
6. 第3軍司令官に対するZapOVO軍事評議会の指令 No. 002140/ss/ov
1941 年 5 月 14 日
極秘
特に重要
元。 No.2
1. ソ連国防人民委員会第 503859/SS/OV の指令と、実施された部隊の再配置に基づいて、1941 年 5 月 20 日までに、その地域の州境をカバーするための新しい計画を策定する。湖。カビシキ、カディシュ、クラスネ、アウグストフ、ライゴロド、グレイエヴォ、訴訟。シチュチン。
指定された計画には「州境カバーエリア No.1」という名前が付けられます。私はあなたをカバーエリアの部隊の指揮官に任命します。
シュタルム - グロドノ。
2. 州境守備エリア No.1 の軍隊には以下が含まれる：
a) 第 3 軍総局。
b) 船体部品を備えた制御 4 スク。
c) 56、27、85、24 ライフル師団。
d) 船体ユニットによる第 11 機械化軍団の制御。
e) 29 および 33 戦車師団。
f) 204 自動車部門。
g) 第 6 対戦車砲兵旅団。
h) 第 11 混合空気部門。
i) グロドノ要塞地域の一部。
j) 86 国境分遣隊。
k) 124 ギャップ RGK。
第 24 歩兵師団の最初の機動部隊は、遅くとも M5 までにグロドノ地域に到着する必要があります。 22時00分までにこれをあなたの処分に移すため、人馬の輸送用に装備された240台のZIS-5車両と625台のGAZ-AA車両で構成される第30自動車連隊がモロデクノに到着します。すべての機械化された大砲、トラクター、装軌車両、戦車、馬砲の一部、および輸送車は鉄道で輸送されなければなりません。道路については、必要な可動鉄道の申請を直ちに提出する必要があります。地区本部の業務部門を通じて道路作業員に連絡します。
3. 守備地域の軍隊の任務：野戦部隊 - 陸軍部門において、グロドノURと州境の野戦要塞を強力に防御し、リダ、グロドノ、ビャウィストック方面をカバーし、動員と集中を確保する。そして地区軍の配備。
対戦車砲旅団の任務は、準備された戦線で強力な砲撃で戦車を迎え撃ち、航空と協力して、こちらのメカが接近して反撃するまで戦車の前進を遅らせることです。建物。
機械化軍団の任務は、対戦車砲の援護下に展開することです。旅団、強力な側面攻撃、および同心円状の攻撃と航空が連携して、敵の機械化部隊に最終的な敗北を与え、突破口を消滅させます。
航空業務
1) 地区空軍計画に従い、最前線の航空と連携して、最も近い確立された敵基地および飛行場を連続攻撃し、空戦作戦により敵航空を破壊し、戦争の最初の日から制空権を獲得する。 。
2) 戦闘機は、カバーエリアの防空システム全体と緊密に連携して、部門の軍隊の動員と集中をしっかりとカバーし、鉄道の正常な運行を保証します。道路を遮断し、敵の航空機がカバーエリアの領域を通って地区の奥地に飛行するのを防ぎます。
3) 地上部隊、特に機械化軍団と協力して、前進してくる敵を撃破し、敵の大規模な自動車部隊がカバーエリアの防御前線を突破するのを阻止する。
陸軍航空作戦の境界: レッツェン、ニコライケン、オルテルスブルク。
次の基本的な指示に従って、州境の防衛を組織します。
a) ウラル山脈と国境沿いに作られた野戦要塞の頑強な防衛を軍隊の防衛の基礎とし、さらなる発展のためにあらゆる兵力と能力を活用する。ディフェンスにアクティブなアクションの性格を与えます。防御を突破しようとする敵は、軍団と予備軍からの反撃によって直ちに排除されるべきです。
b) 対戦車防御に特別な注意を払う。敵の大規模な自動車部隊が防衛戦線を突破した場合、地区司令部が彼らとの戦いとその掃討を引き継ぐことになる。陸軍の任務は、前線の突破口を塞ぎ、敵の自動車歩兵と野戦部隊の侵入を阻止することである。
c) サイト内で特に重要なエリアを検討してください: リダ州スヴァウキおよびビャウィストク州スヴァウキ。
d) 有利な条件の下では、すべての防衛部隊と予備軍は、私の命令に応じて迅速な攻撃を開始する準備ができている必要があります。
e) 明らかに優勢な敵軍による攻撃があり、州境に沿って野戦要塞を保持することが不可能な場合、守備範囲内の軍隊の最大撤退線は UR の前端であり、これに基づいて前進部隊を破壊する。反撃する敵。
個々の敵ユニットが突破したとしても、戦線の東側への進入を許可すべきではありません。ネーマンからコーザ、シュムコフツェ、ヤグニティ、ベニオフチェ、r。シドラ、セキエルカ、ロマノフカ、チョドロフカ、ミキシン、ゴニオンズ。
前線での闘争では、バリケードが広範囲に使用され、橋や道路が損傷し、対戦車障害物が破壊されました。アウグストゥフ運河に架かる橋、r.ベブルザ、b.ブルゾズフカを破壊する準備をしてください。破壊自体は、カバーエリアの指揮官の特別命令に基づいて実行される必要があります。
防衛深度全体に対戦車障壁を作成する計画、鉱山橋、鉄道の計画。道路構造、軍隊が集中する可能性のある地点、および本部の場所を作成し、承認を得るために私に提出する必要があります。
川を渡る橋ネマンを何としても守りましょう。それらの破壊は、その地区の軍事評議会の特別な許可があった場合にのみ実行できます。
f) 前野地帯における要塞、対戦車障壁、対人障壁の開発を継続する。 1941 年 6 月 1 日、グロドノ UR の第 2 防衛線の建設を開始します。
偵察が行われ、第 2 防衛線の作業が完了し、警報が発表されたら、直ちに後線の準備を開始します。ネマンからセルキまで、さらに川に沿って進みます。スヴィスロッホ;
g) 隣人との結合に対する責任はあなたにあります。
h) あらゆる種類の偵察を使用して、敵軍の集中とグループ化の性質を判断する。
i) 州境を越える – 私の特別な命令がある場合にのみ許可されます。
4. 国境線: 右側 – オシマニー、ドルスケニキ、主張。マルグラボワ。左 – セント。ノヴェニヤ、主張する。ソクルカ、主張する。シチュチン、主張する。フリードリヒスホフ。
後縁 - 元。ソ連とポーランドの国境、ルベジェヴィチまで。
5. 近隣住民: 右側 11 PriBOVO 軍が前線を守る: ジュルバルカス湖。カビシキ。シュタルム – カウナス。
左側では、カバーエリアNo.2の一部がシチュチン、ノヴゴロド、チジェフの前線によって守られています。カバーエリアは第10軍の司令官が指揮します。嵐のビャウィストク。
フロントリザーブ：
a) 駅周辺のM5からM15まで。ドルスケニキ、サンクトペテルブルクジトムリャ、m.スキデル、m.デンブロヴォは、前線の後方防御線を準備する任務を負う17と50の歩兵師団からなる21のskを集中させます：メルキン、ロトニツァ、オジョリー、ルンノ。
b) リダ地区 - 対戦車砲 8 門。旅団;ヴォルコヴィスク地域には17の機械化軍団があります。
6. 防空。空からは、サイトの領土は第11混合航空師団によってカバーされており、これはあなたに従属しており、一般的には地区の防空システム、つまり第1航空カバーセクターを構成しています。
付録番号の地区防空計画と VNOS ポストのシステムからの抜粋。
7. ユニットを戦闘警戒状態にする手順:
1) 以下の者は警報を発する権利を有します。
a) 国防人民委員。
b) 地区軍事評議会。
c) 陸軍軍事評議会。
d) 国防人民委員または地区軍事評議会のみが署名した命令を持つ者。
e) 編隊および部隊の指揮官、およびその配下の部隊の一部。
このカバー計画の実施に関する地区軍事評議会からの暗号化された電報は次のとおりです。私は GRODNO 1941 で警鐘を鳴らします。署名。」
カバーエリアの編隊および部隊用の暗号電文 (コードグラム) の次の従来のテキストを指定する必要があります。私は「赤い」パッケージを開けると同時に警報を発します。署名。」
2) 部隊は、軍事機密を保持し、離脱するためのあらゆる措置を遵守し、戦闘警戒態勢に置かれます。
a) 戦闘警報の発表から 3 ～ 9 時間後、56 ページ師団は州境に沿った前線の湖にあるグロドノ UR と野戦増援陣地を占領します。カビシュキ、カディシュ、クラスネ、チャーニー・ブルード、アウグストゥフ運河。
b) 戦闘警報の発表から 3 ～ 9 時間後に、27 ページ師団が前線の野戦増援陣地に陣取る: 請求。ツァルニー・ブルード、ヤヌフカ、ライゴロド、ボグゼ、と主張。シチュチン。
c) 戦闘警報の発表から24時間後、85ページ師団はスタロカメンナ、スホヴォラ、コリツィン、シドラの地域に集中し、第2梯団を形成して川の南岸に沿って防御線を準備する。ベブザと東の川。ブルゾズフカ。
d) 残りの部隊は、駐屯地から3～5km離れた、空襲から最も守られ、縦隊の行進や戦闘任務の遂行に最も便利な警戒態勢の集合地域に集中している。
3) 戦闘警戒中の集合エリアから、「赤い」パッケージを開ける命令があれば、部隊は特別な指示を待たずに、州境の現場防衛計画に従って指定されたエリアに移動する。
その後、状況に応じて、カバーエリアの一部があなたの命令に従って動作します。
4) 準備時間を短縮するために、カバーエリアに含まれるユニットは以下を備えていなければなりません:
歩兵と騎兵:
a) 密封された箱に入ったライフル実包 (ライフルあたり 90 個) の携帯用供給品。当直将校と衛生兵の保護の下、ユニット単位で提供される。各指揮官（小隊、中隊、大隊）は、携帯予備の発行手順を決定します。発行は警報時のみ行われます。プロペラカートリッジの輸送可能な在庫（手動で発行されたものを除く）は、密封された箱に入れて積み重ね、カートにマークを付けて小隊および中隊に配布する必要があります。各連隊、大隊、中隊、および飛行隊には、タイムリーかつ正確な積載を担当する任命された担当者が必要です。
b) 重機関銃ごとに 4 本のテープを詰めて箱に入れます。ライトマシンガンとマシンガンごとに2枚のディスク。テープとディスクが詰められた箱は、密封された状態で部門または特別な安全な施設に保管されます。ディスクとカートリッジを定期的に更新し、テープを乾燥させます。
c) 手榴弾とライフル手榴弾をセットにして部隊の倉庫に、各部隊の特別な箱に保管する。
d) 弾薬 0.25 発分の砲弾および地雷は、完全に装備されており、ユニットパーク内の密封および施錠されたリンバーおよび充電ボックスに保管されるべきである。
e) 軍事化学、工学、通信機器は部隊ごとにセットで部隊倉庫に保管する必要がある。
f) 戦闘員の携帯用食料および個人用品を、ダッフルバッグやバックパックに入れる準備ができた形で保管する。
さらに、部隊の倉庫には、部隊の護送船団に積み込む準備ができた食料と飼料を、部隊ごとに 1 日 1 ダーチャ保管します。
これらの部分のキッチンと護送車は良好に機能し、それらに提供される機器と予備部品が備えられている必要があります。
g) 冬季の場合は、すべてのユニットに暖かい下着、ミトン、迷彩服、ユニット全体のスキー板を提供する必要があります。
h) 緊急予備の軍事地形図を各司令官の密封袋に貼り合わせて保管し、GRODNO-41 の発表まで配布せずに保管する。
「NZ」カードを受け取る前に、現在の手当カードを準備し、貼り合わせてユニットごとにセットにして部隊本部に保管し、警戒時にのみこれらのカードを発行してください。
電動ユニットおよびタンクユニット:
a) 部隊の倉庫にある戦闘車両ごとに、戦闘弾薬セットの 10% をディスクに詰め、15 日ごとにディスクを再装填します。
戦闘警報が発令されると、ディスクが車両に置かれます。
b) 他のすべての種類の補給品は、ライフルユニットに指定された順序で保管してください。各車両の配分を計算して、全標準の弾薬を中隊および小隊に配分する必要があります。各車長は車両の装備を知っていなければなりません。食べ物とかいろいろ。財産は車両への積み込みを想定して準備および配置されなければならず、指揮官はどの車両に何が積み込まれるかを把握していなければなりません。
c) 燃料 - (まだ行われていない場合は) 追加の燃料タンクを作成し、それによって車両の航続距離を 1940 年 11 月 27 日の NKO 命令番号 0335 の基準まで増加させる。
5) 私は、以下を実行するための部隊の準備を確立します。
a) 小銃および騎兵部隊の場合 - 夏 - 2 時間後、冬 - 3 時間後。任務単位は 45 分で完了します。
b) 戦車連隊の場合 - 夏には 2 時間、冬には 4 時間。ユニットに暖かいガレージがある場合、冬季の戦車ユニットの準備時間が 1 時間短縮されます。
6) 警報が発令された場合、ユニットは次の措置を講じます。
a) 部隊を戒厳令下に移すためのすべての作業を確実に実行できるようにするために、指揮官、政治家、および赤軍の人員を厳密に必要な数だけ残す。
財産を保護するために、建物や財産を KECH または軍事部隊に移管する責任者を除き、施設ごとに 1 人を残してください。兵舎での移送プロセスを迅速化するには、移送中に受領文書として機能する在庫リストを用意します。
b) 戦車部隊では、実弾が入ったディスクが車両に置かれます。すべての車両には常に燃料とオイルを充填する必要があります。水（冬季）には警報器が入っています。
c) 倉庫、公園、ガレージの警備が強化されている。
d) 輸送された消火器材、燃料および飼料は護送隊に配置される。
e) 「赤い」パッケージを開けた後、「NZ」カードが指揮スタッフに発行されます。
f) 電話要素には水が充填されています (特別注文による)。
7) ウラル山脈の前縁のすべての軍事施設は完全な駐屯兵力によって占拠され、大砲と機関銃が備え付けられなければならない。最前線にある建造物の占領と完全な戦闘準備状態への移行は、警報発令後 2 ～ 3 時間以内に完了しなければならず、ウラルの部隊の場合は 45 分後までに完了しなければなりません。
警報の発表により、守備隊は軍事施設を占拠し、戦闘の準備を整え、戦闘警備員が出動し、通信が確立されます。
8) 警報時の部隊の起動とその地域の占領は自動化の段階まで引き上げられるべきであり、そのために部隊の内部ルーチン全体が特に明確に確立されるべきであり、指揮要員に対する警報サービスが策定されチェックされるべきである。財産の保管は、ユニットへの迅速な放出を保証する必要があります。下級指揮官、特に上級士官は、警報時に部隊を指揮する訓練を受ける必要があります。
部隊指揮官は、戦闘任務とその分野をあらゆる面で完全に把握しておく必要があり、特に展開と戦闘に便利なルート、交差点、ラインを研究する必要があります。試合、野外旅行、その他の種類の演習における指揮スタッフと部隊の体系的な訓練は、戦闘任務に対する戦術的解決策の最も可能性の高い選択肢を導き出すはずです。
8. 境界ユニットのサポート。
野戦部隊が国境に到着するまで国境警備部隊を支援するため、国境が武装部隊やギャングによって侵害された場合、第86国境分遣隊に第345歩兵連隊、第27歩兵連隊から1個大隊を割り当てる。
割り当てられた分遣隊（国境支援分遣隊）の準備期間は、戦闘警報が発表された瞬間から 45 分に設定されます。
国境分遣隊の指揮官は、分遣隊の展開について直ちに通知されなければならない。これらの分遣隊を呼び出す権利は分遣隊の指揮官に与えられ、分遣隊との有線接続を確立し、呼び出しの信号を決定します。
支援分遣隊の指揮官は、呼び出されると警報を発し、指揮に知らせます。
国境部隊が支援部隊を呼ぶと、支援部隊の戦闘員には携行可能な弾薬が与えられる。部隊が州境に到着する前の支援分遣隊は、国境分遣隊の指揮官に従属する。
赤軍部隊が州境に入ると、遮蔽地域にあるNKVDの国境部隊は作戦上の従属下に置かれます。
赤軍の部隊と NKVD の国境部隊との関係に関する手順は、1939 年 ... の国防人民委員の指令に従って確立されるものとする。その抜粋は付録 No. にある。 ..
9. コミュニケーション。
部門（軍）の司令部と地区の司令部、近隣諸国および下部部隊の司令部間の有線通信は、平時は電信および電話線を介して、また付録第 2 号の通信図に従って ICS 線を介して行われます。 ...
空軍の通信は平時の通信方式に従っています。
無線通信。無線ネットワークは、付録番号の無線通信図とその手順に従って展開されます。
次のネットワークのみが送信を許可されます。
a) 空軍、航空機が空中にあるときのみ
b) 防空。他のすべてのネットワーク (軍事および軍隊) では、無線局は敵の無線局の運用を監視します。
10. SUV に関する指示 - 付録番号に基づいて作成し、部隊に提供します。
11. 物的サポート:
1) M15 までは以下の支出が許可されます。
a) 地上部隊の場合 - 弾薬 3 発。燃料 - 戦闘車両用の 5 つの給油所、輸送車両用の 8 つの給油所。
b) 空軍部隊の場合:
戦闘機 15 出撃。
短距離爆撃機 10 回出撃。
偵察機10回出撃。
c) カバーエリア内の全軍隊に対し、毎日 15 ダーチャ。
2) 消防用品。カバーセクターの一部は戦闘警戒態勢に入り、次のような状況になります。
a) 各銃について、砲弾の供給は銃のリンバーと装填箱の容量以上であること（リンバーと装填装置を持たない銃の場合、砲弾の供給は弾薬の装填量の少なくとも 0.25 倍でなければなりません）。
b) 車両では、銃ごとに 0.25 発の弾薬を搭載します。合計で、銃ごとに少なくとも 0.5 発の弾薬を所持すること。残りの 0.75 発の弾薬は SECOND ECHLOSE と一緒に携行する必要があります。
c) 戦闘機ごとに、携行可能なライフル弾が手元に支給される。こうして解放された輸送手段は、より多くの弾薬を持ち上げるために使用されます。
d) 戦闘機、軽機関銃、重機関銃の完全なセットまで計算された弾薬の輸送供給品は、部隊の護送隊内で警備の下で密封された形で運ばれます。
e) 戦車部隊では、戦闘車両ごとに 1 つの弾薬を搭載します。
消防物資のさらなる供給は、陸軍砲兵基地 - グロドノ、No. 856 から提供されます。
3) 燃料。敷地の一部には、すべてのタイプの車に対して 2 つのガソリン スタンドが必要です。1 つは車のタンク内、もう 1 つはタンクまたはバレル内にあります。
燃料の補給は、現在供給されている燃料貯蔵所 No.919 (グロドノ) および No.928 (リダ) から行われます。
4) 飼料。アラーム領域の一部には次のものが必要です。
a) 食料 - 兵士のバックパックに毎日 1 個のダーチャを携帯用に供給し、キッチンに 1 個の消耗品ダーチャを、部隊の護送隊に 1 日 1 個のダーチャを運ぶ。
b) 飼料 – サドルまたはカートに毎日 1 ダーチャ、部隊の列車に 1 日ダーチャ。
食料の供給は、ユニットの現在の供給とNo.817 - Grodno、No.816 Lidaの食料倉庫からユニット自身によって行われます。
5) 各部隊用にセットされた軍事化学、工学、通信機器は部隊の護送隊で運ばれ、特別注文に応じて部隊に支給される。
12. 避難。病人や負傷者は常設の軍事病院（グロドノ、リダ、モロデチェンスキー）に避難させるべきである。
馬車を地元の医療機関に避難させ、そのリストは計画に添付されています。
13. 計画を立てるための一般的な手順:
a) サイト適用計画は次の文書で構成されている必要があります。
1) 援護部隊の行動計画に関するメモ。連隊および個々の部隊を含む部隊の決定とグループ分けの地図が添付されている。
2) 個々の部隊、編隊、および地域全体に関する戦闘および部隊の兵力に関する声明。
3) 州境へのカバーエリアの一部の撤退と集中に関するスケジュールの表。
4) 計算と地図を含むエンジニアリングサポート計画。
5) 計算と図を含む通信デバイス計画。
6) 地上部隊および空軍の後方および物的支援を組織するための計画。後方組織の地図の付録が付いている。
7) 衛生および獣医の避難計画。
8) 戦闘警戒態勢にある部隊を招集するための指示（警戒指示）および国境部隊への支援部隊の割り当て。
9) 野戦部隊およびNKVD部隊による保護の対象となる物体および構造物のリスト。
10) 行政文書（指示、命令、指示）。
11) 空軍の使用を計画する。
b) 以下の者がカバープランを作成することが許可されています: あなた、軍事評議会のメンバー、陸軍司令部の参謀長および作戦部長。特別な問題に取り組んでいる場合、カバープランを通知することなく、専門分野の軍部門および軍務の長に個人的な任務を与えることが許可されています。
c) カバーエリア計画は 2 部作成され、両方とも地区の軍事評議会に提出される。地区の軍事評議会によるカバーエリア計画の承認後、封印されたコピーが 1 部返却され、陸軍参謀長の個人金庫に保管され、作戦の実施に関する確立された電報を受け取った時点で開封されなければなりません。カバープラン。
軍事部隊および編隊のために作成された執行文書は、これらの部隊（編隊）の暴徒計画とともに、陸軍軍事評議会の蝋印で密封された「赤い」袋に保管されなければなりません。その中には、あなたの命令に加えて、持つ必要があります：
1) 通信、緊急制御システム、物資支援、凡例付きの防空図に関する指示を伴う防衛地域占領の編隊への命令。
2) 州境防衛のための集中地域への警戒中の集合地域からの部隊および編隊の退出の管理地図。これらの文書は、軍司令部にある編隊およびその司令部の指揮官自身が、あなたの直接の監督の下で作成し、あなたの承認を得なければなりません。
パーツには次のものが含まれている必要があります。
1) 部隊勤務将校は部隊指揮官によって承認された警報指示を受けている。
2) 参謀長は、部隊の移動計画とともに、編隊指揮官の命令と通信、SUV、防空、物資支援に関する指示が記載された封印された「赤い」パッケージを持っている。
d) カバープラン上のすべての文書は、それを作成する権限を与えられた指揮官によって手書きまたは個人的にタイプ入力されています。
e) 1941 年 6 月 15 日より前に、以下を実行します。
1) 部隊の指揮スタッフとともに、計画に従って計画された地域への現場への 2 回の旅行。
2) 1 つまたは 2 つの訓練出口で部隊を警戒し、部隊を州境に 5 km 以内に近づけることなく、計画に従って概説されたルートに沿って前進しながら、あらゆる点での戦闘準備状況を徹底的にチェックする。
戦闘警戒と演習を実施するためのカレンダー計画は、カバーエリアの計画と同時に承認を得るために私に提出されなければなりません。
ZapOVO部隊の司令官
陸軍大将 D. パブロフ
ZapOVO軍事評議会のメンバー
軍団委員フォミニク
ZapOVO参謀長
クリモフスキフ少将
レターヘッドの活字: 「NGO ソ連。西部特別軍管区の司令部。」出演者：副官ZapOVO参謀長、セミョノフ少将。発送が指示されました。オリジナル、サイン入り。
TsAMO RF、f. 16、op. 2951、no.248、pp. 36-54。
出版: 1941: 2 冊の本。本1./コンプ。 L.E.レシン 他。エド。ナウモワ副大統領。エントリ美術。アカデミー。 A.N.ヤコブレワ。 – M.: 国際財団「民主主義」、1998年。 – P. 201-209。
7. 1940 年 11 月から 1941 年 6 月 10 日までのソ連国境侵犯について No. 1996/6
1941 年 6 月 12 日
1940年10月から1941年6月10日までの期間に、185機の航空機がドイツからソ連の国境を侵犯した。ドイツ軍機による国境侵犯はここ１カ月半で特に激化している。 1941 年 5 月と 6 月の 10 日間だけでも、91 機のドイツ航空機がソ連国境を侵犯しました。
ドイツ航空機によるソ連国境侵犯はランダムではなく、我が国領土上空の飛行の方向と深さによって裏付けられています。多くの場合、ドイツ軍機はわが国の領土の上空を最長100キロメートル以上飛行し、特に防衛施設が建設されている地域の方向や赤軍の大規模な駐屯地の上空を飛行した。
今年4月15日、リウネ地域に赤軍戦闘機がドイツ軍機を着陸させ、その乗組員はウクライナ・ソビエト連邦のチェルニゴフ地域の地図、航空写真撮影機材、フィルムを積んでいた。この飛行機は私たちの領土の深さ200キロまで飛行しました...
1941 年 1 月 1 日から 6 月 10 日まで、つまり 5 か月と 10 日間で、ドイツからの合計 2,080 人の国境違反者が拘束されました。このうち、ドイツ諜報員183名がすでに摘発されている。
1941年の月別の国境違反者の拘留数は、1月が503人、2月が175人、3月が381人、4月が260人であった。5月と6月の10日間、ドイツからの拘留違反者の数は増加した。 ：5月に353人の違反者が拘留され、6月には108人が拘留された。
武力抵抗に関連してドイツとの国境で違反者が拘束された5か月半の間に、国境違反者36人が死亡、25人が負傷した。
最近、携帯トランシーバー無線機、武器、手榴弾を装備したドイツ諜報機関職員がソ連に遺棄され拘留される事件が多発している。
ソ連内務人民委員
ベリア
ロシア連邦FSB中央局、f。ゾス、op. 8、時間No.9、pp. 87-89。
公開日: http://bdsa.ru/sovnarkom-1941-god/1959-544-1940-10-1941
8. ソ連への攻撃日の設定について
1941 年 6 月 10 日
地上軍最高司令部が提出した提案に基づいて、国軍最高司令部は軍事行動の準備期限を以下のように設定した。
1. 6 月 22 日をバルバロッサ作戦の D デイとみなすことが提案されています。
2. この期限が延期された場合、対応する決定は遅くとも 6 月 18 日までに行われます。この場合、主な攻撃の方向に関するデータは引き続き秘密のままになります。
3. 6 月 21 日の 13:00 に、次の 2 つの信号のいずれかが軍隊に送信されます。
a) ドルトムントの信号。これは、攻撃が予定通り6月22日に開始され、命令が公然と実行されることを意味する。
b) アルトン信号。それは攻撃が別の日に延期されることを意味する。しかしこの場合、ドイツ軍はすでに完全な戦闘準備を整えているため、ドイツ軍の集中の目標を完全に開示する必要がある。
4. 6月22日、3時間30分：地上軍の攻撃の開始と国境を越えた航空便の飛行。気象条件により航空機の出発が遅れた場合、地上部隊は独自に攻撃を開始します。
ドイツ語からの翻訳: DMA Potsdam, H 02.02/10/43, BI.689。
公開日: http://bdsa.ru/sovnarkom-1941-god/1951-536-10-1941
9. シャキアイ国境分遣隊の指揮官家族の避難許可に関する内務副人民委員のメモ
1941 年 6 月 20 日
ウクライナ・ソビエト社会主義共和国国境軍司令官ホメンコ同志少将は、今年6月18日のデータに基づいてこう報告した。伝えられるところによると、グルベショフにあるドイツ軍の偵察拠点は活動を停止し、戦闘勃発との関連で後方に移動した。
BSSRのNKVD国境部隊の責任者ボグダノフ中将は、バルト海軍管区司令官の命令により、タウロゲン方面の赤軍部隊の指揮官の家族が避難の準備をしていると報告した。 。
T.ボグダノフは、準備を命じられているシャキアイ国境分遣隊の指揮官の家族の避難に関する指示を求めた。
NKVD国境軍第7航空飛行隊の司令官が今年6月20日に報告した。彼は黒海艦隊の司令官から、戦隊をオデッサ海軍基地の司令官の作戦上の従属に移し、それを動員して完全な戦闘準備を整えるよう電報命令を受けた。
ご指示をお願いします
マスレニコフ中将
発行: ソ連国境部隊。 1939—1941: 文書および資料の収集。/章。編P.I.ジリヤノフ。 – M: ナウカ、1970 年。P. 402。
10. 国境警備を強化する命令
1941 年 6 月 20 日
国境警備を強化するために、私は次のように命令します。
1. 1941 年 6 月 30 日までは、要員による予定された訓練を実施してはならない。
2. 訓練前哨基地で訓練キャンプ中の要員は直ちに前線基地に戻されるべきであり、今後は追って通知があるまで呼び出されない。
3. 軽機関銃手の全隊員は、各戦線の前哨基地から 2 人の機関銃手を呼び出し、訓練前哨基地で 3 日間の訓練キャンプを受けます。
4. 1941 年 6 月 30 日まで職員には休日は与えられない。
5. 夜間（23 時から 5 時まで）の国境警備は、それぞれ 3 人の構成で派遣されるべきである。すべての軽機関銃は、最も重要な方向の夜間部隊で使用されるべきです。
6. 服装の滞在時間は夜間6時間、日中4時間です。
7. 23時までにパトロールから戻る者と見張りの警備員を除いて、23時から5時までにすべての人が国境で任務に就くように、任務に就く人数を計算する。
8. 個々の最も脆弱な側面方向に、前哨基地の副長の指揮の下、10 日間拠点を設置します。
9. コントロールストリップは、日中に各分隊 2 人からなる騎兵によってチェックされるべきです。耐用年数 - サイトに沿って左右に連続して 8 ～ 9 時間移動します。
10. 夜間は、少なくとも 1 時間半ごとにギアボックスと各ポイントをチェックしてください。各前哨基地の指揮所を 2 つまたは 3 つのセクションに分割します。
11. 国境警備隊は国境線から 300 メートル以内に配置すべきである。
発行: ソ連国境部隊。 1939—1941: 文書および資料の収集。/章。編P.I.ジリヤノフ。 – M: ナウカ、1970 年。P. 402-403。
11. 軍事評議会指令 KOVO No. A1-00211
1941 年 6 月 11 日
極秘
特に重要
元。 No.1
1. 国境部隊の支援に割り当てられた援護部隊および分遣隊の戦闘準備時間を短縮するために、以下の措置を実行する。
ライフル、騎兵、砲兵部隊
a) 密封された箱に入ったライフルカートリッジを携帯用に用意します。各重機関銃については弾薬の 50% を装填して箱に梱包し、軽機関銃については装填済みの弾倉の 50% を装填して箱に詰めます。
カートリッジの入った箱、充填されたテープやディスクが入った箱は、特別に保護された施設内でユニットごと密封して保管する必要があります。
ディスクとカートリッジを定期的に更新し、テープを乾燥させます。軽機関銃用の充填ディスクは 2 か月ごとに交換してください。
b) 手榴弾とライフル手榴弾は、部隊倉庫内の各部隊の特別な箱にセットで保管する必要があります。
c) すべての掩蔽部隊の砲弾および緊急地雷の弾薬の 2 分の 1 を完全に装備する必要があります。この指令を受ける前に砲弾の弾薬積載量の 2 分の 1 以上が最終的に装備されていた部隊では、さらなる保管庫は装備された状態で残されるべきである。
軍用対空砲の場合、非交換砲弾の弾薬の 1/2 を完全に装填した状態で保有します。
砲弾は施錠および密封されたリムーバーおよび充電ボックスに保管してください。
d) 軍用化学機器、工学機器、通信機器は、部隊ごとにセットで部隊倉庫に保管する必要がある。
e) 戦闘員の携帯用食料品と私物は、ダッフルバッグやバックパックに入れる準備ができた形で保管してください。
さらに、部隊の倉庫には、各部隊ごとに 1 日 1 ダーチャ分の食料と飼料を保管し、部隊の護送船団に積み込む準備を整えます。キッチンとコンボイは、付属の機器とスペアパーツを備え、正常に動作する必要があります。
f) すべてのタイプの機械への燃料供給は 2 つの給油所でなければなりません。1 つは車のタンク (トラクター) に、もう 1 つはタンク (バレル) に注がれます。
g) 冬季の場合、すべての部隊には部隊全体に暖かい下着、ミトン、迷彩服を提供しなければなりません。
電動ユニットとタンクユニット
h) 部隊の倉庫内の戦闘車両ごとに、非交換砲弾の弾薬の 1/2 を最終装填状態で、カートリッジの弾薬の 50% をベルトとディスクに詰め込んでください。この指令を受ける前に砲弾の弾薬積載量の 2 分の 1 以上が最終的に装備されていた部隊では、装備された状態でさらなる保管が継続されるべきである。
店舗の設備は 2 か月ごとに再整備する必要があります。
砲弾および装填された弾倉の車両への積み込みは、戦闘警報の発表と同時に実行されなければなりません。
b) 他のすべての種類の物資は、小銃、騎兵、砲兵部隊に指定された順序で保管する必要があります。
c) すべてのタイプの機械への燃料供給は 2 つの給油所でなければなりません。1 つは車のタンク (トラクター) に、もう 1 つはタンク (バレル) に注がれます。
2. 援護部隊と国境軍支援部隊を警戒態勢に置く問題には特別な注意を払うべきである。
私は警戒準備の期限を設定しました。馬が引く小銃と砲兵部隊の場合は 2 時間です。騎兵、電動機械化部隊、機械化砲兵の場合 - 3 時間。冬には、部品はそれぞれ 3 時間と 4 時間で完成します。支援ユニットの場合、準備完了までに 45 分かかります。
部隊の指揮によって戦闘警報が宣言されると、次の活動が実行されます。
a) 指揮官と赤軍の人員は、部隊が戒厳令に入る前に安全を確保し、すべての作業を実行できるように人数が割り当てられます。対空機関銃と砲は事前に準備された射撃位置を占め、敵の航空機と空挺部隊に即座に発砲する準備ができています。
b) 倉庫、公園、ガレージの警備が強化されています。
c) 第 1 梯団用の消防用品、燃料、食料の輸送可能な供給物は護送隊 (戦闘車両) に配置されます。携帯用の消火器が集合場所で配布されます。戦車ユニットでは、カートリッジと砲弾を備えた弾倉が車両に配置されます。
d) すべての戦闘車両および輸送車両に燃料と油が完全に補給されていることを確認します。
e) 事前に準備された緊急予備カードは、特別命令により指揮統制要員と国境軍支援部隊の指揮官に直ちに配布される。
f) 戦闘用ガスマスクが全職員に支給される。
g) 電話エレメントには特別注文により水が充填されます。
警報時のユニットの起動と集合場所への出発は自動化の段階まで引き上げられなければなりません。そのためには、ユニットの内部ルーチン全体を明確に確立し、指揮要員に対する警報サービスを作成し、チェックすることが特に必要です。
資産の保管は、ユニットへの迅速な放出を保証する必要があります。
3. 部隊の準備状況を確認し、警報が鳴ったらすぐに集合できるように訓練するために、戦闘訓練警報を設定しました。
戦闘訓練の警報は部隊指揮官以上の直属の上司によって実施される。
陸軍および管区の軍事評議会の特別指示に従って、戦闘訓練警報は陸軍部門および管区の指揮官（参謀長、作戦部門、軍支部長）によって実施されることができる。
戦闘訓練は部隊指揮官の立ち会いの下で実施されなければなりません。
戦闘訓練警報中は、次のことを行う必要があります。
a) ユニットを集合場所に連れて行きます（ユニットの警報計画に従って）。
b) 戦闘警戒の場合は密封されたパッケージを開けないでください。
c) 兵士に薬莢を渡さず、持ち出すか集合場所に持ち込む。
d) 電話要素をアップロードしないでください。
e) 地形図が入った荷物を指揮官に渡さないこと。
f) 検証を行う者の特別な命令により、食品をボイラーに入れる。
組立地点でユニットをチェックした後、検査員はオールクリアを与えるか、ユニットに訓練タスクを割り当てます。
この指令に従って、軍の軍事評議会は直ちに関連する命令を下位の編隊および部隊に発令し、その正確な履行の検証を組織します。
KOVO部隊の司令官
キルポノス大将
KOVO軍事評議会のメンバー
ヴァシュギン軍団委員長
KOVO参謀長
プルカエフ中将
レターヘッドの活字: 「NGO ソ連。キエフ軍管区司令官。 GKを含む同腹仔がいます。ジューコワ：「そ。ヴァトゥティン。頑張ってください。 12.06.41」オリジナル、サイン入り。
TsAMO RF、f. 16、op. 2951、no.265、pp. 26-30。
公開日: http://bdsa.ru/sovnarkom-1941-god/1957-542-100211-11-1941
12. 軍事評議会への指令 KOVO No. 504205
1941 年 6 月 13 日
極秘
特に重要
添付の地図によると、地区軍の戦闘即応性を高めるため、1941年7月1日までに軍団部隊を有するすべての深部師団および軍団総局は州境近くの新しいキャンプに移転されるべきである。
1) 31 sk – ハイキング中。
2) 36 sk – ハイキング;
3) 55 sk – ハイキング;
4) 49 sk – 鉄道とハイキング。
5) 37 sk – ハイキング。
必要に応じて州境への撤退は私の特別命令によってのみ実行できることを念頭に置き、国境区画はそのままにしておきます。第164歩兵師団の駐屯地駐車場は1941年6月17日までに撤収予定：
1) 合弁事業 1 件 - ドゥナエフツィ、20 km。北ヘルツ;
2) 合弁事業 1 社 - ラルガ地区。
3) 残りの部分 - Khotyn 地域へ。
軍隊の動きは完全に秘密にされなければなりません。
行進は戦術演習中に夜間に実施されるべきである。
軍隊とともに、輸送可能な消火器、燃料、潤滑油の備蓄をすべて撤収する。冬季の宿舎を守るために、ほとんどが健康上の理由で作戦に不適格な、厳密に必要な最小限の数の軍人を残す。
家族を連れていかないでください。
1941 年 7 月 1 日までに宅配便で死刑を執行してください。
付録: 500,000 カード – 1 枚。
ソ連国防人民委員
ソ連元帥 S. ティモシェンコ
赤軍参謀総長
G.ジューコフ陸軍大将
レターヘッドの原稿:「ソ連国防人民委員」。赤軍参謀本部作戦総局副長官アニソフ少将によって認証されたコピー。ゴミがいます。
TsAMO RF、f. 16、op. 2951、no.261、pp. 20-21。
公開日: http://bdsa.ru/sovnarkom-1941-god/1964-549-504205-13-1941
13. ソ連国防長官令 L/g 0042
1941 年 6 月 19 日
極秘
元。 No.1
内容: 飛行場、軍事部隊、地区の重要な軍事施設の迷彩について。
飛行場や主要な軍事施設を偽装するために重要なことはまだ何も行われていない。
飛行場の畑はすべて種が蒔かれているわけではなく、滑走路は地形の色に合わせて塗装されておらず、飛行場の建物は明るい色でくっきりと目立ち、数十キロにわたって観察者の注目を集めています。
飛行場での航空機の密集した直線的な配置は、カモフラージュが完全に欠如しており、また、隠蔽標識や信号を使用した飛行場サービスの組織化が不十分であるため、飛行場は完全に隠蔽されていません。
近代的な飛行場は周囲の環境に完全に溶け込んでいる必要があり、飛行場には上空から注目を集めるものがあってはなりません。
砲兵部隊と機械化部隊も同様に迷彩に関して不注意を示しています。パークが混雑して直線的に配置されているため、優れた観測対象となるだけでなく、空から攻撃するのに有利な目標も得られます。
戦車、装甲車両、指揮車、その他の自動車部隊やその他の特殊車両は、明るい反射を与える塗料で塗装されており、空からだけでなく地上からもはっきりと見えます。
倉庫やその他の重要な軍事施設を偽装するために何も行われていません。
注文します:
1. 1.7.41 までに、周囲の色に合わせてすべての飛行場に草をまき、滑走路をペイントし、周囲の背景に合わせて飛行場全体の環境を模倣します。
2. 飛行場の周囲の建物と同じスタイルで、飛行場の建物を屋根まで塗装します。燃料貯蔵タンクは地面に埋め、特に慎重に偽装する必要があります。
3. 航空機の直線的かつ密集した配置は固く禁止されています。航空機は分散してカモフラージュされた配置により、上空からは完全に見えなくなります。
4. 5.7までに整理する。国境線500kmの各航空基地エリアには8～10の偽飛行場があり、それぞれに40～50機の航空機のモックアップが装備されている。
5. 1.7までに、戦車、装甲車両、指揮車両、特殊車両、輸送車両を塗装する。迷彩塗装の場合は、場所や行動のエリアの地形に応じてマットペイントを使用してください。光沢のある塗料の使用は固く禁止されています。
6. 脅威区域に含まれる地区は、倉庫、作業場、公園などで同様の迷彩措置を実施し、15.7.41 までにそれらが空から完全に見えないようにする必要がある。
7. 責任者の観察により、飛行場、倉庫、戦闘車両および輸送車両の迷彩を上空からチェックする。地区本部の司令官と写真撮影。彼らによって発見されたすべての欠点は直ちに修正されるべきです。
8. 1.7 と 15.7.41 に参謀総長を通じて処刑を執行する。
ソ連国防人民委員
ソビエト連邦元帥 (S. ティモシェンコ)
赤軍参謀総長
陸軍大将（ジューコフ）
タイプスクリプト、オリジナル、サイン。
RGVA。文書のコレクション。
発行: http://bdsa.ru/sovnarkom-1941-god/1997-582-0042-19-1941
14. 前線の組織と指揮要員の任命について
1941 年 6 月 21 日
特殊フォルダー
私
1. ヴィニツァに軍事評議会の議席を置き、2つの軍からなる南部戦線を組織する。
2. チュレネフ同志を南部戦線司令官に任命し、彼にモスクワ軍管区司令官のポストを残す。
3. ザポロージェツ同志を南部戦線軍事評議会のメンバーに任命する。
Ⅱ
同志の出向のため。ザポジェツは南部戦線軍事評議会の一員として、国家統制人民委員の地位を維持したまま、メーリス同志を赤軍政治宣伝総局の長官に任命した。
Ⅲ
1. 同志ブディオニーを第二線軍の司令官に任命する。
2. ボリシェヴィキ全同盟共産党中央委員会書記、マレンコフ同志を第二線軍の軍事評議会の委員に任命する。
3. 国防人民委員のティモシェンコ同志と第二線軍の司令官ブジョニー同志に対し、ブリャンスクに拠点を置く司令部を組織するよう指示する。
Ⅳ
始まりを指示する南西部戦線と南部戦線の総合指導者ジューコフ参謀総長、現地訪問。
V
同志メレツコフに北部戦線の全般的指導を委ね、現地訪問を行ってください。
VI
ボリシェヴィキ全同盟共産党レニングラード市委員会書記、クズネツォフ同志を北部戦線軍事評議会のメンバーに任命する。
G.M.マレンコフの原稿、原本、サイン。追記・修正あり。
AP RF、f. 3、op. 50、125ページ。 75-76。
公開日: http://bdsa.ru/sovnarkom-1941-year/2011-596-21-1941
15. 第12機械化軍団への指令 No.0033
1941 年 6 月 18 日
エルガヴァ
1. この命令を受信したら、すべてのユニットを戦闘準備状態にします。
2. 戦闘警報を上げるための計画に従ってユニットを警戒状態に置きますが、警報そのものを宣言しないでください。すべての作業を迅速に、しかし騒音もなく、パニックや饒舌もなく、食料、燃料、潤滑油、弾薬、その他の種類の軍事技術支援の携帯用および輸送用の供給に必要な基準を備えて実行します。生活と戦闘に必要なものだけを持ち歩きましょう。
3. 各ユニットに人員を補充します。出張中の人員を直ちに呼び戻し、あらゆる種類の業務から人員を排除します。古い配備地点には、責任ある指揮官と政治家が率いる治安と動員のための最小限の人員を残す。
4. 1941 年 6 月 18 日の 23 時に、部隊は占領されていた冬季宿舎から移動し、次のことに集中しました。
a) 電動小銃連隊を持たない第 28 戦車師団 - ブヴォイナ (2648 年)、グルツィアイ (2040 年)、ブライディ (1046 年)、ノレイキ (1850 年) の森林内 (いずれもシャウレイ高速道路の西側)。
1941 年 6 月 20 日の 5 時までに、指揮所はノレイカの北西 1.5 km の森にありました (2050 年)。
b）第23装甲師団全体 - ティルクシュライm（3680）、セダm（2366）、トリシュキアイm（1498）の地域。
1941 年 6 月 20 日の 5 時までに、指揮所は練林台合 (北部) の 2 km 北の森にありました (1886 年)。
c）第202電動ライフル師団全体 - ドラガナ（9222）、ゲスヴィ（9814）、ヴァルデイキ（8680）、ナウコニス（8418）の地域の森林内。
1941 年 6 月 19 日の午後 2 時までに、指揮所はセンカナ (9416) の東 1.5 km の森にありました。
d) 第 10 オートバイ連隊の全軍 - ダヴノラ北西 2 km の森の中 (1254 年)。
1941 年 6 月 20 日の 5 時までに、指揮所はダヴノラ (1054) の北 1 km の森にありました。
e) 第 47 独立自動車工兵大隊の全部隊 - 1941 年 6 月 20 日午前 5 時までに、アドミシュキ (1256) の南 2 km の森に。
f) 第 380 個別通信大隊 - 第 12 機械化軍団の本部と。
5. 行進は夜間にのみ行われるべきである。集中地域では、慎重にカモフラージュし、全方位のセキュリティと監視を組織します。スリットを掘り、中隊から300〜400メートルの距離にある中隊まで部隊を分散させます。
6. 交通ルート沿いの機器の規制と復旧のためのサービスを組織します。
7. 集中エリアの下部部隊とのトラブルのない迅速な通信を確立します。 1941 年 6 月 20 日の 4 時までに、通信代表団を第 12 機械化軍団の指揮所に派遣します。その後、通信代表団は軍団指揮所に常駐するようになります。
8. 1941 年 6 月 18 日の 23 時までに、冬営地からの出発について、電話または電報で「127」の記号を付けて軍団司令部 (エルガヴァ) に通知してください。今後は、デイキャンプへの到着時と集中エリアへの到着時に報告書が提出される予定だ。
9. 1941 年 6 月 18 日の 20 時までに、部隊とそのルート、実行時間、曜日と場所、新しい地域への部隊の集中を示す行進命令の概要を暗号で伝えてください。行進中や本部の日には、時間と場所を正確に示すことが特に重要です。
10. 20.6.41の4.00からの第12機械化軍団の指揮所 - 市の西2キロメートルの森内。ナイセ（1266年）。 1941年6月18日の22時まで、軍団の指揮所はエルガヴァにありました。
第12機械化軍団長
シェストパロフ少将
軍団参謀長
カリニチェンコ大佐
タイプ打ちされたコピー。
TsAMO RF、f. 619、前掲書。 266019с、No.11 14-15。
発行: 参謀本部。軍事科学総局。大祖国戦争の戦闘文書のコレクション。 – M.: ヴォニズダット、1957年。 – T. 33。
１６．第３軍、第４軍、第１０軍の司令官に対するザポヴォの指令。指令番号 1。
1941 年 6 月 22 日、02 月 25 日から 02 月 35 日まで
コピーは LVO、PribOVO、KOVO、OdVO、Navy に送信されました
私は国防人民委員会の即時処刑命令を送信します。
1. 1941 年 6 月 22 日から 23 日にかけて、LVO、PribOVO、ZAPOVO、KOVO、OdVO の前面に対するドイツ軍の奇襲攻撃が行われる可能性があります。攻撃は挑発的な行動から始まる場合があります。
2. わが軍の任務は、重大な事態を引き起こす可能性のある挑発的な行動に屈しないことである。
同時に、レニングラード、バルト三国、西部、キエフ、オデッサ軍管区の軍隊は、ドイツ軍またはその同盟国からの奇襲攻撃に備えて完全な戦闘準備を整えておく必要がある。
注文します:
a) 1941 年 6 月 22 日の夜、州境の要塞地域の射撃地点を密かに占拠する。
b) 1941 年 6 月 22 日の夜明け前に、軍用機を含むすべての航空機を野戦飛行場に分散させ、慎重にカモフラージュする。
c) すべてのユニットを戦闘準備状態にします。軍隊は分散し、カモフラージュを続けます。
d) 割り当てられた人員をさらに増員することなく、防空を戦闘準備状態に戻す。都市や物体を暗くするためのあらゆる措置を準備します。
e) 特別な命令がない限り、他の活動を実行しないでください。
ティモシェンコ
ジューコフ
パブロフ
フォミニク
クリモフスキー
タイプスクリプト。 「1941年6月22日01時45分に受領」「1941年6月22日02時25分～02時35分に派遣」とメモがある。オリジナル、サイン
TsAMO RF、f. 208、前掲書。 2513、d 71、l。 69.
公開日: http://bdsa.ru/sovnarkom-1941-god/2020-605-3-4-10-22-1941
17. LVO、PribOVO、ZAPOVO、KOVO、OdVOの軍事評議会に対する指令第2号。
1941年6月22日 7時間15分
人民委員会にコピーする
海軍 (ソ連)
1941年6月22日午前4時、ドイツ軍機が何の理由もなく我が国の飛行場と西国境沿いの都市を襲撃し爆撃した。
同時に、ドイツ軍はさまざまな場所で砲撃を開始し、国境を越えました。
ドイツによるソ連に対する前例のない攻撃に関連して、私は次のように命令します。
1. 軍隊は全力と手段を尽くして敵軍を攻撃し、ソ連国境を侵犯した地域で敵軍を破壊する。
2. 偵察機と戦闘機を使用して、敵機の集中地域と地上部隊のグループを確立する。
3. 爆撃機と攻撃機からの強力な攻撃を使用して、敵の飛行場の航空機と地上部隊の爆撃群を破壊します。
4. 空爆はドイツ領土の深さ100～150kmまで実施されるべきである。
ケーニヒスベルクとメーメルを爆破する。
5. 特別な指示があるまで、フィンランドとルーマニアの領土を襲撃してはならない。
ティモシェンコ
マレンコフ
ジューコフ
タイプスクリプト、未認証のコピー。
TsAMO RF、f. 132a、前掲書。 2642、第 41 頁。 1.2.
公開日: http://bdsa.ru/sovnarkom-1941-god/2023-607-2-22-1941-7-15
18. 1941年7月7日付けの逮捕されたD.G.パブロフの尋問手順より（抜粋）。
1941 年 7 月 7 日
回答：まず、ドイツ軍による赤軍に対する軍事作戦が始まった状況を概説します。
6月22日午前1時。国防人民委員の命令により、私は前線本部に呼び出されました。私と一緒に、軍事評議会のメンバーであるフォミニフ軍団委員長と、前線参謀長のクリモフスキフ少将が来ました。
人民委員が電話で尋ねた最初の質問はこうだった。私は、ドイツ軍の非常に大規模な動きが右翼で観察されたと答えた。第3軍司令官クズネツォフの報告によると、ドイツ軍の機械化された縦隊が1日半にわたって継続的にスヴァリの棚に進軍していたという。彼自身の報告によると、アウグストゥフ～サポツキン間ではドイツ軍が多くの場所でバリケードのワイヤーを撤去していたという。前線の他の部門では、私はビャロポドラスカグループについて特に懸念していると報告した。
私の報告に対して人民委員はこう答えた。「落ち着いてパニックにならないでください。今朝念のため本部を集めてください。何か不愉快なことが起こるかもしれませんが、挑発の危険を冒さないでください。孤立した挑発がある場合は、電話してください。」会話はそこで終わりました。
人民委員の指示に従い、私はただちに軍司令官全員をHF事務所に呼び、参謀長や作戦部門長らとともに軍本部に報告するよう命じた。また、私は指揮官たちに、軍隊を戦闘状態にし、すべての戦闘用建造物、さらには未完成の鉄筋コンクリート建造物も占拠するよう提案した。
私のこの命令に対して、クズネツォフは、私が以前に与えた指示に従って、軍隊に薬莢を配布し、今建造物を占拠し始めていると答えた。
第10軍司令官ゴルベフは、戦争の試合後、軍団司令部は計画に基づいて軍隊がいるはずの場所に部隊を導くために残されたと報告した。私はゴルベフに、軍隊を完全な戦闘準備状態に保ち、私のさらなる命令を待つよう警告した。
第4軍司令官コロブコフは、部隊が戦闘の準備ができていると報告した。彼はブレスト守備隊の戦闘準備状況を確認すると約束した。これに対して私はコロブコフに、計画に従って駐屯地があるはずの場所に配置されるべきであると指摘し、直ちに私の命令の実行を開始するよう提案した。
コペック地区の空軍司令官とその副官であるタユルスキーが地区本部で私のところに来て、航空隊は完全な戦闘準備を整え、司令部の命令に従って飛行場に解散したと私に報告した。 NKO。
軍司令官とのこの会話は午前2時ごろに行われた。
午前3時30分国防人民委員は再び私に電話して、「何が新しいのですか？」と尋ねました。私は彼に、今は何も新しいことはなく、軍隊との連絡を確立しており、それに対応する指示が指揮官に与えられていると答えました。
同時に、私は人民委員に対し、航空機にNZガソリンを給油し、エンジンをNZエンジンに交換することをジガレフ空軍司令官が禁止したことに反して、コプツ氏とタユルスキー氏にそのような命令を出したことを報告した。人民委員は私のこの命令を承認しました。私は人民委員に対し、軍司令官との二次交渉の後、私の部門のさらなる状況について報告することを約束した。
次の 15 分間で、私は指揮官から次の情報を受け取りました。
第10軍の司令官から-「すべてが落ち着いています」。第4軍より - 「どこにいてもすべてが平静で、軍隊はあなたが設定した任務を遂行しています。」第 22 戦車師団はブレストから撤退するのかと尋ねたところ、「はい、他の部隊と同様に出発しています。」という答えが返ってきました。第 3 軍の司令官は、何も新しいことは起こっていないと私に答えました。要塞地域の長であるイワノフの軍隊は要塞内におり、第56歩兵師団は計画に従って割り当てられた場所に撤退した。第27歩兵師団もその場所に配置されており、戦闘開始の約1か月前に、私はそれをサポツキン・グロドノからスホーヴォイのアウグストフ・グラエヴォに移した。これらの場所は参謀本部によって承認されています。
私は新たな状況を国防人民委員に報告しに行ったが、モスクワに到着する前にクズネツォフから電話があり、こう報告された。グロドノ上空では最大50～60機の飛行機が本部を爆撃しており、私は地下室に行かざるを得ません。」私は電話で彼に、ファイル「Grodno-41」（カバープランの従来のパスワード）を入力し、ためらうことなく行動し、本部と適切な位置を占めるように言いました。その後、急いでビャウィストクに電話したところ、ビャウィストクは「今は前線は落ち着いています」と答えた。
4時10分頃から4時15分頃、私はコロブコフと話したが、彼も「ここではすべてが穏やかだ」と答えた。
約8分後、コロブコフは「航空機がコブリンを攻撃した、前線でひどい砲撃があった」と報告した。私はコロブコフに「コブリン4l」を行動に移すよう提案し、軍隊を彼の手に保持し、完全な責任を持って行動し始めるように彼に命じた。
司令官が私に報告したことはすべて、私は直ちに正確に国防人民委員に報告しました。後者は「状況に応じて行動してください」と答えた。
質問: なぜドイツ軍は前線を突破して我が国の領土の奥深くまで侵入することができたのでしょうか?
回答: ブレスト方向では、3 つの機械化軍団が第 6 師団と第 42 師団を同時に攻撃しました。これにより、数と装備の質の両方で敵の優位性が生まれました。第4軍司令官コロブコフは制御を失い、明らかに混乱していたため、少なくとも第4師団をこの方向に引っ張ることによって、自軍で主方向を十分にカバーすることができなかった。敵は同じブレスト方向の第6師団と第42師団に大量の爆撃機を送り込んだ。コロブコフの報告書によると、この航空機は慎重に我が歩兵の位置を処理し、敵の急降下爆撃機は次から次へと砲を無力化した。特に初日からすでに午前4時ちょうどにすべての飛行場で離陸することなく敵の同時攻撃により多数の戦闘機が撃墜されて以来、空中における敵航空の支配は完全でした。この日、訓練機を含む全システムの航空機最大 300 機が撃墜されました。これはすべて、暗くて飛行機が離陸できなかったため起こりました。私は個人的に、空軍司令官コレツと副官タユルスキーが飛行場で航空がどのように分散したかを物理的に確認することができませんでした。政治面では、ピアロフとタラネンコ空軍参謀長は、航空の集中配備に関する国防人民委員の命令を履行したと私に報告した。
回答: すべての問題の主な理由は、敵の戦車とその新しい資材の非常に優れた点と、敵の航空の非常に優れた点であると考えています。
質問: 西部戦線での突破の責任は誰にありますか?
回答: すでに示したように、ドイツ軍が我が国の領土に急速に進軍した主な理由は、敵の航空機と戦車の明らかな優位性でした。さらにクズネツォフ（バルト軍管区）は戦闘を望まなかったリトアニア軍部隊を左翼に配置した。バルト三国の左翼への最初の圧力の後、リトアニア部隊は指揮官を射殺して逃走した。これにより、ドイツ軍戦車部隊がビリニュスから私を攻撃することが可能になりました。これに加えて、コロブコフとサンダロフの部隊による第4軍司令部の制御の喪失は、敵のボブルイスク方向への急速な前進に寄与し、第10軍司令官による私の命令に従わなかった。 、ゴルベフ将軍は、敵の機械化グループを倒すために第6機械化軍団でブリャンスクへの攻撃を実行し、その後ヴォルコヴィスクの地域で自由に使えるようになり、適切な打撃グループを持つ機会を奪いました。 。
質問: あなたの部下に反逆的な行為はありましたか?
回答: いいえ、そうではありませんでした。従業員の中には、急速に変化する環境に多少混乱している人もいました。
質問: 前線を突破した際の個人的な欠点は何ですか?
回答: ドイツ軍の突破を阻止するためにあらゆる手段を講じました。前線で起きた状況について私は自分のせいだとは思っていない。
質問: 西部特別軍管区をどれくらい指揮していましたか?
答え: 1 年です。
質問: 地区の一部は軍事行動の準備ができていましたか?
回答: 新たに編成された第 17、第 20、第 13、第 11 機械化軍団を除き、地区の部隊は軍事行動の準備ができていました。さらに、第13軍団と第11軍団ではそれぞれ1個師団が訓練を受けており、新兵を受け取った残りの師団は訓練用の装備しか持っておらず、それでもどこにでもあるわけではなかった。第 14 機械化軍団には、訓練が不十分な自動車化師団が 1 つと戦車師団のライフル連隊しかありませんでした。
質問: 地区の主要部分が軍事行動の準備ができていて、あなたが時間通りに移動する命令を受けたのであれば、ドイツ軍がソ連領内に深く突破したのは、前線司令官としてのあなたの犯罪行為によるものとしか考えられません。
回答：私はこの告発を断固として否定します。私は反逆や裏切りを犯していません。
質問: 州境の全長に沿って、あなたが指揮した区域だけで、ドイツ軍はソ連領土の奥深くまで侵入しました。繰り返しますが、これはあなたの側の反逆的な行為の結果です。
回答: 私の前線での突破口は、例えばキエフ軍管区のような新しい物資部隊を私が持っていなかったために起こりました。
尋問:
リード副官捜査班長
ソ連第3NGO総局
美術。大隊委員パブロフスキー
ソ連NGO第3総局の調査官
ml。コマロフ国家安全保障大尉
原稿、原本。
中央選挙委員会FSB。アーカイブおよび調査ファイル番号 R-24000、pp. 23-53。
出版: 「...1941 年春にロシアを破壊する」 (A. ヒトラー、1940 年 7 月 31 日): ソ連とドイツの諜報機関からの文書。 1937-1945」、Comp.ヤンポルスキー副社長 - M.クチコヴォフィールド、2008年 – pp. 457-481。
19. バルト海特別軍事管区司令部指令（抜粋）
1941 年 6 月 18 日
地区の軍事作戦の戦域を迅速に戦闘準備状態にするために、私は次のことを命じます。
4. 第8軍と第11軍の司令官へ：
a) 各軍の敷地内で、計画に定められた特定の障壁を建設するための野戦倉庫、対戦車地雷、爆発物および対人障壁を組織するためのポイントを決定する。 21.6.41までに指定された資産を整理倉庫に集中させる。
b) 地雷原を敷設し、チームの構成、配置場所、作業計画を決定する。これらすべては国境師団の指揮官を通じて行われた。
c) ヴィリヤ川、ネヴャザ川、ドゥビサ川を渡る横断歩道の建設に利用可能な資材（いかだ、はしけなど）の準備を開始する。交差点は地区本部の業務部門と共同で設置される。
第30および第4ポンツーン連隊を第11軍の軍事評議会に従属させる。川に橋を架けるために棚を完全に準備しておきます。ネーマン。一連の演習で、これらの連隊による橋の建設条件を確認し、完成までの最低期限を達成します。
e）第8軍と第11軍の軍隊の司令官 - ゾーン内の最も重要な橋、すなわち州境とシャウレイ、カウナスの後線を破壊することを目的として、r。ネーマンはこれらの橋を偵察し、それぞれの橋の爆発物の数と解体チームを決定し、橋から最も近い地点に破壊のためのあらゆる手段を集中させた。橋を破壊する計画は陸軍の軍事評議会によって承認される必要がある。
期限は 41 年 6 月 21 日です。
7. 陸軍部隊の司令官およびABTV地区の責任者へ。
各オートバットを犠牲にして戦車の別個の小隊を作成します。この目的のためにトラックにコンテナを設置し、作成される別個の小隊の数は 4 です。
完成日: 1941 年 6 月 23 日。
テルシャイ、シャウレイ、ケイダニ、イオノバのこれらの別々の小隊を機動予備として保持し、軍司令官の裁量に委ねる。
e) 地区のユニットの中からガソリンタンクを選択し（機械化されたものと航空用のものを除く）、それぞれ 50 パーセントを移送する。 3ミクロンと12ミクロンで。締め切り: 1941 年 6 月 21 日。
f) 各機械およびトラクターにスペアパーツを提供し、OST のヘッドを介して給油機械用の付属品 (ファンネル、バケット) を提供するためにあらゆる措置を講じてください。
PribOVO部隊の司令官
クズネツォフ大佐
軍事評議会のメンバー
軍団委員ディブロヴァ
参謀長
クレノフ中将
脚本。
TsAMO RF、f. 344、前掲書。 5564、第 1 頁。 34-35。
発行: 軍事史マガジン。 1989年 – 第5位。 – P.46
20. バルト海特別軍事管区司令部命令の抜粋
1941 年 6 月 19 日
1. 防衛線の装備を管理する。 SDの本線でのポジションの準備に重点を置き、その取り組みを強化する。
2. 現場での作業を終了します。ただし、前線に陣取るのは敵が州境を侵犯した場合のみ。
前野と主防御ゾーンの両方の陣地を迅速に占領するには、対応する部隊が完全に戦闘準備を整えていなければなりません。
陣地後方のエリアで、国境部隊との通信の信頼性と速度を確認してください。
3. 部隊の挑発とパニックを避けるために特別な注意を払い、戦闘準備の管理を強化します。すべてを静かに、しっかりと、落ち着いて行います。すべての指揮官と政治家は状況を冷静に理解する必要がある。
4. 地雷原は、防衛建設計画に従って配置されるべき場所に、軍司令官の計画に従って設置されます。敵に対する完全な秘密保持と部隊の安全に注意してください。瓦礫やその他の対戦車障害物、対人障害物は、軍司令官の計画に従って、また防御建設の計画に従って作成される必要があります。
5. 司令部、軍団および師団 - 指揮所において、関連する指揮官の決定により対戦車装備を提供する。
6. 私たちの前進部隊は避難場所に行かなければなりません。ドイツ軍機が州境を越える事例が増えていることを考慮に入れてほしい。
7. ユニットに消火器やその他の種類の物資を継続的に補給します。
行進中および現場で粘り強く部隊を編成します。
PribOVO部隊の司令官
クズネツォフ大佐
政治宣伝部長
リャプチー
参謀長
クレノフ中将
TsAMO RF、f. 344、前掲書。 5564、d 1、l。 34-36。
発行: 軍事史マガジン。 1989年 – 第5位。 – ページ 47-48。
21. ZapOVO 航空部門の電報 No. 217
Sov.シークレットシリーズ「G」
決定済み電報 N217
リダより 送信 4-08 21.6.41 受理 8-00 21.6.41
労働安全衛生に加入 8-05 21.6.41
8-15 21.6.41 を解読しました。
宛先: AD 司令官、空軍基地の責任者、各防空基地の司令官。
空軍司令官は、すべての部隊に戦闘準備を整え、必要な量の弾薬を供給し、飛行場、物資、輸送手段を偽装するために必要な措置を講じるよう命令した。 41/6/21 の実行を報告します。41/6/21 を繰り返します。 18:00までに。
TsAMO RF、f. 14番目の衛兵BAP、op. 178446、建物 2、l. 310.
22. 赤旗バルト海艦隊司令官からレニングラードおよびバルト海特別軍事管区の司令官、国境軍司令官への報告
1941 年 6 月 20 日
1941年6月19日以来、赤旗バルト海艦隊の部隊は計画第2号に従って戦闘準備態勢に置かれ、指揮所が配備され、フィンランド湾口とイルベ海峡の哨戒任務が強化された。 。
赤旗バルチック艦隊司令官中将の賛辞
脚本
TsAMO RF、f. 221、前掲書。 1394、d 2、l。 59.
発行: 軍事史マガジン。 1989年 – 第5位。 – P.48
23. V.M.モロトフとV.シューレンブルク大使との会話。
1941 年 6 月 21 日
呼ばれるとシューレンブルクが登場。同志モロトフはドイツ軍機による国境侵犯に関する声明のコピーを彼に手渡したが、同志はそうすべきだった。デカノゾフ・リッベントロップとかヴァイツゼッカーとか。
シューレンブルクはこの声明をベルリンに伝えると答え、ドイツ機による国境侵犯については何も知らないと述べるが、相手側の飛行機による国境侵犯についての情報を受け取る。
同志モロトフは、我が国の航空機によるドイツ国境侵犯についてドイツ国境当局から苦情はほとんどないと答えた。当社側による国境違反は稀な出来事であり、場合によってはパイロットの経験不足などにより避けられないものです。ドイツ機による国境侵犯は性質が異なる。同志モロトフはシューレンブルクに対し、ドイツ人は当然のことながら我々の声明に答えなければならないと宣言した。それから同志モロトフはシューレンブルクに、ソ連とドイツの関係の一般的な状況について聞きたいと伝える。同志モロトフはシューレンブルクに、どうしたのかと尋ねた。最近ドイツ大使館の職員数名とその妻たちがモスクワを去り、ソ連とドイツの間の差し迫った戦争に関する噂がますます深刻な形で広まり、平和を愛するタス通信のメッセージが伝えられているのではないかと尋ねた。 6月13日はドイツでは出版されなかったが、ドイツのソ連に対する不満があるとすれば、それは何だろうか？同志モロトフはシューレンブルクにこれらの現象を説明できるかどうか尋ねます。
シューレンブルクは、これらの質問にはすべて根拠があるが、ベルリンがまったく知らせていないため、答えることができないと答えた。シューレンブルク氏は、ドイツ大使館の一部の職員が確かに召還されたが、これらの召還は大使館の外交職員に直接の影響を与えなかったことを認めた。重要ではなかった海軍武官バームバッハ林務武官を思い出した。空軍武官のアッシェンブレナー氏はベルリンへの出張から戻ってこなかった。彼、シューレンブルクはその噂を知っていますが、それについて何の説明もできません。
同志モロトフは、彼の意見では、ドイツ政府がソ連に関して不満を抱く理由はないと述べている。ソビエト・ユーゴスラビア協定は、ソビエト・ドイツ関係に反するものとして海外で非常に宣伝されましたが、先に説明したように、狭い枠組み内に限定されており、両国関係に影響を与えることはできませんでした。現在、この質問は一般的にその関連性を失っています。
シューレンブルク氏は、提起された質問には答えることができないと繰り返している。かつて彼はヒトラーに受け入れられた。ヒトラーはシューレンブルクに、なぜソ連がユーゴスラビアと協定を結んだのか尋ねた。ソ連国境へのドイツ軍の集中について、ヒトラーは、この行動は予防措置として取られたものであると語った。もちろん、彼、シューレンブルクは今日言われたことを電報で伝えていますが、同志から関連情報を入手することが賢明かもしれません。デカノゾワ。彼、シューレンブルクはイギリスのラジオから同志のメッセージを聞いた。デカノゾフはリッベントロップに何度か受け入れられた。ドイツのラジオはこの件について何も報道しなかった。
同志モロトフは、イギリスのラジオからこのメッセージを知っていると答えた。それは本当ではない。
結論として、同志モロトフは、シューレンブルクが提起された質問に答えることができないことに遺憾の意を表明した。
応用
補佐官メモワール
ソ連外務人民委員会は今年4月21日付の口頭メモにより発表した。 g. 今年3月27日から4月18日までの期間に発生したドイツ航空機によるソ連国境侵犯についてモスクワのドイツ大使館に通報した。ソビエト国境警備隊によって記録された80件の事件。
しかし、上記のメモに対するドイツ政府の返答はまだソ連政府から受け取られていない。
さらに、ソ連政府は、過去２ヶ月間、すなわち今年４月１９日以降、ドイツ航空機によるソ連国境侵犯があったことに留意すべきである。今年の6月19日まで。 g. 包括的行為は止まらなかったばかりでなく、増加を続け組織的になり、指定された期間内に 180 件に達し、それぞれの件についてソ連国境警備隊は直ちに国境問題に関してドイツ代表に抗議を行った。
これらの飛行の系統的な性質と、多くの場合ドイツ機がソ連の奥深く100～150キロ以上を飛行しているという事実から、ドイツ機が偶然にソ連国境を侵犯したと仮定する可能性は排除されている。
ソ連政府はこの状況にドイツ政府の注意を引きつけ、ドイツ政府がドイツ航空機によるソ連国境侵犯を阻止する措置を講じることを期待している。
WUA RF、f. 06、op. 3、1、5、l。 8-11。
出版物: ソ連の外交政策に関する文書。 23巻。 2（パート2）。 1941 年 3 月 2 日から 6 月 22 日まで - M.: 国際関係論、1998 年。 751-753。
24. ZapOVO軍司令官への指令
1941 年 6 月 13 日
1. 地区内の軍隊の戦闘即応性を高めるために、すべての深度ライフル師団と軍団ユニットを備えた歩兵軍団の指揮官は、援護計画によって提供されるエリアのキャンプに招集されるべきである（NCO指令第503859号/） ss/ov）。
2. 国境区画はそのままにして、割り当てられた地域の国境まで撤退させる。必要であれば、これは私の特別命令によって行われる。
3. 第 44 軍団は、第 108、64、161、第 143 師団および軍団部隊を管理する軍団の一部として、あなたの裁量でバラノヴィチ地域に撤退します。
第37歩兵師団をリダ地域に移転し、第21歩兵軍団に編入する。
4. これらの軍隊の撤退は、1941 年 7 月 1 日までに完了する必要があります。
5. 宅配便による接続ごとの撤退の順序とタイミングを示した撤退計画を[6月41日]までに提出してください。
ソ連国防人民委員
ソ連元帥 S. ティモシェンコ
参謀長 K.A.
G.ジューコフ陸軍大将
レターヘッドの原稿:「NGO USSR」。署名されていません。
TsAMO RF、f. 16、op. 2951、no.242、pp. 132-133。
公開日: http://bdsa.ru/sovnarkom-1941-god/2018-603-22-1941
25. 前線軍事評議会への指令第 3 号
1941 年 6 月 22 日
1. 敵は、22.6の間に、スヴァウキ突出部からオリタへ、そしてウラジミール・ヴォリンスキー、ラジェホフ戦線のザモシチ地方から攻撃を行い、ティルシット、シャウレイ、ヴォルコヴィスクのセドレツ方向への補助攻撃を行い、大きな損害を被ったものの、達成した。これらの方向では小さな成功を収めています。
ドイツとの州境の他の地域、およびルーマニアとの州境全体では、敵の攻撃は多大な損失を出しながら撃退された。
2. 私は軍隊の当面の任務を 23 ～ 24.6 に設定しました。
a) 北西部戦線と西部戦線の軍隊の集中攻撃により、敵のスヴァウキ集団を包囲して破壊し、6 月 24 日の終わりまでにスヴァウキ地域を占領する。
b) 機械化軍団の強力な集中攻撃により、南西戦線の全航空隊と第5Aおよび第6Aの他の部隊が、ウラジミール・ヴォリンスキー、ブロディの方向に前進する敵集団を包囲し、破壊する。 6 月 24 日の終わりまでに、ルブリン地域を占領します。
3. 注文します:
a) 北部戦線の軍隊は州境を堅固に覆い続けている。左側の境界線も同じです。
b) 北西部戦線の軍隊は、バルト海沿岸を堅固に保持し、カウナス地域から敵のスヴァウキ集団の側面と後方に強力な反撃を加え、西部戦線と協力してこれを破壊し、最後までに6月24日、スヴァウキ地域を占領。
左側の境界線も同じです。
c) 西部戦線の軍隊は、ワルシャワ方向の敵を阻止し、スヴァウキの敵集団の側面と後部で少なくとも2つの機械化軍団と前線航空部隊による強力な反撃を開始し、スヴァウキ軍団とともにこれを破壊する。北西部戦線は攻撃を開始し、6月24日の終わりまでにスヴァウキ地域を占領した。
左側の境界線も同じです。
d) 南西戦線の軍隊は、ハンガリーとの国境を堅固に保持し、第5軍団と第6軍団、少なくとも5つの機械化軍団と全前線航空部隊によるルブリン方面への集中攻撃により、敵集団を包囲し破壊する。ウラジーミル・ヴォリンスキー、クリスチノポリ戦線を前進し、6月26日の終わりまでにルブリン地域を占領する。クラクフ方面から安全に食料を確保してください。
e) 南部戦線の軍隊は、敵が我が国の領土に侵入するのを阻止しなければならない。敵がチェルニウツィー方向に攻撃しようとしたり、pを強制しようとしたりしたとき。プルトとドナウを破壊するために航空と協力して地上部隊の強力な側面攻撃を行います。 23.6日の夜、2つの機械化軍団がキシナウとキシナウ北西の森林地域に集中した。
4. バルト海からハンガリーとの国境に至る前線において、私は国境を越えることと、国境に関係なく行動することを許可します。
5. 最高司令部の航空：
a) 1st Av の 1 便で北西部戦線を支援する。ビルDD と Western Front が 3rd Av で 1 つのフライトで飛行します。ビルスヴァウキの敵グループを倒すという任務の期間中DD。
b) DD の第 18 航空師団を南西部戦線に組み込み、第 2 Av の 1 便で南西部戦線を支援する。ルブリンの敵グループを倒すという任務期間中のDD軍団。
c) 4 番目のアベニュー南西戦線の主力部隊と黒海艦隊への部隊の一部を支援できるよう、DD軍団を私の自由に任せてください。
国防人民委員 首長級議員
ソ連軍事評議会
ソビエト連邦元帥
ティモシェンコ
マレンコフ
参謀総長
赤軍
ジューコフ陸軍大将
タイプスクリプト、認証済みコピー。 「1941年6月22日21時～15時に派遣」とのメモがある。
TsAMO RF、f. 48a、前掲書。 1554、第 90 頁。 260-262。
公開日: http://bdsa.ru/sovnarkom-1941-year/2030-614-3-22-1941
26.「ポクロフスキー将軍委員会」が赤軍司令官に送った質問
1952年に将校と将軍に送られた質問
1941年から1945年の大祖国戦争の説明を作成するとき。戦争の初期に関しては、不明瞭で文書化が不完全な問題が数多くあります。
これらの不明瞭な質問には次のようなものがあります。
1. 州境防衛の計画は軍隊に関する限り、軍隊に伝えられているか。この計画の実施を確実にするために、司令部と司令部はいつ、何をしましたか?
2. いつから、どのような順序に基づいて援護部隊が州境に進入し始めましたか? 交戦開始前にそのうちの何名が配備されましたか?
3. 6 月 22 日の朝、予想されるナチスドイツによる攻撃に関連して軍隊に警戒を開始する命令を受けたとき。この命令を実行するためにいつ、どのような指示が与えられ、軍隊は何をしたのでしょうか？
4. 大砲のほとんどが訓練センターにあったのはなぜですか?
5. 司令部は軍隊の指揮と管理のためにどの程度準備されていましたか?また、これは戦争の最初の数日間の作戦の過程にどの程度影響を与えましたか?
元司令官/参謀長/師団/軍団/として、可能な限りこれらの問題を明らかにし、それによって大祖国戦争のより完全かつ客観的な説明を作成するのに役立つようにお願いします。
ポクロフスキー大将
これらの質問は、M. A. プルカエフによる調査資料から抜粋されました。
1952 年に砲兵指揮官に送られた質問
1941年から1945年にかけての大祖国戦争の記述を作成する際、「1941年の国家国境防衛計画」に基づく国境軍管区への大砲の集中と配備の期間に関して、不明瞭で文書化が不完全な問題が数多くある。大祖国戦争前夜。
これらの不明瞭な質問には次のようなものがあります。
1.なぜ訓練キャンプのライフル軍団と師団の大砲が砲兵キャンプにあったのですか？
2. 砲兵隊が訓練キャンプに撤退しなかったのはどの連合軍編隊ですか?
3. 編隊と部隊の大砲を戦闘準備状態に置くよう命令が出されたのはいつですか?この命令に従って、部分的にいつ、何が行われたのでしょうか?
4. 訓練キャンプに持ち込まれた砲兵部隊はどのような弾薬を備蓄していましたか?戦争の初期に、彼らが収容所から師団や軍団に移動していたときに、これらの部隊に弾薬を補充することは可能でしたか？
5. キャンプにある砲兵はいつ部隊に加わりましたか?我が国の国境を不法に侵犯したナチス軍と援護部隊はどのような大砲を使って戦闘を行ったのでしょうか?
6. 砲兵部隊にはどの程度の牽引手段が提供されましたか?
7. 援護部隊の砲撃位置は州境防衛計画に従って決定され、砲兵の射撃計画と砲撃位置のエリアへの撤去計画が策定されましたか?
元砲兵長として、私はあなたに、可能な限りこれらの問題を明らかにし、それによって大祖国戦争のより完全かつ客観的な説明を作成するようお願いします。
ポクロフスキー大将
1952年に元陸軍航空軍司令官に送られた質問
1941年から1945年にかけての大祖国戦争の記述を作成する際、「1941年の国家国境防衛計画」に基づく国境軍管区への空軍の配備と集中に関連して、不明瞭で文書化が不完全な問題が数多くある。大祖国戦争前夜。
これらの不明瞭な質問には次のようなものがあります。
1. 戦争前夜に陸軍航空軍に飛行場ネットワークを提供？
2. 航空編隊と陸軍航空部隊には資材とその品質が装備されていますか?陸軍空軍に就航する新型航空機は、飛行要員によってどの程度習熟されているのでしょうか?陸軍空軍人員は戦闘作戦を行う準備ができていますか?
3. 陸軍航空軍司令部は、6 月 22 日の朝、ナチス・ドイツによる攻撃の可能性を認識していましたか?
4. 陸軍航空軍を戦闘準備状態にする命令はいつ受けましたか、またこの命令に従って陸軍航空軍司令部は何をしましたか?
5. 6月22日の朝までに、ファシスト航空による突然の攻撃を撃退するために陸軍航空軍はどの程度の準備をしていましたか？
6. 軍司令部の航空部門は、戦闘状態で航空を制御するためにどの程度の準備ができていましたか?また、これは戦争初期の戦闘作戦にどの程度影響しましたか?
元陸軍航空軍司令官として、私はあなたに、可能な限りこれらの問題に光を当て、それによって大祖国戦争のより完全かつ客観的な説明を作成するのに役立つようにお願いします。
ポクロフスキー大将
1953年に国境地区の情報部門の元責任者に送られた質問。
1941年から1945年にかけての大祖国戦争の記述を作成する際、戦争前夜のナチス軍の行動の可能性についてのグループ本部の評価に関連して、不明瞭な疑問が数多くある。
これらの不明瞭な質問には次のようなものがあります。
1. ナチス軍のグループは、戦争前夜、地方本部でどの程度知られていましたか?
2. 暴露された敵軍のグループと彼の行動の可能性がどのように評価されたか。
3. 地区本部はナチスドイツ側の交戦開始時期に関する情報を持っていましたか?
4. 諜報データを使用して地区本部にどのような命令が存在していたのか（誰に報告されたのか、軍隊に送られたのか、参謀本部に提出されたのか）。
5. 地区軍の指揮官が諜報データに基づいて地区本部の結論をどのように評価したか。
6. 戦争の最初の 1 か月間で軍隊からタイムリーな情報データがどのように受け取られたか、およびこのデータの完全性と価値の程度。
7. 戦争の最初の 1 か月間、諜報部門はどのように働いたか。
元司令部情報部長として、私はあなたに、可能な限りこれらの問題を明らかにし、それによって大祖国戦争のより完全かつ客観的な記述を作成するのに役立つようにお願いします。
ポクロフスキー大将
1949 年の軍事科学総局の最初の要請に応じなかった軍指導者に 1953 年に送られた督促状。
大祖国戦争の初期の参加者として、あなたには、戦争の最初の数か月間 (9 月まで) の思い出を書くようにというリクエストが送られてきました。
現在までのところ、何らかの理由で、あなたからは返答がありません。
大祖国戦争初期の軍事作戦の特徴と経過を軍事史的著作に展開し要約することの重要性を考慮し、主要軍事科学総局は、質問の範囲内で回想録を執筆するよう再度依頼する必要があると考えています。上記の手紙で提起されました。
ポクロフスキー大将
1956 年に師団および連隊の指揮官に送られた質問。
大祖国戦争初期の出来事についての包括的かつ真実の研究が緊急に必要であることを考慮し、戦史部は、戦争参加者、元指揮官として、この戦争に関する思い出を共有していただくようお願いします。おおよそ次のような質問です。
1. 連隊の所在地と戦争開始時の所在地。
2. 小隊師団レベルでの司令部および指揮要員の準備の程度。
3. 物的および技術的支援（牽引手段の利用可能性、倉庫内の弾薬、銃および人員間、輸送手段の提供、通信など）。
4. 連隊を戦闘準備状態にする命令がいつ、誰から受け取られたか、またどのような任務を受けたか。
5. 事前に準備された射撃陣地があったかどうか、その施設設備の範囲、およびそれらが占領された時期。
6. 1941 年 6 月から 7 月にかけての連隊の軍事作戦の概要。6 月 22 日から 7 月 10 日までの出来事をより詳細に取り上げることをお勧めします。
私たちが提起する質問は、あなたの思い出の説明を制限するものであってはなりません。注目に値すると思われる問題を強調することをお勧めします。
副戦史部長
シチェフ少将
出版日: 私は記憶だけを頼りに書いています...大祖国戦争の最初の日の惨事についての赤軍の司令官: 第 1 巻、コンプ。序文、解説そしてビオガー。 S. L. チェクノフによるエッセイ。 – M.: ロシア教育科学促進財団。ドミトリー・ポジャルスキー大学、2017年。
27. 1941年7月22日付のソ連最高裁判所軍事会議の非公開法廷会議の議定書。
モスクワ 1941 年 7 月 22 日
極秘
Otp. 1部
議長: 国軍弁護士 V.V.
メンバー: 軍事弁護士 A. M. オルロフと軍事弁護士 D. ヤビン
秘書 - 軍事弁護士 A. S. マズール
0時20分裁判長は法廷審理を開始し、元西部戦線司令官ドミトリー・グリゴリエヴィチ・パブロフ陸軍大将、元西部戦線参謀長ウラジミール・エフィモヴィチ・クリモフスキフ少将の容疑で事件を検討すると発表した。第2条に基づく犯罪の防止美術。 BSSR 刑法の 63-2 および 76。西部戦線本部の元通信部長アンドレイ・テレンチェヴィッチ・グリゴリエフ少将と元第4軍司令官アレクサンダー・アンドレーヴィチ・コロブコフ少将は、いずれも第1条に基づく罪に問われている。 BSSR刑法第180条「6」。
被告の身元を確認した後、裁判長は彼らに、起訴状のコピーを渡されたかどうか、そして、起訴状をよく知っているかどうかを尋ねた。
被告らは肯定的に答えた。
法廷の構成が発表され、被告には、理由がある場合には法廷から誰かに異議を申し立てる権利があることが説明されます。
被告らは法廷構成に異議を唱えなかった。
司法調査の開始前に請願は受理されなかった。
司法調査:
裁判長は起訴状を読み上げ、被告人に容疑が明らかかどうか、また有罪を認めるかどうかを尋ねる。
1. パブロフ被告。私に対してもたらされた非難は理解できる。私は、反ソ連の軍事陰謀に参加したという罪を認めていません。私は反ソ連陰謀組織の一員になったことはありません。
私は、第4軍司令官コロブコフがブレストから軍隊を避難させるという私の命令を履行したかどうかを確認する時間がなかったという事実について罪を認めます。 6月初旬、私はブレストからキャンプへ部隊を撤退させる命令を出しました。コロブコフは私の命令を実行しなかったが、その結果、都市を離れた時点で3個師団が敵に敗北した。
私は赤軍参謀本部の指令を自分なりに理解し、それを事前に、つまり敵が攻撃する前に実行しなかったという事実に対して有罪を認めます。敵が動き出そうとしていることは分かっていたが、モスクワからはすべてが順調であると確信し、パニックに陥らないようにと命じられていた。これを教えてくれた人の名前は言えません。
会長。数時間前、つまり1941年7月21日の予備調査でのあなたの証言を確認しますか？
被告。これらの証言を信じないでください。体調が悪いときにあげました。 1941 年 7 月 7 日の予備調査での私の証言を信じてください。
会長。 1941 年 7 月 21 日付のあなたの証言 (ld. 82、第 1 巻) の中で、あなたは次のように述べています。「陰謀の目標と目的について、私は 1937 年にまだスペインにいたときにメレツコフから初めて知りました。」
被告。スペインにいる間、私はメレツコフと一度会話をしましたが、その中でメレツコフは私にこう言いました。「この戦争で経験を積み、この経験を軍隊に伝えましょう。」同時に、私はパリの新聞で赤軍に存在した反ソ連軍事陰謀について知りました。
会長。数時間前、あなたは全く違うこと、特に敵の活動について発言しました。
被告。私は反ソ連活動に関与したことはありません。私は心神喪失状態にありながら、反ソ連軍事陰謀への参加について証言した。
会長。同じLD上にあります。 82、第 1 巻では、次のように言います。
「メレツコフが私に説明したこの陰謀の目標と目的は、要するに、軍の指導者を交代させ、陰謀者であるウボレヴィチとトゥハチェフスキーを喜ばせる人物を軍のトップに据えることにあった。」
彼とそのような会話をしましたか？
被告。彼とはそのような会話をしませんでした。
会長。スペインから帰国後、反ソ連軍事陰謀についてメレツコフとどのような会話をしましたか？
被告。スペインから戻ると、軍隊内の暴かれた陰謀についてメレツコフと会話し、この野郎をどこに置くか尋ねた。メレツコフは私にこう答えた。「今は陰謀論に関わっている暇はない。私たちの仕事は始まったので、袖をまくって仕事をする必要があります。」
会長。四十一年七月二十一日の予備調査では、これについては全く違うことを言っておられます。そして特に氷上では。第 1 巻 83 では、次のような証言を行っています。
「スペインから帰国後、陰謀の問題についてメレツコフと話し合った際、私たちは失敗から身を守るために、反ソ活動を一時的に行わず、地下深くに潜って、奉仕活動にのみ身を置くことに決めた。ポジティブな面。」
被告。私は予備調査で法廷で言ったことを言いました。これに基づいて、調査官は別のことを書き留めました。私は署名した。
会長。氷の上で1941 年 7 月 21 日付けの同じ証言の 86 件で、あなたは次のように述べています。
「メレツコフと常に連絡を取り合っていたメレツコフは、私との繰り返しの会話の中で敗北主義の感情を組織的に表現し、来たるべきドイツとの戦争における赤軍の敗北が避けられないことを証明した。ドイツが西側で軍事行動を開始した瞬間から、メレツコフは、「今、ドイツ人には我々のための時間がない。しかし、もし彼らがソ連を攻撃し、ドイツ軍が勝利したとしても、我々をこれ以上悪くすることはない」と語った。
メレツコフとそのような会話はありましたか？
被告。はい、彼とそんな会話をしました。この会話は1940年1月にライヴォラで私と彼の間で行われました。
会長。この「私たちにとってこれ以上悪くはならない」は誰にとってのことなのでしょうか？
被告。私も彼のことも同様に、私は彼のことを理解しました。
会長。あなたは彼の意見に同意しましたか？
被告。この会話は酒を飲みながら行われたので、私は彼に反対しませんでした。これは私のせいだ。
会長。このことを誰かに報告しましたか?
被告。いいえ、これは私のせいでもあります。
会長。メレツコフはスターンが陰謀の参加者だと言いましたか？
被告。いいえ、そうではありませんでした。予備捜査中、私がスターンを陰謀の参加者と呼んだのは、彼がグアダラハラの戦い中にグアダラハラから部隊を撤退させる刑事命令を出したという理由だけである。これに基づいて、私は彼が陰謀の参加者であると結論付けました。
会長。予備調査（事件 88、第 1 巻）で、あなたは次のような証言をしました。
「党と政府を欺くために、戦時中の戦車、自動車、トラクターの発注に関する参謀本部の計画が 10 倍も過大評価されたことを私は確信している。参謀本部は、生産能力の利用可能性によってこの過大評価を正当化したが、実際、産業界が提供できたはずの生産能力は大幅に低かった...この計画により、メレツコフは戦時中に軍への戦車、トラクター、自動車の供給に関するすべての計算を混乱させることを意図していた。」
これらの発言を確認しますか?
被告。基本的にはそうです。それが計画だった。こんなナンセンスな内容も含まれていました。これに基づいて、私は戦時命令計画が党と政府を欺くことを目的として作成されたという結論に達しました。
裁判長は、パブロフ被告の個人的な背信行為に関する予備捜査でパブロフ被告が行った証言（第89巻第1巻）を読み上げ、被告にこの証言を認めるかどうか尋ねる。
被告。私はこれらの証言を確認していません。一般に、通信司令官は指揮を執りません。陸軍の通信組織は司令官ではなく参謀長が指揮する。私はプロレタリア法廷に速やかに出廷するために、意図的に軍内の通信組織を指導しなかったというこの点を書き留めた。
ミサイル防衛システムを戦闘準備状態に置くという問題を意図的に提起しなかったとされる私のミサイル防衛システムに関する証言も、現実に対応していません。私の管轄下にある要塞地域は他の場所よりも良好な状態であったことが、ソ連国防人民委員によって確認できた。
会長。この点に関して、クリモフスキフ氏は予備調査で次のように証言した。
「要塞地域の建設作業は非常にゆっくりと進みました。敵対行為が始まるまでに、600 か所の射撃ポイントのうち 189 か所が武装していましたが、それでも完全には装備されていませんでした。」(ld. 25、第 2 巻)
被告。クリモフスキフ氏の言うことはまったく正しい。このことを中央委員会に報告しました。
会長。いつ？
被告。 1941 年 5 月
会長。予備調査中に、あなた自身が要塞地域の戦闘準備について証言しました。
「私は意図的に要塞地域を戦闘準備状態にするという問題を鋭く提起しなかった。その結果、UR部隊は戦闘準備が整っておらず、5月の計画に従ってもUR部隊は配備されなかった。」
被告。私はこれらの証言を認めますが、「意識的に」という言葉をそこから削除することだけをお願いします。
会長。あなたは1941年7月21日の証言を次のように締めくくっています。
「以前私と親しかった多くの赤軍司令官が逮捕され、有罪判決を受けたという事実に憤慨し、私は最も確実な復讐方法、つまりドイツとの戦争で赤軍を敗北させることを組織することを選びました。」
「私はトゥハチェフスキーとウボレヴィチが当時できなかったこと、つまりドイツ軍に対して戦線を開くことを部分的にはやり遂げることができた」（ld.92、第1巻）。
被告。怒りを感じたことはありません。私には怒る理由がありませんでした。私はソ連の英雄でした。私は以前の軍の上層部とはつながりがありませんでした。予備捜査では、この陰謀について15日間取り調べを受けた。私は一刻も早く法廷に出廷して、軍の実際の敗北について報告したかった。だからこそ、私は怒りについて書き、自分自身を決してそうではなかったと呼んだのです。
会長。 1941 年 7 月 11 日のあなたの証言を確認しますか?
被告。いや、これも強制証言だ。
裁判長は、1941 年 7 月 11 日の予備捜査で被告パブロフが行った次のような証言の抜粋を読み上げます (事件ファイル 65、第 1 巻)。
「…西部戦線での敗北の主な理由は、陰謀組織の一員としての私の裏切り行為にありますが、7月9日の尋問中に私が明らかにした他の客観的条件もこれに大きく貢献しました。」
被告。これはすべて間違って書かれています。これは私の強制された証言です。
会長。 1941 年 7 月 9 日のあなたの証言について何と言いますか?
被告。これらの発言も全くの虚偽です。この日、私の気分は1941年7月21日よりも悪かった。
会長。 1941年7月9日氷上。あなたは第 1 巻の 59 で次のような証言をしています。
「航空関連で。私は野戦飛行場への航空の分散という言葉を完全に信頼しており、個々の航空機への飛行場では、コプツ空軍司令官とその副官タユルスキーの報告の正確性を確認しませんでした。私は、航空部隊が国境に近い野戦飛行場、つまり我々の攻撃に備えた訓練を目的とした飛行場に駐留していたが、防衛を目的としていなかったという犯罪的な間違いを犯した。」
これらの発言を確認しますか?
被告。これはまったく正しいです。敵対行為が始まった当初、コペツとタユルスキーは航空の集中配備に関するソ連国防人民委員の命令を履行したと私に報告した。しかし、私は彼らの報告が正確であることを物理的に確認することができませんでした。最初の爆撃の後、航空師団は破壊されました。コペッツは卑怯者だから銃で自殺した。
法廷の一員である軍事弁護士キャンディビン同志の質問に対し、パブロフ被告は次のように答えた。
私はドイツ軍が国境に近づいていることを適時知っており、諜報報告によればドイツ軍による攻撃の可能性があると想定していました。モスクワからはすべてが順調だという保証があったにもかかわらず、私は指揮官たちに軍隊を戦闘状態にし、すべての戦闘用建造物を占領するよう命令を出した。
弾薬は軍隊に配布されました。したがって、準備ができていなかったとは言えません。
私は、第4軍司令官コロブコフに関して予備調査の開始時に行った証言を完全に確認します。
私が指揮官たちに軍隊を戦闘状態にするよう命令を出した後、コロブコフは軍隊が戦闘の準備ができていると私に報告した。実際、最初の発砲で彼の軍隊は逃走したことが判明した。
ブレストにある第4軍の戦闘準備状況は確認していない。私はコロブコフの部隊が戦闘の準備ができているという言葉を信じた。
法廷の一員である軍事弁護士オルロフ同志の質問に対し、パブロフ被告は次のように答えた。
西部戦線の全軍は戦争への備えを十分に整えていたと思います。そして私は、この戦争が私たちを不意を突かれ、準備が整っていなかったとは言いません。 1941年6月22日から26日までの間、指揮が完全に混乱した第4軍を除いて、軍隊にも指導部にもパニックは起こらなかった。
新しい守備陣地に後退する際に混乱はなかった。誰もがどこへ行かなければならないかを知っていました。
ベラルーシの首都ミンスクは防空体制が整えられ、さらに 4 つの師団によって守られていました。
裁判所のメンバー同志オルロフ。 6月26日、ミンスクが運命のなすがままにされたことをどう説明すればよいでしょうか？
被告。政府は6月24日にミンスクを離れた。
裁判所のメンバー同志オルロフ。政府はそれと何の関係があるのでしょうか？あなたは前線の司令官です。
被告。はい、私は前線の司令官でした。ミンスクが置かれた状況は、ミンスクが十分な防御を備えていなかったことを示唆している。
裁判所のメンバー同志オルロフ。部隊に弾薬が提供されていなかったことをどう説明できますか?
被告。徹甲弾に加えて弾薬もあった。後者は軍事部隊から100キロメートル離れたところに位置していた。私は倉庫を私たちの処分に移すという問題を提起しなかったので、この点で有罪です。
私は政府への報告を含め、ミンスクを守るためにあらゆる手段を講じました。
2. 被告クリモフスキーク。私に対してもたらされた非難は理解できる。私は罪状の後半部分、つまり公式活動における誤りについては有罪を認めています。
会長。いったい何の罪を認めているのですか？
被告。私は起訴状に記載された犯罪について有罪を認めます。
会長。予備捜査での証言を確認しますか？
被告。私は、西部戦線部隊の敗北の理由について予備調査で行った証言を完全に確認します。
会長。予備調査（事件 25、第 2 巻）で、あなたは次のような証言をしました。
「…敗北の第二の理由は、私を含む前線司令部の職員と個々の編隊の指揮官が、戦闘開始前と戦争中の両方で職務を犯罪的に怠っていたことである。」
これらの発言を確認しますか?
被告。完全に認めます。
裁判所のメンバー同志オルロフ。教えてください、要塞地域の建設の作業計画は完了しましたか？
被告。 1939 年から 1940 年にかけて要塞地域の建設に取り組みました。計画通りに実施されたが十分ではなかった。戦闘が始まるまでに、600 か所の射撃ポイントのうち 189 か所が武装していましたが、それでも完全装備ではありませんでした。
裁判所のメンバー同志オルロフ。要塞地域の準備が整っていないことの責任は誰にありますか?
被告。これに責任があるのは、パブロフ軍司令官、ポンです。軍事部隊の司令官であるミハイリン、そして私はある程度参謀長としての責任を負っています。
裁判所のメンバー同志オルロフ。統合軍司令部、空軍、および防空のための独立した回線と通信手段の欠如の責任は誰にありますか?
被告。西部戦線の通信部長と参謀長としての私がこれに責任を負う。
裁判所のメンバー同志オルロフ。敵が兵力を集中させているという情報はありましたか？
被告。私たちはそのようなデータを持っていましたが、敵が軽戦車を集中させていると保証したパブロフによって誤解されました。
我が軍に対する敵の最初の攻撃はあまりにも衝撃的だったので、前線司令部の指揮スタッフ全員が混乱を引き起こした。この罪の当事者は、前線司令官のパブロフ、前線参謀長の私、通信長グリゴリエフ、砲兵長、その他の指揮官である。
裁判所のメンバー同志オルロフ。あなたは反ソ連の陰謀に参加していましたか?
被告。私は反ソ連の陰謀に参加したことは一度もありません。
裁判所のメンバー同志オルロフ。あなたに対する予備捜査中に、反ソ連陰謀組織のメンバーであるシモノフとバテニンが行った証言をご存知ですか？もしそうなら、彼らの証言について何と言いますか?
被告。シモノフとバテニンの証言は私にとってよく知られています。私は彼らの証言を断固として否定します。繰り返しますが、私は反ソ連陰謀組織の一員ではありませんでした。
裁判所のメンバー同志オルロフ。ミンスクは守備に関して十分な準備ができていたと思いますか?
被告。ミンスクは守備の準備が十分ではなかったと思います。ミンスクには航空がありましたが、実際には小規模であり、ミンスクの防衛は不十分でした。
法廷議員、キャンディビン同志。予備捜査でパブロフ被告は次のような証言をした。
「機械化軍団の指揮官であるオボリンは、軍団が 450 両以上の戦車を保有していたのに対し、軍団の戦闘準備にはまったく関心がなく、管理業務に専念していました。敵対行為が勃発すると、オボリンはコントロールを失い、次々と打ちのめされていった。私はサンダロフ参謀長とコロブコフ第4軍司令官の行為は反逆的行為であると考えている。」
パブロフの証言についてどう思いますか?
被告。私はパブロフの証言を確認します。
3. 被告グリゴリエフ。私に対してもたらされた非難は理解できる。私は、敵が多くの通信センターを破壊した後、それらを回復できなかったという事実に対して罪を認めます。
会長。予備捜査での証言を確認しますか？
被告。ミンスクで行った私の最初の証言と、1941 年 7 月 21 日に行った証言は、私が強制されて行ったものであるため、確認することができません。
私は自分自身の証言を完全に確認します。
法廷の一員であるオルロフ同志は、1941年7月5日の予備捜査で被告グリゴリエフが行った証言を読み上げる（事件24～25、第4巻）。彼、グリゴリエフは有罪を認めている。
1. 前線司令部と赤軍の活動部隊の間には途切れることのない通信が存在しなかったという事実。
2. 戦時中のスケジュールに従って前線通信部隊を編成するための決定的な措置を講じなかったという事実。
3.破壊工作員と敵航空機による爆撃の両方による電線と通信ポイントの損傷を適時に修正するための決定的な措置を講じなかったという事実。
被告。私は私の証言の第一点と第三点を完全に確認します。 2番目の点は、私は罪を認めたが、動員には関与していないので、私にはまったく当てはまらない。確かに、私にも間接的に責任があります。
裁判所のメンバー同志オルロフ。あなたは 1941 年 7 月 15 日の手書きの証言を始めます。
「1941 年 6 月 22 日に勃発した戦争により、西部特別軍管区は戦争の準備ができていないことがわかりました」(ld. 67、第 4 巻)。
これらの発言を確認しますか?
被告。はい、確認します。
裁判所のメンバー同志オルロフ。開戦前の地区本部の状況について証言して、あなたはこう言います。
「6月22日に始まった戦争は西部特別軍管区を驚かせた。司令部全体に広がる平和なムードは、確実に部隊にも伝わった。この「自己満足」だけが、航空機がドイツ軍の襲撃によって地上に捕らえられたという事実を説明できるのである。冬営地にあった軍司令部は破壊され、最終的には軍隊の一部（ブレスト守備隊）が冬営地で爆撃を受けた」（ld. 76、第4巻）。
これらの発言は真実ですか?
被告。はい。
裁判所のメンバー同志オルロフ。地区本部は戦争が近づいていることを感じましたか？
被告。いいえ。地方参謀長のクリモフスキフは、国境に軍隊を移動させるためのすべての措置は予防措置であると信じていた。
裁判所のメンバー同志オルロフ。このすべての責任は誰にあるのでしょうか?
被告。これの有罪者は、司令官 - パブロフ、参謀長 - クリモフスキフ、フォミン軍事評議会のメンバーなどです。
裁判所のメンバー同志オルロフ。氷の上で第 79 巻、第 4 巻で、あなたは次のような証言をしました。
「ミンスクを離れたとき、通信連隊長は化学戦部門がニュージーランドから戦闘用ガスマスクを持ち出すことを許可していないと私に報告した。地区の砲兵部門は彼がNZから薬莢を持ち出すことを許可しておらず、連隊の警備基準は兵士1人当たり15個の薬莢のみであり、補給部門は彼がNZから野戦用厨房を持ち出すことを許可しなかった。
したがって、6月18日の当日でさえ、司令部の各部門は戦争が近づいているということに満足していませんでした...そして6月18日の参謀総長からの電報の後、地方部隊は戦闘準備状態に置かれませんでした」
被告。これはすべて真実です。
4. 被告コロブコフ。私に対してもたらされた非難は理解できる。私は有罪を認めません。私は、敵対行為の始まりを正確に判断できなかったという事実についてのみ有罪を認めることができます。私たちは敵が私たちを爆撃し始めた午後4時に国防人民委員から命令を受けました。
私は 1941 年 4 月 6 日から第 4 軍の指揮官としての任務を遂行し始めました。部隊を確認したところ、第 49 師団、第 75 師団、および第 79 ライフル師団がより戦闘準備が整っていることが判明しました。さらに、第79歩兵師団は第10軍に移った。第75ライフル師団は左翼にいた。残りの部隊の戦闘準備は弱かった。
イベントは電光石火のスピードで展開しました。私たちの部隊は、敵の大型航空機と戦車編隊による継続的な攻撃にさらされました。私の持っていた兵力では敵を撃退することはできませんでした。私の部隊の敗北の理由は、航空と戦車における敵の圧倒的な優位性だったと思います。
裁判長は、コロブコフが第49および第75小銃師団と連絡が取れなくなったという予備捜査でパブロフ被告が述べた証言（事件30、第1巻）と、第4軍での証言（事件33）の抜粋を読み上げる。 ] 軍隊の制御を失った司令部の完全な混乱を感じた。
被告。私はパブロフの証言を断固として否定します。私の指揮所に10日間も来ていないのに、どうしてこんなことが言えるでしょうか？私は機械化軍団の配下にあった第46歩兵師団を除くすべての部隊と連絡をとりました。
予備捜査中に私は卑怯者の嫌疑をかけられました。本当じゃない。私は昼も夜も持ち場にいました。彼は常に前線にいて、個人的に部隊を率いていました。それどころか、第 3 総局は、軍司令部が前線に非常に近いという事実で私を絶えず非難しました。
会長。予備捜査中に、被告パブロフはあなたについて次のような証言をしました。
「私はサンダロフ参謀長とコロブコフ第４軍司令官の行為は反逆的行為であると考えています。彼らのセクターでは、敵の主力機械化グループが突破口を開き、ロガチョフに到達しましたが、これほど速いペースで進んだのは、ただ指揮官がブレストから部隊を早期に撤退させるという私の命令に従わなかったからです。」（ld. 62、第 1 巻）
被告。ブレストから部隊を撤退させる命令を出した者はいなかった。私自身、そのような注文は見たことがありません。
パブロフ被告。 6月、私の命令により、第28ライフル軍団長ポポフが、6月15日までに全部隊をブレストからキャンプに避難させる任務を与えられて派遣された。
コロブコフ被告。これについては知りませんでした。これは、ポポフが指揮官の命令に従わなかったとして刑事責任を負わなければならないことを意味する。
被告らは司法捜査にそれ以上何も加えず、捜査は完了したと宣言された。
被告らは最後の言葉をこう述べた。
1. パブロフ被告。私はそのような活動には関与していませんので、敵対的な活動を私の証言から除外していただきますようお願いします。西部戦線部隊の敗北の理由は、1941 年 7 月 7 日付の私の証言に記録されているものであり、敵の大型戦車部隊と戦うにはライフル師団が現在不十分であるという事実でした。歩兵師団の数が敵に対する勝利を保証するものではありません。勝利を確実にするためには、新しい資材を備えた新しい対戦車師団を直ちに組織する必要があります。
ボックスズは敵の機械化師団３個師団の打撃に耐えることができなかった。なぜなら彼には彼らと戦うための手段が何もなかったからである。
十分なコミュニケーションが取れなかったため、部隊の指揮統制を適切に組織することができませんでした。モスクワに無線従事者を要求すべきだったが、そうしなかった。
要塞地域について。私は自分の力ですべてを整理しました。しかし、政府の対策の実施は遅々として進んでいないと言わざるを得ません。
西部特別戦線に反逆や裏切りがなかったことを政府に報告してください。みんなとても緊張感を持って取り組んでいました。私たちが現在、被告席に座っているのは、交戦中に犯罪を犯したからではなく、平時にこの戦争に十分な準備をしなかったからです。
2. 被告クリモフスキーク。私は反ソ連陰謀組織のメンバーではありませんでした。シモノフとバテニンは私を中傷しました。彼らの証言は中央委員会によって検討され、もし彼らが信頼できるものであれば、私は決して参謀長のポストに送られることはなかったでしょう。
私は戦前と戦中の職業活動において犯した間違いについては自らの罪を認めていますが、私の仕事におけるこれらの間違いは悪意なく犯されたものであることを考慮していただきたいと思います。
赤軍の最高司令部に、軍事作戦中は最高司令部のスタッフが部隊に同行し、特定の間違いをその場で修正することを報告するようお願いします。
祖国の御前で私の罪を償う機会を与えてください。祖国の利益のために全力を尽くします。
3. 被告グリゴリエフ。敵が決定的な打撃を与え、電信と電話の両方の通信を妨害したため、通信作業は非常に困難な状況でした。
ソ連以前は私は犯罪者ではありませんでした。正直に自分の義務を果たそうとしましたが、自由に使える部品がなかったため、果たすことができませんでした。部隊は適時に動員されず、参謀本部の通信部隊も適時に動員されなかった。
機会さえ与えられれば、私は祖国の利益のためにあらゆる立場で働く用意があります。
4. 被告コロブコフ。第 4 軍は 4 つの師団と新たに編成された軍団で構成されていたため、本質的には軍隊ではありませんでした。私の師団は150kmの距離に分散していました。私の兵力は微々たるものであり、援軍も来なかったため、敵の機械化された3個師団の前進を阻止することはできませんでした。
戦闘開始から最初の 2 日間、私の部隊は膨大な数の敵航空機のために動くことができませんでした。文字通り、私たちが所有していたすべての車両が敵によって撃たれました。力は不平等でした。敵はあらゆる点で我々より優れていた。
私の仕事でミスがあったので、そのミスを償う機会を与えてください。
法廷は会議に退き、午後3時20分に裁判長が会議から戻った。判決を発表し、有罪判決を受けた人々にソ連最高会議幹部会に恩赦を請願する権利があると説明した。
午前3時25分裁判長は法廷の閉廷を宣言した。
議長: 国軍弁護士 V. ウルリッヒ
秘書 - 軍事弁護士 [A.] マズール
ロシアFSBの中央アジア。
出版: 「...1941 年春にロシアを破壊する」 (A. ヒトラー、1940 年 7 月 31 日): ソ連とドイツの諜報機関からの文書。 1937-1945」、Comp.ヤンポルスキー副社長 - M.クチコヴォフィールド、2008年 – pp. 497-513。
28. 参謀総長から I.V. スターリンと V.M. モロトフへのメモ No. 103313/ss/ov
[1940 年 10 月 5 日以降]
特に重要
極秘
本人のみ
1 つのコピーで
私は、1941 年のソ連軍の戦略的展開計画を検討する際に、1940 年 10 月 5 日に与えられたあなたの指示からの主要な結論をあなたの承認のために報告します。
1. 2つの戦線（西側と東側）におけるソ連軍の戦略的展開が主要な戦線とみなされるべきである。
主な敵と軍事作戦の主戦場は西側にあるので、我々の主力はここに集中すべきである。
東方においては、状況の安定を保証するだけでなく、戦争の第一期に日本軍を部分的に打ち負かすことを可能にするような軍隊を任命することである。
残りの国境を最小限の力で覆いましょう。
これに関連して、現在利用可能な部隊の中から以下を任命する。
- 西方（バレンツ海沿岸から黒海沿岸まで）での作戦用 - ライフル銃142門、電動ライフル銃7門、戦車師団16個と騎兵師団10個、戦車旅団15個、航空連隊159個。
- 東部での作戦 - ライフル銃 24 門、電動ライフル銃 4 門、戦車師団 2 個と騎兵師団 4 個、戦車旅団 8 個、航空連隊 43 個。
- トランスコーカシアおよび中央アジアでの作戦、および他の国境をカバーするため - 11 ライフル師団、6 騎兵師団、2 戦車旅団、および 27 航空連隊 (モスクワ市の防空を含む)。
2. 西側では、戦争の第一段階でルブリンとクラクフ、さらにはブレスラウに向けて強力な打撃を与えてドイツをバルカン諸国から切り離すために、南西戦線の一部として主力集団を編成する。それは最も重要な経済基盤であり、戦争への参加に関してバルカン諸国に決定的な影響を与えます。
同時に、北西部戦線と西部戦線の積極的な行動により、東プロイセンのドイツ軍が窮地に陥ります。
3. 西側諸国の軍事力をさらに強化するために、国防人民委員は以下のことを行う。
a) 既存の人員配置レベルを使用して K.A. を形成するための措置を開発し、報告する。 - 18 個の戦車旅団、20 個の機関銃砲兵旅団、特に軍隊と 1 つの機械化軍団の集中期間中に国境をカバーするために後者を使用します。編成は 1941 年 5 月 1 日までに完了し、1941 年 10 月 1 日までに物資が完全に提供される必要がある。モスクワおよびアルハンゲリスク地区の司令部に基づく 2 つの前線総局と、司令部に基づく 2 つの陸軍総局を形成するための配備計画を準備する。西部およびキエフ特別軍事管区の管理、動員期間中のこれらの管理の配置。同時に、既存のライフル師団を再編し、その兵力を16,000人に削減することについての検討事項を提示する。
b) 戦争の最初の月に 42 個の小銃師団を配備し、そのうち 40 個を西側に、2 個を東側に使用する。
c) 北部と北西部の国境の土木を強化する措置をただちに講じ、将来的には、構築された信頼できる要塞により、南西部の主力グループを強化するためにより多くの兵力が解放されることになる。
d) 南西部における軍事作戦の舞台を準備する際には、鉄道の開発と飛行場の建設に主な注意を払うべきである。
航空における潜在的な敵の優位性を考慮すると、戦闘航空を 20,000 機に増やす必要があると考えられ、そのために 1941 年にはさらに 100 個の航空連隊が編成され、そのうち 60% が爆撃機、40% が戦闘機であり、そのすべてが戦闘機で使用されます。西。
4. これらの措置を考慮して、南西戦線の兵力構成は、ライフル師団 80 個、電動ライフル師団 5 個、戦車師団 11 個、騎兵 7 個に増額されるべきである。師団、戦車旅団20個、航空連隊140個。
さらに、最高司令部の予備では、ドヴィンスク、ポロツク、ミンスク地域の西部戦線の背後に少なくとも20個師団が必要であり、シェペトフカ、プロスクロフ、ベルディチェフ地域の南西部戦線の背後に少なくとも23個の矢がなければなりません。部門。
5. 南西戦線の部隊による主力攻撃を伴う西側への戦略的展開計画が主要なものとみなされるべきである。西側諸国と西側諸国の努力を通じて東プロイセンでドイツ軍を破るという目標を掲げて、西部戦線の一部として主要な部隊を西側に展開する計画を同時に策定する必要があることを認識する必要がある。北西部戦線、南西部戦線の部隊とともにルブリンへの補助攻撃を行う。
6. 東部への軍隊展開に関する検討案を承認する。極東戦線（バイカル横断戦線および極東戦線）の軍隊の主な任務は、戦争の第一期に、技術の優位性を利用して、敵を少しずつ破り、北部および極東地域を占領することでした。次に満州南部。どのような状況であっても、沿海地方を自分のものとして保持し、そのためにザバイカル地区から3個師団のライフル軍団と第2軍からRGKの1つの砲兵連隊をその構成に再配置することにより第15軍を強化します。 1941 年の春までに、さらに 2 つの別々の戦車旅団を編成しました。
7. 対フィンランド、対ルーマニア、対トルコ戦闘作戦のための民間配備計画の策定に関して提出された検討事項を承認する。
8. 軍隊の展開と行動に関するすべての計画の策定は、国防人民委員会と海軍人民委員会の両方を通じて、1941 年 5 月 1 日までに完了する必要がある。
9. ソ連鉄道人民委員会に対し、国防人民委員会の代表の参加を得て、1941年1月1日までに新しい軍用列車のスケジュールを作成し、配備によって定められた量のNPOの輸送を確保することを義務付ける。予定。
10. 軍隊の集中を加速するために、鉄道人民委員、同志。 1940 年 12 月 1 日までに、Kaganovich L.M. は南西部の鉄道開発計画を作成し、報告する必要がありました。
ソ連国防人民委員
ソビエト連邦元帥 (S. ティモシェンコ)
参謀長 K.A.
陸軍大将 (K. メレツコフ)
レターヘッドの原稿:「ソ連国防人民委員」。承認署名はありません。サイン。
TsAMO RF、f. 16、op. 2951、no.242、pp. 84-90。
公開日: http://bdsa.ru/sovnarkom-1940-god/1530-134-103313-5-194
29.バルト海特別軍事管区司令部、第8軍、第11軍、第27軍の司令官宛ての命令
1941年6月21日 14時30分
今夜から追って通知があるまで、駐屯地と部隊の拠点で停電が導入されます。車両に停電装置を装備する。停電の品質を慎重に管理します。軍隊の迷彩と航空監視技術の状態に特に注意を払ってください。
部隊司令官補佐
[北] 3 [西] 防空正面から
カーリン大佐
脚本。
TsAMO RF、f. 344、前掲書。 5564、d 1、l。 62.
発行: 軍事史マガジン。 1989年 – 第5位。 – P.49
30. 第6軍司令官から第4機械化軍団、第8戦車師団、第81自動車化ライフル師団の司令官への命令
1941 年 6 月 20 日
対空師団はリボフ野営地からその編隊に緊急に呼び戻されるべきである。
到着したら、空から部門の位置をカバーするというタスクを設定します。
各対空砲台は OP ごとに 0.25 bq 必要であり、最終的に装備されます。
外国航空機に対する発砲は、陸軍参謀長の許可を得た場合にのみ行ってください。
リヴォフ砲兵射撃場で実弾射撃を行うため、リヴォフ砲兵集団の長の計画に従って高射砲が砲台ごとに派遣される。
処刑を執行する。
第6軍司令官
ムジチェンコ中将
脚本。
TsAMO RF、f. 334、前掲書。 5307、d 22、l。 197.
発行: 軍事史マガジン。 1989年 – 第5位。 – P.44
31. KOVO 軍事評議会からのメモ No. A1-00209
[1941 年 4 月 12 日までに]
極秘
特に重要
元。 No.1
タルノポリの地下指揮所の建設はまだ完了していない。タルノポリは自然の空気遮蔽物がない小さな都市であるため、空襲の非常に都合の良い目標となります。さらに、この地点は州境の最も脅威にさらされている区域（ソーカル - タルノポリ 140 km およびチェルノヴィツィ - タルノポリ 170 km）に近く、我々の援護作戦期間中は比較的敵の成功が少なく、敵にとって不利な条件を生み出す可能性がある。軍隊の継続的な指揮と統制。
これらの考慮事項に基づいて、地区軍事評議会は、タルノポリの地下指揮所の準備が整うまでの隠蔽期間中、ノヴォグラード・ヴォリンスキーに軍司令官の指揮所を置く許可を要請する。
この都市の軍営地には鉄筋コンクリート製の陸軍風の指揮所があり、軍事評議会、作戦部門、通信センターの主要部分が置かれています。軍事キャンプの兵舎は、地区行政の残りの部分を収容するためにうまく使用できます。既存の公園と町の兵舎の分散位置により、空襲の際に職員を避難させるために敷地の近くに必要な数の亀裂をすぐに掘ることができます。
激しい空襲の場合には、グルスク（ノヴォグラード・ヴォリンスキーの南[行き] - 西[西]12 km）に予備指揮所を設置することが可能であり、ノヴォグラード・ヴォリンスキーURの2つの地下鉱山をこれに使用できます。目的。後者は、軍事評議会、軍事部門の責任者を含む地方本部の作戦グループ、削減された空軍の人員、および完全な通信センターを収容することができます。
軍事評議会は、ノヴォグラード・ヴォリンスキーに指揮所を設置するための有利な条件が存在し、州境の脅威にさらされている地域からさらに奥深く、軍との通信ラインが良好であることにより、いかなる変動があった場合でも軍隊の中断のない指揮と統制が完全に確保されると信じている。最前線で。
KOVO部隊の司令官
キルポノス大将
KOVO軍事評議会のメンバー
ヴァシュギン軍団委員長
KOVO参謀長
プルカエフ中将
レターヘッドの活字: 「NGO ソ連。キエフ特別軍事管区の軍隊の司令官。」 G.K.ジューコフによるメモがあります。ヴァトゥティン。次の内容の暗号化された電報を準備します。 タルノポリ地域に主要な検問所を設置します。ノヴォグラード-ヴォリンスキーを予備として気にしない。 com への移行の準備をします。段落。 12.04。 '41"そしてN.F.ヴァトゥティナ：「アニソフ同志に個人的に。終わり。指示が与えられました。 6月16日。 '41年。」この文書はバグラミャン大佐によって印刷された。
TsAMO RF、f. 16、op. 2951、no.261、pp. 24-25。
公開日: http://bdsa.ru/sovnarkom-1941-god/1794-381-1-00209-12-1941
 
著書「モロトフ・リッベントロップ協定の誕生（時代、出来事、人物）」より抜粋
著者より
導入
1933年
1. ベルサイユ条約後のドイツ
2. ジュネーブ軍縮会議 1932～1934 年。
3. 協定と協力の協定（「四者協定」）
1934年
1. ピルスツキとヒトラーの協定
2. 東方協定
1935年
1. ザール号の帰還
2. ドイツ国防軍の創設
3. 相互援助に関するソビエト・フランスおよびソビエト・チェコスロバキア条約
4. 英独海事協定
1936年
1. ライン非武装地帯の占領
2. 反共協定
1938年
1. オーストリアのアンシュルス
2. ミュンヘン協定
3. ドイツのイギリスおよびフランスに対する不可侵宣言
1939年
1. チェコ共和国のアンシュルス。ルーマニアとバルト三国
2. 1939 年のドイツとポーランドの関係
3. ヨーロッパの安全保障に対するイギリス、フランス、ソ連の提案
4. モスクワ交渉
5. ロンドン交渉
6. 独ソ関係
7. 1940年から1941年におけるドイツとソ連の間の貿易および経済関係。
8. ポーランド戦争
結論
ドキュメンテーション
1939年
6. 独ソ関係
独ソ関係の全体像を理解するには、独ソ関係を 2 つの要素に分ける必要があります。
– 貿易および信用関係。
– 政治的関係。
政治的対立にもかかわらず、ソ連とドイツの間の貿易関係は大なり小なり発展しました。経済的には、これらの国は潜在的な貿易相手国でした。ドイツは工業用の原材料を必要としており、ソ連はまず内戦で破壊された経済を再建し、その後工業化を開始するという条件で工作機械、設備、技術を必要とした。経済的および政治的状況は、広大な空間と技術と設備の不足という条件でソ連に産業を創設する（産業全体がゼロから作られた）という困難な課題を突きつけました。
ドイツも同様に困難な課題に直面していました。そのうちの 1 つは、唯一ではありませんが、原材料の供給の問題を解決することでした。ドイツの研究者B. ミュラー・ヒレブランド氏は次のように述べています。
原材料については輸入依存度が約33％となっております。冶金産業では、国内鉱石の消費量と輸入鉱石の消費量の比率は 1:3 で表されます。多くの非鉄金属では、外国への依存度が極めて高かった。たとえば、鉛の場合は 50%、銅の場合は 70%、錫の場合は 90%、アルミニウム (ボーキサイト) の場合は 99% でした。依存度は、鉱油 (65%)、ゴム (85% 以上)、繊維産業の原材料 (約 70%) でも非常に顕著でした。
... さらに、1938 年以降、世界市場は、ドイツによる戦略的原材料の購入を阻止するために米国と英国がとった多くの制限措置の影響を感じ始めました。
他国と比較してドイツの軍事産業の品質指標が著しく優れていたおかげで、平時におけるドイツ軍の理想的な状態の外観が生み出されました。しかし実際には、ドイツは優れた軍事的および経済的潜在力を持つ大国との長期にわたる戦争を成功裏に戦う準備ができていませんでした。 90
ドイツとソ連の間の経済交流の理由は深刻以上のものでした。双方ともこれに関心を持っていた。
_____________________________________________________
簡単な情報
20年代から30年代のソ連とドイツの貿易関係。
ドイツとRSFSRの間の戦後の政治的および経済的関係は、1922年4月16日にラパッロで署名された協定から始まりました。双方は外交関係を回復し、軍事的および非軍事的な損失と発生した軍事費を完全に放棄した。この合意によれば、ドイツはRSFSR内のすべてのドイツの私有財産および国有財産の国有化を承認し、またすべての帝政債務も取り消した。さらに、この協定はドイツとRSFSR（当時はソ連）との間の貿易関係において最恵国待遇の原則を導入した。
1925 年 10 月 12 日、最初の独ソ貿易協定が署名され、両国間に契約ベースで貿易関係を形成することが可能になりました。ライヒスマルクはドイツとソ連の和解における通貨単位として設立されました。ソ連は、ベルリンの貿易使節団を通じて、ドイツにソ連からの注文を出すための融資を呼び込んだ。ドイツの対ソ連輸出は増加の一途をたどっていた。
1922年、ラパッロを訪れたドイツとソ連の代表団の代表。中央はカール・ヨーゼフ・ヴィルトとゲオルギー・チチェリン。
同じ1925年にドイツはソ連に1億ライヒスマルクの短期融資を提供し、1926年4月にはドイツはソ連に対して4年間の3億ライヒスマルクの融資枠を開設した。 1931年、ドイツは再びソ連に3億ライヒスマルク、期間21ヶ月の融資（設備購入関連）を提供した。借入総額は1925年から1931年に達した。 7億ライヒスマルク。
大恐慌の始まりにより、ドイツとソ連の間の貿易は増加するばかりでした。これはとりわけ、ソ連で始まった工業化によるものです。したがって、1930年には、4億3,060万ライヒスマルク相当のドイツ製品がソ連に輸入され、4億3,650万ライヒスマルク相当の製品がドイツに輸出されました。そして1931年はソ連とドイツの間の貿易額の歴史において記録的な年となった。その額は10億6,600万ライヒスマルクに達した（そのうちドイツへの輸出は3億350万ライヒスマルク、ソ連への輸入は7億6270万ライヒスマルクであった）。
によると: ヘーン、ポール N.
さまざまな理由により、1932 年にソ連とドイツの間の貿易総額は 8 億 9,670 万ライヒスマルクに減少しました。そのうち、ソ連のドイツへの輸出はわずか2億7,090万ライヒスマルクに過ぎなかった。そして 1933 年には、貿易額は全体的にほぼ半分の 4 億 7,620 万ライヒスマルク (ソ連からの輸入が 2 億 8,220 万ライヒスマルク、輸出が 1 億 9,400 万ライヒスマルク) に減少しました。
ドイツで国家社会党が政権を握ると、ソ連との政治関係は大きく悪化した。これは両国の貿易額に反映されており、1935年からは米国、英国、さらにはベルギーやオランダなどの国の貿易額をも下回るようになった。
提示されたデータによると、ソ連とドイツの間の貿易額は着実に減少している（1938年には実際にドイツとラトビア間の貿易額に近づいた）。 1937年から1938年にかけてドイツとポーランド（ダンツィヒと）間の貿易額が増加したことも注目に値する。 1939 年の関係悪化の状況下でも、ポーランドはドイツとの貿易量を増加させました。
ドイツで軍需品の生産を確立する中で、原材料の不足が増大しました。当事者の相互の利益から、1935 年 4 月 4 日にドイツとソ連は融資協定に署名しました。さらに、政治的な違いはこれをまったく妨げませんでした。この協定は「第4次信用作戦」と呼ばれた。特別取引 1935。」この協定に基づき、ソ連には2億ライヒスマルクの融資が提供された。この融資は、1937 年 6 月 30 日までドイツ製品の購入に使用できました。注文には、工場用の設備、電気製品、機械、石油および化学産業用の設備、実験用設備、および車両が含まれていました。これには技術支援も含まれていました。融資は 5% の金利で提供され、5 年後に返済が開始される予定でした。この融資は 1940 年から 1943 年にかけて返済されることになっていた（1941 年 6 月 22 日までにソ連はこの融資の返済を開始しておらず、戦争の勃発により自然に償却された）。信用基金のうち、ソ連が使用したのはわずか1億5,100万ライヒスマルクであった。
ドイツは新たな貿易協定の交渉に取り組んでいる。このような協定は 1938 年 3 月 1 日に締結されました。貿易額の上限は 1934 年から 1935 年の水準になることが想定されていました。一部のアイテムについては供給量が増加しました。 1938 年 12 月 19 日、この協定はさらに 1 年間延長されました。さらに、ソ連への新たな融資についての交渉が断続的に行われた。しかしそれでも、これらの協定は両国間の通商関係を大きく回復させるには至らなかった。ソ連とドイツの間の貿易は止まらなかったが。
_____________________________________________________
つまり、貿易関係は独ソ関係を常に維持するための線であった。ドイツによるチェコ共和国の占領により、これらの関係はさらに緊密かつ複雑になりました。事実は、1935年にチェコスロバキアがソ連に融資を割り当て、シュコダ軍事工場に製品を発注したということです。さらに、ソ連はシュコダと特定の工事を行う協定を結んだ。ヒトラーが3月22日にチェコスロバキアの古い条約の有効性を確認する法令を発令したにもかかわらず、チェコ共和国が占領されると、ドイツは購入の実施に障害を作り始めた。この点に関して、1939 年 4 月 5 日、リトヴィノフはドイツのソ連全権代表 A. メレカロフに次の指示を与えました (127)。
遺伝子。ドイツ軍司令部の代表であるバルクハウゼンは、チェコスロバキアのシュコダ社による、砲兵システムの試作品と図面の製造に関する1938年4月6日付けの2つの契約と、6月20日付けの砲兵システムの鍛造品に関する契約の履行を妨害している。 1938年には工場への技術者の委託も認められませんでした。同時に、Gen.バルクハウゼンは、すでに契約に基づいて製造されている 2 つの対空砲と砲火管制装置を納入することを妨害しています。
外務省に連絡し、シュコダが前述の契約に基づく義務を履行することを妨げるような行為を直ちに中止するよう指示を求めてください。これに従って当社は前払いと定期支払いを行っています。
4月18日、A.メレカロフはこの問題についてE.ヴァイツゼッカー(ドイツ外務省国務長官)に次のように演説した(128)。
ドイツ軍当局の直接介入を理由に、この問題を通商使節団とシュコダ間の通商関係のレベルに移そうとするヴァイツゼッカー氏の試みを拒否し、私は異常事態を早急に解消し、シュコダが義務を確実に履行するよう求めた。ワイツゼッカー氏は、これらの措置は一時的なものであるという考えを表明した上で、質問と回答を研究することを約束し、「質問が航空協定に関するものであるのに、どうやって銃を引き渡すことができるだろうか」と冗談めかして指摘した。
しかし同時に、E. ヴァイツゼッカーは A. メレカロフに次のように報告しました (128)。
ドイツにはソ連と根本的な政治的相違がある。それでも、彼女は彼と経済関係を発展させたいと考えている。
E. ヴァイツゼッカー氏の言葉は非常に示唆に富んでいます。政治的矛盾にもかかわらず、ソ連とドイツは潜在的な経済パートナーであり続けた。
5月3日、V.モロトフがリトヴィノフに代わって外務委員会人民委員に就任した。多くの外国政府は、これをリトビノフが従ってきた集団安全保障政策からの逸脱であると認識した。ドイツ側もこれを、ソ連にもっと受け入れやすい立場を取るよう説得する機会と捉えた。しかし、文書と交渉は、リトヴィノフによって示された指示（ただし、これは特にリトヴィノフではなくソビエト政府の決定であったと言ったほうがよいでしょう）が継続したことを確認しています。現在、V.モロトフは共同協定を結ぶためにイギリスおよびフランスと交渉していました。これについては前のセクションで説明しました。したがって、外交政策におけるソ連の一般的な行動方針は維持されています。
同時に、外交政策部門の責任者が変わると、新たな機会が開かれる可能性がある。ドイツ人は、V.モロトフの到着によってそのような機会が彼らに開かれたと信じていました。 5 月 6 日の G. アスタホフ (ドイツのソ連臨時代理大使) から V. モロトフに宛てた手紙より:
ドイツ人に関して言えば、起こった変化に対する関心を隠すことなく、主に英仏新聞やロンドンとパリからの通信からの引用を選んで、我が国の政策が転換する可能性が高いという印象を与えようと試みている。 （集団安全保障からの逸脱など））、彼らは、いくつかの例外を除いて、直接的な評価を控え、事実データ（時には架空のもの）の提示に限定することを好むが、公正な方法で提示される。正しいフォーム。
あなたの伝記は、公式の Völkischer Beobachter で (もちろん、現地の状況を考慮して) 非常にまともに掲載され、また、インコールに対する検閲の廃止についてのメッセージも掲載されました。通常、私たちに関するすべてのメッセージは、粗野な罵倒を加えてここで伝えられますが、今回はマスコミはそれを控えています。しかし、もちろん、これまでのところ、これらすべてが広範囲にわたる結論の根拠を提供するものではありません。
前日の5月5日、ドイツ外務省の東欧経済政策局長K.シュヌレは全権代表A.メレカロフを外務省に招待した。 (130):
彼は私をシュヌレ社の事務所に招待し、プラハの通商使節団とシュコダ工場との間の協定に関する我々の覚書に従って、ドイツ政府はこれらの協定は履行されなければならないと信じている、と言いました。関連する指示が軍当局とシュコダ工場に与えられた。彼は、今後会社の義務履行に障害が発生しないことを保証するために、この件について私に知らせてほしいと頼んでいます。
シュコダ工場に対するソ連の命令の問題は解決され、「軍当局とシュコダ工場に指示が与えられた」。これをもっと早く実行できなかったのは何だったのでしょうか（結局のところ、ドイツ側は4月17日に状況を解決すると約束したのです）。これが政治的措置であったことは明らかです。
チェコ共和国のドイツ併合を背景に、チェコにあるソ連貿易使節団を再編成する必要があった。チェコ共和国との軍事経済協力はソ連にとって非常に重要であった。チェコの軍産複合体のおかげで、ソ連は必要な新しい軍事技術を入手することができた。ドイツ側には、プラハの貿易使節団をベルリン貿易使節団の支部に再編するという提案が提示された。同時に、1935年のソ連とチェコスロバキア間の貿易協定で規定されたすべての権利は保持されました。 K.シュヌレ氏は5月15日にG.アスタホフ氏と会談し、「問題は前向きに解決されるだろう」と述べ、ソ連の提案を上級当局に伝えることを約束した。
1. A. メレカロフ 1938年から1939年にかけてドイツにおけるソ連の全権代表。 2. G. アスタホフ、1937 年から 1939 年にかけてドイツにおけるソ連の臨時代理大使。 3. A. シュクヴァルツェフ、1939年から1940年にかけてドイツのソ連全権代表。
次に K. Schnurre (131):
ソ連とドイツの関係改善について触れています。報道の論調が良い方向に変化したことは認識しているが、ドイツの政策の根本的な変化について語るためのデータはまだないという私の発言に応えて、シュヌレ氏は、ドイツには政策に対する積極的な願望はない、と断言し始めた。ソ連は、私たちの不信感を払拭するために何が必要なのかを尋ねています。私は、関係に異なる雰囲気を作り出すかどうかは[ドイツ]政府次第であると答えますが、相手がそのような準備を示しているのであれば、我々は改善の可能性を決して躊躇しません。
そこで、1939 年 5 月 15 日、ドイツ側は初めて (他の文書は見つかりませんでした) 独ソ関係の改善について話し合い始めました。ソ連との関係改善に着手したのはドイツだった。明らかに、シュコダに対するソビエトの注文に関する問題の解決策は、まさにこの願望によって決定されました。 1939 年 5 月、ソ連に関するドイツのマスコミの論調が変わり始めました。これは上からの命令の下でのみ可能です。 G.アスタホフがK.シュヌレに語ったように、「関係に異なる雰囲気を生み出すかどうかはドイツ側次第だ」。
ドイツ側はソ連との関係改善を目指した。これはどのように説明できますか?ドイツの状況についてわかっていること:
– ポーランドはダンツィヒ問題とポーランド回廊を通る治外法権道路の問題に固執した（3月26日、ポーランドはドイツの提案に否定的な反応を示した）。
– 4月3日、ドイツはポーランド問題の軍事的解決の準備を開始した。軍隊が攻撃の準備を整えた日は 1939 年 9 月 1 日でした。
– フランスとイギリスは3月31日にポーランド国家に保証を与えた。これは、ドイツにとって戦争が二つの面で始まる可能性があることを意味する。
ドイツはフランスとイギリスがそれに反対するかどうかを知りたがっていた。これにより、主力を誰に集中させるかが決まります。フランスとイギリスが断固とした行動をとれば、ドイツの侵略は阻止されただろう。 1939年春の英仏司令部交渉では、戦争が起こった場合、イギリスとフランスは第一段階ではドイツに対する経済措置、つまり封鎖のみに限定することが決定された。フランスの国益のためには、戦車や航空機のほとんどが不足していたドイツ軍の弱い部分に対する即時行動が必要でした。その結果、真の同盟国をすべて降伏させたフランスは、自国の領土でドイツと一対一で戦うことを余儀なくされた。
ドイツはポーランドへの主攻撃を計画していた時から連合国の計画を知っていた。ドイツはポーランドを自国の州とすることを許可された。しかし、ポーランドの領土には、ソ連が主張している西ウクライナとベラルーシの土地も含まれていた。これらの地域の占領により、ドイツとソ連の間に潜在的な紛争が生じました。
ドイツはポーランドを粉砕していただろう、誰もそれを疑いませんでした。しかし問題は、次はどうなるのかということでした。ドイツはすでにフランスとソ連の間に位置しています。ドイツが西側諸国に対する攻撃を指示することを決定した場合、ソ連との物議を醸す問題を解決する必要がある。しかしこの場合、ポーランドの領土についてソ連と合意に達する必要がある。彼らのためだけではありません。このような合意には独ソ関係の大幅な改善が必要であった。その基礎は経済関係でした。
ドイツは駐ソ連大使を通じて関係改善の問題を推進し始めた。 6月28日、F.シューレンブルクはV.モロトフとの会話の中で次のように述べた(132)。
ドイツ政府は正常化だけでなくソ連との関係改善も望んでいること。さらに、この声明はリッベントロップに代わって彼が行ったものであり、ヒトラーの承認を得たと付け加えた。
ヒトラーは独ソ関係の改善を個人的に承認した。そしてこれらすべての出来事は彼の主導で起こりました。これは、ドイツとソ連の間の不可侵条約の開始者が誰であるかという問題に関するものです。発案者はドイツであり、文書はこれを明確に示しています（ここで引用した文書を全文読むことをお勧めします。文書は本の最後に記載されています）。
独ソ関係の改善は困難だった。 「誤解」が蓄積されすぎている。ドイツの報道機関での数多くの攻撃、反共協定、バルト三国へのドイツ軍の侵入、そしてソ連に対するナチスエリートによる絶え間ない攻撃的な発言があります。
V.シューレンブルクはV.モロトフに対し、ドイツにはソ連に対する攻撃的な計画はなく、防共協定はイギリスに対して（どのように？）向けられたものであり、バルト三国との協定は「平和の大義への無償の貢献」であると保証した。 （興味深い言葉遣い）。 (132):
私が大使にドイツとソ連の関係改善の可能性をどのように想像しているかと尋ねたところ、シューレンブルク氏は、関係改善への道にある困難を取り除くためにあらゆる機会を活用しなければならないと答えた。
会話の中で、V.モロトフはドイツ側に関係改善をどのように想像しているかを尋ねた。 (132):
会話の終わりに、ドイツの報道機関はすでにソ連に対して非常に抑制的な行動を取っていたと言われているため、シューレンブルク氏は再び我が国の報道機関を「穏健にする」よう求めた。
7 月 26 日、K. シュヌレは G. アスタホフに対してより率直に語り、ドイツとソ連の両国にとって関係改善の利点を指摘した (133):
私はシュヌレ氏に、上記のすべてが彼の個人的な見解であるだけでなく、高次元の領域の感情も反映していると確信しているかどうか尋ねました。
上からの直接の指示なしに私がこれらすべてを話すと本当に思いますか、と彼は答えた。さらに、これがまさに総統の考えを正確に知っているリッベントロップ氏の見解であると強調した。
計画されているドイツの政策変更が深刻で、日和見的でなく、長期的に計算されたものであるかどうかは自信がありませんという私の発言に対して、シュ[ヌレ]氏は次のように答えた。
– 教えてください、どのような証拠が必要ですか?私たちは、いかなる問題についても合意に達し、いかなる保証もできることを実際に証明する用意があります。我々と合意に達するあらゆる機会がある一方で、ソ連がイギリスやポーランドの側につくことが有益であるとは考えられない。ソビエト政府がこの問題について真剣に話したいという願望があるなら、私だけでなく、はるかに高位の当局者からもそのような声明を聞くことができるでしょう。
バルト三国とルーマニアへのドイツの拡大についての私の言及に応えて、シュ[ヌレ]は次のように言いました。
– これらの国における当社の活動は、いかなる形でもお客様の利益を侵害するものではありません。しかし、もし真剣な話し合いとなるのであれば、我々はこれらの問題についてソ連と途中まで完全に会談するだろうと私は主張する。私たちの意見では、バルト海は共有されるべきです。特にバルト三国に関しては、我々はウクライナに対してと同じように彼らに対して行動する用意がある。我々は、ウクライナへのいかなる侵害も完全に放棄した（状況が不明瞭な、以前はオーストリア＝ハンガリー帝国の一部であった部分を除く）。ポーランドに関して合意に達することはさらに容易になるでしょう...
会話が行き過ぎていると感じたので、私は話をより一般的な話題に変え、イギリスがドイツの同盟国であると考えられている我が闘争を舞台に、ウクライナとロシアに対するドイツの願望全般について話した。
– 総統は頑固ではありませんが、世界情勢のあらゆる変化を完璧に考慮しています。この本は16年前にまったく異なる状況で書かれました。今、総統は違う考えを持っています。今の主な敵はイングランドだ。特に、ドイツとポーランドの友好関係の崩壊の結果、東ヨーロッパでは全く新しい状況が生まれました。
私は日本の問題を提起し、中国にはドイツが必要とする広大な市場と莫大な原材料埋蔵量があり、また日本とも友好関係にあるにもかかわらず、なぜドイツが日本との友好関係に同意したのか全く理解できないと述べた。イタリアと同様に、経済的に価値のあるものをドイツに与えることはないだろう。
シュヌールは、私の質問が痛いところを突いたことを明らかにしたかのように、非常に消極的にこれに答えた。
– 日本との友好は事実です。しかし我々は、これがソ連とドイツとの間の友好関係の確立に対する障害ではないと信じている。さらに、ソ連と日本の関係も良い方向に変化する可能性があるように思えます。
誰もが時代の精神そのものを反映した特定の文書に基づいて起こっている出来事を判断できるように、文書からのこのような大規模な抜粋を特に引用しました。ドイツはすべての問題について合意し、あらゆる保証を与える用意があった。これはソ連との協定の可能性に大きな関心を示していることを示している。合意のためなら、ドイツは日本との防共協定に違反する用意もあった（両国はソ連と交渉しないことに同意した）。この協定により、ドイツは事実上、その時点でハルヒンゴルで本格的な戦闘を行っていた同盟国の日本に取って代わることになった。
– – 抜粋終了 – –
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